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平成17年度調査の概観

平成 17年j立の緊急調有実施件数は、前年度からの継続調査 31'1二を合む 301'1'.であり、調査l面相は

1，535.99ばであった。これを前年度の32件、 1，442.09rr1と比較すると件数は 2件減少(対前年度比6.3%減)

し、調査面相では93.90111'の増山n(対前年度比6.5%明)となっているが、ここ数年間の傾向としてはほ

ぽ横ばいの状態とみることができる。調査面組は平均で 11'1ニあたり51.19rrf (前年度は45.06111')であり、

l件あたりの調汽l而加については前年度より若下、増加の傾向が窺われる o

調査l原1)¥1は個人咋月]住宅の挫設が 29 i午、自己J~J }占 ~11ì併川住宅の建設が l 件である 。 これら 3 0件の

工種別内訳は、鋼行杭打ち工・JJが 16件 (53.3%)、地権改良工事が 8件 (26.7%)、車雌、擁壁等の築

造が 4件 (13.3%)、その他が2件 (6.7%) となっている。今年l度も鋼管杭.j"fち 1-がやj也鰹改良J:')1:が
発掘調査の主体的な原|主1(241'1ニ:80%)にな っている傾向が胤苫にみられた。以下、各地点の調査成

*の概要を紺介する 。 (調代原 |大| 、 而般及びJ~ Jn\J等については 「 、F成17年度調査地点 - ~:t J を参 l!(1 0 )

1 大楽寺跡 (No.262)
dil人1J!1 心部の束に位目する沖l引守地区の通f~r; 、 MI桃 ヶ谷と 呼ばれる作) ，の|キi側人 り11部分となる浄|り1

，'I' Ii同 fUに所在する。鋼管杭の設置による基慌て事を内容とする個人専用住宅の佳訟にともない発掘調

伐を克施した。

調査の結*、 13世紀後半代のi礎石建物跡が部分的に発見されるなど、谷戸内における上地利則の一端

を1it1ることが出来ることとな った。

2 長谷小路周辺遺跡 (No.236)
d i l人~jI=l 1 心部のやや凶1Jl1J となる長作ー了 U に位附し、県道鎌倉~山線が*から州に I r'Jかう道筋の北側に

所在する 。 l;lÇ fi控J:~~に|探して地盤の柱状改良工事を実施する自己川庖制併問ü:宅のえJ!設にともない発fAJI

調査を実施した。

調千Eの結*、砂丘上に営まれた方I1ヲ竪穴建築fJr等の ill ~帯が発見された 。

3 佐助ヶ谷遺跡 (No.203)
d-i内111心部のややl'引J[IIとなる佐凶u - 下 11 に位向し、 通f~l;御成山 と H干ばれる 丘陵の Illi鑓に対|面するかた

ちの lí:陵の点側制部分に所在する 。 鋼釦釦釧h前刊í;1ドr円~刊1

もない発掘淵査を実施した。

調在の~~;*、 川地)1ヲとなる líJ去を大きく 切 り JlÌ I して形成された、F尉に J! 1 Iltの辿梢が常まれている状

汎が'1:1]1リ|した。

4 円覚寺門前遺跡 (No.434)
dil人l北部の山ノ内に所収し、 JR北鎌倉駅前を南北にはしる E民地万道横浜鎌倉線から瓜ガ谷にII'Jか

つて約70mれ州1Jl1Jに人った品川命に{立川している。鋼竹杭の投;泣による)H:注r'.']1:をl人l詐とするfllil人'，11-11J fi: 

℃の建設にともない発掘調査を実施した。

「制作の結*、 UjJ.~、杭穴、 il~j跡等のおおむね14 1:lJ:紀代の追わ時が {iÏli認された 。
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5 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

市内"1心部の由比ガ浜一 fUに所在し、今小路と呼ばれる街路の東側に位位している。f間人専用住宅

の~築に 1、lvi}?する 'II) ， jïの築造により倣地の-古11が切り|ごげられることにともない発射調査を実施した。

調査の結栄、砂丘上に立j出する)J)Iヲ竪穴住築j止、 t臓、 71\~跡等のJkHI官が確認された 。

6 極楽寺旧境内遺跡 (No.291) 

市内rl1心部の平野部の阿万に存する丘陵を越えた極楽、千二丁目に所在し、点言律宗寺院の極楽寺から

は北京約300mの助所にあたる作)Î仏J(二位位している 。 制竹杭の設;百による基礎 I~ ' J~ を内特とする{同人

咋JrH主主の~設に発掘調子E を克服~した 。

淵1骨tの結果、破昨した泌れをl出築して造 っ た J;~J担状辿梢をはじめ、 t殿、れ穴、 rl\~lM'等の ill梢が確認

された。

7 宝蓮寺跡 (No.374)

t!il人1"'心部からやや北省:りの佐WJ二 fUに所庇し、 1有から北に向かつて樹枝 tに広がる芥戸の うち丙

から京にのびる支作の~HJlIJ最奥部に位世する 。 銅竹杭の設;百による J.Þ礎工 'J"Çを内梓とする (同人専用住宅

の建設にともない発掘調査を実施した。

1澗1¥の結果、が発見された。調何|丘北側の山慨に1111，¥201、深さ 1.501の脱税を有する堀跡が確認された。

さらに Jj:l_~跡の伴j側には 1 11 1 .\1 .801 の築地の基底部も発見され、芥) i仏lの上地利川についての新たな矢11見を得

ることが""，来た。

8 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

|清述の調査地点 5の1判官IIIに隣接する場所である。鋼竹杭の設;白による基礎仁事を内符とする個人咋HJ

住'ちの挫設にともない光州調査を実施した。

l洞1¥の結果、北1Jl1J1明付加山の調汽成*とほぼ|口l械に!沙l王|二lこ立地する万JIヲ竪穴住築)-11::、 t成、満跡等の

辿桝がi確認された。

9 天神山城 (No.384)

t!il)'FI'心部から北川の山Ihi.J'[.持母!!!に位置し、地元で、犬神山と呼ばれる独立丘陵の阿側悩部に立地して

L、る 銅竹杭の設内による J，~I謎仁 'Jï を内容とする個人 '，It川住宅の~設にともない党制調何を実施した 。

調官の高~*、 i調布|乏の北京側において背後の丘陵から述なる岩盤面が確認され、この岩盤上に!1H~'lす

るような状況で山噴|時代後開lの U¥lli慌が 定なまとま って1'1'，1二した。

10 高徳院周辺遺跡 (No.327)

t!il人oJ'I'心部のやや州1Jl1Jに所イr:し、市北に長大な芥)iのほぼ'1'央市11J4ぱllJにあたる長芥 li.f Uに位世して

L、る 地盤の改良_['J~ を|人l作とする個人 ~lf同住宅の佳設にともない発侃調査を実施した。

調1¥の配j*、 |二服、村:火、 J1:) I守:の辿梢が確認された。

11 覚園寺旧境内遺跡 (No.435)

t!il̂J'I'心部の点1Jl1Jにあたる 二|梢常'j:会 |刊こP!i・.(tし、鎌f.f向から党|調子Fに宅る刺IIJ長い芥戸内の阿側に位

(，"1 し ている 。 鋼竹;f/[の設;itによる JI~礎仁 EJï を 1)何千とする他|人咋川住宅の建設にともない発制調査を実施

した。
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調査の結果、上服、柱穴等の辿桝を確認した。なお、当該地北fJllI隣接地においては平成16年度にも発

掘調査が実施されているが、ほぼ同様なJJd.f持が一連中11¥として展開している状況であることが判明した調査

であ った。

12 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)
dl内"，心部の小川二 「日 に位置し、 尚j占街として賑わいをみせる小110'通りから小さな路地を西に入っ

た場所に所在する。鋼管杭の設置による基礎玉事を内容とする個人専用住宅の建設にともない発掘調査

を実施した。

調査の結果、掘立柱建物跡、上臓、 )1二戸、 j的跡、等の逃梢を確認した。

13 清涼寺跡 (No.183)
dl内中心部のやや北側となる扇ガ谷凹丁目の谷戸内に位置している。海l歳奇からは東fJllIの丘陵をはさ

んで約160mほどの場所に所れする。Mf礎工'Ji-に際してj山根の村ニ状改良二L'Jlを実施する個人専問住吉の

建設が実施されることとなり発掘調査を実施した。

調査の結果、大胤棋な構造を有する南北方向の梢跡をi確認した。この前跡は凝灰おの切石を 4段以上

に制んだ桝造であり、数度にわたって改修された状況が判明した。作戸内の上地利j日を検討するにあた

り、大きな区画施設が設けられている状況を担保することが可能となった調弁であ った。

14 浄妙寺旧境内遺跡 (No.408)
市内"，心部の;RfWIにあたる河パ問 、午三 rllに位置している。個人'，ltJH住宅の建設にともなうI.liJ'巨及び擁

壁の築造にともな って発掘調査を実施した。

調査の結*、道路状追崎、上殿、柱穴、満跡等の辿桝が峨認された。調査区の西側で確認された市北

)J向の消跡は木組みの.fi"'i造をイfするものであり、敷地の|事j側に存する六浦道に直交する)i向性を有して

いることが判明 した。

15 天神山城 (No.383)
dil勾北部となる山Ih奇字'五f，illに所在し、 liij)iliの調街地点 9とは独立丘陵をはさんだ反対制11の束1JlII山制部

分に立地 している。個人専問住宅の建設にともない発掘調査を実施した。

調査の結果、上脇、柱穴笥;の)J1.f'\~が雌認されたが、それぞれの迫柿のJIIT波深度がきわめて採いにもか

かわらず、その分布は柿却な状汎にあることが把射された調査であった。

16 名越山王堂跡 (No.234)
市内中心部のl柄米側にあたる大IlIr三 ruに所在し、 LLI正堂ヶ谷とH乎ばれる谷戸の入口部分の東側山裾

に位置する。個人'，'fJ日住'ちのえJ!設にともなう 地盤の柱状改良じ!j1:を原|大|として発掘調査を実施した。

淵査の結*、礎石越物跡、上横、柱穴、井戸等の辿柿が発見された。

17 材木座町屋遺跡 (No.261) 

di内中心部の南東側にあたる材木陀一丁目に所在し、 H宇年J主も東側隣接地では発掘調査が実施されて

p る上品川ーに位世している 。 鋼管杭の設置による基礎 L引を 内特とする個人 ，~I~IIJ住宅の建設にともない発

姻調査を実施した。

調査の結果、土峨、 H火、 7，時跡等の迫桝が発凡された。これらの辿榊のうち、 141J1:紀代の遺.f，"'ii伴は火
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災に辿った痕跡が確認されるものである。

18 最明寺北亭跡 (No.137)
市11、l北部の山ノ |ノサ字lリ!日谷に所侃し、国折定史跡l閃)J院境|人lの北1)[11約180mの場所に位位している。

基礎工'JTに際して地盤の柱状改良じ'JTを実施する個人専用住吉の佳設にともない発掘調査を完施した。

調査の紡民、岩船 1:1こ ~[i られた淋跡、性7'(等のi山院が発見 された 。

19 由比ガ浜中世集団墓地遺跡 (No.372)
市内中心部の雨1JliI となる由比ガ浜山 f l3に所在し、由比ガ浜の海岸線からは270m ほ ど I)~I培(北1)111 )

に人った.tJA所に位置している。鋼竹杭の設置による基礎工事を内容とする個人咋用住宅の建設にともな

p発tkLI調査を実施した。

調子時の結果、海浜自1)から続く砂丘上に方形竪穴辿築J:11:、土峨等のJJd;fI~が{確認された。

20 佐助ヶ谷遺跡 (No.203)
rli内，，:，心部のややI}可制1Iとなる佐助- rl3に所イビし、御成山と称される丘陵の阿側の谷}i内に位置して

いる。前述の調査地点 3とは|叶じ芥)i 1人!に位世し、ほぽ向かい合う位置|刻係にある。法礎工事に際して

地盤の柱状改良工事を実施する個人咋m住宅の控設にともない発摘調査を実施した。

品~fiの結果、上服、れ火、満跡寄;の遺構が発見された。

21 大倉幕府跡 (No.253)
"i 1木1"，心部のやや点1J!i1にあたる咋ノド二三ruに位置し、源頼朝によって|別府された最初のtJlflである

大企t;";;If:fの惟定地と与A えられている rli立消炭小学校とは路地をはさんで凶側に隣接する場所に所在して

いる。制作杭の設世による基礎_C'Irを内容とする1lbl人'8用住屯の建設にともない発制調1tを実施した。

調子主の結果、掘立柱住物跡、柱穴、打ダIJ、 仁成、満跡等の遺構が発見された。湧水の激しい場所であ

ったため、 mt.Mには)fj代や漆拡咋の木製! " '~I が多く合まれている 。

22 今小路西遺跡 (No.201) 
rli内'1'心部のややl判官!lJにあたる111比ガ浜- ruに位世し、鎌合.lNS1町湖、と推定される奈良Hキ代の辿梢が

発見された今小路阿冶跡(御成小学校内地点)のl判凶約200mに位置する。個人咋用住宅のえJ!設にとも

ないj型版文化財に ;j~響が及ぶことを以 |大| として発射調査を実施した。

調査の結果、上境、柱穴、満跡等の治構が発見された。満跡は調査区の北側で発見され、東西方向の

'11th線をイ{するものであることが I~J らかにされた 。

23 若宮大路周辺遺跡群 (No.242)
"i 1ノオ11'心部のJ+!:1J!IJとなる小IlIr___:.r LIに位世し、小IIIJ大路と林される中|立鎌fTの i:::要な街路の点側に所-

h している 。 ~~礎r:'n:に際して j出棺のれ状改良仁 'IÇ を実施する ilfil人咋用住宅の住設にともない発掘調官

を'主}tl!iした。

調杢の結果、 )JJ膨竪穴建築j止等の辿構が発見された。特弔すべきは、 '-'-i百五調査地点で発見された方形

I韮穴住築JII:は、これまでの鎌合市街地における発比例のうち以北に所在する 'Jc例となったことである。

辿桝は13世紀代の年代が与えられる 'Jc例である。
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24 瑞泉寺周辺遺跡 (No.338)
市街地'11心部の北京1こあたる て階堂字紅葉ヶ芥に位町し、 lfil指定史跡瑞泉、子j党内の凶側約320mの場

所に所配する 。 制竹机の .-iぇ ;rfによる J，~礎工・I~ を |人l衿'とする個人~，~用住宅の辿設にともない発掘調査を実

施した。

調有の結果、 |宇jから北に|旬かつて広がる小さな芥戸内において礎石建物跡、柱穴、十.峨等の迎桝が発

見された。

25 覚園寺旧境内遺跡 (No.435)
前述の調査地J.'H 1の!-k1H11 に隣接する 。 基礎工 'J~に際して地盤の柱状改良仁事を実施する個人専用住宅

の~設にともない発掘調作を実施した。

訓千tの車内!北部l街地J.'.(llとほぼhiJ械の様相が椛Jtされた。、1/，該地における辿4111の全体像については、

今後の資料整理作業において地点11の調有成果とともに総作的に考察をすることとしたい。

26 笹目遺跡 (No.207)
di街地 rl~ 心部の州側にあたる?在Ll lllf に{立iE し、 lìíî述の淵有地点22から阿に約180m の場所に所在する

鋼管杭の設置によるJ，H危1:'JTを内脊とする個人 1，'1川住宅の辿設にともない光州市il1i:を実施した。

調千tの結果、 li.陵の*側裾部に方形の庶"町をもつ住物制等の治械が発見された。この建物跡は凶周に

切イ i を立て、子F院佐築に ~G られるようなl，~J世に知似した辿桝を桝成している 11に特徴をイfするものであ

った。

27 玉縄城跡 (No.63)
d-j内北阿部のM木下制作戸にN:fii'lし、-f縦城跡の縄張りにおいては南京外邦古15として位置付けられる

!日変の東側山械に所作する。制作杭の設世による法l控['IJ を内符とする個人 L早川1ì:古の~設にともない

先制調子主を実施した。

l淵ftの紡*、 li制城跡に|交!わる1611t紀代の年代が与えられる |二l境、柱穴、消刷-t干の辿Wiが発見された。

28 名越ヶ谷遺跡 (No.231) 
di内中心部の南東1][11にあたる大IliT三 rblに位tZし、 U並京、tF院大宝、干の参道の|判官!IIに所花する。鋼祈;

杭の設置によるl幻控仁'Ilを内科とする個人咋m住宅の住投 (Wl築)にともない発品!?凋俺を実施した。

，剖1長t面11'1は極めて小l見棋な範凶に限定されたものとなったが、七成、れ穴、治跡て干の}b!，j;持を部分的な

がらもが確認することができた調子町であ った。

29 甘縄神社遺跡群 (No.177)
Iバ山hドj 内『小|ドI 心自部15 カか、らやや IJ内川川4 そ?計苅得fd市舟~作f りの j長三r芥主 -JiJ'にこ斗1¥立川IU;ie.1fし、 i辿白跡4才名ノ/1の|川山lD米長となつた H

I喝易所に所r花Eする 。 個人 I，'f. )1I住宅の~設に付叶?して '長施される lドJ ， jiの築造にともない発掘調査を実施した

30 大倉幕府周辺遺跡群 (No.49)
dil人1111心部から点側にあたる 一二|晴世宇佐柄に所作し、調布地点の北1JlIIに釦席ーする花柄天神社の参道の

阿世[11 に位置している 。 JH足 lて 'jî: に|探して地離の柱状改良 lて '1玉を実施する個人 t早川住'七の~設にともない

発制調査を実施した。
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本誌、所収の平成11・14・15年度発掘調査地点一覧

第 1分冊

No 泊 肋i 名 所- 在 I山 調査駅間 治跡種別 調査而般 調査期間

① 田楽辻子周辺遺跡
雪ノ F五丁目 555番l 個人咋m住宅 古11 "， 51.00111' 平成12年l月7日

• (NO.33) ~平成12年l月11日

② 大倉幕府周辺遺跡群 二|活空字荏柄 27番3の
個人咋用住宅 都市 52.39111' 

平成14年9月27日
申買 (N0.49) 一部 ~平成14年11月27日

③ 西瓜ヶ谷遺跡 山ノ内字東瓜ヶ谷1294番
個人専用住宅 都市 71.19111' 平成14年9月30日

* (NO.213) 4外 ~平成14年1UI7日

④ 名越ヶ谷遺跡 大ド'TIJqr日2395番2
個人惇同住宅 都 rl1 30.00111' 平成15年2月12日

ヲ貨 (N0.231) の一部 ~平成15年3J=l17日

⑤ 今小路西 遺跡
御成町200番2の一部

自己問自舗併用住宅
都市 124.00111' 

平成15年3月3日。 (別N叩0.201) (杭基礎構造) ~平成15年6月19日

第 2分冊

No 泊 肋i 1， rfJ- 在 I山 調査以 |珂 治跡種別 調査面*!.'1調査期間

⑥ 極楽寺旧境内遺跡
極楽子FJTEl358番外

(同人咋m住宅
社寺 75.88111' 平成14年12月2日

* (NO.291) (地 F室) ~平成15年2月6日

⑦ 丙ノ台遺跡
台字阿ノ台 1595番外 (同人WHJ住宅 都市 35.15111' 

平成15年4月11日
A (NO.378) ~平成15年4月22日

③ 公方 屋 敷跡
浄r~j寺四丁目 273 番

個人専用住宅
都市 73.13111' 平成15年4月30日

A (N0.268) (杭基礎構造) ~平成15年7月5日

⑨ 光明寺旧境内遺跡
材木座六丁目855番21外

個人専用住宅
社寺 77.00111' 平成15年5月l日

A (NO.316) (地盤の柱状改良) ~平成15年6}=130日

⑮ if宮大路同辺遺跡群 雪ノF一丁目 161番33の 他i人専用住宅
都市 24.00111' 平成15年5月9日

A (NO.242) 一部 (杭基礎構造) ~平成15年6月11日

⑪ 浄妙寺旧境内遺跡
浄'~ J寺三 rbll 0 1番13 

個人咋問住宅
社寺 40.00111' 平成15年6月10日

A (N0408) (地盤の柱状改良) ~平成15年7月9日i

⑫ J守宮大路周辺遺跡群 山比ガ浜丁目 127番
個人専用住宅 都市 30.00111' 平成15年7月15日

A (N0.242) ~平成15年8月6日

⑬ 下馬周辺 遺跡
大111rてTFl975番6 111i1人，:Il-fIJ住宅 都市 25.00ば

平成15年10FI 8 R 
A (N0.200) ~平成15年lOFl17U

⑬ 7]< 福 寺跡 二階堂字亀ヶ、関124 7番
111i1人専用住宅 都市 42.25ぱ

平成15年9月10日
A (NO.61) 1 3 ~平成15年10月14日

⑬ 米 IIIJ 遺跡
大IIIT二丁目 922番7外 個人専用住宅 都市 42.55111' 平成15年8月9日

A (N0.245) ~平成15年9f=l22日

.~jJは平成 11年度実施の発掘調査。

女印は平成14年度実施の発掘調査。

Ol=j]はτIl.Jvミ14年度一平成15年度実施の発掘調査。

"'1=jJは平成15年度実施の発掘調査。
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平成17年度発掘調査地点一覧

No 遺 跡、 名 所 在 j也 調査原因 遺跡種別 調査面積 調査期間

大 楽 寺跡
浄明寺四丁目246番1

個人専用住宅
社寺 41.50ぱ

平成17年2月22日

* (NO.262) (杭基礎構造) ~平成17年4月12日

2 長谷小路周辺遺跡
長谷一丁目265番目

自己目指舗併用1詫
社寺 56.00m' 

平成17年2月25日

* (NO.236) (杭基礎構造) ~平成17年4月11日

3 佐助ヶ谷遺跡
佐助一丁目496番5

個人専用住宅
都市 56.00ぱ

平成17年3月7日

* (例N叩0.203) (杭基礎構造) ~平成17年5月18日

4 
円覚寺 門前遺跡 山ノ内字藤源治947番6個人専用住宅

都市 36.00111' 
平成17年4f15日

(N0.434) 外 (杭基礎構造) ~平成17年5月13日

5 
若宮大路周辺遺跡群 由比ガ浜一丁目126番1個人専用住宅

都市 27.00m' 
平成17年4月7日

(N0.242) の一部 (車庫の築造) ~平成17年5月9日

6 
極楽寺旧境内遺跡

極楽寺二丁目948番8
個人専用住宅

社寺 50.50m' 
平成17年4月7日

(別NO仏ω，291) (杭基礎構造) ~平成17年5月20日

7 
r玉」ヲ 蓮 寺跡

佐助二丁目905番3
個人専用住宅

社寺 72.99ぱ
平成17年4月7日

(NO，374) (杭基礎構造) ~平成17年7f18日

8 
若宮大路周辺遺跡群

由比ガ浜一丁目126番11
個人専用住宅

都市 34.50m' 
平成17年5月10日

(N0，242) (車庫の築造) ~平成17年5月21日

9 
天 村1 山城

山崎字宮廻689番l
個人専用住宅

集落 45.25ぱ
平成17年6月2日

(N0，384) (杭基礎構造) ~平成17年6月17日

10 
高徳院周辺遺跡

長谷五丁目382番7の一部
個人専用住宅

都市 50.00111' 
平成17年6月20日

(NO，327) (地盤の柱状改良) ~平成17年8月19日

11 
覚園寺旧境内遺跡

二階堂字会下35 1番l
個人専用住宅

社寺 30.00111' 
平成17年6月22日

(N0，435) (杭基礎構造) ~平成17年8月31日

12 
若宮大路周辺遺跡群

小町二丁目 11番2
個人専用住宅

都市 44.00111' 
平成17年7月12日

(NO，242) (杭基礎構造) ~平成17年8月31日

13 
清 1思 寺跡

扇ガ谷四丁目556番4外
個人専用住宅

社 寺 60.00111' 
平成17年7月21日

(N0，183) (地盤の柱状改良) ~平成17年9月30日

14 
浄妙寺旧境内遺跡

浄明寺三丁目948番8
個人専用住宅

社寺 28.50111' 
平成17年7月25日

(N0，408) (車庫ー擁壁築造) ~平成17年9月30日

15 
天 神 山城

山崎字宮廻745番の一部 個人専用住宅 城館 16.00111' 
平成17年8月23日

(NO，383) ~平成17年9月2日
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No. 治 『亦 ぞ1

16 
名越 山 王堂跡

(NO，234) 

17 
材木座間]屋遺跡

(NO.261) 

18 
最明寺 北 亭 跡

(NO.l37) 

19 
由比ガ浜中世集団基地遺跡

(NO.372) 

20 
佐助ヶ谷遺跡

(NO.203) 

21 
大 倉 幕府跡

(NO.253) 

22 
今 小 路 西遺跡

(例NOιω.201)

23 
若宮大路周辺遺跡群

(NO.242) 

24 
瑞泉寺周辺遺跡

(NO.338) 

25 
党国寺旧境内遺跡

(N0.435) 

26 
笹 目 遺跡

(NO.207) 

27 玉 縄 城跡。 (NO.63) 

28 
名 越 ヶ 谷遺跡

(Nな231)

29 甘網神社遺跡群。 (NO.l77) 

30 大倉幕府周辺遺跡群

(N0.49) 

所 イE J出

大町=丁日1362番l

材木座一丁目149番4

山ノ内字明月谷295番4
外

由比ガ浜四丁目1107番32

佐助一丁目496番4

雪ノ下三丁目704番3外

由比ガ浜一丁目157番7
外

小IW[=丁El422番2外

二階堂字紅葉ヶ谷674番

二階堂字会下 351苔2
外

笹目 IIJJ423番2外

植木字植谷戸 198番

大町三丁目 1230番4外

長谷一丁目 227番24 

二階堂字荏柄76番8

調査原 |大|追跡禍別 調査l頂般 調査期間

個人専用住宅
社寺 27.50 m' 

平成17年8月23日
(地盤の柱状改良) ~平成17年10月20日

個人専用住宅
都市 39.50m' 

平成17年8月31日
(杭基礎構造) ~平成17年10月17日

個人専用住宅
城館 15.00m' 

平成17年9j=114日
(地盤の柱状改良) ~平成17年9月27日

個人専用住宅
都市 73.50m' 

平成17年9月16日
(杭基礎構造) ~平成17年10月25日

個人専用住宅
都市 44.00m' 

平成17年10月4日
(地盤の柱状改良) ~平成17年10月27日

個人専用住宅
官街 56.00m' 

平成17年10月25日
(杭基礎構造) ~平成18年l月27日

個人専用住宅 都市 63.75m' 
平成17年10月31日

~平成18年1月18日

個人専用住宅
都市 78.00111' 

平成17年11月2日
(地盤の柱状改良) ~平成18年2月6日

個人専用住宅
都市 56.00m' 

平成17年11月8日
(杭基礎構造) ~平成18年l月18日

個人専用住宅
社寺 53.00m' 

平成17年12JJ5日
(杭基礎構造) ~平成18年3月2日

個人専用住宅
都市 144.75m' 

平成17年12月l日
(杭基礎構造) ~平成17年3月24日

個人専用住宅
城館 98.00m' 

平成18年2月6日
(杭基礎構造) ~平成18年4月4日

個人専用住宅 都市 12.25m' 
平成18年l月25日

~平成18年3月9日

個人専用住宅
者11市 93.50111' 

平成18年2月23日
(車庫の築造) ~平成18年3月31R

個人専用住宅
都市 33.00m' 

平成18年2月23日
(地盤の柱状改良) ~平成18年3月31日

*印は平成16年度からの継続調査を示す。

0印は平成18年度への継続調査を示す。
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でんがくず ししゅうへんいせき

田楽辻子周辺遺跡 (No.033)

管ノ下五丁目555番 1地点



例 -

1. ~報は鎌t.r ，有勺ノド五 ， . LJ 5551存l地点にJW.(fする個人事川11:主建築に先だち行われた川楽辻 J勺討辺遺跡(U，~l虫跡台

'1'.長ぬ33)の発制調台報告古である。

2.発摘調査は平成12年 lJl7ilからInl{fl)11111にかけて、鎌倉市教育委U会文化財諜が実施した

3. 本報使用の位間関及びJ.!d桝|ヌ|作成、辿桝|ヌ|ト レース、観察点作成は鈎川 泉が、 i出物~iJliI 、逃物実iJllIIヌ| トレースは制
111が分~-IJ.1t J!X:した。

第 lf，'i:歴史的関境、第 2章遺跡の位置と調賓の経過、層トト・第 31，主検出 した迫桝と辿物 ・第4:i'立まとめは福日j誠

が十;t準し文立を負うものとする 編集は稲田が行った。

4. --1>:キRに使JII した辿l持'写兵は5向性仁和が、 1'1 '1 土辿物'1):兵HI~lj診は内IILt俊ーが行った。
5. 発弧!調査・整1'f1の体制は以下の通りである。

主任調査員 稲田誠(鎌倉市教育委員会l嘱託) 原股志(鎌倉市教育委員会l属託)

淵代目須佐 仁手11 早坂{rl'，li鈎川 泉占山上俊一

6 発掘調査資料(記録I三IIIlI'写真.1'1'1 t遺物)は、鎌倉市教育委員会が ー折保管している。
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第 l章 歴史的環境

調査地点は滑川と支流の大御堂川の合流地点、東西に通る田楽辻子とJl券長寿院のある南に延びる大御

堂ヶ谷人り Uの辻付近に而している。遺跡名 im楽辻ず周辺追跡Jの il11楽Jの由来として「相良家文

書」正応三年 (1290)五月八日 相良頼俊の諜状に 「鎌倉の釈迦堂の前地事」として、その凹至を注し

て 「東限てんかくかj山、北限やのとの々j由、西限ミそ、南限太郎!殿j出Jと見え、釈迦堂前に田楽を生業

としている人々が居住していたためであろうと推定している(註 1)。また 「田楽jの名は、 『吾妻鋭j

では二ヶ所挙げることが出来る。

『吾妻鋭』

嘉峨三年 (1227)JEH二日条 戊の刻、日l巣辻 fの東西-IJlJ除焼亡す。

正嘉元年 (1257)十一月廿二日条 焚酉 U1Jjる。丑の刻、若宮大路焼亡す。膝次郎左衛門人道が家失

火す。花山院新l:|!訓告-ld覧セh|1・f野市街 .同議権顕 ・式部央)夫人道が苗七 ・4渡部旬 -伊立感il左

衛門尉 ・前縫殿頭文元等が官官、ことごとくもって災す。田楽辻 fに主りて、火止まる。

嘉縦三年の記事から、 |王l楽辻子は東西に通ずる小路と思われ、ある程度道路沿いに町並みを形成して

いたと考えられる。また正嘉元年の記事から、鎌倉を南北に貫く道路である若宮大路の東に近接し、東

方に延びる小路と見ることがI'U;!そょう 。

このことから田楽辻子は、鎌倉H寺代には北条屋敷(宝戒寺)の北、筋替橋辺りから宅間 ヶ谷に宅りこ

こで六浦路に接していたと与えられる。呪，(f.、十I'l)11の左岸を大御堂柿から報国寺のある宅問ヶ谷に至る

小道がこの旧楽辻子の道筋に当たると考えられる。滑川の右岸には併走して六浦路が東西に通り朝比奈

を経て六浦に至っている。IFI楽辻 f沿いの調査はこれまでに 7ヶ所 (FU楽辻子周辺逃跡 3ヶ所、釈迦堂

跡 3ヶ所、上杉氏怒邸跡 lヶ所)行われている。

1. lil楽辻τ(-刷辺辿跡

『釈迦堂田楽辻子遺跡発掘調査報告書.1i沖明寺字釈迦堂658番外地点J1990年

『鎌倉rli地蔵文化財緊急調査報倍，-'f8.1 i浄l明寺宇古11.¥1562昏33地点J1992年 3f1

『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告占16-1Ji浄明寺字一丁目661番外地点J2000年3月

2. 釈迦堂削

『鎌倉 市土I~版文化財発掘調査年制 1 J i浄明寺字釈迦堂ヶ谷642番地点J1983年 3)=1 

『鎌倉市J~~版文化財発掘調査年報 1 j 次調査 「浄明寺字釈迦常ヶ谷642番地点J1983年 3)=1 

f浄明、子釈迦堂ヶ谷遺跡.1i河川l、子字釈迦堂597番 l地点・ 628fs:1外地点J1989年 3月

3. 1:杉氏窓邸跡

『卜.杉氏窓邸跡JI河川l寺 .T十1699手作外地点J1995年3月
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第 2章遺跡の位置と調査の経過、層序

1: 25，000 

5oom 0 、ι 却

図1 遺跡位置図

遺跡の位世と調査の経科

調先j山点は鎌倉市勺ノ下五丁円555番1、北緋35
0

19' 09"、東経139
0

33' 58"に位置する。

発抑i淵ftは、{凶人咋川住宅住設lこ{判王道路1mに按する切り 1:部分に対し、平成12年 1) J 7 FIに調何を

開始、|司王|三1月11卜|まで行った。対象面積およそ60m'の内、調査は撹乱されていない部分約12m'を対象

として行ったものである。調脊 111に使用した水準は鎌倉市 三級本準点BM.35(L=12.7773 m)から仮原

点に移動したもので、{反原点の海抜は15.686mである。

}¥'7}子

j也ぷ(海抜13.4-13.3m)からドに1.2m-1.3mまで表上と耕作土で磁われている。耕作上により遺物

包合府は失われている。第 1I而(海抜12.2m)の l府は約10cmの厚さで砂利、炭化物、 |二丹粒を合む淡

.MJ色~; Iin 1-.0 2 }i;o'，iは仇j色粘質 |二o :3}刊は約20cl11の}，よさ で.wく締ま った灰制色粘質上、 110はJ山山[(ii (海

抜12m)で黒褐色粘質土層である。調査開始する以前に重機により地山田まで掘削されており、第 1liu 

の調査は行えなかった。

検出 した逃梢・遺物の詳細は次73に譲る。

-5一
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コ/

図2 調査地点位置図
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A 

1.縄色粘質土。砂利 ・炭化物・土丹粒を含む。
2.縄色粘貧土。しまり良し。砂利 ・大小の土丹を多く含む。
3.褐色色粘質土。しまり良し。人頭大~挙大の土丹を多く含む。
4.黒縄色粘貿土。しまり良し。(中世地山)

A 

溝

.... 
B 

B 

柱穴 2

図3 遺構全側図
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第 3章検出した遺構と遺物

辿梢と遺物

第 1IUI 

第 1I一両から拍iり込まれている柱プ(2ン'(と 1::1，技 l穴を |有壁土層断IIUで、臨認した。柱穴 lは径約20cm、

深さ約30cm。位穴 2は径約30cl11、泌さ約40cl11で磁土に砂利を合んでいた。辿物の1'1'， 1二はない。 t臓は

東西約 1m、深さ約20cm程で、あるが、平lui)1ヲは不明で、ある。遺物は (1);1暁嘘成形のかわらけ、 (3) キ

セルの)(f~ñが出 t している 。

Jili IIIIM 

地山|師の精査で、Hプ(21( と i"l~ 1 条を検 ，'~， した 。 柱穴 3 は徒約40cm 、 深さ約20cm o .H穴 4は径約30cm、

深さ約20cmである。冶物のLI!，1二はない。 2:/(とも 1IfiIの辿梢の可能性もある。湖南区中央付近から |キi

に向かつて検出された満は、 '11日約40cm、深さ 15cm、長さ約 2mである。遺物は (2)子担ね成形のかわ

らけ小片、(4) 龍炭窯系の lT峨J1l化文腕、 (5) ・ (6) 鎌企 I則のk.1{2片と (7)知顎壷とJ41われる

須忠出壷底部片、 (8)上師器裂の小片が地山l面からw上している。辿梢に伴った遺物はない。
( )は{反応数11"[

治物ずI 法 :，1 (cm) 特徴等

1 か わ ら lナ I I径 (11.9)}底径 (6.4) 慨憾成形。

日告高3.7'1i!J~ 'I~~J&:Jr~ 

2 ヵ、 わ ら (ナ J.Nね成形。

3 側竹(雁汁) 仁川壬1.5残，'，'51.0 銅製。近IIt。

4 ly-磁J}'I花文腕 龍泉窯系。

5 、jZ-瓦 !事さ2.1 ，rI，而縄日叩き。凹面に符 Fの布目痕が残る。

6 、F 上L JlJ正さ 2.0 ，"，而綱 11川lき。山面にも行 |二の縄11のl五痕が認められる

7 ~!1忠器(短顕壷か) l向台径10.2残品5.7 内底に自然不111。外面下部はl陥約 lcmれのへラ開問 。，gj台

8世紀'1'-後、|土 は!h月り付けで外反する。慨峨|亘|転jj向は|時計l!llり3

8 |二(lfli器 (恋) 不明 0.5mm程の砂粒多数。 休日15坪さ 2 mm、外 IÍï:i へラ J~ 'J り 。

~. J-d :ョ ① 
Uヌ3

-/1)-
Fク

5 

II H

円

υυυ'
8 。 10c問、

図4 出土した遺物
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第 4章 まとめ

辿跡の立地がI1券長寿院のあ った大御堂ヶ谷入り Uに当たることから、鎌倉時代初期か ら開けていた事

は疑いようのないことと忠われる。田楽辻子がいつ整備されたかは明らかでないが、「吾妻鋭J嘉誠=

年 (1227)条に見られるように13世紀前半には街区を形成していたと惟察できょう 。周辺の調査 (r鎌

倉市埋蔵文化財緊急調査報告.'H6-1JI沖明寺字一 「目661寄外地点」 他)からm楽辻子と考えられる

「道路Jの検出が報告されている。その詳細は、上丹を突き固めた20cm程の硬化l師。二度に渡る貼り増

し。梢を伴う 。などと報告され、 13世紀の早い段階から15世紀前半までの年代観が与えられている。

(1'，上辿物は少ないが、地JH窯系占磁苫IJ花文碗や子J12ねかわらけの存在から凡ても、鎌倉初期には開発

が行われ、!l券長寿院を中心に賑わっていた地域と思われる。また、須恵器や七師器が出土することから、

源頼朝入府以前から人々の生活が営まれていた地域とも与え られよう 。「日楽辻 fJ司辺辿跡の調査件数は

周辺の調査を含めても 7件程である。調査件数が噌えてくれば滑川左岸地域の総子がより明らかになる

と与えられる。

-9ー



2. I有明に残る第 1I困の辿梢断l.ui

点(外)而

4. J山山回全長

図版1 検出した遺構

兵 (内)1m 

図版2 出土した遺物
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芙蒼幕府商通遺跡詐 (No.49)

一階堂字荏柄27番3の 部地点



例 目

1. 本報文は、大t.r~品Çl r:j周辺辿跡i作 (NQ49)のうち 二|桝常字作柄27帯3t山uにおける個人L早川住宅(表情ttM!lf改良)也

設にl'ドう緊右l調査報告、l?で、ある

2.発制調査は、 平成14{1三9J 12711から |司年11川2711にかけて鎌倉市教育委μ会が実胞した。

3. 調査体制は以下の通りである

調任1u、竹f'i・Mt J{，'iよ
調 査 以 :須佐l立f、太川史学II{、須佐仁和、"，!J反('1''';、111川他一二、柿|刈渓背

調査布liWJW:宇都洋平 ・臼柿拓也 ・野tI崎美帆・ 1LIII正紀(鶴見大学生)、銘苅春也、柿本ね|之 ・原 考史 (IJil1-:館
大学ノ1:'.)

調fi作業 t~ :荻野 県~I 、奥 111平'J 、ド 、 Ll l d'(，f - リ ~ (社)鎌t.r，，1'シルパ一人材センター

協)J機関名(社)鎌t.r市シルバ一人材センタ一、鎌倉与 11γf:(i)f究所、*凶歴史与1'，学研究所

4. .tj王報の章tl'j)は、第 1 ・ 3市を原が十)l市 、 第2J1 を須佐l直子がそれぞれ分担執市し、 ~4主主については調子主員協議のもと
民iが制を 1'1'(した 作|χ|作成にはλ:111、1tlJjx、111川、柿問、下郎、刈柿、野崎、 11111、銘刈、柿本が行い、法1114長を
， f三IfIIが行った。

5. 4:報拘I践のち:兵lまノEl;{..遺構を原 ・ 須佐(仁) 、r'~上過物を須佐(仁) が搬彬した。
6.発桐淵tiにおける IIH上;Jd物 ・|χ|耐如 ・'IJ:点などの資料は、鎌t.r市教育委U会が保代・している

7. イ文字授のj、LWリは以下の通りである。

|ヌ|版縮尺 全淵IJ ~I : 1/100 
追HI~ Iヌ1: 1/20、 1/40
泊物|文1: 1/3、1/6(常滑窯製品の刊S)

辿榊じ<11以 illWiのレ ベルは拘v..d;'R I':~の数1'1! をぶして いる
辿物凶版 _ . _ .ーは柄h薬の範囲を示す。黒塗りは灯明llIlに(、l若した拘JJ煙煤を表現している。

子山ねかわらけJ氏俺の法111は外底折頭出と口縁部との綾部の数fn'Iを表している。

8.現地調杏及び資料控fll!においては、多くの方々からご助， i 、，1~ rJ l二ご慌ωj を!似 っ た 。 記して感謝のなを去します
({~H{J凶作、 尺卜汗)1悦)

秋山哲雄、大=干高龍彦、岡 |場・郎、小野 ，E敏、河野l';!'t知l郎、焔川 泉、小林康幸、所雌↑点一、佐!後仁彦、汐見 4

犬、宗症秀明、;民主自立子、 1I1代{郁夫、玉林美引、塚本手11弘、継 '夫、子塚l直樹、福川 誠、総!壱宜方、鳥羽::1和雄、

桃山奇t{jlPlli
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マ冶跡周辺の主な調査地点 (s11の各調査地点と周辺逃跡一覧)

1. 調査地点 :三階堂字荏柄27番3地点、

2. 大倉幕府周辺追跡:二階堂字佳柄58番4外地点

3. 大倉幕府跡 :私立消泉小学校を合む一帯の地域

4. 大倉幕府周辺逃跡 :二階堂字荏柄38番1地点

5. 大倉幕府周辺遺跡:雪 ノ下字大倉耕地562番1地点

6. 関取場叫! 東御門川に架かる関所橋付近(角田医院の南丙隅)

7. 大倉幕府周辺追跡:雪 ノ F字大倉耕地562番16地点

8. 大倉幕府周辺冶跡 :雪 ノ下字大倉耕地562&29地点

9. 大倉幕府周辺遺跡 :雪 ノ下字大倉耕地565番4地点

10. 横小路周辺遺跡 :二階堂宇佐柄10昏1地点

11. 横小路周辺遺跡 :二階堂字荏柄10番6階地点

12 棋小路周辺遺跡 :二階堂宇佐柄9番1外地点

13 横小路周辺遺跡 :雪ノ下5丁目557番1地点

14 JI労長寿院跡 :大御堂ヶ谷一帯の地域

第 1卓 遺跡、の位置と歴史的環境

1.遺跡の位置

本調査地点は、 ]R鎌f.t駅から北京に約1.3km程のところに位置している(図1)。一帯は、東御門川や

二|情堂川などが鎌倉最大の河川である滑川に合流する地域で、それらの河川開析によって平坦な土地が

形成されており、 北側を楳1白50m前後の丘陵が延び、尚1J!11を滑川でltilまれた地帯である。その、F地の南

側前面を県道金沢鎌倉線(以下では中世の呼称に従い 「六浦道」と表記する)が東西に走っている。六

浦辺は、鶴岡八幡宮東側の的j付縮交差点 (別横浜凶立大付属小学校の校門あたり)からほぼ真東に延び

ているが、その北側に源頼!日:1.頼家 ・実!jl}1の三代にわたる将軍御所が所在していた土地にあたり、そこ

は大企御所、あるいは大企#府と呼ばれた鎌倉時代初則の1:11枢地域である。大倉御所の西限は、 現在の

付属小学校の校庭を南北に横切る形であ ったと推定されている(八申請1974.予塚1994.山村1997)。

方で京限は関所橋(六iRI道と IFI二階堂大路との交差点) から北に延びている路であり、現在は東御門川

がこの道路に沿って)協を流れている。東御門という 地名は、御所の束1JIIIに「勺があったことに由米してい

るようである。本調査地点は、とのような位置にあった大倉御所の東側に隣接した場所にあり 、さらに

北側山側には頼I;引の鎌合入J1f・以前に治IJ建された住柄天神社が銀座している。この地域は古代において鎌

倉郡佐柄郷にあたり 、発掘調査により中世以前に遡る奈良 ・平安H寺代の逃梢・冶物が発見されており、

鎌f.tの l二1 1 で も早くから人々の生活が~~v，;まれていた地域でもあ った (.1.8視11998 ・ 原2002) 。
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2. 歴史的環境

荏柄天神社は、社伝によると長治元年 (1104)に菅原道真公を祭神として聞かれたもので、後に鎌倉

幕府の鬼門鋲守として崇められたと伝える。弘安四年 (1281)将軍惟康親王社殿を造営したことがみら

れ、足利公方成氏のたびたびの参詣が知られる。その後小田原城主北条氏康により天文年間の社殿造蛍

には、闘を設けて関銭を徴収したという 。場所はその地名の由来となった関所橋付近であろう 。また六

浦道沿いには、行基が創建したという伝説をもっ杉本寺があり、六浦道が古代より鎌倉の主要な幹線道

路のひとつ(武蔵国久良木郡六浦=横浜市金沢区六浦への往来道)だったと理解される。このように本

遺跡の周辺は、源頼朝の鎌倉入府の以前から鎌倉の中心軸で、あり 、六浦道沿いの地域は三浦 (和田氏)

族が杷握していたという指摘もあり(石井1986・石丸1993・馬淵11998)、『吾妻鏡jの健保元年 (1213)

に和田義盛の甥の和田胤長の屋敷が「荏柄前JI御所東隣」に所在したことが知られ、本調査地点に近

接する地域であったことがそうした傍証になろう 。現在の県道金沢鎌倉線を東進すると朝比奈峠を超え

て国道16号線方而へ至る県道六浦原宿線になるが、朝比奈の先に大道という地名があり(現在の横浜市

金沢区大道)、大道小学校がある西側の一帯は和田氏の名字の由来になったという「和田の谷」の地で

ある(石川:1986.岡1995)。それを蚕付ける可能性のある平安時代末期の阿弥陀三尊像が小学校と閉じ

谷戸内の西側に位置した宝樹院(高栄山高照寺)から発見された(金沢区役所2001)。平成二年に実施

された仏像修理の際、各尊の頭部からは鎌倉時代後期の仏像修理願文、般若心経の摺経、ドp倒、仏舎利

などの納入品が発見された。願文から三尊像が久安三年 (1147) に創佳された常福寺(宝樹|涜の崖下に

所在か)の本尊であり、弘安五年 (1282) に称名寺開山の審海が北条実時の追善供養の際、修理したこ

とがはっきりした。このように常福寺が、ド安時代まで遡れる寺院であることが明らかになり、造与 ・造

仏の影響は在地勢力の三浦氏の外誰によるものとして捉えられ、その一族和田氏との関係が推測されよ

つ。

ところで頼朝がこのj山に邸宅(大倉御所)を造営すると、有)Jな御家人たちは周辺に宿館を建ててい

る。『再妻鋭jによると、御所の西側には三浦義村の邸宅があり貞応三年 (1224)に火災で焼けた記事

がみられまた六浦道を挟んだ|布側 (南街H勺)に八回矢IJ家の邸宅があったようで御所終罵の火事により延

焼しており、さらに岳山重忠の邸宅も南御門在って京都から来た医師時長の滞在先に指定されている。

また御所東側には利|円胤長邸の他に比企能員も屋敷を椛えており、後に将軍になる頼経が鎌倉到着後、

北条義n寺の大倉邸に入っているので周辺に在ったことが考えられる(寅1971)。さらに本調査地点の周

辺には、源、頼仰の創建による御願寺が存{Iしている。南方の六浦道から滑川に架かる大御堂椅をわたる

と、頼朝が父義朝を弔うために建立された源氏の菩提寺である勝長寿院の旧跡が大御堂ヶ谷にあり、ま

た関取橋から北東方向に延びる旧二階堂大路を進むと二階堂の地名由来ともなった永福寺が所在してい

た。なお御所が若宮大路東側に移転した後の鎌倉時代中期以降は関取橋の辺りを大倉辻とも呼ばれ、建

長三年 (1251)と文永二年 (1265) に幕的:による商業地域の規制が行われた際、 小町屋ならびに売買の

施設を作ることが許可された地域であり、さらに降って天文卜一年 (1542)には荏柄天神社の再興造営

のために関所が設けられていた場所でもある。江戸時代末期の荏柄天神社のかつての様子を伝える絵図

が残る(鎌倉il，1969)。この絵図は文政十年 (1827)に的問八幡宮再建のため、鎌企を訪れた|間百!大附

守の組 |ご、海老原孫三郎利啓によ って捕かれたもので、山裾に社殿と石段下に別当一乗院と思わしき建

物、六浦道に接した参道人Uに鳥居がみられるが、調査地点、も合めて一面に田畑が拡がっているだけの

風京であ ったことがわかる。荏柄天神社に隣接する本調査地点も同社と何らかの関わりをもっ地域と思

われる。
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第 2章調査の概要

1. 調査の経緯と経過

本調査地点は、 rli内北京城の鶴岡八幡宮東)jにあたる大倉幕府周辺辿跡(県遺跡台'1'長Nu49)の一角に

位li'iしており、住柄天神社が折H干の距離に鎮座した鎌倉"i二階堂字荏柄27番3地点に所在している。今

11'11の現地調査に先立ち、jZ成14年7r1に個人 1，'7-FfJ住吉住設の事前相談があり、住宅の法礎工事にfドって4長

I~引山般の改良を合んで実施する計画があったため、__['Jj:の実施によりi盟版文化財に影響を及ほさす恐れの

あることが予煙、された。このため確認調査を実施したところ現地表50cm以下に 11:1il.t迫物包含屑及びi!d

4fill面の具体的な埋脱文化!!1・の存在することが判明した。これにより当該佳設工事の実施による埋蔵文化

財への影響は避けられないものと判断した。このため事業者との協議を行ったところ、当初の計画に法

づき仁 'j1:を実施したいとのな向が示されたので、文化財保説法に基づく lli:l山手続きを行い、施工11との

調査実施による工程 .}j法調整の協議及び発fui調査の準備が整った後、平成14年9)-127日から2ヶ月の予

定で、調査面.f11152.39m'を対象として発掘調査を|芹l始する浬びとな った。

調査地は、残土の場外搬出が凶雑であり、さらに狭い敷地であるため表上の重機1M¥削による排上及び

前l何で発坐する排 k処frgの|川題から調査区を南北二区に分別して残土置場を!確保した。まず I区(南下

部)の調査を終 fした後、残 tを移動してから 111丘(北、ド部)の調査を行 った。、1:1.成14年9月27円に I

区の表土を重機で掘削除去した後、人力により掘り下げで調査を実施した。その結果、鎌倉時代を中心

とした4時期以上の生活而と、それに伴う冶梢 ・辿物が光凡された。|吋年11月2711までの|自に緊急調査

に必要な記録保存を行い現地調査を無事終了した。その問の調査経過については、調査日誌の抜粋を記

すことにする。

[日 誌抄1

9 Jl2711 1 1丘調査1)似合。調査区を設定し重機による表上掘削。

30 LI 機材搬入してテント設常。台風接近にf'l'-う'y;全処置。

101121-1 市4級基準点を法にして般地内にiUiI:11111法唯JIを設置、海抜隙μを多角171から移動。

51l 1区第1面の調査終 f。全長及び個別冶桝の写点樹影。第1[[j全iJllIIヌ|作成。

1111 11豆郡21uIの調布終 f。全封及びfI占!日リ治構の73:兵樹影。tl12LfLI全iJ!lIlヌ|作成。

18U 1区第3而の調査終 f。全員及びf問別迫梢の写真J最影。第3而全測凶作成。

221:1 1I I IIt地 111 卜レンチの調査終了 。 調査|豆 IJ4~:iÎ上附 |χ|作成。

241:1 1 区埋灰し後、 [[1互の重機によるぷ|二1fL\l~IJ 。 第 1国検出作業開始。

11FIUI 111孟第1r(IIの調ft終 f。全対及び{問別冶梢の'り:兵樹影。第1rm全iWI凶作成。

611 Tl 区第 1bl([jの全以及びfllil別巡梢の7-j:点1M}j~ 。 第 1b面全測 12<1作成。

151-1 n区第2而の調究終 f。全民投びfl刷リ辿梢の写点樹影。第2而全iHlJ12<1作成。

2211 n 医第3r(IIの調汽終 f 全民及び11古|別泊桝の乃:l'H品;話。第3，1[;全iJtiJ凶及び調i!f.区Illj世 Uc千1i<1

作成。11-'1立地山 卜レンチによる調査開始。

27r1 J:Jl地調査終 f。関係科)jlfJに発111¥調査を終 fしたとの旨を説明して機材撤収。
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E156 
X-75187.650 
Y -24233.548 

2. 測量軸の設定

E 

寸

↓ I I し

「。

図2 グリ ット設定・配置図

E162 
X-75198.463 
Y -24210.722 

10m 

測f止'rlhのためのグリ ッ卜設定は、調査地北iJllJに隣接した住柄天神社参道に向かつて東山.に走る路地 t

に鎌ffrI'i道路管E明記長が設置した鎌倉市4級f1'11rli )_J唯点のE156とE162を確認することができた。この両基

準点のliSl上陀際から敷地内に任13;の測量A}，'，tを設け、そこから |有へ15.281mの位置で;C-1杭を法唯杭と

して、凶2のように|五It座棋の数値を求めて*Vy'liIJIと南北'Iiillをそれそ子'L2m方眼により刺l線を配し、東阿

中山線にはアルフ ァベッ トの名称を付し、南北Ililhには算用数字をそれぞれ付 してグリ ット設定を行った。

各グリ ッ 卜の名林は北 1}4f~J の中I Ii~ùにより II'J! H); される 。 なおntlJ1lに川いたグリ ッ トは敷地の範凶や礼IUhl

のサイの利便性を優先させたため|玉11-.座標には一致していない。また平成12年 (2000)4-9月にかけて

発掘調査を実施した近隣に位位する|可1-2地J1(二|梢堂宇作柄58番4外)とはグリ ッ 卜'v，Iiは共有してな

いが、 }j位は一致している。

以下にrli4級基準点 (E156. E162) と、グリ ッ卜杭のC-1. A-3のIfil上座標数値 をしるすことにす

る。
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(AREA 9J 

E156 ( X-75187.650: Y-24233.584 J c-HfL ( X-75209.533: Y-24231.129 J 

E162 ( X -75198.463 : Y-24210.722 J A-3杭 ( X -75213.527 : Y -24235.134 J 

|支| 中の方位はすべて真北を採用し、グリッ ト 方|恨の尚北車111*泉は真北よりやや北に振れている 。 南北j~lll

と点北との偏差及び調査地点の経緯は次ぎのとうりである。

|有北朝I1線 (N-10
0 

57' 19" -E J 
調査地点 〔 東経139

0

35' 23" 北緯35
0

15' 12" J 
水準原点の移動については、調査地北側の路地と佳柄天神参道とが交差する社顕の石鳥居基礎(束iJ!lJ)

に設置されている同上地用院の多角点から調査地のC-1杭上に仮水準点を移した。従って、文章rl'及

び伸図に使用記載された数値はすべてこれを基準にした海抜標高を示している。

多角点 〔 海抜牒 ，'，:~ 13.518m J C-1杭 〔 海抜牒向 13.566m J 

3. 層序と生活面

調査地点は、現地表の海抜標高が13.6m前後に位置した平坦な宅地とな っている。調査で確認された

堆航土!曹は概ね 6}晋に区分さ れたがその中で少なくとも 3時期の生活面が検出されている。堆積土!習の

状況は岡 3に示したとおり である。表土はj平さ60-80cmで、上部に現代容上が20cm紅あり、その下は厚い

水田耕土の堆積があり、 !日l附'1'からは江戸時代宝水年間の富士山噴火に伴う火山灰が小ブロックで僅か

に認められた。

苅V 間.'~ I句恒<I)q~惚珂fj .fi此 」二 l'<!l U三 時.'

表 t .!・分的に宜'"火山灰の小プロック*'含んだ朱回1IIl.1 ・m尚色砂曹士 2'."'-.人上丹績を多 〈含む.1It化物 かわら付総"多 〈

節分間に柵t!にはる.払性ー....り剥い.

2 lIi尚色N，BI : 2c・p・， -司隣人上丹繍の・巴神'f.tl長篠rよる地・111.上llit"oい

炭化物周乙.かね らり線・小川が犠相.m I附 栂II!t
3 1医褐色lIiI紘.t 小 』拘演を多めに11人 した地震膚 かわら"小J-¥-e含み勉性

やや刻いが泊まりある.費¥2面楓11上.

4 ・3旋網色絵曾土 。J:FI勉ー炭化働 かわらけ小片金多めに合をJ..1:縦割に日砂

11の梅い峰簡があり .総性創いが泊まりややめる .!113幽

5 ・a院側色'品質J: t川健・鋭化観・土猶小片は少a.制...分を多〈合み L創が

‘硬化する.1向性・締まり強い.中目陸地山

6 剛係樹包絡置土 t丹鎗ー白色絵 〈火山灰か}を少量合む.保温・・111.

図3 調査区西壁土層堆積図
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表土を除去すると、 小上丹塊 ・かわらけ小片が多く帯状の炭化物を合んだUff褐色砂質土で厚さ約15cm胞

の中出遺物包含貯の第 1I晋が認められた。この層は堆柏土!曹の観察から水田耕作によ って削平を受けら

れたものであり、第 1I日を捌り込んだ中出前期!の遺構も存在している(凶 3)。従って、第1面で検出さ

れた迎梢は上層の生活而から掘り込まれたものも含まれている。

この111ill辿物包含!門を取り除くと 、小土丹塊やかわらけ小片を突き固めて版築したj由業層の第210を

確認した。この上面が第1面にあたるが第2層は土丹-版築のj由業j習が薄い帯状の炭化物!習を挟んで比較短

期間に少なくとも2Js:以上の整j・出が認められた。従って、 1'1<14に示したように逃梢は第la. b面の二時

期の掘り込み面からのものとして促えそれぞれの確認された辿桝を分けて図示している。この生活耐の

海抜楳1'，'H2.65-75m前後で、北東城は南西域に比べて少し高めに整地されている。第2L師は第31替の上而

に相当し、小土丹塊をやや多めに混入した地業によった桝成上であり、海抜標高12.50m前後で、ある 。

この生活而で検出 した治械には掘立柱建物 ・ 土JI;~ と多数の柱穴などである 。

第4Mは、上丹粒 ・ 炭化物 ・ かわらけ小片を多めに合んでいるが調査区全体に盟惇;な鴻本が浸みi~1 し

て生活l掘としては軟弱なものであ った。しかし北東域を中心にして灰向色の薄い貝砂層による平坦な面

の拡がりをみせていたので精査を実施すると、 -tJ{qや柱穴などのJJdfi4を椛認することができた。この艮

砂層以外の整地面はかなりの希却で遺構の確認が難しいものと判断された。検出した泊柿の平面凶を作

成した後、厚さ 10cm前後の第41百を除去して表山したfI音茶褐色粘質上(第51臼)の中 世基盤層である地山

上l函で、検出した遺構を含めて第31mとして調査を行った。第51日は褐鉄分を多く含んで上面が硬化 してい

た。第51¥百の上回は海抜標高12.25m前後でほぼ平坦で、ある。この層を掛り込んだ中世辿梢の壁面中に中

世以前に遡る焼土と上自In'(，~小片が認められたので調査区壁沿いに卜レンチを入れて確認調査を実施し

。
た

第61~予は海抜標 1'，"';i 1 2.00m以 Fに !tf~ Wl している無辿物土問で、 tJサ塊や白色イ'-j粒(火山灰か)を合んだ締

りの強い暗灰褐色粘質土である。
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第 3章 検出遺構と出土遺物

1.第1面の遺構・遺物

この而で、検 n~ した治構は、 a 'b凶を合わせてかわらけ溜りを合んだ t成32基、柱穴約60口などが確

認された。出土遺物には多量のかわらけ、舶載磁器、瀬戸、常滑窯製品、瓦類、土器、瓦質製品、金属

製品、石製品などがみられた。

a.土壇 (図4-11、|ヌ|版1・2・12' 13) 

仁成1: 1区D-3グリッ卜の位置で、検出され、 P4を壊して制り込まれている。桁|斗形を呈するもので

確認された規棋は南北iv，li135cm、東[1可l]ilti103cm、確認面からのお長さ 20cmを測る。掘り方は断面が浅い1m状

を呈しており、極仁は中位に椛p炭化物肘を挟んで上下2層に分けられる。 l:.J百は炭化物を多めに含む

締りのない茶灰色弱粘質土、下層は締りが弱く土汁粒 ・炭化物の多い茶掲色粘質土である。出土遺物は

凶7-1-4がロクロ成Jf~のかわらけ、 5 ・ 6が 1号磁占IJ花文碗 ・折版[1 [1 、 7 ・ 8が Ilr~)rf't窯盟、 9が鉄釘ーなどである 。

上峨2:調査l丘中央C-2グリットに位世しており、士服37に北1WIを壊されている。桁円}肢を呈し、規

模はIt-I北']1Ili115cm以上、*PI:jl]ilh80cm泌さが35cmを淵11り、断面が隅鉢状を I，tしている。認上は炭化物、か

わらけ小Jiを多く締りのないlIi'f茶褐色似粘質 tである。この治構に1'1'-う辿物は凶8-10・11がロクロ成

形のかわらけ小山l、12が青白磁益、 13が瀬戸窯凶耳'在、 14・15が常滑窯但鉢 ・裂である。

上峨4:Il 区北凶城D-3杭に位世している 。 1:.w.~3 に Jju;品一昔IS を脱されている 。 ほぽ 1 LI )~ を』11 し、規

模は径80cm前後、深さは38cmを測る。掘り方は断面が逆台形状を世しており、覆土は炭化物、 t丹粒を

多めに合んだ締りのない茶話j色弱砂質上で、ある。U'，上迎物は|ヌ]7-16-20がロクロ成形のかわらけ小 ・

大1111であり 、 21が常十I~窯J2鉢である 。

仁成5:調査l山幸iIII:j附D-1グリ ットに位(宣しており、*端のP8(こ壊され阿側は調査区外に拡がってい

る。桁円)1ヲを呈し、確認された規棋は-*凶!]iUI115cm以上、南北相h90cm、泌さが45cmをiWIり、揃り万の断

|師が逆台形状を呈する。倒上は炭化物、かわらけ小片が多く締りのない暗茶同色弱砂質上である。この

Jíd Wfに 1']~ う辿物は|主1 7-22 ・ 23がロクロ成形のかわらけ小1m ， 大 j[l[ 、 24 ' 25が手担ね成形のかわらけ小

101、26が子担ね成形の|斗かわらけ大|皿、27が青白磁梅瓶、 28が t器質火鉢、 29が女瓦(平瓦)である。

1-.峨6:11三Dー 3杭で t峨1と上峨2の11¥1に挟まれた位h'li(こあたる 。 ほぽド~ )f~ を t d し、規模は任65cm 、

泌さが40cmを淵IJり、 1，，11り万の断面が逆台)1ヲ状を呈する。磁上は炭化物、かわらけ小片を含む締りのない

H許茶払j色似砂質 上である 。 ，' ~， [こ泣物は区18-1が?百十円窯裂、 2が十I'l石製温イiである。

仁成7:調査区中央西端C-1・2グリ ッ トに位置し、西側は調査区外に拡がっている。崎川形を星す

る大砲の上横で確認された規模は市北中Ih163cm以 t、東阿'JiIl1125cm、深さは30cl11を捌IJる。掘り )Jは|折而が

|凶状を呈しており、制上は炭化物、 1::)'1-粒を多めに合んだ締りのない茶制色似砂質 |二で、ある。n'，上迎物

は|主18-3-6がロクロ成形のかわらけ小山、7・8が子J2ね成形のかわらけ小1[11、9が1号磁JIT!弁文!施、 10が

IL I 磁水注の底部片、 11が市消窯担鉢、 12が 上日~11火鉢で、ある 。

目成8:I制台|迂出IJt11明E-2杭の位世で、検出され、南側が調査区外に拡がっている。惰円形を星するもの

でl確認された別検は南北，]i1J1133cm、点州'lilli70cm以上、 深さ35cmを測る。揃り方は|斬聞が1111/鉢状を呈してお

り、磁土は炭化物を 多めに含む締りのない茶褐色粘質土で、ある。捌庁東側の U!，品に南北位の鎌倉石切石

が検出されたが本 t臓に 1'1'-うものかは不 | リ j である 。 1~1'， _l:: ill物は |ヌ18-13-19がロクロ成形かわらけ小 ・ 大

101、20がf17磁起弁文腕、 21が白磁1-1)じlIJL 22が常滑窯費、 23がk瓦(、ド瓦)、 24が i'~l行製ィヲJf'\\などである 。
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上城10:調査区北西域B-3杭の西|憐に位置しており、土成37の北端一部を壊している。楕円形を呈

し、規模は東西中ill88cm 、 南北~jljl70 cm 、深さが42cm を測り、断面が逆台形状を呈している 。 覆土は炭化物、

かわらけ小片を多く締りのないH音褐色弱粘質土である。遺物の出土状況を含めて図6に示したようにか

わらけと常滑饗の胴部片が底面近くでみられた。ここでは図8-25-27のロクロ成形かわらけの小 ・大

n:llだけを載せた。

土威11: 1区B-3杭付近に位置しており、調査区外北側に拡がっている。円形を呈するものと思われ、

確認された規模は径65cm前後、深さ38cmを測る。掘り方は断面が摺鉢状を呈しており、観上は炭化物、

土丹粒を含んだ締りのない茶褐色弱砂質土である。図示可能な出上遺物は図8-28の石硯だけである。

-t娯12:調査区の北西隅に位置して土横13の一部を壊しており、北 ・西側は調査区外に拡がっている。

確認された規模は東西'lillJ115cm以上、南北!TtlJ100cm以 |二、深さが20cll1を1H1Jり、侃り方は楠円形と推定され

断面が浅い皿状を呈する。覆仁は小二|二ー丹ー塊と炭化物 ・かわらけ小片が多く締りのないH音茶褐色弱粘質土

である。この逃桝に伴うJJd物はかわらけ ・青磁 ・常十"t.男瓦(丸瓦) ・釘がみられた。図8ー 29. 30が

ロクロ成形のかわらけ、 31が青磁J}IJ花文腕、 32. 33が常滑窯費、 34が鉄釘である。

上伊東13: B-2杭付近に位置しており、 仁域12. P35と重砲関係をなし両辺械にj裏されている。ほぼ円

形を単 し、確認された規模は径90cIl1、深さが20cIl1を淵IJり、掘り方の|析面が皿状を呈する。覆土は上層に

樽い炭化物層、下層に |二丹粒 ・ 炭化物を多く含む締りのないH育灰褐色粘n上である 。 i~，上遺物は |支18-

35がロクロ成形のかわらけ小山、 36が須恵質上誌である。

七績14:調査区北西隅で土域13の南隣に位置し、西側は調査区外に拡がっている。確認された規模は

東西長75cIl1以上、南北長72cll1、泌さ 15cIl1で、断面が皿状を呈した掘り }Jである。額上は上丹粒を多く合み

締りのない茶褐色弱砂質上である。出土造物は図9-1・2がロクロ成形のかわらけ大1illである。

t城15:上横14の|判隣に位i丘し、西側は調査区外に拡がっている。確認された規模は南北長130cm以

t、東西長83cm、深さが20cmを測り、掘り方の断面が逆台形状を呈する。覆土は炭化物 ・かわらけ小片

を含む締りのないH背灰褐色鍋粘質上で、あり、多くのかわらけを伴っていた。出上泊物は区19-3-13がロ

クロ成)1ヲかわらけの小 ・大1m、14が白磁仁1)じ1illである。

上m-06:調査区北東I~!月に位置している 。 椅円形を呈しており、規模は東西' lilh 75cll1 、南北車，h60cm 、深さ

30cIl1を測る。1M;り方は断L(:Oがilll状を呈 しており、郡上は上汁粒 ・炭化物を多めに合んだ締りのない茶阿

色弱砂質 |二で、ある。出七遺物は図9-15がFnね成形の白かわらけで内外面に煤が付着 し燈明皿と思わ

れる。16が鉄釘である。

t横17:調査区北東附で上城16の南隣に位置し、 P31・32に壊されており東側は調査区外に拡がって

いる。掘り }Jは円形とJSわれ、{確認で、きた規模は径95cm、深さ30cmをitllJり、断面は逆向)1ヲ状を呈する。

郡上は炭化物、かわらけ小片を合む締りのない|情以褐色粘質土である。山上逃物は|主19-17・18がロク

ロ成形のかわらけ小 -大皿、19が常滑窯裂である。

ヒ蹟18:調査区北端中央寄りで、土臓 19に般した位置で、検 ，'J~， された 。 形状はほぼ円形を星し、規模は任

75cm、深さ25cmを測る。掘り方はlaqf面が逆台形状を呈しており、棋士は一|二丹粒 ・炭化物を多く含んだ締

りのない茶褐色ω粘質上である。/山1

土峨1叩9:土t頒r噴d札1凶8に南接した位置で、検出された。形状はほぼ円形を呈し、規模は径約68cm、深さ35cmを

測り、掘り方断面はJ習鉢状である。額 tはi炭化物 ・かわらけ小片の多いH音灰褐色粘質上である。l山|

物は包凶l旧9一2幻1でで、カか当わらけ底部を t転伝制)ト佃Hして円形にJ探察り加工したもの、 22・23が常滑窯饗 .4望鉢である。

上峨20:1区'1'*のB-3グリ ッ卜に位置している。形状は桁円形を呈し、脱税は*西'li!l180cm、南北中111

56cm、深さ35cmで、ある。t駐iり方の断面は逆台)1ヲ状を呈 し、極上は t下2層からなり FJ日は粘性や締りの
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弱pn背茶褐色土、上!曹はH音灰褐色粘質土で土丹粒 ・炭化物を多めに含む。出土辺物は|剖9-24がロクロ

成形のかわらけ大即l、25が白磁口]CJOl、 26が常滑窯襲、27が鉄釘である。

土横21: 1区北東附で、上横17に西接した位置にあたり、土岐26の一部を壊して掘り込んでいる。椅円

形を呈し、規模は南北lliUJ97cm、東西軸58cm、深さ35cm、掘り 方の断面は逆台形状である。覆土は炭化物

を多く含む茶褐色料i質土である。げl上遺物は11{19-28・29がロクロ成形のかわらけ大阻、 30が常滑窯裂で

ある。

土峨22:1区南東附で上横17に南接した位置にあたり、東側は調査区外に拡がっている。柑円形を

すると思われ確認した規模は南北中11195cm以上、東西~jlJJ65 cm 、深さ 15cm と浅い制り方を有し底面の壁際か

ら大型の砥石が出土した。(図5の左中段)。磁土は炭化物を多く含む茶褐色粘質土である。出土遺物は

図10-1がロクロ成形のかわらけ小Ull、2が砥石である。

土J，jl~23: 1 区C-4グリ ッ トに位置している 。 楕円形を呈し、規模が南北~jdl105 cm 、東西中Ib85 cm 、 深さ

35cmを測り、底面に扇平な大 ・小上丹塊2個が抱えられていた。掘り方は断而が逆台形状を呈し、組二|

は炭化物 ・拳大土丹塊を含むH音灰褐色粘質土でやや締りがある。出土泊物は図10-3・4がロクロ成形の

かわらけ小 ・大旧l、5が常汁}窯担鉢、 6が銅銭の文字不明である。

上峨24: 土娯23の東隣して検出された 。 形状は楕円形を呈し、規模は東西~jlJl75cm 、南北中IH58cm 、深さ

35cmを測り、侃り方断面が摺鉢状を呈し、覆I.は茶褐色砂質土で、土丹粒 ・炭化物を多めに含み締りのな

いもの。出土辿物は図10-7がロクロ成形のかわらけ小皿、 8が常滑窯控鉢である。

土蹟26:1区中央東寄りに位置しており 、土城21に東端一部を壊されている。掘り方は椅円形を呈し、

規f~が東西t削i130cm 、東西軸90cm 、深さ 35cm を 1H11 り、断而がJIl1状をうさしている 。 磁土は炭化物 ・ かわら

け小片を多く含む締りのないH音灰褐色弱粘質上である。出土冶物は図9-31がロクロ成形のかわらけ小

阻 、 32が子j~ね成形のかわらけ大JIl1である 。 33がTT磁無文碗、 34がk瓦である 。

土服27:第1b面(凶4の下段)の E区北端西寄りに位置しており、 北側は調査区外に拡がっている。

確認された規模は-*阿長150cm、南北長40cm以上、深さ30cll1で、浅い侃り JJの大型土J広である。磁土は粗

砂 ・炭化物を多めに合む締りのない茶褐色弱砂質上である。出上冶物は凶10-9-11がロクロ成形のか

わらけ小 ・大町lである。

土岐28:第1b面(I主14の |ご段)の H区北端点寄りに位世しており、北側は調査区外に拡がっている。

確認された規模は東西長120cll1、南北長40cm以上、深さ 25cmで浅い掘り方の t城である 。磁土は炭化

物・かわらけ粒を多く含む締りのない時茶褐色砂質土である。出上遺物は凶10-12-15がロクロ成Mの

かわらけ小 ・大皿、16が青白磁瓜型水注である。

上横29:第1bl而 (1){14の|守党)の H区東寄りに位位しており、」二峨17に一部を壊されている。掘り方

は楕円形を呈し、規模が*西刺160cm、南北判150cm、深さ35cmで、ある。覆上は炭化物 ・かわらけ粒を多く

合む締りのない茶褐色弱粘質仁である。，'H上逃物は図10-17-19がやロクロ成形のかわらけ小1m.大皿、

20が予担ね成形のかわらけ大1111、21が常汁}窯裂である。

上臓31:上峨11の阿|憐で、検 I~II された 。 形状は桁円形を込し、規模は南北lliUI85cm、東西!111h58cm 、深さ 38

cmである。掘り Jj断面は逆台形、催上は t下2用からなり、 F府は本1;性や締りの弱L、茶褐色七、上回H古

褐色粘質土で炭化物 ・かわらけ小片を多めに含む締りのないもの。出土逃物は凶10-22-28がロクロ成

形のかわらけ小-中・ 大皿、 29が青磁蓮弁文腕、 30が常十177慢強である。

土峨32:第 1b而の I 区 ~II 央に位置しており、 土成33により 一部が壊されている 。 形状は楠円形を出

し、規模は束丙軸123cm、南北'llill90cm、深さが20cmで浅い掘り方をもち、|折|師が1m状を呈する。磁上は

H音掲色弱粘質土で、炭化物 ・上丹粒 ・かわらけ小片を多めに含む締りのないもの。山上辺物は凶11-1が
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図11 第1面土域出土遺物 (5)

ロクロ成形かわ らけ大 Illl 、 2が子担ね成形のかわらけ極小1m 、 3が常滑系の山茶碗、 4が泉州窯系の黄~IJI

椴で内!品に鉄利lで文字と思わしきものをtt'tJく。

t蹟35:第lb面の H区北端11"央寄りに位置している。掘り)]は楠円形を呈し、規棋は南北軸120cm、

東丙'lilh85cm、深さ 38cmを止し、断l国が深めの阻状を呈する。領土は暗褐色粘質上で炭化物 ・土丹粒 ・

かわらけ小片を多く含む締りのないもの、 iU上辺物は凶11-5-7がロクロ成形のかわらけ小・ 大HlL8 
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が常滑窯裂である。

ーレ横37:調査区北側西寄りB・C-2・3グリットにまたがった位置で、検出された大型の土城である。本

土臓は、土岐2・10と重按関係にあるが土城10より古く土域2よりも新しいものである。形状は南北位の

長崎円形を呈し、規模は南北中111165cm、東西軸115cm、深さ 13cmと浅い血状の掘り方である。覆土は暗褐

色砂質土で小上丹塊 ・炭化物を多く含み、かわらけを主体に常滑窯饗片がある程度まとまって造物溜り

を構成した状況で出土した(図6)。出土遺物は図11-9-35がロクロ成形のかわらけ小 ・中・ 大lIn、 36

が白磁四耳査、 37が瀬戸窯四耳輩、 38が常滑窯襲、 39・40が砥石、 41-43が鉄釘、 44が銅銭の「天聖元

宝J(北宋初銑1023年)である。

b. 柱穴 (図4・12-15、図版1-3・13-14)

この面で検出した各柱穴(ピット)は掘立柱建物を構成するような配置は認められなかかた。掘り方

は平面形状が円形または桁円形を呈しており、規模は径30-60cm、確認面からの深さ 15-40cmである。

柱穴の底面にはP13. 15 . 25 . 45が伊豆石片(安山岩質)、 P21. 24・28・31. 32・49が鎌倉石(鎌倉周

辺丘陵で産出する粗粒凝灰岩)、 P5・27が扇平な土丹塊、 P1・5に礎板が検出されており、それぞれ柱

を受けるために据えられていた。またP12・34の底面には常滑窯片や瓦板が認められたが同じく柱受け

として使われた可能性が考えられよう 。以下に柱穴出土の遺物について簡単に触れる(図12-15に掲載

した柱穴出土の遺物は以下に図を省11惜して図番号と辿物番号のみを掲載、例えば :図12-1=12-1と表

現する)。

各柱穴の出土辿物は、 P1: 12-1がロクロ成形のかわらけ大皿、2が銅銭 i!開寧通宝J(北宋 初鋳

1068年)である。P2: 12-3がロクロ成形のかわらけ小皿、4が手控ね成形の白かわらけ小皿、 5が白か

わらけ質小輩、 6が常滑窯裂である。P3: 12-7がロクロ成形のかわらけ小阻8が手控ね成形の小皿、 9

が常滑窯費、 10が鉄釘である。P4: 12-11・12がロクロ成形のかわらけ小 ・中皿、 P5: 12-13がロク

ロ成形のかわらけ小山、 P6: 12-14-16がロクロ成形のかわらけ小・大Jmである。P7: 12-17・18が

ロクロ成形のかわらけ大皿、19が男瓦である。P8: 12-20-23がロクロ成形のかわらけ小 -大皿、

24・25が青磁折縁Jm.青磁訓花文碗、 26が土器質火鉢である。P11: 12-27・28がロクロ成形のかわら

け小 ・大皿、 29が銅銭 「皇宋通宝J(北宋 初鋳1039年)である。P12: 12-30-34がロクロ成形のか

わらけ小 ・大町l、35が青磁蓮弁文碗。P14: 12-36-39がロクロ成形のかわらけ小・大I皿、 40が常滑窯

説。P16の13-1-3がロクロ成形のかわらけ小・大皿、 4が子見ね成形のかわらけ大llli、5が女瓦、 6・7

が滑石製石鍋 ・温石、8が砥石である。P17:13-9 . 10が常滑窯裂、11が銅銭 「皇宋通宝J(北宋 初

鋳1039年)0P18: 13-12-15がロクロ成形のかわらけ小・大101、16が女瓦、 P19:14-1がロクロ成形

のかわらけ小皿l、2が常滑窯担鉢、 3・4が女瓦である。P20:13-17がロクロ成形のかわらけ小皿であ

る。P21: 14-5・6が常滑窯鳶口壷 ・費、 7が銅銭 「景徳元宝J(北宋 初鋳1004年)、 8が須恵器の郎蓋

である。P22:14-9がロクロ成形のかわらけ大皿、 10が手控ね成形のかわらけ小皿、 P23:14-11がロ

クロ成形のかわらけ小・大皿、 P24:14-12-15がかわらけ小・大皿、 16が女瓦である。P26:14-17 

がロ クロ成形のかわ らけ中m、18が白磁|寸jじ腕、 19が常滑窯4・2鉢である。P27:14-20がロ クロ成形の

かわらけ小IllL、21が子担ね成形のかわらけ大皿、 22が手担ね成形の白かわらけ小皿、 P31: 14-23が手

持ね成形のかわらけ小皿である。P34:14-24がロクロ成形のかわらけ111血、 25・26が手控ね成形の白

かわらけ大皿、 27が青磁蓮弁文腕である。P35:14-28がロクロ成型のかわらけ小皿、 29が常滑窯饗、

P36: 14-30がロクロ成型のかわらけ小皿、 P38: 14-31-33がロクロ成型のかわらけ小皿-大旧l、34

が手控ね成型のかわらけ小|皿、 P39:15-1が手担ね成形のかわらけ小皿、 P41: 15-2がロクロ成立~Jの
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図15 第1面柱穴出土遺物 (4)

かわらけ小lIIlである 。P43: 15-3がロ クロ成型のかわらけ大Jm、4が常滑窯fE鉢、 5が土器質火鉢、

P44: 15-6が手担ね成形のかわらけ中皿、7が青磁蓮弁文碗、 8が須恵器の坪義、 P45:15-9がロクロ

成型のかわらけ大JIl1、10が常滑窯裂。P47・48:15-11-13がロクロ成型のかわらけ大l皿・ 小皿と銅銭

「戚平元宝J(北宋 998年)、 P49.P50・P52・P53・P54: 15-14-18がロクロ成型のかわらけ小Jm.

大旧lと常滑窯担鉢、 P57:15-19がロクロ成砲のかわらけ大11Jl、 20が占1L.1磁締)抵である。

c. 遺構外出土遺物 (第1面」二~包含層) (医14・16-19、|ヌ|版1・15・16)

ここで、は第1a. bl面の面上及び包含層(第1層)より出土したもので遺構に伴わない迎物を 一括して

述べることにする (図16-19)0 1ヌ116-1-60がロクロ成形の同i伝糸切底によるかわらけ、 61-65が手担

ね成形によるかわらけである。1がIIt壬4.4cm、底径3.4cm、;告白0.7cmの編小タイ プである。2-45は小1m

の一群であるが、 2・3だけは口待6.8cm、底径3.7・3.5cm、器1出2.7・2.4cmと底径が小さめで、器高が高く

そのイ也の例とは見なる特徴を有する 。 4-45の小llliの -~伴は |寸径6 . 5-8.6cm 、)底径4.2-6.5cm 、掠ífG 1. 1-

2.1c01の法皇を示 している。46-60が大血になる一群であるが、 57・59・60は口縁部が外反気味の器形

を呈している。さらに59・60は口径が14.5cm以 tで、底径が9c01を超える資料で端形 ・法屯とも他の大Jm

siIJとは紫なっている。
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46-56' 58は口径11.5crn-13.4cm、!底径6.9-9.1cm、器高2.7-3.5cmの法虫を示している。

図16-66-68は手提ね成形の白かわらけであり、 68は内面に煤が付着し、焼成後に施された底部穿孔

が認められた。

図16-69-78は龍泉窯系の青磁であり、 69-76が鏑蓮弁文{腕、 77が折縁皿、 78が無文香炉の口縁部と

考えられるものである。79-82は白磁類であり 、79・80が口冗皿、 81が水注の注目部、82が花瓶と思わ

れる資料で合成実測を行なった。

図17-83-86は青白磁であり、 83が外面に蓮弁文を配した小型の水滴で外型作り、 84が無顕に近L刈、

壷、 85が香炉文は器台で胴部に透かしを入れ、六角形になると思われる。86が梅瓶の胴部小片で外面に

渦巻文と思しきものを刻む。

図17-87-91は瀬戸窯の製品で、ある。87が口径17cmと大型の灰和l碗で回転糸切底後にへラで低い高A

を削出す。88は折縁I皿、 89が内底面に刻目をもっ卸lIll、90が高台内に卸目状の刻自を入れた底卸目皿、

91が四耳壷の底部片で貼付高台のもの。92-95は山茶碗 ・山皿で、あるが92・94が常滑系の山茶碗で、低い

貼付高台と95が山皿、93が東美濃系の精良土の山茶碗である。

図17-96-113.図18-114-116は常滑窯の製品である。96-102・114-116が裂の口縁~底部片、

103-109が担鉢I類、 110-113が担鉢H類である。

図18-117-122は瓦類である。117が唐草文宇瓦(粁平瓦)、 118が男瓦(丸瓦)で、凸面細目明きを施

す、 119・121がk瓦で、l当面細目叩きを施しており、以上の資料は永福寺創建期(1期)瓦に相当する一

群である。120・122も女瓦であるが凸面に斜格子叩目を施したもので、その特徴から永福寺H期瓦(究

元 ・宝治年間)の一部で崎玉県美里IUT水!殿瓦窯産瓦と同じ資料である。

図19-123・124は瓦質 ・土器質火鉢の口縁部小片である。125・126は滑石製品の鍋と鍋胴部を転用加

工した温石である。127・128は銅銭の「洪武通宝J(明 初鋳1368年)と 「聖宋元宝J(北宋初鋭1101

年)であり、鎌倉の中世遺跡、から宋銭は多く見られるが127の明銭は出土例が少ないものである。

図19-129は木製品の鳥形代で薄p板を刃物で頭部と胴部を側面から観た状態に加工したものである。

頭部先端には明を削出しており、 その上に小さな Hを片切彫りで表現している。また両面の胴部には翼

を思わす幅広い削りが施されている。

図19-130-149の出上遺物は、第la面下-lb面上のJJd梢に伴わない資料を|文|示した。130-138はロク

ロ成形かわらけである。130が口径4.6cm、底径3.7cm、器高0.8cmの極小タイプ、 131-136の小皿資料は

I I 径7.4 -8 、 8cm 、底径5.0-7.0 cm 、出 I包1.4-2 .0 cm 、 137の中lIlll!'~' は口径10.0cm、!底径6.4cm、器l自3.2cm、

138の大mは口径44.8cm、底径8.2cm、器高3.0cmとそれぞれ法量を示している。

図19-139・140は白かわらけで、子担ね成形の大小l皿で、ある。

図19-141は青磁の鏑蓮弁文腕下半片で四角の高台内は露胎である。

図19-142-147は常滑窯製品であり、 142-144・147が警のU縁と底部片、 145・146が担鉢I類の口

縁部片である。

図19-148が銅銭の 「淳照元宝J(1有宋 初鋳1174年)で背文 「十」がみられた。149は鉄釘である。
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図19 第1面上出土遺物 (4)

2. 第2面の遺構・遺物

第2面は第lb面下15-20cmで検出された生活面で士丹版築による地業用及びやや締まりのある暗茶褐

色粘質上(土丹粒 ・炭化物)によって梢成されている。この面で検出した治梢には、 Wl立柱建物1棟、

土成20墓、ピット 76口などが確認された。

出土遺物には、 多阜のかわら け、舶載陶磁器、瀬戸 ・常滑窯製品、土器質・瓦質製品、瓦類、金属製

品、 石製品などがみられた。
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a. 掘立柱建物 (~120-22、図版4 ・ 5 ・ 17)

建物1:調査区中央から同寄りの位置でB-D-1-3グリ ットの範囲で検出された掘立柱建物跡であ

る。

建物規模は調査区内において東西2間×南北2間を確認しているが、南 -阿側はそれぞれ調査区外に拡

がる可能性がある。確認した際l自は、 12.40-12.50m前後で、あり、住物のIlil]l方位はN-26
0

30' -Eであ

る。確認された規模は、南北2間=425cm.東丙2間=425cm以上で、ある。柱問寸法は南北位a?1IJが各聞の

ぷ々 h!巨離が北から 210cm ・ 2 15clll 、 *114位b91 Jが科問の芯々 h~E! I~[t.が丙から 215cm . 210cmを測る。

各柱穴のJ屈方は、任40-70cmの桁円形を呈しており、深さ30-45cmで、ある。柱は抜かれて残存してい

なかったが!底而には向性材を長さ20-30cm程に切断して厚さ2cml背後に縦割りした礎板が抱えられてお

り、柱穴ロ-1・3には3枚の礎板、ハ-3に2枚の礎板が認められた。柱穴111には重複による新旧関係が

確認され、イ -2が土城5.6にロ -3が土蹟10に壊されていた。

各柱穴の出土辿物は(凶22-1-14)、イ -2が1・2のロクロj制限のかわらけ小・ 大山、イ -3が3・4の

ロクロ成形のかわらけ小皿、ロ-2が5の予担ね成形のかわらけ大lillと6の木製品、ロ-3が7・8のロクロ

成形のかわらけ小1mと9の汗!滋趨弁文腕、ハ-2が10・11のロクロ成形のかわらけ大Dllと12の手目ね成JIヲ

のかわらけ小JlIl、 ハ-3が13・14のロクロ成形 ・手担ね成形のかわらけ小皿である。

b. 土靖 (図20・23-29、|玄l版4・6・17・18)

上脇工 調査区南pj lllj~ に位世・ しており、調査区外に拡がっている大型の浅い土成である 。 建物1の柱/\.
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6 

ノ \- 1に壊されている 。 掘り方の規模は南北軸120cm以上、東西~11h 190cm以上、深さが20cm を測り、形状

は円形状と忠われ、断面が浅い肌状である。部土は炭化物 ・小上丹塊を多めに合む締まりのない茶褐色

粘質土である 。 出土遺物は図25-1~3ロクロ成形のかわらけ小 rm. 大l皿、 3の口縁部内外面に煤が付着

し燈明即である。4'5が手控ね成形のかわらけ大[[[lである。

土横2:調査区南東隅に位置している。平面形状はほぼ円形を呈 し、規模は径55cm前後、深さは38cm

を測る。据jり方は断面が摺鉢状を呈 しており、翠i土は炭化物、上丹粒を多く合んだ締まりのない茶褐色

弱粘質土である。出土辿物は図25-6のロ クロ成形のかわらけ小l皿だけである。
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1. '1再縄色弱粘貧土 炭化物 ・大小土丹塊・粒多く含む
しまりなし

2. 1t't縄色弱砂質土土丹角少量・砂粒を含む
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土峨3: D-4f!Cに近接した位置にあたる。、F面形状は楠円形を呈し、規模は東西!111J195cm、南北判165cm、

深さが40cmを測り、掘り方の断面が逆台形状になる。磁土は炭化物、かわ らけ小片を含む締まりのない

茶褐色弱砂質上である。出上迎物は図25-7-10がロクロ成形のかわらけ小1[[・大1111， 11が瀬戸窯凹耳

壷である。

上峨4:調査区rl-I央西端、 C-2グリ ッ卜に位置しており、 P55を壊して掘り込んでいる。平岡形状は

椅円形を呈し 、 規模は東西I~Ui1 15 cm 、南北中11I 95 cm 、 深さ 40cm を測る 。 掘 り方は断面が逆台形状を呈して

おり、認 tは上居sが炭化物、上j、J-粒を多く含んだ締まりのない茶褐色弱粘質土、下Fjが締まりのない茶

褐色粘質土である。出土遺物は凶25-12-20ががロクロ成形のかわらけ小皿l.大皿、21が手裡ね成形の

白かわらけ小阻、22が常滑窯J望鉢 I類である。

上峨5:調査区北西城、土l蹟4束|鋒に位置しており、 _1::峨6の北端を壊してmり込んでいる。τ平F面形状

はほぼ円形を呈するもので

含む締まりのない茶株柑j色弱為府粘lhl質上で、ある。山上辺物は図25-23-25がロクロ成形のかわらけ小・大皿、

26が常滑窯襲、27が須恵器壷である。

上Vf，~6 :二|二峨5. P55よりも新しい。平面JIヲ状はほぼ円形を!ヰし、制模は径70cm前後、深さ20cmと浅い

ものである。覆土は炭化物 ・土丹粒を多く合む締まりのない茶褐色弱粘質土である。出土辿物は図25-

28-30がロクロ成形のかわらけ小IlIl、31・32が常滑窯奄 ・裂の口縁音13片である。

土域7:土岐6の北東側に近接した位置である。 仁峨11・P35と新旧関係にあり、両辺梢より古いもの

である。平面形状は桔円形を呈し、規模は東西!liUl85cm、南北朝h70cm、深さ23cmを測る。掘り方は断面が

逆台形状を呈 しており、組ヒは上用が炭化物 ・土)'J-粒を多く合む締まりのない茶褐色弱粘質土、下町Iが

~~'唯物の少ない茶褐色粘質土である 。 出土遺物は図25-33-37がロクロ成形のかわらけ小皿l .大皿、38

が常消窯裂の底部片、 39がk瓦で凸面に斜格-f '-'j] き目を施す永福~ J rr期瓦 (/i(瓦D類)と同類の資料で

ある。

|二郷8 : 上横5 ・ 6の東制11 に近接した位置である 。 1::説:~9 . P47-49と新旧関係にあり、 11可辿構より古い

ものである。確認した規模は東西ililJI68cm以上、南北4il1180cm、深さ30cmを測り、掘り方は楠円形と推定さ

れ，断面が逆台形状を呈する。磁土は小I:::I'H鬼と炭化物 ・かわらけ小片が多く締まりのない暗茶褐色弱

粘質上である。山上遺物は図25-40・41のロ クロ成型のかわらけ小illl.大山lである。

!こ域9: C-3;f;'Cの北東隣に位置しており、上横8・P47と重砲関係をなし両逃構を壊して掘られている。

、ドl面形状は不整円形を量し、規棋は束仲1iil180cm、南北ililh73cm、深さが25cmとt郎、掘り方を有する。組上

は上府が炭化物 ・土汁粒を多く含む締まりややある茶褐色粘質土、下.層が爽雑物の少なく締まりのない

茶褐色ω粘質上である。出!こ遺物は図26-1-6がロクロ成形のかわらけ小Jlll.大皿、7が;常滑窯饗白紙

~頭部片である。

七販10:調査区中央東笥:りに位置しており、建物1の柱穴ロー3を壊して掘り込んでいる。平而形状は

不樫円形を呈し、規棋が東l骨lilh135cm、南北!lilU126cm、深さ35cmとt郎、大型の上横であり、断面が1[[状の

抗ltり方である。磁土は小 t汁塊と炭化物を少量含む締まりない茶褐色砂質土である。出土遺物は図26-

8-12がロクロ成形のかわらけ小皿・ 大皿、13-16が子J2ね成形のかわらけ小IlIl.大山である。17が泉

州窯系の緑荊1I鉄絵盤の!底部片、 18が東美濃系の山茶碗と考えられる。19が常滑窯盤、20が京都楠葉系の

瓦昂腕、 21. 22が男 .f，(瓦でと もに永柄寺右JJ~期瓦と同類、 23が灰柄h壷である 。

ヒ蹟11:調査区北西城に位置し、北側は調査区外に拡がっている。土威7・12とP35が新旧関係にあ

り |二版7より新しく、上峨12 と P35よりも占いものである 。 確認された規肢は南北i~lh120cm以仁、東西ijîlJI

80cm以上、 深さが35cm程で、ある。掘り方の断面が逆台形状を呈する。組 tは小上丹塊 ・かわらけ小片を

-49ー



にこ云 とこ二ク1 込二一平ーラタ2

\~1三♂

ヨ

\ー」亡プ~3 ~ トーク24

血 土繍4

11 

¥ 斗ー~

三斗二ーョ

ヨ

A 土繍7

図25 第2面土嬢出土遺物 (1) 

-50-

。



¥三ヨ Jて~-=-=j -d. 
一て-¥-ァポ

J 汗一
、

¥ 

7 

一一

ーーー-/ーー._.1.-‘】
¥ ¥ 

γ 、19
ミ 三ドて三ク9

モニづーヴ(。 ー」一一一一一ー一ーJ・ 17

、〔、羽!ヨ

、」ー「--:::/23

一工

、『よ=

---c一二コ22

L-ー」ー/ク

ピゴ ~2

血 土壌 10

企 土割高 12

10cm 

37 

。

図26 第2面土墳出土遺物 (2)

噌

E
ム

p
h
d
 



c、4
F 

σ3 
F 、、A

H 守
川 F

|惇
一寸1判

リ 4

， 

E
U
D
F
 

。

的

F

岨
宵
刊

4

Uヲ

/~/ノ

N
F
櫨

曹

刊

4

:-:~ ~F:.. .. ， '.Z占

.. . r'，.・ E士r .. ~.: L.~:. ，~~~; 

??主ミミi
. ._白"崎
司、，_，

: ，・ Z之L

F ~ ~!.!~~~ #. ，._ ... ~ .#_... ;Ii旨，、 ・

:"，'f九士事;'::.::"':'l~::._l.
;;~."~ " i ~' ::M.:.r:...:.;. 
HWrコニコ，
山町ー‘一 …. ... . -._---~-r:::.:::.芯三官三-.三三-..._
} 吋、也、引， ~-一
p ・円山 3ー-~
"':.t".ι司位ご二::-";!..-

…一一一ーニ守~-ニミPご乙止に
』、 、吋... ・<-..J-.'!l.一ー.-‘'
?Z22平等ιζユでじニヱぷ

税務定持 3
'i..._¥.I"，も .'-'>士宮-，.; 可..... 吋ア "

-1，母宅 "，、_.:.aar.... -:_デマ:.'-.:. ~ 

コー仁

第2面土墳出土遺物 (3)

q
G
 

r
D
 

図27



多く含んだ茶褐色粘質上である。出上泊物は図26-24-31のロクロ成JfJのかわらけ小山・大皿だけである。

上峨12:上域11を壊す状態で重傾関係にある位置で、検出された。平面形状は楕円形を呈し、規模は東西

軸108cm、南北'lilh80cm、深さ35cm程で、ある。認上は土P-J-粒 ・炭化物を多く含んだ締まりない茶褐色弱粘

質土である。出土遺物は図26-32・33がロクロ成形のかわらけ小JIll.大皿、 34・35が手提ね成形のかわ

らけ即、 36が常滑系の山茶碗である。37と図27-1-3が瓦類で37-1が男瓦、 2.3が女瓦で、すべて永福

寺創建期瓦と類似したものである。

土戚13:調査区北西|問の位置で検出され、調査区外に拡がっている。{確認された規模は南北!V，h68cm以

上、東西車11J30cm以上、深さ30cmを測る。組土は炭化物 ・かわらけ小片の多い茶褐色粘質土である。出土

遺物は図27-4-6がロクロ成形で7・8が子担ね成形のかわらけ小JIll.大皿、 9が白磁水注の口縁部であ

ろう 。

土臓14:調査区北西|判で、」ニ城13の東側に接した位置である。北側は調査区外に拡がっているが形状は

桁円形を呈すると思われる。規模は南北中，h85cm以上、 JRiffi系64cm、深さ30cl11で、ある。楓り方の断面は逆

ム)惨状を呈し、覆土は粘性や締まりの弱p暗茶褐色土である。出土迎物は図27-10・11がロクロ成形の

かわらけ小|皿、12が行磁101、13が白磁小貨の底部片である。

土域15:土墳14の|有隣に位置する。平面形状はほぼ円形を呈し、規模は径85cm、深さ25cmとI郎、掘り

方である。磁土は炭化物を多く含む茶褐色粘質土で、ある。出上辺物は図27ー 14が子担ね成形のかわらけ

15が常滑窯費、16が渥美窯壷で、外，fi:jに三巴文の叩き目がある。

上原16:調査区中央西端で、二|こ城4に接した位置にあたり、阿側は調査区外に拡がっている。確認した

規棋は南北中，h55cm以上、東西~j，J'43 cm 、深さ 45cm 、磁土は炭化物 ・ かわらけ小片を少量合む茶褐色弱粘質

士で、あ る 。 ，~h上遺物は図28- 1 ・ 2がかわらけでロクロ成形と手控ね成形の大皿である 。

t蹟17:調査区中央阿寄りの位置で、検，'1!， され、 P53と新|円関係にあり西側が壊され本上臓の}jが，J;-l、

ものである。平面形状は楕円形を呈 し、規模が東西iliill65cm以上、南北判150cm、深さ25cmを測る。掘り方

は断|函が逆台形状を世し、組 tは炭化物・小土汁塊を合む茶褐色柄ll質上で、やや締まりがある。出土辿物

は図28-3-5がロクロ成形のかわらけ小皿・大Illi、6・7が常滑窯JE鉢 I類、 8が平安時代の緑糊陶器碗

と考えられる。

|二墳18:調査区南側中央寄りの位置で検出された。P13. 14に凶端が掘削されている。平面形状は楠

円JIヲを呈し、規模は東西車Ih80cl11以上、南北JI1'U58cm、深さ20cmを淵11り、掘り方断而が皿状を呈 している。

組上は茶褐色粘質土で、土丹粒 ・炭化物を多めに合み締まりのないもの。LI'，土逃物は図28-9-13がすべ

てロクロ成形かわらけの小1m.大l皿であり、 11の内外|訴には煤が付着しており燈明皿であろう 。

上脇19:調査区中央東寄りの北端に位置しており、 P40・58・59の柱穴で部分的に壊されている。北

側は調査区外に延びている。平面形状は隅丸長方形を呈 し確認された規模が南北!liUl170cm以上、東西lV'U

82cm、深さ28cmを測り、断l而が血状を呈 している。担ヒ中には図24上段のように大小士丹-塊と共にかわ

らけを主体とした遺物が伴っており、炭化物 ・かわらけ小片を多<合み締まりのない茶褐色弱粘質上で、

ある。出土遺物は図28-14-29がロクロ成形のかわらけ小JIU.大llIl、30-34が予伺ね成形のかわらけ小

JIll .大IJllであり、 27・29には口縁部の内外面に煤が付持した燈l明日IIである。35はl砥石である。

土成20:調査区北東城に位置しており、東側は調査区外に拡がっている。P71.75に一部を壊されて

L、る。確認された規模は南北軸220cm、東凶'lilli124cm以 t、深さ25cm紅のt和、掘り方をもっ大型の土臓で

ある。覆土は炭化物・かわらけ小片を多めに合む締まりのない茶褐色粘質土である。図24下段・図版

6bのように出上遺物に混じ っては怪石が多<認められた。同28-36-46がロクロ成形のかわらけ小

皿l.大山、 47-52が子担ねj刈|ヲのかわらけ小[iU.大JIllであるが、 37・50には煤が付着しており燈明|皿で

-53-
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A 土横 20

図29 第2面土嫡出土遺物(5)

己 2

。 10cm 

あろう 。53が青磁無文碗、 54-57が常滑窯の山茶碗 ・担鉢 ・襲、58・図29-1が凸面網目叩きの女瓦で

Jk福寺創建期瓦の女瓦A類と同類資料、 2が砥石である。

c.柱穴 (図20・30-32、図版4・6・18)

この面で検出した各柱穴(ピット)は佳物1以外に掘立柱建物を構成する ような配置は認められなか

った。掘り方は平面形状が円形または椅円形を呈しており、規模は径30-60cm、確認面からの深さ 15-

40cl11である。柱穴の底面には、 1-3枚の礎板を有する例が28口と、 P14・35. 50・52・61のように偏平

な土丹塊を置いた例もあり 、それぞれ柱を受けるために据えられていた。またP60に瓦片、 P74の底面

には常滑裂片が認めら れたが同じく柱受けとして使われた可能性が考えられる。以下に柱穴出土の遺物

について簡単に触れる(凶30-32に掲載した柱穴出上の辿物は以下に図を省11惜して図番号と辿物番号の

みを記載、例えば :1ヌ130-1=30-1と表現する)。

各社穴の出上遺物は、 P1: 30-1が体部下位に強い駿をもっ龍泉窯系lT磁のI血で、ある。P2: 30-2が

子児ねかわらけの小肌、P5:3がロクロ成形かわらけの小皿、 P6: 4-7がロクロ成形と子提ねかわらけ

の小皿・ 大皿、P8:8が木製品で金剛草j磁の芯である。P9: 30-9-12がロクロ成形のかわらけ小田l. 

大凹と滑石製石鍋、 P10:13-16が手担ね成形のかわらけ小lIllと京都楠葉産系の瓦器皿l、P11: 17が青

磁~~J花文碗の L I縁部小片である 。 P12 : 30ー 18-20が手担ね成JIヲのかわらけ小皿 -大D1l、P17: 21がロ

クロ成形のかわらけ小皿、P18: 22・23がロクロ成形のかわらけ小IIllと凸面純白 叩きを施すk瓦、

P19 : 24-27がロクロ成形のかわらけ小JJll.大m1と常滑窯系の担鉢 I類、 P20: 28がロクロ成形のかわ

らけ小皿lである。P21: 29-31がロクロ成形のかわらけ小IIll.大Il1l、P22: 32が常的窯裂、 P26:33・34

がロクロ成形のかわらけ小illl.大皿、P27: 35・36が手担ね成形のかわらけ大l皿、 P28-37がロクロ成

形かわらけ小llJl、P29・30: 38・39がロクロ成形 ・手提ね成形かわらけの大聞である。P31-40・41が

常滑窯の担鉢1類と凸面網目叩きを施す女瓦、 P32・33-42が子担ね成形のかわらけ小1111と43が常滑窯

饗、 P34:44・45がロクロ成形のかわらけ小11ll. f'Tfi.設碗底部片、P35・36: 46・47がロクロ成形のかわ

らけ小凹 ・大1mである。P38・41・43:凶31-1・3-6がロクロ成形のかわらけ小J1l1.大凹、2が手担ね

成形のかわらけ大凹であり、 2・5の白紙部内外面に煤付着した燈明ml、7が;惜別窯裂である 。P44・

45・49-8-11がロクロ成形のかわらけ小山、 12が予担ね成形の白かわらけ聞である。P50・51・52-

'
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図30 第2面柱穴出土遺物 (1) 
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図31 第2面柱穴出土遺物 (2)

13がロ クロ成形のかわらけの小山、 14・15が常滑窯裂である 。P54・55・56. 58-16が白磁四耳壷、

17・18がロクロ成形のかわらけ小ml、19が常滑窯襲、20がk瓦で""1面純白叩きを施すP60・61・64・

65ー 21が常滑?支部、22が白磁の占IJ花文皿、 23が予担ね成)1ヲのかわらけ小皿、 24が女瓦で凸面細目叩きを

-57一
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図32 第2面柱穴出土遺物 (3)

¥ー---+ーイ
子二斗ーイ

.... P75 

施すP65-68:25が常消窯襲、 26がロクロ成形のかわらけ小田、27. 29 . 30が子担ね成形のかわらけ小

山・大山で30は口縁部に煤がf、J-1守した燈|則阻lである。28が|吋安窯系庁磁の櫛JIll文碗で、ある。

P69 : 32-1は緑利l壷胴部片と思われる。泉州窯系の盤と同様の胎土で褐灰色を呈し、焼成は良く焼

き締まり硬い。外面は線刻で引:J、J-文を表わしており、やや澄んだ緑色利lの利薬を締くかけている。内L(ij

は蕗胎である。P70-72: 2が子担ね成形のかわらけ小llli、3・6が渥美窯襲、 4.5がロクロ成形のかわ

らけ小IIll、 7が白かわらけで子Jtね成形のいj折れ小IIllである。P74・75: 8がロクロ成形のかわらけ小川、

9が常滑窯担鉢I頬、 10がk瓦で、，J1.，i面に網目叩きを施した永福寺治Ij建期瓦の女瓦A類と同じものである。

d.遺構外出土遺物 (1ヌ120・33・34、図版4・19)

之こでは、第1而HI~築 1 :Ir必ひ守m2，商の辿桝確認11年に{、ドってn'll したもので)Jd ，h" 11 こ J~f'l'-しない辿物を

柄して述べることにする。

|京133のかわらけは、 1-44のロクロ成形タイフの一昨と、 45-58の手担ね成JIヲタ イプの一群に大別さ

れる 。 1-29の小皿には、 1- 10のものが口径7.2-7 .8cm 、!底径4.4-6_1 cm 、器 1!~ 1.5- 1.9cm で、 |コ径が8cm以

下のもの、 11-28が|コ任8.0-8.9cl1l、底径5.8-7.1cm、器日1.5-2.0cmで、|二l任が8cmを超える法虫のもの

に分けられる 。 29は底部から斜め l直線的に立ち上がる器壁でロクロ目が強く残る 。 日~ rl，請が高く口径に比

ートー
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べて底径が小さいもので上記の資料とは異なる特徴を有する。1・6・11は口縁部に煤が付着した燈明lIll、

22は口縁端の一部を意識的にU字型削り加工したものある。

30-35が口径10.4-11.9cm、底径6.5-8.8cm、器l高2.7-3.2cmで、口径が12cm以 Fの中皿に近いものであ

る。大皿の法量は、 36・39が口径12.8・12.6cm、底径9.0・8.4cm、器高2.9・3.3cmを計り、口径13cm以下

のものである。これに対して、口径13cmを超えるものが37・38・40-44で、口径13.0-13.4cl11、底径8.8

-10.0cm、器高2.7-3.5cmの法量を示している。

手提ね成形かわらけは、 45-52の小田lが口径8.5-9.8cm、器高1.4-1.9cmであり、 53-58の大皿が口径

12.0-13.8cm、器高2.9-3.5cmの法量を示している。51は内外面に煤が付着した燈明即であり、 58の内面

にも煤の付着がみられ.口縁一部を弱く打ち欠いたものである。59は白かわらけ片である。

1:&33-60-77に舶載陶磁器類である。60・61は龍泉窯系青磁の蓮弁文 ・訓花文腕である。62-68は白

磁類であり、 62-63が口冗碗 ・JllL、64・65が内面に雷文と牡丹唐草文らしき印花文を型1111した碗・皿、

66が短顕の小官で外而に述珠文と細弁の蓮華文を型押し、口縁部が口〕じ音I~に露胎となる 。 67が合子身で

外側面に草花文を型t1fl、68が袋物で胴部が多角形をなす花生のようなものか。69-74は青白磁類である。

69・70が内型作りの高台付小皿と思われる。74が合子身で外側面に型押した細弁の蓮華文を配配する。

72 . 73は景徳鎮窯系の型作り水注・小壷、 71が梅瓶の肩部片で外面に櫛描文と思わしきものを刻む、

75・76が泉州窯系の緑粕盤、 77が褐利l壷の胴部片である。

|主134-78-96は国産陶器類である。78・79は瀬戸窯の製品であり、 78が卸皿lで、内底に櫛描きの卸目を

施す。 79が外面に灰緑色の灰~!h をかけた瓶子肩部片である 。 80-96は常滑窯製品である 。 80-90が裂の

口縁 ・底部片、 91-96が担鉢 I類の口縁ー底部片である。

図34-97-100は瓦類である。97が瓦当部の剥離した宇瓦(軒平瓦)、 98・99が男瓦(丸瓦)で、凸面縄

目叩きを施す、 100が女瓦で凸面細目叩きを施しており、以上の資料ば永福寺創建則(1期)瓦に相と

する一群である。101は円盤でかわらけ底部片を円形に擦り加工したものである。102・103は銅銭の

「開元通宝J(唐初鋳621年)と「元盟通宝J(北宋初鋭1076年)、 104・105が鉄釘の{波片である。106

-108が滑石製品のW，¥， 109が砥石である。

3.第3面の遺構・遺物

第3面は中世基盤層にあたる暗茶褐色粘質土を生活面としているが、調査区東側域で、は中世地山面上

に貝粒混じりの黄白色砂層の拡がりが認められた。調査はまずこの砂層面を掘り込んで検出された追梢

の写真撮影と平面図作成を実施した後、この砂層を除去して中世地山上の迎梢検出を行なった。従って、

図34に示した第3面全測図は|可方の検出迎梢を合成したものである。この面で検出した迫構には、土峨

13基、満1条、 柱穴(ピット)150口などが確認された。

出土辿物には、多量のかわらけに伴って舶載陶磁器、常滑 ・渥美窯製品、瓦器、瓦類、金属製品、石

製品、漆 -木製品などがみられた。

a. 土墳 (図35-37、図版7・8・20)

上横1:調査区北西附付近に位置しており、柱穴5口より壊されている。平面形状は円形を呈するもの

と思われ、規模は径80cm、深さ43cl11を測る。掘り方底面には大小かわらけ4点が重なった状態で出土し

po 
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図35 第3面全測図

た。覆土は上層に5cm程の土丹粒 ・かわらけ小片を多めに含んだ暗茶褐色粘質土があり、その下にま5状

繊維を含んだ明茶褐色の有機物腐植土が認められた。CJ:II土遺物の図37-1-4のかわらけは手担ね成形の

大小皿、 3は口縁外面に煤が付着した燈明即である。

上勝2:調査区北西域に位置しており、ピット8口と新旧関係にある。(図35の左上)。平面形状は不整

円形を呈し、規模は東西軸150cm、南北車Ili145cm、深さは28cmを測る。掘り方は断面が逆台形状を呈 して

おり、覆土は4層からなり上層 (1・2府)が土丹粒やかわらけ小片を多く 含んだ暗褐色弱粘質土、通層

(3層)が明茶褐色の有機物腐植土、下層が締まりのある茶褐色粘質土である。出土逃物は5・6がロ クロ

成形のかわらけ大小皿、 7.8が常滑担鉢I類の口縁 ・底音1¥片である。

サ長3:調査区中央寄り、 土版2南|憐に位置している。.lfi.面形状は楕円形を呈しており、規模は南北11i[1I

82cm、東西軸63cm、深さ33cmで、ある。覆土は上層が土丹粒の多い締まりのある茶褐色粘質土、下層が明

茶褐色の有機物腐柏土で、ある。ar，上辿物は9・10がロ クロ ・予J2ね成)1ヲのかわらけ小llJIである。

土域5:調査区中寄りに位置しており、土城9を壊して掘られている。平面形状は楕円形を呈し、東西

中III72cm、南北時期62cm、深さは35cmである。南北両端の底而中央にIIIlii3cmで、底面からの高さ27cmの角杭

が打ち込まれていた。覆土は3層からなり上層が土丹粒 ・かわ らけ小片を多く含むやや締まりのあるH音

褐色弱粘質土、中層が締まりのないH音褐色弱粘質土、その下が底面まで葉状の繊維を多く合まれた有機

物腐植土である。出土泊物は11が手担ね成形のかわらけ小皿、 12が常滑窯であ る。

-62一
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2.有機物腐蝕土 土丹粒・かえわけ片 ・ややしまり有

土丹塊・片・かわらけ片

柱抜き取り穴。 2問、

図36 土携2・5-7

t m'~6 :上横5の南|憐に位置する。平面形状は|明丸長方形を呈し、規模は東西*山75cm、南北軸87cm、深

さ33cl1lを測る。摘り方は断面が摺鉢状を1Eしており、覆上は上!習が炭化物 ・上丹粒を多く含むやや締ま

りのある茶褐色粘質上、下層が明茶褐色の有機物腐植土である。中央に柱穴の柱抜き取り痕を思わす茶

褐色上が認められた。出上遺物は13・14がロクロ成形のかわらけ大旧lである。

土峨7:上域5・6の東1Jl1Jに近接した位百である。P60・61と新旧関係にあり、|河辺梢より占いもので

ある。平面形状は不整円形を呈し、規模は東V9'VIJI136cm 、|有北~ilh122 cm 、 深さ 33cm を測り、底面径の小さ

な掘り方を有している 。 組上は上Mに焼 tブロック!討を合んだH音褐色刷~;Iï質七、下情は有機物腐柏土で、

ある。，'1'，上過物は15・16子提ね成形のかわらけ小ll[l.大llJlである。

上峨9:土城5西側に位附している。土成5とピットに壊され確認された規枚は東西'liih58cm、南北'tiill60

cm以上、深さ25cmと浅p掴方で、断面が皿状を足する。郡上は上丹粒 ・炭化物が多く締まりのない暗褐色

弱粘質上である 。 山上辺物は17の凸 l師縦 1=1日p きのk瓦(氷福寺創建J~~瓦)だけである 。
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図37 第3面土墳出土遺物

A 土繍6

ミ二=r--~

ミ王二三
A 土横 10

。 10cm 

ー』時'Uo:調査区中央北寄り、土城2南隣のに位置している。平面形状は渦状を呈した長方形、規模は

南北長173cm、幅43cm、深さが20cmと?郎、掘り方である。組 |二は土丹粒 -かわらけ小片を多く含む締ま

りないH音褐色粘質土である。出土遺物は18・19の子裡ね成形のかわらけ大小皿である。

b.溝1(図35. 38・39、図版7)

満1は調査区北東隅に位置したところで、南北方向に走る満と思われる落ち込みを検出したが主体は

調査区外の南 ・北・ 東側に拡がっており、全容不明である。確認された規模は長さが366cm以上、上幅
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が126cm以上、 |ご|隔が45cmを測り、掘り }jは調

査区南壁の堆M土JOIこ認められるように断面が

rv字形」に近い犠，jflを示し、薬研堀)1ヲの満と忠

われる 。満底の海抜標高は11.6m前後で、ある 0

・~ 'Ij山 }j位はN-22
0

-Eを計る。覆土は7府から

なり、 1用が締まりのある茶褐色粘質土、 2層も

茶褐色粘質土で砂防ブロックを含む、 3府が有

機物腐植土ブロックを多<混入した附茶褐色粘

質上である。4J習が少日の木片を含む茶褐色粘

質上、 5府が木片の多く混じる有機物腐柏土、 6

層が茶褐色粘質土、 7用が木の柴や小枝の堆和

物が認められた締まりのある茶褐色粘質土で111

世基盤層に近いものである。

山上辿物は、図39-1・2が!日l安窯系の櫛崎文

1m .碗である。1は見込みに櫛描施文、体部下

位に強い楼をもち逆 「くj字の器形を呈すろ。

2は外面に櫛倍文、内面にへら拙きの訓花文が

僅かに認められる。3が東美泌系の山茶碗、 4-

6が木製品である。4はー木から長桁円形の台部

と幽告1)を削り出した連歯式のもの、 5が丸棒状、

6がニヶ所に室l穴をイTした板材で建築部材であ

ろうか。

C. 柱穴 (I:K135-40-43、図版9・20)

この面で検出した柱穴(ピ ット)は倒立柱佳

a 

a一一一

1.茶縄色粘貧土
2.茶筒色粘質土
3. 暗茶褐色粘質土
4. 茶褐色粘質土
5.暗茶縄色粘貿土

6.茶褐色粘質土
7.茶褐色粘貿土。

2 

一一----

立___.....-;
4 

6 

ミミ二工

一一一B

一一-a

/ 

土丹粒 ・炭をやや多く含む ・しまり有
若手の砂ブロック含む・しまり無
有機物腐蝕土のブロック多し
土丹粒 ・少量の木結含む・しまりやや有
有織物腐蝕良土 ・木片多し
木器若干含む ・しまりやや有
上部に木の葉 ・小枝の堆積有 ・しまり有

物を構成するような配置は認められなかった。 図38 溝1

2円、

各掘り万は平l而形状が円形または楠円}肢を呈しする。規模は径20-60cm、確認面からの深さ20-50cmで

ある。+1:穴の!底面には、 1-4枚の礎板を有する例が60し|近く認められ。礎板と伊豆石片や上丹ー塊を併問

した例 (P12・27・29・49・77など)、偏平な土汁塊を置いたた例もあり、それぞれ柱を受けるために

侭えられていた。またP12・43・49・63の!扇面に瓦片が認められたが同じく柱受けとして使われた可能

性が考えられる。以下に、柱穴出土の遺物について簡単に触れる(図39-42に掲diえした柱穴出土の治物

は以 Fに図を杓l唱して凶番号と冶物書号のみを記載、例えば:医139-1=39-1と表現する)。

各柱穴のI':H!二造物は、 P1: 40-1・2がロクロ成形のかわらけ小Jlll、3が子控ね成形のかわらけ小田l、

4が木製品箱物の側板と与えられる。|河端を交圧にL字に「相久P き継ぎ」 加工しもので中央と両端近く

に木釘穴がみられた。また木釘穴は下回(益物なら上面か)の'1'火‘と11日側にみられ、'I'vu¥:には木釘が

残イ了 しており、底板を留めたとものと思われる。P2: 5が漆器[01である。黒漆地で内面に双葉葵を朱漆

で子摘きしている。P4:6が常十rt窯裂の口縁部、 P5:7が両部系山茶碗、 P7:8が予但ね成形のかわらけ

小illlである。P10: 9・10が木製品の皿と箸、 P12: 11・12が永福寺高u}!!期瓦と同じ瓦類、 P14:13が子

担ね成形のかわらけ大|皿、P15: 14が常滑窯のJ12鉢 I類、 P19: 15が木製品の旧lである。

P20: 16がロクロ成)1ヲのかわらけ小1m、P21: 17・18が用途不明の木製品、 P22・24・25: 19 . 21・22が
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図39 第3面溝1出土遺物
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ロクロ成形のかわらけ大小1mと20の子捜ね成形のかわらけ小1m、P26: 23が木製品の箸で、ある。

P28 : 41-1が凸面網目 叩きの男瓦、 P33・35・37・39: 2-4が手担ね成形のかわらけ大皿、5がロク

ロ成形のかわらけ小1m、6が木製品でへラ状のものである。P40-44:7が手控ね成形のかわらけ、8・

10・11がロクロ成形のかわらけ小肌と9・12・13が常滑窯の提鉢 I類と裂口縁部片であり、 14が銅銭の

「元祐通宝J(北宋 初J銑1086年)である。P45: 15・16が木製品の折敷片とへラ状のもの。P46:17が

青白磁小胆の口縁部片P49:18の男瓦と19・20の女瓦はl'LJI商純白 叩きの永福寺創建期瓦と同じものであ

る。

P50・51: 1・2が引里ね成形のかわらけノト肌、3・5・6がロ クロ成形のかわらけ小山、4が常滑窯盆脳

部片、 P52・53. 55 : 7・11の女瓦と 10の男瓦は凸面縄目叩きの永福寺創建期瓦と同類、 8.9が手控ね

成形のかわらけ小皿、P58・61-63:12・13が木製品で13は答、 '12はl隔の狭い板状の片側面を述統して

IU字J形に扶り却し仁したもので硯箱文は筆箱の間仕切りのようなものか、14・15が子担ね成形のかわ

らけ大1m、16・17が常滑窯の握鉢I類と裂しl縁小片、 18・19が永福寺右u住期瓦と同じもの、 P66・68・

69 : 1が北部系山茶腕、 2・3が女瓦で、前者は凸面絡 f目叩きで永福寺E期瓦、(埼玉水殿瓦窯 ・女瓦C類)
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と、後者が同寺創建時l瓦と同じ資料である。

P72-76: 4-7が手但ね成形、 8がロクロ成形かわらけの大小皿で、ある。9が常滑窯裂と 10が女瓦で、7k

福寺創住期瓦と同類fdlで、ある。P77'78 : 11・12・17がロクロ成形かわらけの小皿、13・14・15が百竹内

識の山皿l.饗 ・提鉢 I類である。IlJllIl (ま外底に糸切痕、戸、!而に煤様の黒色物質が付着、16が永福寺創建

期瓦と同知品である。P8お3: 1凶8がロクロ}成北幻1形彩 .1印9-2幻1が子J14ね成形のカか主わらけ小I皿l皿Jl，、 22が罷業窯系 lJ1

の却訓|花文』皿皿nで平底カか、ら斜めに立上がり中位で強い核をもつ逆「く字」形の体部、見込みに訓花文をへラ

描きする。

d.遺構外出土遺物 (1ヌ144-46、図版21)

ここでは、第2面構築土中及び第31面の遺構確認l時に伴って出上したもので逃構に共伴しない遺物を

括して述べることにする。

図44のかわらけは、 1-23のロクロ成形タイプの一群と、 24-44の子担ね成形タイプの一昨に大別さ

れる。さらにロクロ成形は、 1-15の小皿と16-23の大皿に分けられ、 1-9の資料が口径8.1-8.8cm、底

径5.6-6.8cm、器fiffi・1.3-1.8cmの法filを示し口径が9cm以下のものと、 10-15の資料がII律9.0-9.6cm、底

径6.0-7.0cm、器高1.4-2.0cmの法量で、あり 、口径が9cmを超えるものに分けられる。2・4・12は内外而

に煤が付着しており燈|リIJmと忠われる資料である。

大Jmの資料は、 16-22が|コ径12.0-12.8cm、底任7.7-9.4cl11、器高2.6-3.0cmの法jEを示すものであり、

口径が13cm以下であるのに対して、 23の法呈は、 円径13.4cl11、底径9.5cm、結1'，"'E3.2cmを計り、口径が13cl11

を超 Aるものである。16. 17 ・ 2 1は内外面に煤が {、l 若-しており熔 I~~ illl と考えられる 。 16 ・ 17は煤の付~(f

状況からみて、燈明|阻として使用する際に口縁~体部を打ち欠いて加工したものある。

手J2ね成形かわらけは、 24-38の小山lと39-44の大illlにわけられる。24が内折コースター状の資料、

小皿の25-31・33は口従8.2-8.8cm、器高1.5-1.9cmの法呈を示した9cm以 Fの資料であり、 32・34-38

は口任9.0-9.5cm、器1'，1i1.6-2.1cmの法誌を示した9cmを超える資料である，35は内外而に煤が付苫した熔

明皿である。

大Dllの資料は、 39 ・ 40が口径12.0 ・ 12.5cm 、昔~ " i '~2.8 ・ 2 . 5cmの法屯を示した口径13cl11以下で、あるのに対

して、 41-44の法量は口径13.0-13.6cm、器商3.0-3.7cmを計り、口径が13cmを超えるものである。44の

内面に煤付着みられた。

凶44-45・46は白かわらけである。45はロクロ成形で;淳子の器壁をもつ、 46は手JU!ね成形の内折れコ

ースター状の資料である。

図44-47-54は舶載磁誌類である。47-49・51は龍泉窯系の 占磁碗、 50が同安窯系の青磁JIIlである。

47は訓花文碗であり、!大l面の口縁下に一条沈線、その下にへラ描き越花文を配す。51もJJ11花文範の口縁

日IS小片あるが内 l両の I IM I庄下に三条沈線と僅かにへラ掻き JI~雲文らし きものがある 。 48 ・ 49は鈎;ill弁文

碗であり、 49が断面方形の削り山し高台で、 l高台 |人1~~JI台、外|面に太目の蓮華文を片切彫りする 。 49は利IJ~'I

が厚く不透明だが同類のものである。50は平底でII縁部が胤rJ1]して立ち |こがりる形式の小IUlで、見込みに

は制強文が僅かに成る。

52-54は白磁類である。碗は52が玉縁碗で口縁を厚く j膨らませて玉縁状に したものと、 53の口縁部の

和lをポIJいだ円冗碗がある。54は凶耳壷の白紙~顕部片、 Ul立した顕部で外 l'J了に折り反した口縁のもの

で、ある。

図44-55-63・|主J45-64-67は|且産陶鵠類で、ある。56は瀬戸窯|川上{宜で外下方に折り反したII縁が顕

部に密将する 。 55-63 ・ 64-67は常滑窯の製品である 。 55は山皿で口縁部の内外面に煤が付着 した燈I:~l
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llliである.57は砂凶庇の壷底部片、 58-63は裂の口縁部 ・底部片である。仁l縁部片は貼り付けた縁帯の

|隔が狭く口端を丁寧なナデで上方に摘み上げ拡張したものである。底部は砂同底の円盤に粘土紐で愉秘

したものである。凶45-64-67が担鉢 I類のII縁~底部片である.体部は直線的な立ち上がりを示し、

縁端部が肥厚気味、 外底面は|折而三角形の貼り付け高台で、ある。

図的-68-72は渥美窯の壷・懇である。68は口縁から同位にかけての刻画文壷で、復元υ径15.2cmを計

る。JI阿部以下は欠失しているが肩はやや丸昧もつ緩やかな曲線を猫き、外反した頚部に続き口縁端部が

外方へ摘みだされる。刻jilJj文は半竹作様の工具で、頭部付般からj百高11にかけて3段の平行沈線と、 i迫力三

文を拙いている。製作方法は粘土組による輸相技法で継ぎ目が観察される。69. 70も壷の口縁から肩部

にかけてのもの、 71は胴部 F位から底部片で外l底は砂目底になる。72は惣の口縁から日部にかけてもの

で、強く外反したu縁である。

73は瓦器腕で京都楠葉系のものと思われる。II縁部は柿ナデ成形され、内壁面に横位のH音文を施して

いる。

74-76は瓦類である。74が玉縁付の男瓦で、凸面網目叩き、 75が女瓦で、凸面縄目叩きであり、両資料と

もに永相寺fì lJ主~JtI以下と同知のものである 。 76も女瓦で、 rnlj而料納子日 [111 きを施すものである 。

図46-77-81は石製品である。77・78が滑石鍋で口縁下に鍔が削り出され、内外面の成形はノミ状工

具により縦位の削り加工している。79が砥石で、京n!SU!自流産のものである。80・81は軽石で材質が流絞特

質、 80が上面に81が11[jj面に研磨痕が伺える。

82-85は木製品で、ある。82は持で両|怖が細くなるように鋭利な刃物で断而が多角形に而取り加工する。

-74-



A_j 

@ 
B一一

C一一

D一一

E一一

F寸

又一一~ι二五

L 三メ

¥十十--7:
ー - ，P 

し

「

。 4m 

図47 中世地山トレンチ

二二二ニーニ二二ニー二二二二一ユPくJ

ミーーー、~ /メ主λ"
) J 

血卜レンチ出土
v鉱張区出土

守干 J
¥一一 l つ¥。

、ムτ「二J

〉間計11句
、131qUJ¥Jtd 
。

10c町、

図48 中世地山卜レンチ出土遺物

-75ー



第 4章 まとめ

今回の調査地点、は、鎌倉市二階字荏柄27番3に所在しており、大倉幕府周辺遺跡群の一角に位置した

中世前期を中心とした遺跡である。調査の結果、鎌倉Il寺代1)J顕~後葉頃まで、の武士階級の犀敷地にあた

る三時期の生活面と、それに伴う多数の逃構や遺物が発見された。また第 3面の調査終了後に実施した

中世地LLi(基盤層) トレンチにおいて中世以前に遡る弥生H寺代や奈良 ・平安の士探 ・須恵器などの泊物

破片が発見されている。以下、本調査地点における遺構の変濯を概観してまとめに代えたい。

中世以前

中世遺構を調査していた際に生活面上の包含層や整地層、遺構覆土などに混じって古代遺物の土削i器

や須忠器など小片が出上し、さらに第 3面で、検出したrl-l世地山を彫り込んだ治構の壁面に焦土と土師器

小片が見られたので調査区沿いに卜レンチを設定し中世以前の遺構・治物の確認を行った。

その結果、調査区南側で、額上に焦 tと炭水化物を多f11に含んだ上城 21まと、その周辺から 8世紀代と

恕われる上師器坪 ・裂片などが発見されただけで、竪穴住居などの生活を物語るような具体的な性桔を

示す古代追跡は発見されなかった。

中世

I期=第 3面

堀立柱建物を配した|悶|僚な柱穴並を検出することはできなかったが、柱穴は礎板をもつものも含めて

非常に数が多く頻繁に住伴えを行っていたことが推測され、さらにゴミ穴の要素をもっ仁成(額上が話

状の有機物腐蝕土のものは便所等の想定も可能か)や区画を示す薬師f満によって構成される中世基盤層

上を主体に検出されたJ!d.t制作で、ある。

搬入品からみた年代は、 12世紀第 4四半期から営為がはじまり、 13世紀 l凹半期を主体とした様相が

みてとれる。

E期=第 2面

堀立柱建物、礎板をもっ柱穴と多数の土臓により構成される。前代と同じように遺構の密集度が高く

佳物として抽出した柱穴以外にも蚊なりの頻度で佳信えがあ ったことが推測される。

搬入品から見た年代は、常泊費 ・同安窯系青磁 ・永福寺創建期瓦など13世紀第 l四半期までの要素を

もつものと、龍泉窯系占磁鏑M弁文椀など 13世紀 r~1 葉以降の要素をもつものもあるが、概ね13世紀第 2

四半期を中心としていると捉えたい。

E期=第 1面

第 la.b面は炭水化物府を挟んで比'1史的短期間に上丹版築のj白菜が施され、たくさんの上横により

梢成される生前面である。七城の上層|折而からそれらが連続的にthIiられていたことが観察された。また

その配間をみると、やや規l-!il'l"l:を欠 くが調杏区1;-1_!;たから rffi寄りに人:M上峨併が多いようである。

搬入品からみた年代は、 13il!:紀第 2四半期にはじまり、第 1a面上包含}習に伴い明代銭 「洪武通宝」

やかわらけなどに14由紀後半まで|探りうる要素のものも少量含まれていた。 しかし、 主体としての年代

は13世紀第 3四半期-4四半期の様相を示している。
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表1 法.1:11表 (1)

凶 ・ 昏 ~} や'T! ~i 法lil(a:1 11f. b:bi:伐 c:山両) ill榊 その他 閃・番I} 純 瀬 法尽 {a:nlf bほli C:涜m ill椛その他

7-] かわらけ a:7.8cm b:6.3cm c:1.6cm 首HI(，i 1-.城l 8-14 かわらけ a:7.7cm b:5.7cm c: 1.7cm ffi11耐 1:1.1自8

7-2 かわらけ a:8.6cm b:7.3cm c:1.6cm " 俗 8-15 かわらけ a:8.1cm b:5.8cm c:1.7cm " " 

7-3 かわらけ a:11.5cm b:7.9cm c:2.6cm " " 8-16 かわらけ a:8.3cm b:6.3cm c: l.8cm " " 

7-4 かわらけ a:12.1cm b:8.6cm c:3.2cm " " 8-17 かわらけ a: 12.3cm b:9.5cm c:3.0cm " " 

7-5 ，';-r滋tli'WlIL IIW111 " " 8-18 かわら け a:12.7cm b:9.5cm c:3.8cm " " 

7-6 ，'j"f滋釧IE文腕 Ilh¥tlll)'， " " 8-19 かわらけ a: 13.0cm b:8.4cm c:3.5c皿 " " 

7-7 'ì;~iin理 1 1**mIJl' " " 8-20 「f磁Jill弁文腕 IIWi!IJ'， " " 

7-8 'ì;~ iiH!理 a:46.0cm " " 8-21 (1磁11I山11 b:5.3cm " " 

7-9 鉄製J1J』長I 残mえ6.9cm " " 8-22 的汁hM 11総ffil)'，- " " 

7-10 かわらけ a:7.8cm b:6.1cm c:1.6cm 第li(1i i二機2 8-23 』正瓦 )'f.:2.2cm " " 

7-1] かわらけ a:8.4cm b:6.lcm c:1.6cm " " 8-24 前イi製鍬 a:29.8cm " " 

7-12 ，'il' 1磁必 i壬7.2cm " " 8-25 かわらけ a:7.4cm b:5.5cm C: 1.6cm ffilflli 上機10

7-13 漸};1I411"-;i1 顕問I-Jd剖i " " 8-26 かわらけ a:7.6cm b:4.8cm C: 1.5cm " " 

7-14 'ì;~ ìftl知町外 11**ffiIJ; " " 8-27 かわらけ a:12.4cm b:7.1cm c:3.3cm " " 

7-15 'ì;~ ii'l笈 1 I**ffil-f(tffil)'，- " " 8-28 li製M.fi}l 残({-.lk:9.8cm ffi1ffii 1:綴11

7-16 かわらけ a:6.7cm b:6.0cm c:1.5cm 第11(11 I ~機4 8-29 かわら け a:8.2cm b:6.1cm c: 1.5cm 第11伺 f-.減12

7-17 かわらけ a:7.4cm b:5.8cm c: 1.5cm " " 8-30 かわらけ a:11.8cm b:7.7cm c:3.0cm " " 

7-18 かわらけ a:7.1cm b:6.0cm c: 1.4cm " " 8-31 !?磁Jl11花!J:.腕 11総ffll)'，ι " " 

7-19 かわらけ a:7.6cm b:6.2cm c:1.4cm " " 8-32 'ìi~消費E Ilb¥iffIJ'，. " " 

7-20 かわらけ a: 12.2cm b:8.0cm c:2.3cm " " 8-33 'ìi~消費 11隊出fl-顕ffll)'，. " " 

7-21 百I討'1 1芯ir~鉢 IJ'SO告111'， " " 8-34 鉄製品 ~ r 銭{{-ムt6.7cm " " 

7-22 かわらけ a:7.5cm b:5.8cm c:1.5cm ffi11(，i 1:品質5 8-35 かわらけ a:7.0cm b:5.6cm c: l.4cm 第11(ri f-.減13

7-23 かわらけ a:7.8cm b:5.7cm c:1.4cm " " 8-36 神前}1折線1111 a: 14.4cm b:10.6cm c:3.3cm " " 

7-24 かわらけ a:7.3cm b:5.7cm c:1.7cm " " 9-1 かわら け a:12.4cm b:7.0cm c:3.4cm ~; l l(li f:峨14

7-25 かわらけ a:8.8cm b:7.5cm c:1.6cm " " 9-2 かわらけ a: 13.0cm b: 10.1cm c:2.8cm " " 

7-26 1'1かわらけ a:12.0cm b:10.7cm " " 9-3 かわらけ a:7.4cm b:5.2cm c: 1.8cm ~;U(ti 上減15

7-27 ，'j'l' 11滋村j胤 JII"I~il); " " 9-4 かわらけ a:7.4cm b:6.5cm c:1.5cm " " 

7-28 1-.日日貿火鉢 11車*f.ilJl " " 9-5 かわらけ a:7.6cm b:5.5cm c: 1.8cm " " 

7-29 v: JI:Joi:3.1cm " " 9-6 かわらけ a:7.8cm b:6.8cm c: 1.5cm " " 

8-1 'ì;~ ii'l惣 IIW";jI)'，- ffi11(!I t属高6 9-7 かわらけ a:8.2cm b:6.1cm c:1.4cm " " 

8-2 ii'lィi製 }114イi 残(?J，毛12.4cm " " 9-8 かわらけ a:8.6cm b:7.lcm c: 1.5cm " " 

8-3 かわらけ a:7.8cm b:6.0cm c: 1.8cm " " 9-9 かわらけ a:8.8cm b:6.5cm C: 1.6cm " " 

8-4 かわらけ a:7.9cm b:6.7cm c:1.7cm " " 9-10 かわらけ a:12.4cm b:8.4cm c:3.2cm " " 

8-5 かわらけ a:8.3cm b:6.4cm c:1.7cm " " 9-11 かわらけ a: 12.4cm b:8.3cm c:3.0cm b " 

8-6 かわらけ a: 11.4cm b:8.1cm c:2.6cm " " 9-12 かわらけ a:12.8cm b:8.0cm c:3.0cm " " 

8-7 かわらけ a:8.0cm b:6.7cm c:1.9cm ffiu(，I 1:峨7 9-13 かわらけ a: 13.0cm b:8.4cm c:3.2cm " " 

!j-!j かわらけ a:9.0cm b:7.7cm c:1.9cm " " 9-14 ( 1磁1IJL.:llll LI紋日!I)'， " " 

8-9 JT総Jillft、Jど碗 1 I*MJIJ'，- " " 9-15 ( 1かわらけ a:11.0cm b:9.0cm c:2.9cm 第1而 t減16

8-10 (1磁水TI: b:9.0cm " " 9-16 鉄製品 ~r YH i-.lk:5.l cm " " 

8-11 'ì;~ii'l l矧N鉢 a:21.8cm " " 9-17 かわらけ a:8.4cm b:5.6cm c:1.6cm 第11苅 t減19

8-12 1'.日目'ft火鉢 Ilh¥河1)'， " " 9-18 かわらけ a:12.4cm b:8.6cm c:3.2cm " " 

8-13 かわらけ a:6.8cm b:4.6cm c:1.7cm ffilllfi JニI腕 9-19 'ì;~ii'l型E a:19.8cm " " 
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表2 法量表 (2)

附帯lj 純 J'Ji 法111(a:1 1係 b:1.邸主 c:総l~5) 治椛その他

9-20 かわらけ a:l1.8cm b:7.4cm c:3，Ocm ~ 11 (，í 上級18

9-21 かわらけ門継 残イï-f.主 :4 ， 6cm~ IIIiï 仁戚19

9-22 百I討・t~型 b:19，Ocm " " 

9-23 'iit討'tI飯山鉢 IIW'jll}¥- " " 

9-24 かわらけ a:13.4cm b:9，4cm c:3，6cm ~ 11(iÎ J二級20

9-25 (1舷 11)[腕 a:l0.0cm " " 

9-26 ず占討't 古語 a:43.2cm " " 

9-27 鉄製JJ， 書mm是・5，3cm " " 

9-28 かわらけ a:12.4cm b:8，7cm c:3，6cm 第lflu 七割高21

9-29 かわらけ a:13，4cm b:9，2cm c:3，Ocm " " 

9-30 'i ;~討't 惣 II U1~il) ， " " 

9-31 かわらけ a:7，8cm b:6.4cm c:1.8cm 第11llI 上級26

9-32 かわらけ a:13，Ocm b:12.2cm " " 

9-33 lef 綴~眠文腕 I，~台作 :4 ， 8cm" " 

9-34 女瓦 J平:2.1cm " " 

10-1 かわらけ a:7.8cm b:4.6cm c:2.0cm 第li(lj ttl高22

10-2 行製品 砥行残存j是25，3cm " " 

10-3 かわらけ a:7，8cm b:5，9cm c:1.2cm ~lf(ü t割高23

10-4 かわらけ a: 12.2cm b:7，8cm c:3，Ocm " " 

10-5 常滑I類t'，l鉢 Ilfjflil)， " " 

10-6 銅銭 文'{:ィ、印l " " 

10ー 7 かわらけ a:8.8cm b:6.0cm c:1.7cm ~l[úi 上級24

10-8 1Î~ 討'tIrJiN鉢 1 I*#il)'，- " " 

10-9 かわらけ a:7.6cm b:5.1cm c:1.7cm ~llf1i 七割高27

10-10 かわらけ a:7.8cm b:5.8cm c:1.8cm " " 

10-11 かわらけ a:11，6cm b:8.6cm c:2.7cm " " 

10ー 12かわらけ a:7.8cm b:6，6cm c:1.4cm ~li(j j 仁城28

10-13 かわらけ a:8.8cm b:7，2cm c:1.5cm " " 

10-1 かわらけ a:l1.4cm b:6.7cm c:2，9cm " " 

10ー 15かわらけ a:13.0c凋 b:9.3cm c:3，6cm " " 

10-16 ，'I'(I総本H: 瓜!日 II ~jj\-日 ifll) '， ' " 
貧，

10-17 かわらけ a:8.4 cm b:6，2cm c目1.8cm ~ 11(IÎ 上級29

10-18 かわらけ a:12.8cm b:7.1cm c:3.1cm " " 

10-19 かわらけ a:12，6cm b:8.9cm c:2.8cm " " 

10-20 かわらけ a:12.2cm b:l0，7cm c:3，2cs " " 

10-21 ';i~治宝E b:16，6cm " " 

10-22 かわらけ a:7.4cm b:5，4cm c:1.5cm ~ l lflj tt¥高31

10-23 かわらけ a:7，8cm b:5，7cm c:1.5cm " " 

10-24 かわらけ a:7，8cm b:6，lcm c:1.6cm " " 

10-25 かわらけ a:7，8cm b:6，Ocm c:1.7cm " " 

10-26 かわらけ a:l1.0cm b:6.9cm c:2，8cm " " 

10-27 かわらけ a: 11.6cm b:6.2cm c:3，3cm " " 

関-番i} 手E 定i 法M(a:llj王 b:別主 c:器商) 池桃・その他

10-28 かわらけ a:l1.8cm b:6.4cm c:2.8cm ~11倒上級31

10-29 背磁i迎弁文l碗 a:14，Ocmか " 

10-30 'ìi~ i1n理 II*j-顕ffllJ'jか .， 

11ーl かわらけ a:12，Ocm b:7，5cm c:3.1cm ~11偏上級32

11-2 かわらけ a:5.0cm b:5，2cm c:l.lcm " " 

11-3 山茶碗 r'，"h台 間I)¥，" " " 

11-4 ニ彩tl~利l総 J底部11 " " 

11-5 かわらけ a:8.8cm b:6，Ocm c: 1.6cm 第11偏 1:品質35

11-6 かわらけ a:8，Ocm b:5，8cm c: 1.6cm " " 

11-7 かわらけ a:13，Ocm b:9.0cm c:3，3cm " " 

11-8 'ii~治資 II*j-釘iffllJ-'j " " 

11-9 かわらけ a:6，8cm b:4，2cm c:1.9cm ヨ~ l而 七減37

11-10 かわらけ a:7，2cm b:4，6cm c:l.6cmか " 

11-11 かわらけ a:7.4cm b:4，7cm c:1.6cm々 " 
11-12 かわらけ a:7，6cm b:5，lcm c:1.7cmか " 

11-13 かわらけ a:7，6cm b:6，5cm c: 1.5cmか " 

11-14 かわらけ a:7，8cm b:4，6cm c:1.6cmか " 

11ー15かわらけ a:8，Ocm b:5，lcm c:2，lcm" " 

11-16 かわらけ a:8，Ocm b:5.5cm c:1.7cmか " 

11一17かわらけ a:8，Ocm b:5，7cm c:1.6cm " " 

11-18 かわらけ a:l0.4cm b:5，Ocm c:3，Ocm " " 

11-19 かわらけ a:l0.8cm b:5，9cm c:3，2cm 定， " 

11-20 かわらけ a:ll.Ocm b:5，9cm c:3，Ocm " " 
11-21 かわらけ a:l1.2cm b:6，7cm c:3，2cm " " 

11-22 かわらけ a:l1.4cm b:6，6cm c:3，Ocm " " 

11-23 かわらけ a:l1.8cm b:7，Ocm c:3，3cm " " 

11-24 かオコら (1 a: 11.6cm b:5，9cm c:3.4cm " " 

11-25 かオコら (1 a: 12，2cm b:5，9cm c:3.4cm " " 

11-26 かわらけ a:l2，2cm b:6，8cm c:3，5cm " " 

11-27 かオコら (1 a:12，2cm b:7，7cm c:3，lcm " " 

11-28 かわらけ a: 12，6cm b:7，6cm c:3，6cm " " 

11-29 かわらけ a: 12，6cm b:7，6cm c:3，5cm " " 

11-30 かわらけ a:12，8cm b:7，7cm c:3，5cm " " 

11-31 かわらけ a:13，Ocm b:6，7cm c:3，8cm " " 

11-32 かわらけ a: 13，Ocm b:7.4cm c:4，Ocm " " 

11-33 かわらけ a:13，Ocm b:7，2cm c:3.5cm " " 

11-34 かわらけ a: 13，2cm b:6，8cm c:3，6cm " " 

11-35 かわらけ a:13.4cm b:7，8cm c:3，7cm " " 

11-36 1'1磁1141r"，'I( h(flil)¥- " " 

11-37 瀬)i1l4Lf'，li1 1)'芸部}¥- " " 

11-38 百~i1n昭 a:37，Ocm " " 

11-39 イ1製 品 低イ7 伐{f~:8.0cm " " 
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表3 法量表 (3)

閃番号 キifi 資1 法泣い 1111¥ b底径 c指向) i自椛その他 図-番り やE 恕1 法泣 (a:1(jf b:底1t c:捺高) ll:I~1'1その他

11-40 イi製品低行 残(?.bl::5.9cm 1¥IIUI 1:城37 12-38 かわらけ a:12.0cm b:8.4cm c:2.7cm 1¥11而ピット14

11-41 鉄製JIJ， 童I 伐 {?l止3.9cm " " 12-39 かわらけ a: 12.8cm b:8.8cm c:3.0cm " " 

11-42 tJi.製品 量I 9主(?.bl::4.0cm " " 12-40 百T計1 1型 IIW~ln- " " 

11-43 鉄製，'，，'， jr 残(?J止 5.9cm " " 13-1 かわらけ a:7.6cm b:5.7cm c:1.6cm 1¥11而ヒ ヲト16

11-44 鋒m 人;'IVe'I， " " 13-2 かわらけ a:7.6cm b:6.1cm c:1.3cm " " 

12-1 かわらけ a: 11.4cm b:6.6cm c:3.6cm 1¥ 1 I{II ピヲトI 13-3 かわらけ a:12.2cm b:8.7cm c:3.2cm " " 

12-2 調・m 2号[)C宝 " " 13-4 かわらけ a:12.4:cm b:l1.5cm c:3.3cm " " 

12-3 かオコらけ a:7.2clI b:5.4cm c:1.5cm 1¥11耐 ピット2 13-5 !d[ j'f:2.4cm " " 

12-4 ( 1かわらけ a:7.9cm b:6.2cm c:1.5cm " " 13-6 討'1イ1製 鍋 b: 13.1cm " " 
12-5 (1かわらけtt小童 1 1**-11 11"11，'，- " " 13-7 jM~-i 残イ?J是 13.6cm " " 

12-6 ';i~討?翌E II**-Jdffll " " 13-8 イ i~I'II" 日tィi伐r?.bl::5.6cmの " 

12-7 かオコらけ a:5.8cm b:3.8cm c: 1.3cm 1¥ 1 I{ii ピヲト3 12-9 百~i1'1 1型 a:21.8cm 第 1ii而 ピット17

12-8 かわらけ a:8.7cm b:7.6cm c:1.9cm " " 13-10 ';i~消古里 b:16.8cm " " 

12-9 'ì;~ i1'1鷲 a:31.0cm " " 13ー11 調~3~ I~t米通rÎ[ " " 

12-10 鉄製品量I 9長作長:7.0cm " " 13一12 かわらけ a:8.4cm b:6.5cm c:1.6cm 第11面 ピット18

12-11 かわらけ a:8.0cm b:6.6cm c: 1.5cm 1¥ 1 IflI ヒヲト4 13-13 かわらけ a:9.0cm b:6.2cm C: 1.8cm " " 

12-12 かわらけ a: 10.3cm b:7.2cm c:2.9cm " " 13-14 かオコら It a: 12.6cm b:8.8cm c:3.1cm " " 

12-13 かわらけ a:7.lcm b:5.9cm c:1.5cm 1¥ 1 I{II ピヲト5 13-15 かわらけ a:12.2cm b:8.7cm c:3.3cm " " 

12-14 かわらけ a:7.5cm b:5.1cm c目1.9cm 1¥IIUI ピヲト6 13-16 !，(J{ l'f:2.4cm " " 

12-15 かわらけ a:7.6cm b:6.3cm c:1.5cm " " 13-17 かわらけ a:8.6cm b5.6:cm c: 1.5cm 百)1而ヒ ヲト20

12-16 かわらけ a: 12.8cm b:9.1cm c:2.8cm " " 14-1 かわらけ a:8.0cm b:6.0cm C: 1.5cm 1¥ 1 I(II ヒット19

12-17 かわらけ a: 11.8cm b:7.8cm c:2.8cm 1¥11{li ピット7 14-2 'l;~削 I覧lN鉢 1 1 ** 1'1111'1- " " 
12-18 かわらけ a:13.3cm b:8.9cm c:4.2cm " " 14-3 !，(上L Jポ:2目2cm " " 
12-19 リl.k "l:2.9cm " " 14-4 !，( .1( 1'!:2.0cm " " 

12-20 かわらけ a:7.5cm b:6.5cm c:1.2cm ~iHr師 ピット8 14-5 百~i1'1 .!主ロ蛍 b:9.4cm 第luii ピット21

12-21 かわらけ a:8.0cm b:7.0cm c:1.4cm " " 14-6 百~i11 翌f 11**-5t(lffllJ，' " " 

12-22 かわらけ a:11.7cm b:7.7cm c:2.8cm " " 14ー7 録，m J;(徳)ei;: " " 

12-23 かわらけ a:11.5cm b:7.5cm c:2.7cm " " 14-8 ~!L'，ぷ日告 同;.;r，i ，m壬:13.2cm " " 

12-24 ，'1 ( iliM Jl11化文l腕j刈fii壬:7.0cm " " 14-9 かわらけ a:12.4cm b:8.4cm c:3.1cm 第11両l ピット22

12-25 ，'1ft滋tlr縁1m IJ~tlll' l" " " 14-10 かわらけ a:9.0om b:7.5cm c: 1.3cm " " 

12-26 1 : 日~'t，(火鉢 Ilh\1~I" ，- " " 14一11 かわらけ a:12.4cm b:8.6cm c:3.1 cm 1¥11{II ヒ 7ト23

12-27 かわらけ a:5.4cm b:4.2cm c:1.5cm 1¥li{li ヒヲト11 14-12 かわらけ a:8.2cm b:4.0cm c:1.6cm 1¥llfu ヒット24

12-28 かわらけ a: 12.0cm b:8.6cm c:2.9cm " " 14-13 かわらけ a:8.2cm b:6.3cm c: 1.5cm " " 

12-29 録移民 I;!.'A-:通~ i[ " " 13-14 かわらけ a:8.4cm b:6.0cm c: 1.6cm " " 

12-20 かわらけ a:6.7cm b:4.9cm c:1.6cm 第llfti ピット12 14-15 かわらけ a: 11.6cm b:8.9cm c:2.3cm " " 

12-31 かわらけ a:6.9cm b:3.6cm c:1.7cm " " 14-16 !，i:J{ Jt!・2.3cm " " 

12-32 内、~)らけ a:7.6cm b:5.9cm c:J.7cm " " 14-17 かわらけ a:II.Ocm b:6.0cm c:3.3cm mllfliヒット26I 

12-33 かわらけ a:7.7cm b:6.0cm c:1.8cm " " 14-18 1'1磁 1 I)C腕a:ll.4cm " " 

12-34 かわらけ a:12.0cm b:8.6cm c:3.4cm " " 14-19 'ì i~ i11 1知山鉢 1 1**~lI j'，- " " 

12-35 "，'j'!i盤必カ文i碇 1 Ib¥t.1ln- " " 14-20 かわらけ a:7.4cm b:5.4cm c:1.6cm mufli ヒット27

12-36 かわらけ a:7.8cm b:5.6cm c: 1.6cm 古川1(li ピット14 14 -21 かわらけ a: l3.2cm b:l1.9cm c:3.0cm " " 

12-37 かわらけ a:8.2cm b:5.9cm c:1.7cm " " 14 -22 ( 1かわらけ a:8.2cm b:8.0cm c: 1.3cm " " 

-79-



表4 法量表 (4)

附需~} 十E m 法な (a:11任 b:底1'1; c:協同) 迎椛その他

14ー23 かわらけ a:7.6crn b:5.5crn c:1.5crn ::fllllri ヒット31

14-24 かわらけ a:11.2cm b:6.6cm c:2.8cm ;:(il1UJ ピット34

14-25 1'1かわらけ a: 10.6crn b:8.2crn .. " 

14-26 1'1かわらけ a:l1.7crn b:9.3crn c:2.7crn " .. 
14-27 14;磁雄弁文腕 a:12.4crn .， 

" 

14-28 かわらけ a:6.4crn b:3.8crn c:1.6crn 者¥llflI ヒット35

14-29 治討~ ~理 'J~剖11'， ' " " 

14-30 かわらけ a:7.8crn b:6.2crn c: l.4crn ヨHlfu t ヲト36

14-31 、わらけ a:6.4crn b:4.6cm c: 1.2crn ~Mí1ü ヒット38

14-32 かわらけ a:8.2crn b:5.9crn c: 1.7cm " 
υ 

14-33 かわらけ a:12.8cm b:9.1crn c:3.0crn " " 

14-34 かわらけ a:9.0cm b:8.0cm c:1.4cm " 
.， 

15-1 かわらけ a:8.6cm b:7.0crn ::fl1ilII ヒヲト39

15-2 かわらけ a:8.4crn b:7.5cm c:l.lcrn ::fl1ifii ヒヲト41

15-3 かわらけ a:12目6cm b:8.4crn c:2.8crn ::fllluj ヒヲト43

15-4 'i;'r汁t1J:rIN鉢 1 IbH'jjI/'，' " " 

15-5 1 : 日~'lJ(火鉢 a:45.2crn b:38.0cm c:l0.0cm " " 

15-6 かわらけ a:9.2crn b:7.6cm ::fllllli ヒヴ卜44

15ー7 14f隊法弁文碗 a:16.4cm " " 

15-8 m .. ぷ~~ 係主 つまみ$1'，' " " 

15-9 かわらけ a: 12.8cm b:8.2cm c:3.2cm ::flllfJIヒット45

15-10 1;'ri1't IJI I *~- i!ñ ffil l\ ' .， 
" 

15一11 かわらけ a: 13.2crn b:8.9cm c:3.4cm 耳Hlfu ヒヲト47

15一12かわらけ a:7.6cm b:5.6cm c: 1.4cm 第Illu ピット48

15-13 鈴~jJl 城、'v.)亡I{ .， 
" 

15一14かわらけ a:8.0cm b:6.2cm c:1.4cm 第11(II ヒヴト49

15-15 かわらけ a:7.6cm b:5.6cm c: J.5cm ~li而 ヒット50

15-16 かわらけ a:8.4crn b:5.7cm c:1.5cm ::fl1ITli ヒット52

15-17 かわらけ a:l1.6cm b:7.0cm c:3.0cm 第llftiヒヲト53

15-18 古川't ImN鉢 11縁部1¥ 首¥lfllIピット54

15-19 かわらけ a: 12.8crn b:9.9cm c:2.9crn ::iHlujヒット57

15-20 ，'i'1'1餓将Ij)Ili nI"lffill'r " " 

16-1 かわらけ a:4.4cm b:3.4cm c:0.7cm lI(II I二

16-2 かわらけ a:6.8cm b:3.7crn c:2.7cm " 

16-3 かわらけ a:6.8ωI b:3.5cm c:2.3cm " 

16-4 かわらけ a:6.5cm b:4.9cm c: 1.9cm " 

16-5 力、オョらけ a:6.9cm b:4.5cm c:1.7cm " 

16-6 かわらけ a:6.8cm b:5.6cm c:1.2cm " 

16-7 かわらけ a:6.8cm b:5.3cm c:L4cm " 

16-8 かわらけ a:7.0cm b:5.6cm c:1.7cm " 

16-9 かわらけ a:7.1cm b:5.4cm c:1.6cm " 

16一10かわら it a:7.4cm b:6.1crn c:1.l cm " 

司・需l} やE J'JI 法1，1(a:ll!t b:ほ筏 c:(.;ml m榊その他

16-11 かわらけ a:7.2crn b:5.0crn c:1.3cm llIlj 1ー

16ー 12 かわらけ a:7.4cm b:5.5cm c:1.7cm .， 

16-13 かわらけ a:7.2cm b:4.5cm c:J.5crn .， 

16-14 かわらけ a:7.3cm b:5.6cm c: 1.4crn " 

16-15 かわらけ a:7.7cm b:6.3cm c:1.4cm " 

16-16 かわらけ a:7.4cm b:4.9cm c:1.8cm " 

16-17 かわらけ a:7.6cm b:5.6cm c:1.7cm " 

16-18 かわらけ a:7.8cm b:5.2cm c:1.8cm " 

16-19 かわらけ a:7.6cm b:4.5cm c:1.7cm " 

16-20 かわらけ a:8.0cm b:5.9cm c:1.6cm " 

16-21 かオコらけ a:7.6cm b:5.4cm c:1.7cm " 

16-22 かわらけ a:7.6cm b:4.2cm c:1.9cm " 

16-23 かわらけ a:7.8cm b:5.1cm c:1.7cm " 

16-24 かわらけ a:8.0cm b:5.0cm c:2.1 cm " 

16-25 かわらけ a:8.2cm b:5.3cm c:2.0cm .， 

16-26 かわらけ a:7.4cm b:4.0cm c:1.7cm " 

16-27 かわらけ a:7.4crn b:4.8cm c:2.2cm " 

16-28 かわらけ a:7.5cm b:5.6cm c: 1.9cm .， 

16-29 かわらけ a:7.1cm b:5.8cm c:1.6cm " 

16-30 かわらけ a:7.4cm b:5.1cm c:1.7cm " 

16-31 かわらけ a:7.6cm b:5.1cm c:1.8cm " 

16-32 かわらけ a:7.6cm b:5.0cm c:1.9cm .， 

16-33 かわらけ a:7.5cm b:5.1cm c:2.0cm " 

16-34 かわらけ a:7.5cm b:5.5cm c: 1.6crn " 

16-35 かわらけ a:7.7cm b:5.3cm c:1.6crn .， 

16-36 かわらけ a:7.8cm b:6.0cm c:1.6cm " 

16-37 かわらけ a:7.7cm b:5.8cm c: 1.6cm " 

16-38 かわらけ a:7.8cm b:5.7cm c:1.5cm .， 

16-39 かわらけ a:7.8cm b:6.1cm c: J.5cm " 

16-40 かわらけ a:7.7cm b:6.lcm c:1.6cm " 

16-41 かわらけ a:8.0cm b:5.4cm c:2.0cm " 

16-42 かわらけ a:8.0cm b:6.4cm c: 1.5cm " 

16-43 かわらけ a:8.2cm b:5.4cm c: 1.6cm " 

16-44 かわらけ a:8.2cm b:6.5cm c: 1.6cm " 

16-45 かわらけ a:8.6cm b:6.0cm c:2.0cm " 

16-46 かわらけ a: 11.5cm b:7.7cm c:3.5cm " 

16-47 かわらけ a: 11.8cm b: 1.4cm c目3.3cm " 

16-48 かわらけ a:l1.8cm b:7.8cm c:2.9cm " 

16-49 かわらけ a:12，lcm b:9.1crn c:2.7cm " 

16-50 かわらけ a:11.7cm b:8.5crn c:3.0cm " 

16-51 かわらけ a: 12.0cm b:6.9cm c:3.2cm .， 

16-52 かわらけ a: 11.6cm b:8.2cm c:3.2cm " 

nu 
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表5 法量表 (5)

fヰ需~;- tifi 質I 法J.i1(aJ Ilf b:IJ1;1壬c:(.y高) i自椛その他

16ー 53 かわらけ a:l1.7cm b:8.1cm c:3.5cm 11('I 1二

16-53 かわらけ a:l2.6cm b:7.1cm c:3.4cm " 

16-54 かわらけ a:12.6cm b:7.1cm c:3.4cm " 

16-55 かわらけ a: 12.4cm b:8.6cm c:3.3cm " 

16-56 かわらけ a: 12.5cm b:8.4cm c:3.0cm " 

16-57 かわらけ a:12.0cm b:7.6cm c:3.6cm " 

16-58 かわらけ a: 13.4cm b:8.4cm c:3.5cm " 

16-59 かわらけ a:14.6cm b:9.2cm c:3.8cm " 

16-60 かわらけ a:14.7cm b:8.5cm c:4.2cm " 

16-61 かわらけ a:7.8cm b:5.7cm c:1.5cm " 

16-62 かわらけ a:9.0cm b:7.6cm c:1.7cm " 

16-63 かわらけ a:12.0cm " 

16-64 かわらけ a:l1.9cm b: 10.8cm c:3.lcn " 

16-65 かわらけ a: 11.9cm b:9.0cm c:3.0cm " 

16-66 1'1かオコらけ a:5.4cm b:4.1cm c:1.2cm " 

16-67 1'1かわらけ a:l0.7cm " 

16-68 ( 1かわらけ a:l0.0cm b:8.9cm " 

16-69 内総 i的、文碗 a:15.2cm " 

16-60 ff磁雄弁文碗 a:l5.4cm " 

16-71 Jf磁 ;OIi弁文腕 a:14.1cm " 

16-72 Ji峰雄弁文腕 a:14.6cm " 

16-73 ff憾越弁文碗 1 l*iffii)'，- " 

16-74 Jf磁 ;OIi弁克腕 "*i部I't- " 

16ー 75 ff磁 ;OIi台、文腕 1 I h~ffil l'， ' " 

16一76 Jf磁 ;OIi弁文腕 b:5.4cm " 

16ー 77 ，'NIH析総IIU 1IW~I I't " 

16一78 ltf磁孫自' a:9.8cm " 

16ー 79 1'1磁 IIU a:l0.6cm " 

16-80 ( 1磁 11 J[llIL a:13.2cm " 

16-81 (1磁 11:.瓶 a:7.2cm 尚台後 6.1cm"

16-82 I'lfi革本il: il:1 In- " 

17-83 ，'ii'If，fUkil' a:2.5cm llI1I 1'. 

17-84 ，'ii' IflH小、1'[ a:4.7cm " 

17-85 ，'(1' 1磁 i''i!J; ~.W比~1~':j:2.3cm " 

17-86 ，'i'l'l磁抑 瓶 H同河Wr " 

17-87 神fυi 腕 a:17.6cm b:4.8cm c:7.0cm " 

17-88 ifllI" jJi車)jHIil a:22.4cm " 

17-89 瀬J; 卸1I11 b:13.0cm " 

17-90 漸); lJ'OMll b:7.1cm " 

17-91 漸J; 1.〆柄h :.í~ lぽ市I}¥- " 

17-92 III ~腕 a:l1.6cm " 

17-93 II1茶li!il 11総剖1I't- " 

‘EA
 

白色

図書り fi_fi 資1 法な (a:111王 b:IJ1;1王 c:器1m 遺構その他

17-94 山 ~I随 b:5.4cm 11(JI 1二

17-95 1IIIUla:7.8cm b:4.0cm c:2.0cm " 

17-96 'i;t汗t ~控 I I *~ffil l'， ' " 

17-97 'ii~汁t ~理 Ll hH~11 1't- " 

17-98 常滑古里 11*J河11'，- " 

17-99 治 消 費 II *~-釘l剖1 1'，- " 

17-1∞ 1;t計~ ~壁 Ilb¥-釘IffiW，' " 

17-101 'iit計・t ~ Jd ~官1 '" " 

17-102 百Y討't " I'~ IJ:~mll'， " 

17-103 1i叶t 1鷲H'~鉢 1 I h~:'íl l l'， ' " 

17-104 1i~n.t 1鉱IN鉢 II*iffill't " 

17-105 'ìi~消 l恕i但鉢 11縁日11"" " 

17-106 'iMt 1剣山鉢 b:13.9cm " 

17-107 古川't 1紅IN鉢 b:11.2cm " 

17-108 古川t 1惣1但鉢 b:l4.0cm " 

17ー 109 'ìi~n't 1知れ!鉢 IfmlJ'，- " 

17-110 'iit背t II君m鉢 a:28.8cm b: 13.0cm c: 10.5cm " 

17ー 111常n1 U 1訴1'1鉢 b:18.8cm " 

17ー 112'ìi~n't II如何鉢 b:22.8cm " 

17一113'iimt III割引a鉢 !広告11!'t. " 

18-114 'i;t討・1 き型a:52.4cm " 

18-115 1日H・1 生理a:43.2cm " 

18-116 'ìi~計? う理a:36.8cm " 

18一117Il{ J，[、1ii明11'正2.4cm " 

18-118 リl.1C !日U.8cm " 

18ー 119!，i:J{ Jl/:2.2cm " 

18-120 !.t:J，[ 1't:2.6cm " 

18ー 121!.t:J{ )，正 2.6cm " 

18-122 {正瓦 )i!:2.9cm " 

19-123 J{按m火鉢 1 1 *~自111'， ' " 

19ー 124 u;:.;n火鉢 1 1 *~ffll1'， ' " 

19-125 汁}イi製釧 a:33.4cm " 

19-126 hl11lイ! 残m長8.8cm " 

19-127 鋒UJl iJUt通'j[ " 

19-128 鋒UJl ~~r..K元寸: " 

19-129 ß)f~ 長:8.8cm )'!:0.4cm " 

19-130 かわらけ a:4.6cm b:3.7cm c:0.8cm " 

19ー 131かわらけ a:7.4cm b:8.1cm c:1.5cm " 

19-132 かわらけ a:7.6cm b:5.0cm c:1.6cm " 

19ー 133かわらけ a:8.0cm b:5.0cm c:1.6cm " 

19-134 かわらけ a:8.4cm b:5.6cm c: 1.4cm " 

19ー 135かわらけ a:8.8cm b:6.8cm c: 1.5cm " 



表6 法皇表 (6)

関・番号 積 :JiI'( 法lJ(a:1 1径 b:ほ径 c:然高) ll'l.Ji'llその他 凶 白 書~~. 利 :JiI'i 法11(a:1 1径 b:l.邸王 c:滞日) ll'l榊その他

19-136 かわ らけ a:8.8cm b:7.0cm c:2.0cm lI(，I 1: 25-15 かわらけ a:8.5cm b:6.4c"， c:1.6ωl 2i(JI J:J.iIl4 

19-137 かわらけ a:l0.0cm b:6.4cm c:3.2cm " 25-16 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm c:1.5cm " " 

19-138 かわらけ a: 11.8cm b:8.2cm c:3.0cm " 25-17 かわらけ a:8.6cm b:6.7cm c:1.6cm " " 

19-139 かわらけ a:7.8cm b:7.7cm c:2.0cm " 25-18 かわらけ a:l1.8cm b:8.8cm c:3.0cm " " 

19-140 かわ らけ a:l0.4cm b:9.8cm c:2.8cm " 25-19 かわらけ a:12.4cm b:8.4cm c:3.2cm " " 

19-141 16f磁 i!Ii弁文!碗 d.51今後 4.2cm " 25-20 かわらけ a:12.4cm b:8.0cm c:2.9cm " " 

19-142 'ì;~ìtl 惣 a:34.4cm " 25-21 hかわらけ a:8.9cm b:6.0cm c: 1.5cm " " 

19-143 ';i~討'1 !!理 1 I *~-野lfltll'r " 25-22 'iï~討'1 1如何鉢 11縁部片 " " 

19-144 前 消費f I)~ fflln- " 25-23 かわらけ a:7.8cm b:6.4cm c:1.7cm 2iIu 上級5

19ー 145百I討'1 1類似鉢 1，縁1)111;- " 25-24 かオコらけ a:8.6cm b:6.6cm c:1.7cm " " 

19-146 常滑 l知町鉢 11縁部1;- " 25-25 かわらけ a:12.4cm b:8.4cm c:3.4cm .. " 

19-147 'l;~討・ 1 ~暗 底部1;- " 25-26 ';i~汁}務 1-1縁-i1i1ffll片 " " 

19-148 銑故主 抑烈疋'I[ " 25-27 ;民必r.-l ~l釘1"必 a:II.Ocm " " 

19-149 歩I 残(f.長 6.1cm .. 25-28 かオコらけ a:7.8cm b:6.1cm c:1.7cm 2((1I t以6

22-1 かわらけ a:7.6cm b:6.2cm c:1.6cm 2]i侃建物1 25-29 かオコらけ a:8.0cm b:6.3cm c:1.7cm " " 

22-2 かわらけ a:12.2cm b:3.3cm c:8.2cm " " 25-30 かわらけ a:8.0cm b:5.6cm c: 1. 7 cm " " 

22-3 かわらけ a:7.8cm b:6.0cm c:1.7cm " " 25-31 百I汗11伝 llWltll¥"" " " 

22-4 かわらけ a:8.0cm b:5.6cm c:1.4cm " " 25-32 'ìj~ 討。} 型t 11縁部1'1. " " 

22-5 かわらけ a:12.0cm " " 25-33 かわらけ a:8.2cm b:6.2cm C: 1.5cm 21(ij 1:1筑7

22-6 JTI途不191木製tth 長 9.0cm，偏1.2cm 厚I.Icm " " 25-34 かわらけ a:8.2cm b:6.0cm c:1.7cm " " 

22一7 かわらけ a:8.0cm b:6.7cm c:1.5cm " " 25-35 かわらけ a:l1.3cm b:7.0cm c:3.2cm " " 

22-8 かわらけ a:9.2cm b:6.6cm c:1.8cm " " 25-36 かわらけ a: 12.0cm b:8.8cm c:3.2cm " " 

22-9 行磁辿弁文腕 IIW~I) 'I- " " 25-37 かわらけ a: 12.6cm b:8.8cm c:3.1cm " " 

22-10 かわらけ a:l2.0cm b:7.4cm c:2.7cm " " 25-38 'i;~討'1 証 j氏部1;- " " 

22-11 かわらけ a:13.0cm b:9.0cm c:3.3cm " .. 25-39 k.瓦 J'1:2.2cm " " 

22-12 かわらけ a:9.0cm b:7.2cm c:1.7cm .. " 25-40 かわらけ a:7.8cm b:5.4cm c: 1.4cm 21fii _1:割高8

22-13 かオコらけ a:8.0cm b:6.0cm c:1.4cm " " 25-41 かわらけ a:l1.7cm b:7.9cm c:3.0cm " " 

22-14 かわら け a:7.0cm b:6.2cm c:1.8cm " " 26一l かわらけ a:7.2c川 b:5.5cm c:1.6cm 21fu 上級9

25-1 かわらけ a:8.2cm b:6.4cm c:1.4cm 2而1 t割高1 26-2 かわらけ a:7.8cm b:6.1cm c:1.8cm " " 

25-2 かオコらけ a:8.0cm b:5.5cm c:1.6cm " " 26-3 かわらけ a:7.6cm b:4.8cm c:1.5c加 " " 

25-3 かわらけ a:12.3cm b:7.2cm c:3.4cm " " 26-4 かわら (t a:8.2cm b:5.8csl c:1.7cm " " 

25-4 かわらけ a:l1.8cm b:12.0cm c:3.lcm " " 26-5 かわらけ a: 11.8cm b:8.0cm c:3.0cm " " 

25-5 かわらけ a:12.6cm b:1l.9cm c:3.4cm " " 26-6 かわらけ a:l2.8cm b:9.0cm c:3.5cm " " 

25-6 かわらけ a:8.0cm b:7.0cm c:1.7cm 21m 1:城2 26-7 前t討'h'i1 a:37.6cm " " 

25一7 かわらけ a:9.0cm b:7.8cm c:1.6cm 2r而 t減3 26-8 かわらけ a:7.0cm b:6.0cm c:0.8cm 21III I:jj高10

25-8 かわらけ a:8.8cm b:7.2cm c:1.65cm " " 26-9 かわらけ a:8.6cm b:6.5cm c: 1.8cm " " 

25-9 かわらけ a:12.0cm b:7.6cm c:3.2cm " " 26-10 かわらけ a:9.0cm b:7.6cm c・1.7cm " " 

25-10 かわらけ a:12.0cm b:7.6cm c:3.2cm " " 26-11 かわらけ a:l0.5cm b:7.0cm c:3.0cm " " 

25-11 断Ji pQrr'，u1 a:14.6cm " " 26-12 かわらけ a: 12.0cm b:8.0cm c:3.3cm " " 

25-12 かわらけ a:7.8cm b:5.7ω1 c:1.6cm 21而 1:城4 26-13 かわらけ a:7.7cm b:6.7cm c:1.7cm " " 

25-13 かわらけ a:7.8cm b:5.5cm c:1.7cm " " 26-14 かわらけ a:8.0cm b:7.4cm c:1.7cm " " 

25-14 かわらけ a:8.2cm b:6.4cm c:1.5cm " " 26-15 かわらけ a:8.4cm b:7.4cm c:2.1cm " " 
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表7 法益表 (7)

図番;J 事E 努l 法Jol(a:nlf b:底径 c:r.iW ll'.l桝その他

26-16 かわらけ a:14.8cm b:12.4cm c:3.2cm 21而 t品質10

26-17 I刊h欽絵俄 氏fltl1'i' " " 

26-18 山茶碗 b:7.8cm " " 

26-19 術庁l w( Ilh¥-阿部)"，- " " 

26-20 JHii 腕 a: 10.0cm " " 

26-21 リHL )，正1.9cm " " 

26-22 L正瓦 )t'!:2.0cm " " 

26-23 J火執h陶wii b:5.7cm " " 

26-24 かわらけ a:7.6cm b:5.6cm c:1.2cm 21而 |て減II

26-25 かわらけ a:8.3cm b:6.lcm c:l.6cm .， 
" 

26-26 かわらけ a:8.7cm b:6.5cm c:1.5cm " " 

26-27 かわらけ a:8.8cm b:5.8cm c:1.8cm " " 

26-28 かわらけ a: 11.8cm b:8.5cm c:2.9cm " " 

26-29 かわらけ a:12.0cm b:7.7cm c:2.9cm " " 

26-30 かわらけ a:12.4cm b:7.6cm c:3.1cm " " 

26-31 かわらけ a: 12.0cm b:8.9cm c:2.9cm " " 
26-32 かわらけ a:9.6cm b:7.8cm c: 1.8cm 21Iii _Iニ成12

26-33 かわらけ a: 12.3cm b:8.4cm c:3.2cm .， 
" 

26-34 かわらけ a:11.8cm b:8.2cm c:2.7cm .，・ " 

26ー35かわらけ a:13.4cm b:8.4cm c:3.3c"， " " 

26-38 111*腕 ，'，'6filf:8.0cm " " 

26-37 リl.k )'1:1.8cm " " 

27-1 リlJ、L )i，!:2.6cm " " 

27-2 v:ふL ド/.:2.2cm " " 

27-3 kJ{ !平1.9cm " " 

27-4 かわらけ a:7.7cm b:5.4cm c:1.4cm 21f1i 1:品質13

27-5 かわらけ a:8.4cm b:5.4cm c:1.5cm " " 

27-6 かわらけ a:13.1c"， b:8.6c"， c:3.4c"， " " 

27ー7 かわらけ a:8.9cm b:4.8cm c:2.0cm " " 

27-8 かわらけ a:12.7cm b:7.9cm c:2.9cm " " 

27-9 ( I磁水iI: a:lO.Ocm " " 

27-10 かわらけ a:7.4cm b:5.8cm e:1.7cm 21而_I--減14

27-11 かわらけ a:8.2cm b:6.0cm c:1.4c"， " " 

27-12 lef磁 1111 a:9.lcm b:3.5cm c:2.lcm " 
.， 

27ー13 ( I 磁'ill~ b:4.6cm " " 

27-14 かわらけ a:9.8c"， b:8.0cm c:2.0cm 21uI 1--城15

27-15 'ì;~ni~ 1担 b:9.8cm " " 

27-16 i品l:R 小、!'if. a:38.0cm " " 

28-1 かわらけ a: 12.4cm b:8.2cm c:3.0cm 21(II 1:減16

28-2 かわらけ a: 12.0cm b:6.5cm c:2.9cm " " 

28-3 かわらけ a:8.0cm b:5.7c"， c:1.7c"， 21耐 i二繍17

28-4 かわらけ a:8.4c"， b:6.5cm c:1.6cm " " 

q
J
 

nδ 

悶番り 争ifi 定1 法Jil(a:lll王 b底径 C:t器商) ll'.lWIその他

28-5 かわらけ a:12.9cm b:9.1cm c:3.5cm 21W t割高17

28-6 'ìi~治 l飢担鉢 I l*tlilll;- " " 

28-7 'ii附'! 1知rJ~鉢 1151ι71壬:14.4cm " " 

28-8 線車h~初日目 f121今1壬:5.6cm " " 

28-9 かわらけ a:7.4cm b:6.0cm c: 1.5cm " " 

28-10 かわらけ a:8.6cm b:6.8cm c: 1.6cm " " 

28-11 かわらけ a:12.2cm b:8.2cm c:3.2cm 21面上波18

28-12 かわらけ a:12.8cm b:8.6cm c:3.6cm " " 

28-13 かわらけ a:12.7cm b:7.3cm c:3.7cm " " 

28-14 かわらけ a:7.8cm b:6.0cm c:1.5cm 2i直i 上減19 I 

28-15 かわらけ a:8.1cm b:6.6cm c: 1.8cm " " 

28-16 かわらけ a:8.4 cm b:6.4cm c: 1.8cm " .，・

28-17 かわらけ a:8.6cm b:7.0ar c:1.6cm " " 

28-18 かわらけ a:8.4 cm b:6.4 cm C: 1. 7 cm " " 

28ー19 かわらけ a:8.6cm b:6.8cm c:1.7cm " " 

28-20 かわらけ a:9.2cm b:5.8cm c: 1.8cm " " 

28-21 かわらけ a:12.0cm b:8.6cm c:3.2cm " " 

28-22 かわらけ a: 12.cm b:9.0cm c:2.8cm " " 

28-23 かわらけ a:12.1cm b:8.2cm c:3.2cm " " 

28-24 かわらけ a:12.4cm b:8.8cm c:2.9cm " " 

28-25 かわらけ a:12.3cm b:9.0cm c:3.lcm " " 

28-26 かオコらけ a: 12.5cm b:9.2cm c:2.9cm " " 

28-27 かわらけ a:12.4cm b:8.2cm c:3.1cm " " 

28-28 かわらけ a: 12.8cm b:g.ocm c:3.3cm " " 

28-29 かわらけ a:13.0cm b:9.6cm c:3.1cm .， " 

28-30 かわらけ a:8.lcm b:6.0cm c:1.7cm .， 
" 

28-31 かわらけ a:8.6cm b:7.2cm c: 1.8cm " " 

28-32 かわらけ a:8.8cm b:7.4cm c: 1.9cm " " 

28-33 かわらけ a:8.9cm b:7.5cm c: 1.9cm " " 

28-34 かわらけ a:13.5cm b:12.6cm c:3.2cm .， 
" 

28-35 イl製tlJt 紙 li 伐 (?~:8.2cm " " 

28-36 かわらけ a:8.0cm b:6.2cm c:l.fcm 21m 上郷20

28-37 かわらけ a:8.6cm b:6.2cm c:1.7cm " 
.， 

28-38 かわらけ a:8.4cm b:6.5cm c: 1.6cm " " 

28-39 かわらけ a:8.7cm b:6.8cm c:1.7cm " .， 

28-40 かわらけ a:8.7cm b:6.4cm c: 1.7cm .， .， 

28-41 力、hらtす a:8.8cm b・6.8cm c:1.7cm " " 

28-42 かわらけ a:8.6cm b:6.2cm c:1.6cm " " 

28-43 かわらけ a:9.2cm b:7.0cm c:1.8cm " " 

28-44 かわらけ a:12.6C81 b:9.6cm c:3.0ω " " 

28-45 かわらけ a: 12.3cm b:8.5叩，c:3.1cm " " 

28-46 かわらけ a:13.2cm b:l0.0cm c:2.9cm " " 



表8 法皇表 (8)

閃1fjrJ 稲 tri 法JIl(a:lll1 b:ll!径 c:指南) i立精その他 I~ .番lj 強 tri 法i，l(a:円径 b:lirl玉c:総高) 治椛その他

28-47 かオコらけ a:8.5cm b:6.8cm c:1.7cm 21(U 卜.峨20 30-29 かわらけ a:8.4cm b:6.4cm c:1.7c01 21市 ピット21

28-48 かオコら It a:9.2cm b:7.6cm c:2.1cm " 
を， 30-30 かオコらけ a: 11.4cm b:7.6cm c:3.0cm " " 

28-49 かわらけ a:12.0cm b:lO.Ocm c:3.2cm " " 30-31 かわらけ a: 12.2csl b:9.2cm c:3.0αn " " 

28-50 かわらけ a:12.8cm b:11.0cm c:2.7cm " " 30-32 百';i1't ~担 II~J-mffil片占 2断ピット22

28-51 かオコらけ a:l3.0cm b:l1.0cm c:3.2cm " " 30-33 かわらけ a:7.6cm b:5.8cm c:1.7cm 2而 ピット26

28-52 かわらけ a:13.6cm b:12.6cm c:3.3cm " " 30-34 かわらけ a:12.4c01 b:7.9cm c:3.4cm ε， 
" 

28-53 J7磁l碗 tlE台径 5.4cm " " 30-35 かわらけ a:12.0cm b:7.0cm c:3.1cm 21飼 ピット27

28-54 111茶断j I I*a¥ffill '，- " " 30-36 かわらけ a:13.0cm b:7.7cm c:3.5cm " " 

28-55 7官庁t 1矧JY鉢 l底部)'i " " 30-37 かわらけ a:8.0cm b:6.6cm c:1.5cm 2ifii ピット28

28-56 時t討~ '，ili b:14.4cm " " 30-38 かわらけ a:12.8cm b:12.2cm c:3.6cm 2iui ピット29

28-57 ';;t治、I'I~ b: 16.0cm " " 30-39 かわらけ a:13.0cm b:9.0cm c:3.2cm 21伺 ピット30

28-58 k瓦 !平 2.4cm " " 30-40 首切・t 1知t，l鉢 11縁部)t 21m ピヲ卜31

29一l 火.Ef. Jr，i:2.0cm " " 30-41 9:.11. Jtl:1.9cm " " 

29-2 低.(j 残イF長 10.5cm " " 30-42 かわらけ a:9.0cm b:7.6cm c: 1.5cm 21侃 ピット32

30-1 JT磁1111 a:l0.3cm 2D而 ピット1 30-43 7持計~ ，il! 底許(1)'( 21飼 ピット33

30-2 かわらけ a:8.8cm b:6.0cm c:1.6cm 21f1i ヒ.，ト2 30-44 かわらけ a:9.6cm b:6.4cm c:1.9cm 21而 ピット34

30-3 かわらけ a:7.8cm b:5.3cm c:1.3cm 2r(li ピット5 30-45 ，'i'fi並腕 tLE台f壬:5.0cm " " 

30-4 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm c:l.fcm 2ITii ピット6 30-46 かわらけ a:8.0cm b:6.4cm c:l.Icm 21m ピット35

30-5 かわらけ a:8.2cm b:4.8cm c:1.7cm " " 30-47 かわらけ a: 12.0ar b:9.0c01 c:2.9cm 21而 ピット36

30-6 かわらけ a:8.8cm b:4.8cm c:1.7cm " 
ε， 31-1 かわらけ a:9.0cm b:7.6cm c:1.7cm 2而 ピット38

30ー 7 かわらけ a: 13.0cm b:13.0cm " " 31-2 かわらけ a:13.0cm b:12.0cm c:3.2cm 2而 ピット41

30-8 板 t江)i!並 残(i.長 13.5cm 2而 ピット8 31-3 かわらけ a:8.2cm b:6.2cm c:1.6cm 21m ピット43

30-9 かわらけ a:8.6cm b:7.20m c:l.fcm 2D而 ピット9 31-4 かわらけ a:8.2cm b:6.4cm c:1.7c01 " " 

30-10 かわらけ a:11.2cm b:6.9cm c:2.9cm " " 31-5 かわらけ a:12.4c01 b:8.4cm c:3.1cm " " 

30-11 かわらけ a: 12.9cm b:8.5cm c:3.0cm ， 
" 31-6 かわらけ a: 12.0cm b:8.4cm c:2.8cm " " 

30-12 前イi製鍋 ~i ffll)'ï " " 31-7 'i;'ri1't '，jji }J~ffiI Jl- " " 

30-13 かわらけ a:8.4cm b:5.6cm c:l.5cm 21釘 ヒ.ット10 31-8 かわらけ a:8.0cm b:6.0cm c:l.fcm 21Wピット44

30-14 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm c:l.7cm " " 31-9 かわらけ 8:8.0cm b:6.0cm c:1.5cm " " 

30-15 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm c:1.8cm " " 31-10 かわらけ a:7.6cm b:6.0cm c:1.5cm 21師 ピット45

30-16 上L器削11 a:8.4cm " " 31一11 かわらけ a:7.2cm b:4.8cm c:1.8cm 21luピット49

30-17 10;践例IE文!被 I 1 *a¥tfflJi' 2D同 ピット11 31-12 |ι|かわらけ a:9.2csl b:7.0cm c: 1.5cm " を・

30-18 かわらけ a:8.2cm b:6.0Csl c:1.8cm 21m ピット12 31-13 かわらけ a:7.9cm b:5.6cm c:1.6cm 21lUピット50

30-19 かわらけ a:12.6cm b:7.50m c:2.9cm " " 31-14 百t計't惣 民間I)t 21飼 ピット51

30-20 かわらけ a:12.4(5 b:7.4c01i c:3.1cm " " 31-15 治討'hiif a:17.6cm 21ui ヒ.ット52

30-21 かわらけ a:8.6ω b:6.5cm c:1.6cm 21m ピット17 31-16 lとIf滋 11Yl.l必 ~i日11) '， 2耐 ピット54

30-22 かわらけ a:9.4cm b:6.6cm c:2.0cm 21而ピット18 31-17 かわらけ a:8.8cm b:6.4cm c:1.75cm " " 

30-23 b:J.J: J'1:1.9cm " " 31-l!l 内、オコら It a:9.6cm b:7.6cm c・1.9cm 21tiiピァト55

30-24 かわらけ a:8.6c01 b:5.7cm c:1.5cm 21而 ピット19 31-19 'ì;~ìft 慾 IJ~帝11) '， 2而 ピット56

30-25 かわらけ a:7.8cm b:5.701官 c:1.6cm " " 31-20 .kfi. )'I:2.3cm 21lUピット58

30-26 かわらけ a:12.4cm b:9.2cm c:2.5c01 " " 31-21 治 的 堅 11是正-ffiffll)'， 21(Uピット60

30-27 常汗t 1矧払!鉢 Ilh¥ffll)'i " " 31-22 rl磁 !Ul b:4.0cm 21而 ピット61

30-28 かわらけ a:9.1c01 b:6.8c01 c:2.0cm 21瓜 ピット20 31-23 かわらけ a:9.0cm b:7.6cm c:1.Gcm 2凶ピヲト64
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表9 法量表 (9)

t.l!・番り やE m 法な (a:lll聖 b: JJ~lt c: (.-} 1$) 治桝その他

31-24 k上L }'t:2.3cm 2UII ピット64

31-25 'ii'(ii't ~理 II*al-如何S}'r 21而 ピット65

31-26 かわらけ a:8.0cm b:5.6cm C: 1.5cm 21fii ヒ.1卜66

31-27 かわらけ a:is.acm b:12.0cm c:3.3cm " " 

31-28 ff総備t，~文碗 腕日fl}'，' " " 

31ー29 かわらけ a:9.0cm b:7.4cm c:1.6cm 21而 ピヲト67

31-30 かわらけ a:8.4cm b:6.6cm c: 1.8cm 20百ヒット68

32ーl *al執h "U( ß~'lfílS) " 2前ヒヲト69

32-2 かわらけ a:8.5cm b:7.2cm c:1.9cm 21W ピット70

32-3 i桜美 '1I'ii. II*J-顕filS)'，' " " 

32-4 かわらけ a:8.3cm b:7.0cm c: 1.8cm 21ui ヒット71

32-5 かわら (t a:9.0cm b:7.8cm c: 1.85cm " " 

32-6 t以来蛍 b:18.0 Wl " " 

32-7 (1かわらけ a:7.5cm b:8.2cm c:0.9cm 21宣i ヒヴト72

32-8 かわらけ a:8.5cm b:7.4cm c:2.0cm 2而ヒ ット74

32-9 百ii1't l trlN鉢 II*i[ljlll- 2凶i ヒット75

32ー10 !，(主L 1'l:2.1cm " " 

33-1 かわらけ a:7.2cm b:5.0cm c: 1.9cm 11(liドー21(li1: 

33-2 かわらけ a:7.4cm b:4.9cm c:1.7cm " " 

33-3 かわらけ a:7.2cm b:4.8cm c:1.4cm " " 

33-4 かわらけ a:7.5cm b:4.4cm c:1.7cm " " 

33-5 かわらけ a:7.6cm b:6.1cm c:1.4cm " " 

33-6 かわらけ a:7.6cm b:4.6cm c:l.7cm " " 

33一7 かわらけ a:7.6cm b:6.0cm c:1.5cm " " 

33-8 かわらけ a:7.8cm b・4.7cm c:1.7cm " " 

33-9 かわらけ a:7.8cm b:6.1cm c: 1.6cm " " 

33-10 かわらけ a:7.8cm b:5.4cm c: 1.5cm " " 

33-11 かわらけ a:8.0cm b:6.9cm c:1.4cm " " 

33-12 かわらけ a:8.0cm b:6.0cm c:1.5cm " " 

33-13 かわらけ a:8.0cm b:6.3cm c:1.7cm " " 

33-14 かわらけ a:8.0cm b:6.0cm c: 1.55cm " " 

33一15 かわらけ a:8.0cm b:6.0cm c: 1.6cm " " 

33-16 かわらけ a:8.6cm b:6.3cm c:1.7cm " " 

33-17 かわらけ a:8.2cm b:6.3cm c: 1.5cm " " 

33-18 かわらけ a:8.1cm b:5.8cm c:2.0cm " " 

33-19 かわらけ a:8.2cm b:6.6cm c: 1.4cm " " 

33 -2( ヵ、オ3らtす a:8.0cm b:6.00"， c:1.75cm " " 

33-21 かわらけ a:8.3cm b:6.0cm c:1.55cm " " 

33-22 かわらけ a:8.0cm b:6.2cm c:1.7cm " " 

32-23 かわらけ a:8.3cm b:6.6cm c: 1.8cm " " 

33-24 かわらけ a:8.4cm b:6.6cm c目1.75cm " " 

33-25 かわらけ a:8.7cm b:6.6cm c: 1.65cm " " 

附帯;} 手E 資i 法沿い (111. b: IJ~l1. c目指向) mmその他

33-26 かわらけ a:8.9cm b:7.1cm c:1.7cm l1fJIド-21(II1: 

33-27 かわら (t a:8.8cm b:6.0cm c: 1.8cm " " 

33-28 かわらけ a:8.8cm b:6.5cm c: l.4cm " " 

33-29 かわらけ a:8.8cm b:5.6cm c:2.9cm " " 

33-30 かわらけ a:l0.4cm b:6.5cm c:2.7cm " " 

33-31 かわら lす a: Il.0cm b:7.1cm c:2.8cm " " 

33-32 かわらけ a: 11.4cm b:8.4cm c:3.2cm " " 

33-33 かわらけ a: 11.8cm b:7.7cm c:3.6cm " " 

33-34 かわらけ a:11.6cm b:8.4cm c:2.85cm " " 

33-35 かわらけ a: 12.0cm b:8.8cm c:2.9cm " " 

33-36 かわらけ a: 12.8cm b:9.0cm c:2.9cm " " 

33-37 かわらけ a:13.1cm b:9.2cm c:3.3cm " " 

33-38 かわらけ a: 13.2cm b:lO.Ocm c:3.2cm " " 

33-39 かわらけ a: 12.2cm b:8.4cm c:3.3cm " " 

33-40 かわらけ a:13.0cm b:8.8cm c:3.15cm " " 

33-41 かわらけ a: 13.3cm b:9.3cm c:2.9cm " " 

33-42 かわらけ a:13.0cm b・7.5cm c:3.4cm " " 

33-43 かわらけ a:13.4cm b:9.5cm c:3.4cm " " 

33-44 かわらけ a: 13.4cm b:9.0cm c:3.5cm " " 

33-45 かわらけ a:8.5cm b:6.4cm C: 1.8cm " " 

33-46 かわらけ a:8.6cm b:6.5cm C: 1.9cm " " 

33-47 かわらけ a:8.8cm b:7.2cm C: 1.7cm " " 

33-48 かわらけ a:8.8cm b:6.8cm c:1.7cm " " 

33-49 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm C: 1.5cm " " 

33-50 かわらけ a:9.2cm b:1.8cm C: 1.85cm " " 

33-51 かわらけ a:9.8cm b:8.0cm c:1.8cm " " 

33-52 かわらけ a:9.7cm b:8.lcm c:1.9cm " " 

33-53 かわらけ a: 12.0cm b:6.2cm c:2.9cm " " 

33-54 かわらけ a:13.0cm b:l1.2cm c:3.4cm " " 

33-55 かわらけ a:13.1cm b:l1.6cm c:3.0cm " " 

33-58 かわらけ a:13.3cm b:7.8cm c:3.1cm " " 

33-57 かわらけ a:13.4cm b:9.0cm c:3.3cm " " 

33-58 かわらけ a: 13.8cm b:12.8cm c:3.5cm " " 

33-59 l' 1かわらけ Ilh¥ml)十 " ，.・

33-60 Ji磁 ;!Ij弁文腕 1 1 fi<1'l11) '，- " " 

33-61 Jf磁釧11:文碗 ，'，'6;'711.:4.6cm " " 

33-62 ( 111必 I1)[1被 a:l1.6叩l " " 

33-63 1'1磁 11J[IUl a:9.8cm " " 

33-64 ( I磁 '，'lIE文腕 i本内1)'， " " 

33-65 ，'，'( 1磁印11:文腕 l本町11)'，- " " 
33-66 l' I磁足gf'，l<x:世 a:8.6cm " " 

33-67 ( 1舷f，-{- a:3.8cm b:3.4cm c:2.1cm " " 

F
「
u

nδ
 



表10 法量表 (10)

閃番~J fifi 覧l 法:!Il(a:1 11王 b:ほ径 c : 器; ，:，~) 治J符 その他 凶・帯51 4彊 賀i 法i止(a:11径 b低筏 c総高) ill桝その他

33-68 (1<<滋花瓶 Jlまffll)'， 11伺ド-21而七 37-1 かわらけ a:9.2cm b:6.9cm c:1.7cm 31副 t品質l

33-69 -，'i'l士1磁 小Illl a:6.2cm " " 37-2 かわらけ a:8.6αn b:7.1cm c:1.6cm " " 

33-70 ，'i.tl磁 小IIIl a:7.8cm " " 37-3 かわらけ a:9.2cm b:7.5cm c:1.4cm " " 

33ー 71，"i.tl磁合f a:4.2cm " " 37-4 かわらけ a:14.3cm b:l1.6cm c:3.8cm " " 

33-72 ， ' í' l'1磁小、li~ 1本間1)'，- " " 37-5 かわらけ a:8.7cm b:6.3cm c:1.6cm 3而 七機2

33ー 73 ，'i'ILI磁 小 世 日制w，- " " 37-6 かわらけ a: 12.6cm b:9.5cm c:3.4cm " " 

33-74 lT白綴 栂瓶 日制1)十 " " 37-7 常滑 I鎖担鉢 a:23.0cm " " 

33ー 75総桶It 総 口線古11)'，- " " 37-8 時ti1'1 1賀iJ" b:15.1cm " " 

33ー 76級車It 線 LJ縁河1)'，- " " 37-9 かわらけ a:9.7cm b:8.5cm c:2.4cm 3凶l上嫌3

33一77雨前It 淑 )1問ffll)十 " " 37-10 かわらけ a:8.6cm b:6.5cm c:1.6cm " " 

34-1 瀬戸倒JllIl !氏問11-体部)'，- " " 37-11 かわらけ a:9.3cm b:7.6cm c:1.5cm 3而i 上級5

34-2 瀬戸瓶f 肩剖i片 " " 37-12 百t討・1 習f b:20.5cm " " 

34-3 百t討'1 11理 LJW'jll)'，- " " 37-13 かわらけ a:13.1cm b:8.5cm c:3.3cm 3i1ii 上級6

34-4 1i~消費 1 J縁-i!(iffll)J- " " 37-14 かわらけ a:12.7cm b:9.8cm c:2.9cm " " 

34-5 'ii~討'1 ~昭 円縁-.'J.¥IJII)t " " 37-15 かわらけ a:9.5ccm b:7.5cm c:1.7cm 3而土成7

34-6 'i;~消費 l寸WlliJ'，- " " 37-16 かわらけ a: 12.6cm b: 10.8c澗 c:2.4cm " " 

34ー 7 常 消 費 LJW'jfi)¥- " " 37-17 kJsl 厚 2.3cm 31師土機9

34-8 'iï~消費 11紘-lj[{jtlllH " " 37-18 かわらけ a:11.8cm b:l0.6cm 31(07，'1)状 t減1

34-9 'iit消費 J J*j-鍔iffll片 " " 37-19 かわらけ a: 15.8cm b: 13.3cm c:3.3cm " " 

34-10 'iï~討'1 生理 口総-Mffil)¥- " " 39-1 l'I磁欄術文IUla:7.1cm 31飼 71時1

34ー 11 'i;ti1'1惣 )Jd:部)'，凶 " " 39-2 l'J磁怖術文腕 a:14.7cm " " 

34-12 ';;~汁} 主題 b:22.0cm " " 39-3 山茶碗 a:15.6cm " " 

34-13 'ii~討'1 ~理 b:17.0cm " " 39-4 木製品 卜駄 長23.2cm 師11.4cm J平1.9cm " " 

34-14 'I;tift 1知山鉢 日*jffll片 " " 39-5 川途不191木製品 長8.5cm 似4.lcm JIl-:3.7cm " " 

34-15 古川11悠iJ"'l鉢 口総古11片 " " 39-6 !日途不明木製品 長40.1cm 幅:5.1cm 停 1.2cm " " 

34-16 'ì; ~ì1't l:J'!iれ!鉢 1 I*jffll)¥- " " 40-1 かわらけ a:8.7cm b:6.0cm c:1.7cm 31師 ヒ.ットl

34-17 'liti11 I:J'!iN鉢 L1h¥百11片 " " 40-2 かわらけ a:9.8cm b:7.4cm c:1.6cm " " 

34-18 'ì;~討'I Imf'，!鉢 b:ll.2cm " " 40-3 かわらけ a:l1.5cm b:l0.1cm c:1.9cm " " 

34-19 'i;ti1't 1知山鉢 b:13.8cm " " 40-4 木製A121 布、i物 長:15.3cm 幅:2.4ωJtj:O.7cm " " 

34-20 n.1l )Ij[:2.5cm " " 40-5 木製品 漆器十岨 a:9.4cm 3而 ヒ，7ト2

34-21 リHl !平1.7cm " " 40-6 1ï~消 費 Ilh¥-if(iffll 31而 ヒ.ット4

34-22 リl瓦 )Y-:1.6cm " " 40-7 山子高腕 11縁部i 31!ii t'ット45

34-23 火瓦 !平 2.4cm " " 40-8 かわらけ a:8.9cm b:7.8cm c:1.8cm 31fn ピット7

34-24 かわらけ1'1鍛 1u:1王:3.6cm )亨:1.2cm " " 40-9 木製品 IlIl a:8.8cm b:6.1cm c:1.6cm 3u師 t'7ト10

34-25 銅$ll 1m元通r{ " " 40-10 ポ製品筈 長 20.7cm " " 

34-26 調i~ ill Tt:J:1通 ~Î[ " " 40-11 ~~瓦 J平:1.7cm 3r而 ピット12

34-27 鉄製品 量I 残存長:4.8cm " " 40-12 l正.1C JY-:2.3cm 

34-28 鉄製『111 量I 残存i之7.3cm " 
。 40-13 かわらけ a:14.8cm b:12.5cm c:3.7cm 31m ヒ.ット14

34-29 げ}イl製 鍋 a:18.4cm " " 40-14 'i;t討'1 1知山鉢 a:20.0cm 31(u ヒ.ット15

34-30 汗fィ1製鍋 1 J繰綿)¥ " " 40一15木製品目l b:8.0cm 31m ピット19

34-31 汁}イi製鍋 IlhHlIl)'， " " 40ー 16かわらけ a:8.0cm b:5.8cm c: 1.6ωl 31fij ヒ.ット20

34-32 イi製品 fi)/. 残イr-J孟 7.8cm " " 40-17 )IJ途不191木製品 長:11.6cm 幅:1.7cm J平:O.7cm 31釘 ピヲト21

-86-



表11 法it表(11)

図番号 やE 怒i 法沿いー11I王 b:底径 c・~必) 冶椛その他

40-18 ITI途不191木製品 !~:6.5cm Iiiij:l.6cm J平1，5cm 3在日 ピヲト21

40-19 かわらけ a:8.7cm b:7.2cm c:1.6cm 3而 ピット22

40-20 かわらけ a:9.3cm b:8.2cm c:2.2cm " " 

40-21 かわらけ a: 12.6cm b:9.3cm c:3.3cm 3而ヒ ット24

40-22 かわらけ a: 12.7cm b:8.3cm c:3.4cm 3而 ピヲ卜25

40-23 木製品 ~ 伐{?1l::11.5cm 3U前 ピット26

41-1 リu、L !亨 2.1cm 3市 ピット28

41-2 かわらけ a: 13.2cm b: 11.5cm c:3.1 cm 3而 ピヲ卜33

41-3 かわらけ a: 13.6cm b:ll.Ocm c:2.9cm 31而ヒ ット35

41-4 かわらけ a:13.1cm b: 10.6cm c:3.4cm 3而 ピット37

41-5 かわらけ a:8.8cm b:7.2cm c: 1.6cm 31商 ピット39

41-6 m途不191*製117I 長 7.3cm 恥~:0.9cm J亨O.7cm " " 

41ー 7 かわらけ a: 10.2cm b:8.1cm c: 1.5cm 3D而 ピッ1'40

41-8 かわらけ a:8.7c01 b:6.7cm C:1.6C01 31飼ピット42

41-9 常滑 I官i位鉢 a:34.2cm b:13.5cm c:12.7cm 3而 ヒット43

41-10 かわらけ a:7.7c01 b:6.5cm c:1.5cm 31ui ヒット44

41-11 かわらけ a:8.4cm b:6.0cm c: 1.6cm " " 

41-12 'jj~討'1 ~略 1 I *J; -~ii市JI- " " 

41-13 百tn~ 室哲 1 1 *J; -~ifflIJ~ " " 

4-14 銅銭 元ui通I{ " " 

41-15 木製品折敷 長 15.5cm 官庁2.8cm J'/.:0.2cm 31(ij ヒ"ト45

41-16 川途不明木製品 ムU2.5cm似:O.8cmJ'l-:O.5cm " " 

41ー 17 ，'i'( 1磁小Illl 1 1*J;fflIJl- 31fu ピヲ卜46

41-18 リυL )'/.:2.2cm 31而 ピット49

41-19 LけL !字:2.2cm " " 

41-20 ~j{ )Y-:2.lcm " " 

42-1 かわらけ a:8.8cm b:6.8cm c:1.8cm 31而 ヒット50

42-2 かわらけ a:8.0cm b:6.9cm c:1.4cm " " 
42-3 かわらけ a:8.8cm b:6.8cm c:J.7cm " " 

42-4 'ìi~n'l 鍔 b:12.0cm " " 

42-5 かわらけ a:8.7cm b:6.0cm c:1.7cm 31耐ヒ ット51

42-6 かわらけ a:9.0cm b:6.2cm c:1.5cm " " 

42-7 ~J{ )'!:1.7cm U 1ズ3r耐 ピット5

42-8 かわらけ a:8.1 cm b:7.2cm c:2.0cm 31fII ヒヲト5

42-9 かわらけ a:8.8cm b:8.3cm c:2.5cm " " 

42一10リu、L )'/.:1.9cm " " 

42ー II t.di. }'/.: 1.8c"， U I丘 31m t-，卜55

42-12 m途不明木製品 反 日3cm 幅 O.9cm)'l-:0.3cm 3i1u ヒ'.，ト58

42-13 木製品 7時 j毛23.8cm 似 O.5cm Jリ:0.3ω " " 

42-14 かわらけ a:12.7cm b:ll.1cm c:2.9cm 3r(u ピット61

42ー 15かわらけ a: 14.5cm b:12.7cm c:2.8cm " " 

42-16 1it汁t HJi t'~鉢a:22 .0cm " " 

ヴ

F
口

δ

閃需り 事E 窓i 法111(a:llI王 b:底筏 c:滞日) ~m その他

42-17 'ìi~討'1 ~車 1 I *J; -~iilll 31fu ピット61

42-18 !J:主L )Y-:2.3cm 3部 ピット63

42-19 !J:瓦 )'/.:2.1cm " " 

43-1 1.11茶碗 b:5.7cm 31而 ピット66

43-2 !J:瓦 )'!:2.9cm 31而 ピット68

43-3 !J:.k J'/.:1.7cm 31In ピヲト69

43-4 かわらけ a: 13.8cm b: 11.5cm c:3.5cm 3耐 ピット72

43-5 かわらけ a:8.6cm b:7.1cm c:1.5cm 31而 ピヲト73

43-6 かわらけ a:9.1cm b:8.2cm c:2.6cm 31而 ピット74

43ー 7 かわらけ a: 13.0cm b:l1.8cm c:3.1cm 31師 ピヲト75

43-8 かわらけ a:8.5cm b:6.6cm c:l.6cm 3r而 ピヲト76

43-9 'iitn'l 蛍 b:12.8cm " 

43-10 !J:.J'I. Ji/.:1.9cm " 

43ー 11 かわらけ a:9.1cm b:6.0cm c目1.5cm 3Iin ピット77

43-12 かわらけ a:8.3cm b:5.8cm c:1.&m  " 

43-13 111ぷIlIl a:9.2cm b:4.7cm c:2.2cm " 

43-14 'iit討'1 '，I，! IltJ-'lfiiffll片 " 

43ー 15'iit汁1 1領内鉢 b:18.8cm " 

43-16 !J: .f[ Jt/.:2.4cm " 

43-17 かわらけ a:9.2cm b:6.9cm C:1.7cm 3而 ピット78

43-18 かわらけ a:9.0cm b:7.3cm c: 1.6cm 31而 ヒ.ヲト83

43-19 かわらけ a:8.8cm b:6.8cm c:1.7cm " 

43-20 かわらけ a:9.3cm b:8.5cm c:2.4cm " 

43-21 かわらけ a:9.7cm b:8.9cm c:2.1cm " 

43-22 斤磁 釧イE文腕 a:l0.0cm b:4.0cm c:2.35cm " 

44ー l かわらけ a:8.2cm b:6.6cm c: 1 .5cm 21{u Iご-31(，j1こ

44-2 かわらけ a:8.2cm b:6.4cm c:1.7cm " 

44-3 かわらけ a:8.25cm b:6.2cm c: 1.6cm " 

44-4 かわらけ a:8.8c01 b:6.8c01 c:1.3clII " 

44-5 かわらけ a:8.8cm b:7.1cm c:1.6cm " 

44-6 かわらけ a:8.1cm b:6.6cm c:l.fcm " 

44一7 かわらけ a:8.5cm b:6.8cm c: 1. 7 C01 " 

44-8 かわらけ a:8.6cm b:5.5cm c: 1.8cm " 

44-9 かわらけ a:8.8cm b:6.6cm c: 1.6C01 " 

44-10 かわらけ a:9.0cm b:6.0cm c: 1.8cm " 

44ー 11かわらけ a:9.2cm b:6.0cm C:l.fC01 " 

44-12 かわらけ a:9.0c01 b:6.8cm c:Z OC01 " 
44ー 13かわらけ a:9.4cm b:6.8cm c:1.4cm " 

44-14 かわらけ a:9.2cm b:6.6cm c: 1.5cm " 

44-15 かわらけ a:9.6cm b:7.0cm c:1.9cm " 

44-16 かわらけ a:12.1cOl b:7.7cm c:2.9cm " 

44-17 かわらけ a: 12.0cm b:8.5cm c:2.9cm " 



表12 法量表 (12)

図書l} 手E Ja'i 法:;1(a円径 b:lfH量 c:お，m i自桝その他

44ー18かわらけ a:12.6cm b:7.6cm c:2.9c01 21日|ご-31uIIニ

44-19 かわらけ a:12.1cm b:8.2cm c:2.9cm " 

44-20 かわらけ a:12.4cm b:9.0cm c:2.8cm " 

44ー21 かわらけ a: 12.5cm b:9.4cm c:2.6cm " 

44-22 かわらけ a: 12.8cm b:9.0cm c:3.0cm " 

44-23 かわらけ a:13.4cm b:9.6cm c:3.2c01 " 

44-24 かわらけ a:7.6cm b:8.2cm c: 1.1cm " 
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第 1章調査地点の概観

1 .位置と地勢

]R北鎌倉駅駅前の県道(，鎌1.¥街道J) を大船方面に向かつて進むと、 100mほどで左へ入る道がある。

この道は北鎌倉山ノ内と山向こうの梶原を結ぶ占来の往還道で、「瓜ヶ谷Jと呼ばれる谷の中を縦走す
みち

るところから、 「瓜ヶ谷道(路)JとH平ばれている 。調査地点は谷口から約250m入った ところの左手

(;.RfnIJ)の山腹にある。鎌倉街道からみれば、 山をはさんでJ相変寺の背後にあたる。現在の地番は鎌倉

市山ノ内字東瓜ヶ谷1294帯 4および 5。

鎌倉旧市街を取り囲む山械は鶴岡八幡宮西部から北問にや11び、梶原 ・山 ノ|ノヨをJ越え台 ・山11崎にいたる

大きな山塊を形成する。この山塊を「台l峰 (LL!)Jという 。標高は70mから90m前後で、被雑に入り込

んだ大小の支谷を蔵し、鎌倉北阿部の数少ない緑地となっている。調査地点のある瓜ヶ谷は、そのうち

山塊東南の基部を割り込むように形成された大きな谷戸で、北鎌倉駅付近からみれば南面する山稜の山

向こうになる。台11噂の北側には、北鎌倉から横浜市栄区、同戸塚区、藤沢rl1に凶まれた広範な平坦地が

ひろがるが、瓜ヶ谷はこの平坦地の東南にある。西瓜川により聞かれたこの谷は、南北約800m、谷尻

に向かつてほぼチ午線上に治った'Iilll線を持つ。谷の入円から道を進むと300m足らずで西に分け入る支

谷があり、ここで谷のlやがI}可瓜ヶ作と東瓜ヶ特に分かれる。現在、道は分岐点を真直ぐ進み、その先で

2車線の新道につながる。新道は東瓜ヶ谷の西側の山械をかなりの傾斜を持ちつつのぼるが、 旧道は右

予の住宅地西側に今も残り、 山ITI近くの庭球場前で両者は再び出会う 。旧道はその先で今度は左手(束)

の山中に入り、葛原ヶ岡方面に向かう 。また、 「瓜ヶ谷やぐら群」で知られる束瓜ヶ谷の谷尻には扇ガ

芥の海l誠寺裏に通じる大堀切があるので、ここにも別の道の存在が想定できる。

谷の中を流れる西瓜)11は、調査地点北の鎌倉街道の手前で、小袋谷川に合流する。小袋谷川は街道に沿

って北西に流 Fし、次第に広いyrl'，fi'l地を閲析しながら、 ]R大船l択の南で柏尼川に流れ込む。瓜ヶ科の中

では 1[9瓜川左岸は広いところで、 1~il\ 100mほ どの平坦地が形成されているが、有岸は山の急な斜面が迫っ

ている。右岸山腹には道に沿って|隔 ・奥行きとも数10mの平J[[部が階段状にいくつもJEぶ。段状部の表

[([jWt僚によれば、段の奥暗には 「鎌倉石Jと呼ばれる凝以質砂岩の岩盤(新第三紀浦郷屑)が露頭して

いるが、平坦部にはそれがみられなかったことから、人為によるものと予想された。この点は調査によ

っても確認できた。調査地点はその階段状をなす平坦部の下から 2段目を内める。海抜34m前後、前面

の瓜ヶ谷道からの比高12m前後になる。

2.歴史的環境

台il嘩一帯の人跡は一貫して非常に濃密といえる。以下、 H年代別にごく簡単にみてみよう 。

旧石器時代 北鎌倉~大船引?には早くから人の往来した痕跡、がある。肢も ，!iぃ人工の冶物は常楽寺

衰の粟船山で採集された後期]旧石器で、黒色頁府製縦長剥片の両側面に調整を加えた、石刃もしくはナ

イフがある。調査地点からは直線距離で、北に約lkmの位iEにある。

縄文時代 市内各所に遺跡が点在するが、北丙約2kmにある玉縄から関谷にかけて、後期を中心に住

居枇や治物が発見されている。本冶跡に西接する内山藤源治辿跡で、も、早期]か前期とみられる滞とし穴

21&が検出されている。また藤沢r行寄りの子広八反目追跡、では、後期据ノ 内式期を中心に中期の勝坂期

から後期加曾利B1 J~~ まで、多祉の土器が土器片錘や石錘とともに出土している 。

弥生時代 弥生時代になると、遺跡は急増する。旧市内では大倉一帯に中期後半~後期の大規模な集
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落があり(大倉幕府周辺遺跡群)、鎌倉山(11嘩西遺跡)やこの近辺においても多くの住居祉が発見され

ている。とくに西瓜川をはさんで調査地点とわずか150mの対面位置にある台山藤源治遺跡では、 10数

i肝の住居JJl:が検出された。また、台山山塊の北端にある水道山戸ヶ111奇遺跡で、は後期の鉄器が出土した。

古墳時代 この時代、市内では各所に遺跡が見つかっている。この近辺でも水道山遺跡や台山藤源治

泊跡が早くから知られており、すでにそれぞれ数筒所で発掘調査が実施されている。先述の水道山戸ケ

崎遺跡で、は、住居祉とともに銅環2点が出土した。後期になると、鎌倉街道をはさんだ台11嘩反対側の円

覚寺東北の山腹で横穴墓も確認されている(亀井砦追跡，未報告)。

律令時代 ほぼ市内全域に追跡が存在するようになる。台11嘩一帯でも水道山戸ヶ崎遺跡 ・台山藤源治

遺跡でいくつも住居j止が発見されている。後述するように、本地点でもこの時代の遺物が採集されてい

るので、おそらく台11嘩全体に広く集落が展開していたと想像できる。

王朝国家時代 源頼義が鎌倉を所領にして以来、鎌倉は河内源氏正統の根拠地となった。もっとも強

く朝権を主張したのが頼朝の父義明で、現在の寿福寺の場所に居館を構え (1鎌倉之楯J)、四周に朝を

となえた。瓜ヶ谷北側に広がる平坦地は、平安時代後期、 111ノ内荘という荘園になった。ことを所領と

したのが源氏の郎党の代表格である山内首藤氏であった。石井進はこれについて、 「鎌倉の館を根拠地

とする源義朝が、その北方を犯する重要な地の山内庄を、も っとも信頼する郎党に与えたことを意味す

る」という 。山内荘の正確な位置は不明だが、現在の北鎌倉一帯から横浜市戸塚区の東半分を占めてい

たといわれる。鎌倉時代初期まで首藤氏の所領であ った。111内荘に接する瓜ヶ谷の動静は伝わらない。

鎌倉時代 治承 ・寿永の内乱のとき、代々源氏の従者であ った首藤氏の経俊は平氏側についたため、

頼朝が勝利をおさめた直後に所領の山内荘を没収される (r吾妻鋭j治承四年十月二十三日条)。このと

き山内荘は経俊の身柄の預けられた土肥実平に与-えられたようである。のち実平の孫の惟平が和田合戦

で和田義盛側にくみして敗北したため没収され、北条義時のものとなった。以後鎌倉時代を通じて北条

得宗領であった。この間本所は後白河院から皇女の宣|場門|涜に伝わり、以後は上皇御所内の持仏堂であ

る長講堂の領のひとつとして、持明院統に伝領された。文治三年 (1187)五月十二日付.1後白河法 4 “

院宣J(r吾妻鋭j周年六月四日条所載)には後白河院領の荘園のひとつとして 「相模国山内庄」があり、

冗暦元年 (1184)三月七日前大蔵卿御奉古(延)変本 f平家物語J所載)にも後白河院の「東国御領山内

庄Jとみえる。また建久二年 (1191) 卜月日の 「長講堂所領注文J(r神奈川県史 資料編J1-217) 

末尾に 「不所課庄々jとして、謀役を免除される荘園のなかに I(相模国鎌倉郡)山内Jの名がみえる。

これらの史料からみて、 山内荘は平安末期に皇室領に寄進された荘園で、後白河!涜が本所となり、のち

長講堂領とされたと考えられる。

瓜ヶ谷の消息を記した史料は多くないが、鎌倉末期の円党寺の姿を伝える上杉重能在判の 『円党寺境

内絵図jには、画面左下円党寺の凶至外側に南へ伸びる細い道が描かれ、 「瓜谷路」と注記されている。

この道をしばらく入った場所の、西瓜}11と思われる川の西岸に 「薩摩掃部大夫人道跡jの文字が見える。

絵図なので実際の距離を測りがたいが、地形からみて、調査地点の川向付近に相当する可能性がある。

またこの絵図の鎌倉街道上には、 「瓜谷路J口のさらに外側に 「簿屋」 の文字が見える。これは 「鎌倉

中」を管理するために 「保」の辻に置かれた、いわば笹備員の詰め所のことである。したがって、ここ

までは少なくとも 「鎌倉Jの内であったとみてよいが、境界がすぐそ乙にあったことも確実である。と

いうのは、道路北側にある八雲神社の場所は、元仁元年 (1224)12月、北条衆H寺のおこなった四角凹境

鬼気祭の斎場跡にできたといわれていること(社伝)、またちょうどこの地には、十王堂橋という橋の

名前に名残をとどめるように、かつて地獄の十王像が杷られていたからである(現円党寺十王堂蔵)。

これらがいずれも境界の祭杷と標識であることはいうまでもない。著名な 『一遍型絵j巨袋坂の場面に
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おける「木戸Jも、まさしくこの場所とみて間違いない(馬山11994)。

鎌倉時代中~後期になると北条氏により近隣の鎌倉街道沿いに寺院が次々と建立されている。北条泰

時の常楽寺(嘉禎三年一1237、粟船山)、時頼の建長寺(佳長五年一1253、巨袋坂)と最明寺(康元冗

年一1256頃か、 山内)、時宗の円党寺(弘安五年一1282、山内)など得宗によるもののほか、浄智寺や

京!岩寺(ともに山内)といった北条氏関係の寺院が造立された。他に廃寺とな ったものも少なくない。

本地点に近いいくつかの寺を簡単に紹介しておとう 。

円覚寺は弘安五年 (1282)創建。開山無学祖元、開基北条時宗。臨済宗。鎌倉五山二位。時宗は文

ik .弘安の役の犠牲者慰霊のために建立したという 。鎌倉幕府滅亡後は足利氏の庇護を受ける。現在の

北鎌倉駅一帯は、当寺の門前城となっていたであろう 。

東!変寺は調査地点からみれば、ちょうど山をはさんだ背中側に相当する位置にある。弘安八年 (1285)

の創建といわれ、開山党山志道尼、開基北条貞時。臨済宗。室11可時代には鎌倉尼五山二位。江戸時代に

は 「縁切寺jとして知られるようになった。

東!妻寺門前にはやはり尼五山のひとつ国恩寺があった。開創年や沿革は不明だが、戦国時代にはもう

廃寺となっていたらしい。

正観寺は円党寺の西側にあ った。さきに触れた f円覚寺境内絵図jは建武年間 (1334-1336)成立と

推測されているが、これによれば東の鎌倉方面から直線的に来た山内道は、円党寺門前で直角に南に折

れ、 今の北鎌倉駅を過ぎた付近で再び北に折れる。当寺はこの西側に描かれているので、まさしく 北鎌

倉駅一帯に相当しよう 。大休正念はここで示寂した。

長Jl券寺は硯在の円党寺塔頭雲I頁庵の場所にあ ったらしい。『円党寺境内絵図jでは、ちょうど瓜ヶ ρ

入口の対面する山腹にあたる。元亨三年 (1323)の 「北条貞時十三年忌供養記J(r鎌倉市史 史料編j

2 -69) に、乙の寺の憎衆36人が法要に参加したとある。開山は蘭渓道隆法Itllnj空山円印。

Ufr編相模国風土記稿j徳泉寺の項に 「此他木束寺 ・観蓮寺 ・宝境寺 ・東現寺 ・光陽院等の!発蹟あり、

挙く陸田とす、各寺の事跡、廃置の年次等今伝はらずJとある。山ノ内には江戸時代末期までに廃絶した

寺院があったら しい。木束寺は瓜ヶ谷口山上、観蓮寺は瓜ヶ谷、宝境寺は尾藤ヶ谷にあったという 。東

現寺は、調査地点川向山施の地名「藤源治」と同じ読みで、あることが注目されるが、所在地 ・宗派など

詳細は伝わらない。

鎌倉時代以後 鎌倉幕府滅亡後、円覚寺東側には関東管領上杉氏の屋敷が置かれた。上杉管領家のう

ちこの一流は「山内上杉Jと呼ばれた。山内荘は足利直義の所領とされ、各郷は上杉氏や鎌倉の諸寺院

に分給されたらしい。以後も関東公方や上杉氏の支配下にあったとみられる。

瓜ヶ谷から鎌倉街道に出た対面位置の山裾に、さきに少し触れた八雲神社がある。文明年中 (1469-

1487) に上杉怒房が祇園大神を勧請したという(社伝)。祭神索蓋嶋命、もと牛頭天王社と称した。

山内上杉ののちは三浦義同の領地となり、さらに永正十五年 (1518)に北条長氏が三浦氏を滅ぼして

以後、小田原北条氏五代が相伝した。天正十八年 (1590)後北条氏滅亡、徳川氏の所領となる。

近世の山ノ内は一村ーとして存続し、徳川幕府直轄領と建長寺 ・円覚寺 ・浄智寺 ・東度寺 ・光照寺五ヶ

、干の所領とな っ た 。 うち 川~1't 方領は天正卜九年 ( 1591 ) 徳川家康から寄進され、諸役御免地として伝j

役など一切なかつた。幕末の嘉永五年 (1852) に彦根?薄帯主井伊直弼の預所となつて以以、来、安政元年

(1854) に肥後細川守之、文久三年 (1863)佐倉堀田鴻之丞、慶応三年 (1867)伊豆韮山代官江川太郎

左衛門と目まぐるしく所管が移り、明治元年 (1868) に-11寺韮山県に属したあと、同年12月神奈川県の

所轄になった。先の五ヶ寺の領地も明治四年に神奈川県に移管した(この項 『神奈川県皇国地誌相模

国鎌倉郡村誌jなど)。
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図1 調査地点と近辺の遺跡・旧跡
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図1 調査地点名

l本訓:任地点 2. i11i瓜 ヶ作遺跡 (No213) 111ノIYf:牒i出iif19281ff1ほか 1991年調査 未報告 3西瓜ヶ谷追跡 (No213) 山ノ IÅJ ' f:~語源治930待5ほか

2002"f二調任未報作 4.h山総i原治遺跡 (No29)一次台<'1'lWilr，(if1914需地手塚ほか1985 5. fllll雌ilJ;¥i台遺跡 (No29)三次山ノlλ1914-927I需I也大和I

内1996 6向山総ilf，i治遺跡 (No29)三次 fi' r(.lW ib~治914帯地 ~Î， >';U993 7向山雌}ぬがi遺跡 (No29)111ノ内総ilj明治8741ff2 i.百本ほか1985 8. fi'11，遺跡

(No29)内字凶ノ向1730-1732111=1 玉林ほか1988 9台山ll'.l跡 (No29) 台学酋 ノ台1733喬1 -tj:訟1999 10台山遺跡 (No29)台下阿ノ台1733需3 -1"，'総

1999 11.台山遺跡 (No29)合字西ノ台1737番 丑!l!f1974 12台山遺跡 (No29) 台'F jI~ ノ 台 1624 111= 3外 大上1992 13.111J'l;，!f門前遺跡 (No287) 1.11 

ノ内点瓜ヶ谷1229需1・5 伊丹2000 14.PI'tト'H"liiir遺跡 (No287) 111ノ内版源治95H防 総ほか1998 15.円:¥1:.'fll I境内遺跡 (No434) 1.1.1 ノ内字瑞胞

111509併1 菊川1998 16 州}ì~;(院 Fや ぐら l伴 ( NoI76) 1.11/1人.1392併 山本ほか1985 17.I'IJ'l与境内附やぐらItr.(NoI76) LI，ノμ)fiiJ/fliLLl388訴 手塚ほ

か1983 18.山関与跡 (No88)所lr:ゃぐら Itfo 1.11ノ内527寄I 長作川ほか1999 19.ー必勝，'j:跡 (No88)所在やぐらItr. 111ノ内527併l 鈴木2000 20長JI費#

跡内やぐら (No454) 1I1ノ内534番ロ 547需 火戸ほか2001

瓜ヶ谷やぐら群について 鎌倉時代後期~南北朝期にかけて、この谷の最奥部、葛原ヶ岡神社北側の大

堀切北岸にあたる場所にやぐら群がほぼ南l面して造営されている。群は全部で 5穴からなり、うち 3穴

の壁面に彫刻が残っている。郡中西端のものが最大で、舟形光背を持つ丸彫の地蔵菩薩坐像が玄室中央

部に岩盤を掘り残して作られている。奥墜には如来坐像 ・大形五輪塔が厚肉彫され、右壁に舟形光背を

持つ地蔵菩薩立像や十王像とみられる神像二体、 鳥居をともなう神殿などの浮彫がある。東隣のやぐら

(馬淵)

[引用 ・参考文献は第 4章末に一括]

第2章 調査の概略

1 .調査にいたる経緯

平成14年 3月に個人専用住宅の建設に係る事前相談があり、基礎の構造に長さ8m50cmに及ぶ鋼管杭

の打設をともなう計画であったため、確認調査を実施したところ、現地表下120cm以下に中世迎物包含

用及び遺構面の存することが明らかとなった。これにより当該建設工事の実施による埋蔵文化財への影

町立避けられないものと判断されたため、文化財保諮法第57条の 2の届出を受け事業者との協議を開始

したが、発掘調査の実施方法や所周期間の調整等について合意に達するまでに一定の期間を要したこと

もあり、発掘調査は平成14年9月30日に開始することとなった。

2.調査方法

敷地内で残土処理をおこなうために、調査区を二つに分け、それぞれを I区(南側) . II区(北側)

と名づけた。残土はそれぞれ反対側の調査区およびその周辺に積んだ。遺跡の場所は急斜面を削って形

成された平坦面上にあり、厚く土砂が堆積している。したがって相当深くまでの掘削を余儀なくされた

ため、安全上の配慮、から、下層になるにつれ段状に調査面柏を狭めた。

調査区の座標上の位置は図 2下段のとおり 。成果測定は、梶原山上の山ノ内配水池から新道を約100m

手前に下ったところの鎌倉市 4級基準点p027・同028(エリア 9)を使用した。海抜基準は北鎌倉駅前

のBM.20(L.=19.9004. 1996年1月1日与点)から引いた。

3.調査経過

調査には2002年9月30日から同年11月7日までを要した。その聞の経過は次のとおり 。

9月30日 (月)ー10月2日 重機による表土|除去作業開始

10月2口(水)機材搬入

10月3日(木)ー11日(金) 1区精査開始

10月12日 (土) ~17 日(木) 二面の迫構面を調査後、確認のため深掘りし I 区調査終了

10月18日(金) ~ 19 日(土) 重機により I区埋め戻し。つづいて E区表土除去作

10月25日(金) ~11月 6 日(水) 4面の迎梢面を調査し E区調査を終

11月7日(木) 機材撤収 (松原)

。。
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第 3章 調査結果

1.概要

調査地点は西瓜川に沿って出に仲びる谷戸の東岸の中腹(株高34.5m)に位置 しており、 川沿pを走

る道路面からの比高はおよそ11-12mで、ある。対岸はその中腹に縄文から中 ・近世にわたる複合追跡が

調査されている台山藤源治遺跡が存在する標高50mあまりの丘陵地帯で、その子前にはいくばくかの、F

地も広がるが、それに比して東岸は川からすぐにやや急峻な崖がたちあがる。この一帯の基盤層は凝灰

質砂岩を主体とする浦郷層に属し，} 11東岸の崖裾にはこの凝灰質砂岩岩盤の露頭がしばらく続いている。

本調査地点はこの崖の中腹に形成された半月状の平場である。調査区東附地表下70cI11 (海抜33.8m)で

この基盤層の岩盤が現れ、不規則な段状を形成しつつ西および南方向に傾斜していくことがわかった。

この階段状岩盤のあり方は、何度かの削平等によって平喝が造成された可能性を示している。岩盤が確

認されたのは E区の海抜31mあたりまでで、 I区では岩盤は検出されず代わってロームに似た無迫物の

|阿茶褐色土が厚く堆積している。これを岩盤上に堆航した基盤層と考える。岩盤あるいは地山の上に堆

積した何らかの遺構を伴う土層は3.5m-4mの厚さを持つ。

j山表から 1m-1m20cmの位置に宝永火山灰の広がる面がある。この面は西 ・南方向に緩やかに傾斜し

ている。宝jk屑を挟む地表下50cm-2mの層は茶褐色ないし暗茶褐色の弱粘質土で、遺構 ・遺物ともに

少ない。造物は弥生から近世にわたり、図示できるものは多くない。図4-1は瀬戸の天目茶碗、 2は

14世紀後半以降の竜泉窯系 l奇磁碗で、ある。瀬戸は他に大平鉢 ・折縁JIIl.瓶子 ・在!lrru.椀など多様である。

辿桝や遺物の様相から近世以降の土地利用としては耕作地的な性格が考えられる。

I区は崩落の危険を考え大きく法を付け、さらに数度の段状部を設けて徐々にせばめながら掘り下げ

たため、調査面積が下方ほど制限され、 I区と H区の面のつながりを捉えることが困難であったが、中

世の土地利用を大きく四H寺期にとらえた。

2. 1面

1而梢成上は炭化物 ・砂お粒が混入したH音茶褐色粘質上である。 11豆では辿梢が検出されなかった。

H区では北東隅から段上に落ち込む凝灰質砂岩の岩盤がせり出しており、その裾から西および南方向に

緩やかに傾斜している。宕耀の裾部分には段差を覆うような形で青灰色の砂持粒を多量に含む土が堆航

している。なお岩盤裾面上には常滑片数点が出土している。調査区西隅には黄茶褐色砂質土面が検出さ

れた。調査区内はほぼ方形で、厚さ 5cm前後、平l:JJである。平場造成時の地行か。

|有壁際岩盤裾の土坑状の越ち込みは、 1面より上の府から偲り込まれている。全体の形状は不明だが、

長桁円形土坑もしくは滞状をなすと思われる。長径は調査壁まで、163cm、111日160cm、深さ40cmo 出土冶

物は上E:m器1111のほか常滑裂 ・瀬戸(縁紬小皿 -大平鉢) ・平瓦 ・土風呂・釘など。

豆14 3-11は l面上、 12-25はl面包含層中の遺物である。土師器皿は全て R種。常滑饗 .n類こ

ね鉢、f.(lO二鉢、瓦協火鉢 (20は).1&白IS に穿干し)、上出っぱ鍋、瀬戸縁豹ÌI小山1 ・ 、 Ii.腕などだが、ほかに目il~1戦

陶磁器が数点混じっている。11一産地不明鉢、 22一吉州窯天目茶碗、 23-竜泉窯青磁画花文皿、 24一同

法弁文碗、 19-陶丸。図示しいていないが鉄神も出上している。

遺物からみる面の年代は、貿易陶磁に13世紀代 (22・23)から14世紀初頭 (24)のものが含まれている

が、全体的にはおおむね14世紀末-15-1立紀中葉の様相を示している。やや年代的に111高があるのは、斜面に

J:iH}'lした層だからであろうか。おそらく、上からの崩部土の中に混入していたものも少なくないとみたい。

-120一
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1':<13 1ニM説明

1 1 J<上

2 糸尚色I]IJ私rH 砂t < ~む炭化物遺拘) j ~む

:1 1 ~先制色忠H\'，慣 1-， 砂:t < ~む炭化物'，l>lot~む

11 J時制色似軒，'l'tl: 砂:t < ~む lH化物遺物) j ~む しま町平や強い

5 I 4 に似るがやや~\Iみを ~i~びる

6 附!iHU色1]1)粘質 l 妙。砂m~ t< 合む炭化物H~合む

i 1 ~，，!，lI色'11: 111 1;<プロ y ク t !置に汁む

日 附糸尚色申i粘ttl: 妙。砂)'m ，J)I化物遺物)'，汗む

9 附糸制色1]1)粘質 t 炭化物遺物)j合む

IO 1 H由来尚色Ib)fIi質 1'- 炭化物遺物)j'合む

11 茶削色粘官a 砂砂YJ科書く合む炭化物~む

12 I l員削色粘1'(1: 砂l'm" 常に t < ~む砂・炭化物~む

13 附最尚色押'，1'tt， 砂f'~n. t;t化物合む

14 附呆IU色押，1't1: 砂rf干2・J)I化拘1>11含む

15 附品尚色虫i粘'l'tl'， 砂:tく~む砂利村民化物遺物Ij~む

16 日商品尚色剥柑;tt1: 炭化物~む

17 1 "自最初色刷押，tt1: 砂f守む 砂m~ ・ m化物'J> Iot~む

181 "肯茶制色粘1't1:， 砂~':f~' m化物。 jft物Ij'1'l孟:fむ

19 1 U~茶削色1]1)柑;'t't l:， 砂ー炭化物・砂r:t~合む

20 pl ~~Jt色砂m~ :tr.tに~む炭化物1>混合む

21 呆削色4由貿 1: 砂l':f~ 'J> L..汁ι、 刷くしまる

22 日商品凶色fIo'l'tt 砂利下立・炭化物1>l合む

23 !日時!it尚色粘質 t 鋭化物・遺物li':t<合む

24 長IU色申¥，，'l'tl: 炭化物遺物I '， ' ~む

25 Ha;¥¥制色ω粘質上 砂・砂Vf粉・炭化物・遺物".:tむ

26 冊由来制色立)lI'，'lt1: 砂:t<~む砂YJ柑 ・ 炭化物遺物片~む

27 時最IU色ω私費 1: 砂:t < ~む砂rt靴上m~ ， m化物遺物片:rむ

28 271こ似る 畷含む

29 28に似るがやや締まっている

30 1院側色申j柑.t11: 砂 m化物"む

31 "自供尚色lI'o'l'tt 

32 U自』民側色申j粘質1: 砂:tく~む炭化物遺物Ij・世{置~む

33 "自糸糊色1]1)粘'ftl: 砂 '''tf~ 鋭化物 I:)H占 拠品尚色砂質上プロ yク"む

お1 Vl.J院側色砂1'(1: 

35 附』性同色lI'o1'tl: 炭化物少し汗む

36 "白糸尚色事I，'l'tl: 砂f:f~ ・遺物)j・1>し合む lit化物-'lof+:に出入

37 M庁呆尚色事I，'l'tl: 砂rm :t世に~む

38 日時長側色鮎質 1-， 砂f':f~ 鋭化物遺物1\' 1>し 合む

39 附品尚色lI'，'l't1.とl'ot茶筒色砂質 1.tJ'柑4λに，[(なる 炭化物合む

40 時3民側色粘質 1:と貨奈削色砂質 1:がプロ Jク状に(Jtじる

41 附晶尚色私憤 k |砂むt~ 炭化物遺物Ij' :fむ

42 41に似るが浪人物が:t，、

43 附長尚色帖質 t 員以色砂m~ :t < ~む炭化物遺物It :'l守む

44 1 ~ 1 r.t1U色強粘質 Iニに砂Vfプロ y ク :t 11に"む

45 茶削色軒OTt1: 砂~' :f~ .炭化物少し合む

46 "向ii'<尚色粘質上と茶尚色柑o'l'tl:の出合 砂YJ判 l足化物少し合む

47 45!こ似るが浪人物は'J>ない

48 UI)占色刷色事"質 k 砂 1':~' 炭化物少し乃む

49 r.t尚色lI'，'l'tt 炭化物世し苛む

50 46に似る 砂利f~ ・炭化物~む

51 岬1;¥¥尚也強粘'l't上 大小砂m~ :t < ~む時尚色粘 kプロ yγ ク少し合む

52 I~I糸尚色強粘質上 砂r:f~少し合む附制色t.'， 1:プロ ッ y 空宇平:t < :fむ

日 51に似る

5-1 岬Ir.t色強粘'l'!1: 大量い砂rJ判事<~む

55 時茶阿色粘'I'!上 炭化物事〈合む

56 附長側色鮎質 t k古い炭化物遺物Ij~む

57 56にf1tるがやや締まり由.)1、

58 "向 3左側色事" 質 1: に ~!(!AI色料 l: t ほに:fむ

59 附糸制色砂粘質上 凝1長官砂~': O~:縦)プロ y ク ~む

ω 以!Alo.粘土

61 59に6:1る

62 日目最尚色?由貿 J: 111砂 U"m・鋭化物，，ft物Ij:t <合む

63 日向版制色粘'l'tl: 炭化物JI常に:tl、 遺物g-上m~ :t < ~台

64 11ft尚也粘質 i T事).;のt-.rf・炭化物。遺物Jt合む

65 品尚也事'o'l'tl: 砂j'ttv..炭化物。遺物)j汁む

66 員削色砂'l'tl:

67 附糸尚色粘賀 t /"卜の遺拘合U

ω 且1同色粘質 1-， r;盤風化プロ y ク~む遺物Ij・ :t < 含む

69 附晶尚色粘質 t I:m~ 炭化物遺物I'， "J>し 合む

70 "骨r.t凶色4由貿 t 砂， ~電側色紗m~ ， I-，/''''、Ij'炭化物・遺物11f育む

71 "府糸削色1]11帖質 1'， 砂事 < ~む m化物。此削色砂YJ村合む

72 品同色lI'，'I'!I-， 政側色紗プロ ゾク 世し汁む

73 附~尚色相:質 1: iI!尚色砂1':1¥1. J)t化物砂遺物片ふくむ

7'1 糸尚色粘質 上 坑民色砂r:l~を JI 常に Hlに合む炭化物~む

75 "府3民側色事"質 J: 炭化物・遺物"，-1-'L河む

76 "町長尚色t，t，，!，!t 砂rmt~滅多 く ~む遺物Ij' 巨砂flJ"む

77 日町IU色強t，t，質I:!こり盤風化上プロ yク:tI，tにf奇心、

78 附尚色強粘質上 liA拘'1，'合む

79 111.尚色砂とほ灰色砂f':f\lが iII lAを立す炭化物。遺物Ji'~む

ω 同7尚色私質 t |前倒也砂f'tt¥)・砂鋭化物遺物Jt合む

81 1判長側色粘tt上 |砂事 〈含む (ロームに似る}

82 19 1 ~尚色柏質 iニ |砂鋭化物世し合む{ロ ームに似る)

3. 2面

茶褐色からH音茶褐色の粘質土の面で、大小25円の小孔が検出されその大半が I区に集中している。

明瞭な並びは確認しにくいが、 |立15の b-b I)J[面に llîlll線を怨定すれば、~調査地の平場が西に落ちる

崖の傾斜にほぼ直交している。相11列様のものが想定できる。

阪1 5 に n~上位置を図示したもののうち 1 ・ 2は 1 1mから 2 面へ掘り Fげ途 rll 、その他は 2 面上w上。

1一瀬戸大平鉢、 2・4-骨(極不明)、 3一人件(四肢骨)、 5-7-土師器ITllR種、 8-土師質灯明台

!I阿部、 9ー常消費、 10ー常市こね鉢H類、 11-瓦器上風円、 二条の凸線と七弁の花文を巡らす。

面の年代は14世紀末から 15世紀前半とみてよかろう 。

4. 3面

当調査地点の西側に一段 Fがった平場の羽地表とほぼ同 じ高度にある。

校盤の掃は砂岩粒を多量に合む風化上に覆われる。暗茶褐色粘質土の面は西 ・|有方向に傾斜しており、

H 区で‘は南側岩盤制に小Jしが集 1 1 1 している 。 I 区では小孔はないが、北京|判に I~Hï何色凝灰質砂岩粒

を多世に合む面が粘質ー|この上lこ載っており(図 6斜線部分)、その西側に砂岩粒を撒いたようなごくう

すい而が20cm -60cml隔で、続く 。|市上には複数の上向li器101(2・4 ・5) が散らばっていた。さらにその

西外側に方形の凝灰質砂岩が山上した。風化して角が取れているが、上面は最大29cm X31cm 底面は

36cm X32cm 高さ 24cm で、断面は角形をなす。JIヲ状から五愉桝j出i愉の可能性がある。1J[lI1Nのうちのーl而

はくぼんでおり、五輪培の地!ji命とすればこの|函に彫られていた党字の削り取られた痕跡かもしれない。

円
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図6中イ~へは2面から3面へ掘り下げn寺に遺物の出土した地点を示す。イー土師器皿R種小型l ロ ・

ニー常滑H類こね鉢 ハ一人骨(四H支骨) へ一人骨(頭骨か ?) ホー常滑裂である。

1 -7は3面上出土遺物 1 -5-土師器llllR種、 6一瀬戸平碗、 7一瀬戸仏花瓶 頭部に不遊環が付

き、 JJ阿部には沈線で牡丹唐草文が施される 。 紬は鉄~llJ 。 先の五輪塔地輪とおぼしい方形切石や人骨など

とともに、上方または周辺に寺院関連施設の存在をうかがわせる。

面の年代は、 3などの日世紀とみられるものの存在を考慮すれば、 14世紀後半から 15世紀初頭として

おきたい。

5. 4面

I区では前述したように 3面-f10cm余りでロームに似た明茶褐色土があらわれる。念のため西側

50cm東側1]70cmほど深掘りしたが、治構 ・巡物とも検出されなかった。

H区で、は岩盤裾31mあたりから西南に緩やかに傾斜する面が見られる。風化した砂岩粒を多く含む赤

快褐色土で、全面にわたって大小の小孔が19穴検出された。面積が少ないため並びゃ性格を明らかにす

ることはできなかったが、多くは被雑に切り合っており 、礎石風の砂岩を伴うものや二枚重ねの土自fIi器

illl (図 7-1・2)が出上したものもある。また径4-10cmの小孔24穴は杭穴と思われる。西|澗に白色砂

岩粒の堆積した部分がある。

遺構の密な面と I区の地山と思われる面の関係は明らかではない。H区ではさらに、風化した砂岩混

じりの土に覆われた下の岩盤の岩肌を出すために東壁に沿って深掘りしたが、人為性は認められなかっ

た。面の年代は、図示 した2点の土師器からみて、 14世紀前半~中葉頃であろう 。 (松原)

第 4章 まとめ

急な斜面を造成して平場が造られている。調査範囲が狭く、 全体の様相を把握するにはいたらないが、

3面の五輪塔地i愉とみられる石や、同じ く3而の瀬戸鉄利仏花瓶(図6-7) などの存在、また散見される

人骨などに、仏教的な要素を否定することができない。これらの発見を念頭において E区4面で検出さ

れた小孔群をみると、両者があながち無関係ではない可能性が浮上してくる。すなわち小孔群は塔婆を

立てた痕跡との推測も成り立つのではないか。年代的には14世紀前半頃、おそ らく鎌倉幕府滅亡後ほど

なくして遺跡の営為が始ま ったものと考える。とすれば、この時期最盛期にあ った北鎌倉から 山ノ内に

かけての諸寺院のどれかと関係している可能性があるのではなかろうか。 (馬淵)
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図4 1面遺構全図・近世層および1面出土遺物
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図5 2面遺構全図 ・同出土遺物
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1 n存茶褐色粘質七 炭化物 ・土丹粒 ・造物片少し含む

2暗茶褐色粘質土 砂 ・黄褐色砂岩粒 ・土丹小片 ・炭化物 ・遺物片含む

3暗茶褐色弱粘質土砂多く含む 炭化物 ・貧褐色砂岩粒含む

4 黒褐色粘質土 .a音茶褐色粘質土混在黄褐色砂岩粒 ・砂 ・炭化物 ・遺物片含む

5 a音茶褐色粘質土 砂 ・砂岩粒少量含む

6黄褐色砂と背灰色砂岩粒が層状をなす炭化物 ・遺物片含む

7暗茶褐色粘質土黄褐色砂岩粒 ・砂 ・炭化物 ・遺物片含む

8明茶褐色粘質土砂多く含む(ロームに似る)

9明茶褐色粘質土砂 ・炭化物少し含む(ロームに似る)

図6 3面遺構全図・同出土遺物
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署長り t'l!別 大きさ せいけい 京地・)治土 その他特徴など

lヌ13 伶滑 仁l縁部)'，- 輪，fi'1み成形のちタテヘラナデ 11縁日刊に降

こね鉢日矧 器ぷI{IJは快j色 )!fi 1:は紫執j色で長石、行災を合む l人Hm)持粍

2 'Iif .J:L瓦
応大!平2.&m '1'心JY-2.05cm

胎上はJ火色で小イ'i)，を合む 巴文の外川に 211司を l単位とした珠文を配する

3 
Ulí~昔日 1m 口筒8.1cl11 Jj.5i1歪4.8cm 甘it ，"'~2.5cm .tilill転ロクロ 底部lill転糸きり l人JJ.底部ナデ外服部板状rE娘

R微小J巴 J!fi 1:は|リi償色(ぷI{ij)一以俄色()治ぷ)でILI色針状物質を合む 焼成良好

4 仁師6ifill1 イヲlul転ロクロ !底部回転糸きり 内!忠告flナデ外時間1板状!五痕

R崎大f包 胎七は際色で1i炎、向色針状物質、赤色粒子を合む 娩hlt良H

表1 調査区壁出土漬物

1';(14 市1 }_J 11ft部片 ロクロJiX:JIヲ
近

天 11茶碗 J任i1-.は災1'1色で級?有 利栄は茶iU色鉄積hで漬け掛け世
同

2 
m~窯 lT 磁 IIW111)十 1 11壬 (13.7cm) ロクロ J~占!杉

腕 オミ地は灰色で級iヰi 利l猿は灰紙色で透明

3 
1: (I'li総[1]1 11係 (6.2cl11) JE;径 (3.8cl11) (，N ，'，'~2 .0cm .ti川転ロ クロ Jß; r~fl lll l転糸きり 内!底丹1Iナデ外Jrs:r1l1
R fiJ! 小製 板状JI二j!iJ!fitは位色でイ7炎、1'1色針状物質を-:1む 焼成良H

4 
上自í~ 日ìf Jlll 111壬 (7目OCI11) l底径 (3.8cl11) 日it尚1.9cm ~-i問転ロクロ 底部Inl転糸きり 1)、l底部ナデ外l底部

R.fi重 小笠 板状!日長

5 
瓦 6ii Jtfi J:は燈色(ぷl伺)ー淡初色 (Jめ芯)で，I.Hi]]隊創11)，、 ILI色豊|状物質を合む

火鉢 関l l閥均5)， !関JU，'j り 卜j'け後外 !WI を)~く

6 
fa {主 ぷ l商はIW~熔色 !治上は灰白色

鉢 11縁部片 輪駁み成j杉

I(II 7 
'ì;~ 汁} Jtfi 1二は治以色

こね鉢 日矧 1 IH(815) ， 輸般みJ北j杉のち内twにタテへラナデ
t 前f ぷl侃はH背紫争lJ色 J治Jこは)~褐色で長打、イiitfを合む 内I師j話粍

8 
こね鉢 日実ii 11縁部)'i 愉，f'!'1みl求j杉

9 
1i自 計7 ぷ而1は被j色 )!fi J二 は淡1民尚色で長ィ i、イí~を合む

至理 11ft行1I片 輪縦み成j彩

10 
瀬 戸 外ぷl侃は依j色 内表而は淡燈初色 !約七は灰色で長石、小手iを含む

総柄11小 IIIl 111王(8.0cl11) Jj.'s:l壬 (4.5cl11) ilii，:'a9cl11 打1"1転ロクロ 底部川転糸きり

11 
市tl~戒陶 25 J!fi 1'.は淡J氏色で級密 11縁部に淡灰緑色で透明の灰布hを漬け併け

鉢 1 J縁部片 ぷl而はH行f炎筒色 Jめtは灰色

12 
t (I~í 総 1m 円俺5.9cl11 J，底径4.3cl11 滞日1.8cm 宿lill転ロク口 氏部1111転糸きり 内ほ1~1ナデ外底部板状圧瓜

RE直 小型 )!fi -'ニは般色で(1 色f;1-~)Ç物質、泌行粒を合む 焼成h!H

13 
t (lili総Ull 11筏 (8.0cl11)JJ'S.径 (4.7cm)総，'，11.&111 .tillll転ロクロ底部|口|転糸きり 内服部ナデ外底部板状圧泌

R.fi重 小型 )!fi上は淡!〆符色で6hE、泥岩粒を微ld合む

14 
『日;} II*tffil)十 つぱ11市り (、lけのちヨコナデ

つ lま 鍋 !的 1:は l~j );I( ( J色で級街泌人物なし つぱ FJiに煤(fFH-i'( 

15 
日i{ II*tffil)十 つI!tl，~り付けのちヨコナデつぱ t方にí;J!.fL

つ I! 鍋 !的 |二は灰I'J色で級空白 浪人物なし つぱ Uf全面に煤Wj'J

16 
対it 11縁日ISJt 愉f!'1みlえj杉 内而に ヨコナデ

こね鉢 日知 ぷIfIiI訓11紫純j色 胎 tは以尚色で長行、イ7炎、小行)tを合む鉄分のl削1'，しあり

17 
1 If正月I)t 輪組み成}杉

き題 ぷl而はH音紫純j色 JlFi _tは!氏~色で長打、行炎、小石片を合む !雄!天あり

l而 18 
計't 11隊部)'，' !陥 fì'lみ成Jr~

~ 外ぷI[!Iは制色 |人'JsI伺はIIff紫事u色 )!fi上はj氏側色で長打、イ iiA、小イi)'rをfTむ
包 jぷ壬2.35cl11 短径2，2CI11 予づくねj成形

ft 
19 陶 JL 

)!fi 1ニは淡灰色 長石の I!X，，:I~しが 1 ヶ所、鉄分のl次 "H しが 3 ヶ所にあり 降灰あり !哲郎系の窯で焼成か

Jo.'1 20 
ムL i*f Jf'f.i百I)'i 愉fi'lみ成)1ヲ 穿イしあり

火鉢 J必811 点的iは!反:，1，¥色 )!fi 1こはJ1(II色

21 
世fri 戸 Jj主部J，尚1今1壬6，2CI11 右凶転ロクロ !丘ffilli'l転糸きり Hけ113台内!底部に11湖、が 2ヶ所

平 碗 J!fi 1 '. は ~'X IL J 色 内l偏に淡1天緑色の灰柄11

22 
1 L1 ・ リH 吉区 II*titlIJ'，- ロクロ J~)I杉

k 11条!腕! JJfi IーはJ火色 柄h柴は!i宅同色-~\快j色の鉄柄I1 を h~け掛け

23 
f在広i窯 t7磁 正支部Jt Ji主任 (5，2CI11) ロクロ成形 外l市下位回転へフ削り 外!底部へフ削り

阿イと文 nu 京地は淡!天災色 病h~容は淡!天緑色で透明 |人l底而に草花文

24 
T色決策 fT磁 Jj.'S. ~fSJ 'i JJ''f.iを (5，2CI11) ロクロ成Jf~ l'fljりi_I'， しllZfT

S高雄弁文腕 ぷ地はl氏1'1色で級嘗J 利l薬は淡!天紙色で 、 I~透明 外l底部路!治 内j必tiiiにI!!IJ'{E>c 外面に注弁文

25 
欽 w tE13 U 

長さ3，lCI11 長l隔0.3cl11 短l師0.2cl11 nU，ll，9g 
~ r 

表2 近世及び1園出土遺物
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番号 4必 大きさ せいけい 京地・!胎 |二 その他特徴など

l三15 i事1 p ほffiln- Jr宝径 (12.&m) ロクロ成形 外而下位及ひ'外底部川転へラ削り )関l部II占り卜lけ
l 大 鉢 IJfì トーは þ~灰色 明IJ薬は波茂色の板前IJを消け掛け |木11mはFi-P熔粍しているか

5 I~ (lr]i総 Illl 11後7.8cm 成作4.95cm 然自2.25cm 布向転ロ クロ l底部Inl転糸きり 内底ffllナデ 外民間i板状圧的

R組 小型 !治 u立町l淡M.l色で~\~五時刻HJt、赤色粒子、泥狩粒を合む

6 土(lrli鳩山 口径7.8cm ほ伐4.7CITI -ffi}~五 2 . 1cm ~'î回転ロクロ j必計111亘l転糸きり 内!底部ナデ外lほffil板状庄m
R fill 小 m! IJfi 1:.は r~J淡M.l色で~\t兵隊創UJ ;-、内色~I'~火物質、赤色粒 fを合む

7 上(lili61i UIl 11係8.1cm ほ任4.9cm 昔日1'，:;j2.2cm ~ïlnl転ロクロ 底部Inl転糸きり l刈底部ナデ外l底部板状圧痕

R純 小型 !治 i二は淡尚色で!，U"2隊創11片、白色針状物質、赤色粒子を合む

8 日告 日阿部J;- j吊大幅2.6cm (L径(ヒ部0.6cm)(下部0.8cm) 外国に鰹形の|探のらせん1人主のナデ

灯 |リ| 4iJ 4、 ぷ1(0は明tl燈色 IJfi 1二は灰~~色で級嘗: fミ石を合む 凶く焼ける

9 百T 作} 1 I *~ffil片 輪fi'lみ成j杉

受E 外ぷI伺は尚色 !治 tは19J淡褐色で長石、石英、小石J;-を合む

10 
干1iι5 11縁部一体部1"1' 愉f'!'lみl或)f~のちタテヘラナデ 外而にJ行頭痕

こね鉢 日矧 ぷ|師はM.l色 !的1:は位制色で長行、行災を合む |人.Jl(ijJ狩粍

11 J，[ 日告 111，，1部J'r 輪Ai'lみ!えJf3 外l伺へラ)粁き
j瓜 t弓 表|師は灰~U色 !治仁はlリli炎灰色で小平1片を合む 外l師にJt切り彫りによる 7弁の花文

表3 2面出土遺物

1'2<16 t (:rli出血 μ径 (7.4cm) 底径4.6cm 器日2.0cm 右向転ロクロ 底部11'1転糸きり 内底部ナデ外!底部板状圧泌

R純 小但 IJfi 1ニは r9J淡褐色で，'X\'Jl I吐創JII十、白色~".tJ(物質、泥持粒を fTむ 円縁部にalJ煤Hle

2 
t (:ili総 I皿 r II't (7.2cl11) J必lf(6.0cl11) r.:y;:]j2.2cl11 li阿転ロクロ J底部1111転糸きり |人.J)j~河iナデ 外!丘町I~眠状rE痕

RやE 小型 JJfi Iニは淡MJ色でJ以'Jlft凶un、h色針状物質、赤色粒 fをfTむ

3 
t (1m総 Illl 11筏12.3cm 底径6.5cm 総高3.5cm lilnl転ロクロ 底部回転糸きり 内底部ナデ 外底部板状圧痕

R ~in 大!盟 JJfi 1こは191淡紙j色で烈'，21争制作、 h色針状物質、赤色粒 f、討trf粒を合む

4 
1-.白rJi(，~ Illl 11任12，6cm I底筏7.8cm (.~尚3.05cm .fil"l'阪ロクロ 底部lul転糸きり l人l底部ナデ 外!底部板状圧泌

R純 大型 flFì上は淡弘j色で~U'Jl Hþ制片、白色針状物質、亦色粒 f 、 i}~n粒を合む

5 
1-.印li旅 Illl 1'1径 (13，Ocm) 底律7.6c111 t.1ii%3.2cl11 右阿転ロク口 氏部lul転糸きり 内底部ナデ外底部板状圧痕

RH! 大砲 IJfi 1-. は位制色で~Ç\・'Jl H州IIJ十、赤色粒 f、泌FJ粒を fTむ

6 
精i " 氏自~IJ;- Ml圭5.2cm ロクロ成形 lillll伝糸きり 削り .']'1し1131今

碗 IJtì上は淡此白色利|薬は浅-J.i~色の灰利を泌け掛け 白内外1m上)Jに煤卜Ui

7 
持説 1JWlIIごプ'J-J1阿部上方J;- 倫相み成形のち向転ナデ

イと 版 llfi tは l'~J:天 h色 利d誌は111'1灰緑色の欽稿IJを決け掛け

表4 3面出土遺物

r. (lrli総 1m11 11U2.0cm I底任6.4cm 探，¥J;3.2cm li阿転ロクロ j底部|口l転糸きり 内版部ナデ外服部板状IE痕
lIR州 大相 IIJfi 1:.は淡制色で以Jtk凶11片、白色針状物質、泌れ粒を合む

t印Ii探 IIIl 1111を12.2cm 底従6.7cm 総尚3.3cm イilI11転ロクロ !底部|口|転糸きり 内底部ナデ

R隊 大砲 1IJfi 1こ は淡尚色で~l.t'2 1#細川 T、向色針状物質、赤色粒 f、泌行粒を合む

表5 4面出土遺物
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上f:fli(，ff IllI R .ftl! 2763 回3.55%
白色系よ師器血 1 0.03% 

1: 1*f 6 0.18% 

瓦(，ii 31 0.94% 

!副長m!山JiZ腕 2 0.06% 

-*泌型山茶碗 1 0.03% 

'1i)汗f 253 7.65% 

i桜美.i，却lll!j 4 0.12% 

瀬r' 120 3.63% 

J川添 4 0.12% 

WilI可 4 0.12% 

瓦 32 0.97% 

上製品 9 0.27% 

117磁7立泉窯 17 0.51% 

I'i'(l磁 2 0.06% 

11磁 7 0.21% 

伺稿lJ 2 0.06% 
納I峻天日柄lJ 7 0.21% 

鉄製品 12 0.36% 

$~ 1 0.03% 

$Ja字 8 0.24% 

イi製JIll 9 0.27% 

12 0.36% 

合，iI 3307 100% 

弥生土器

須忠日告

|ニ(¥lli総

近|辻陶[滋器

唱-。
a
n
y
凋
悼

の
ノ
臼

p
h
υ

内
ノ
UE

上(.告 2770 83.76% 

瓦骨骨 31 0.94% 

I Ii I N~陶総 388 11.73% 

瓦 32 0.97% 
!こ製J 9 0.27% 

州戦陶磁器 35 1.06% 
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図版 1

1 .調査地点航空写真

4. 11区2面全対(西から)

2.調査地点遠足(阿から)
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図版 2

4. III孟3面全試(丙から)

3. 1区3面迫物出上状況

5. III孟3面辿物山上状況(南西から)
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2. n区東壁際i詰終確認j克(南西から)

、

5. lJ区北噌上層断面

図版 3

3. 1区 41師下最終l確認坑(北から)

4. 1区南壁土附|折面
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6. lJ区点壁土層|折凶i

q
J
 

qa 
唱

i



4-19 

4-8 4-1 

司-. 4・16

3-1 

「一一一-.........

月模型画 4-20 

4・10

4-2 

~ 、
4-12 

4-17 

4-21 

3-2 
4-4 

図版 4

5・1

5-8 

5-9 

5-11 

6-2 

6・24

6-3 

6-4 

7・1

6-5 

7・2

6・7

d
a
T
 

q
J
 

唱
E
A



名越ヶ谷遺跡 (No.231)

大町四丁目2395番2の1部外1筆



例

1. 本J?は、鎌倉市大jlr]問 rn2395番2の 戸部外 11"[J:における個人{主主建設に伴う埋蔵丈化財の緊急調査発掘調査報告で、

ある 。

2. 発持oi，:調査は、|五II'i1補助事業として鎌fr市教育委μ会が文・施した。

調作月j間は、fJ&:15年2r110Ll-同年3)114[1にかけて実施され、調査対象I師績は33m'である。

1'1'，卜.辿物に |英| してはfJft fr 市教育委L~会がこれを保管している 。
3.淵術|守|編成は以下のとおりである。

調査の主体 鎌倉市教育委μ会

調資担当 滝滞，~， 1ι( 日 本々 ，Jí学協会会員)
訓l千Hlii助口 安達j古代

l制作協)J.fi' 安斉 二三 リ l. 荻野県~~ • frV\/、郎(以 上、主1:凶法人鎌~\ rlíシルハポー人材センター)
4. 本』の迎構・造物の縮)~Iま次の通りである

迎桝似11/40・1/20(辺桝|ヌ|の水糸日は海抜高を示す。)

辿物実訓111ヌ1 1/3 
5.辿物実iJ1lI凶には次の記けが{史川1されている

病"の限界線 一ーー・ーーーー 使用痕の範同 一一一一一一一一

淵轄の変化点 一一一一一一一- )JII工棋の範囲 I 1 

6.イ>:j I ~の執準 ・ 編集は沌沖，'，，'， [-が行な った。

7. .4>: ， I~の図版作成及び写真船影は次の有が分担 した
辿桝|ヌ|版沌滞I拍子 治桝写点滴洋品子

辿物|ヌ|版河|人l令子 辿物写点沌禅，'';'， f 
8 売品1I調任に|探して多大な御協力を国いた施主に深く感謝のJ立をぷする。
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第1章遺跡、の位置と歴史的環境

本調査地点「名越ヶ谷追跡」は鎌倉r打大IlIJI川丁目2395番2の1部外1筆に所在する。鎌倉の中心地点、

]R鎌食駅から東方に約 1kmの地点で、ある。1'11凶ヶ谷は鎌p.市街地の東部、大1I可に位位し、衣張山の|有

箆に展開する大規模な谷戸で、奥行き 1000m以上、谷|幅500m以上を測る。また、その複雑な地形から、

船~ヶ谷・花ヶ谷 . 1I1 Eヶ谷などの支谷を多く持つ。調査地点はその谷戸の開口部縁に位置する。

調査地点から北へ約100mのところに衣張山を本源とする逆川が流れ、西側には北jJLjから南東へ「県道

鎌倉 ・柴山線」が通っている。この道路は名越隠道に続いており、鎌倉時代、鎌倉七11と言われた切通

しの内のひとつ、鎌倉から三浦へ抜ける 「名越切通しjがこの隠迫の上を通っている。なお、詳細は不

明とされているが、この道筋は古東海道の道筋であろうと言われている。

調任地点の周辺には妙法寺 ・1K同論fF-長JJ昇、予 ・大宝寺・安長院などの寺院がある。妙法寺・1K1司論

、予 ・長JI券寺 ・大宝汗は H注宗の寺で、妙法寺 ・安国論寺は口Jiliが小J奄を営んだ場所と伝わっており、 11日

々がある総集ヶ谷は立正安国論をノ'J¥した 卜1Mに対して文応元年 (1260) 念仏門徒たちがは庵の焼き討ち

を行なった場所でもある。安長院は弱体元年 (1225) 源頼判lの菩提をrfjうため北条政 fが佐々目ヶ谷に

建立した長楽寺という律宗の寺を前身とし、鎌合|昨代末期に別イt:地に移り、浄土宗の寺-となったらしい。

この他、怨恩寺 ・木1夜、予・田代観音堂 ・山五世などがあったが、廃寺となり、現在その 正確な場所は不

明である。 さらに、次恨山には屑糸やぐらに代表される衣張111やぐら群がある。また、この地は北条H寺

政以来、北条氏の!肘UI(があ った場所で、第二代執権北条義11、干の次貯;i)J時から名越氏を，f{j¥したという 。大

宝寺の寺j或は俗に佐竹屋敷と呼ばれ、新羅三郎義光が後三年の役の後、ここに館を構え、その後、佐竹

一族が肘住したと伝えられている。'i1IItには、予院や武士の邸宅の多かった地域である。

これまでこの周辺では数ヶ所の発掘調査が行なわれている。いずれの冶跡からも、 13世紀中葉一14世

紀rl'柴の治構群が検川され、 2地点からは逆川の旧河川道および護岸施設、 3地点からはJ盛岡の可能性の

ある五砂利浩構、 4. 5J山よなからは武家の屋敷地や寺院の境内地、 6J山点は中1:!:tlllJ屋として賑わっていた

様相、その他周辺のf町内からは概ね、 13世紀後、|土-141立紀前半lこ肢も繁栄を見せているとの報告がされ

ている。また、 2J山点からは fJOから占代辿物がまとまって山上したことが報告されている。周囲の発

畑調査結果からもこの地域が鎌倉時代に武家尾敷や寺院が建ち、並び、賑わいを見せていた事が判明して

いる。

〈参与文llik>

「鎌t1" M~J riJl'/K ~ 制 、1'-1!X:4"1ミ1J11011 京五('i.:tI'!11版

「鎌t1"/i~ ，'f・3川社」 口述人・川 IJIJ .iÊ~If'rl. 汗 IIrHI155年12)11511 有|燐'~rl:

「鎌ftdí用紙文化財緊J急調代制作，I~ 20 第2うtlllt.f，~ ヶ芥遺跡(\/u231) 大IU[/， r 1 1 1708-(s:4t也!，';U鎌ftdi教育委μ会H.16.3

「名越 ・'[1E堂跡発掘調査報告/U 山王官発1kll調資|羽 1990.3 

「鎌t1"di )'11l此文化!l~緊怠淵代制作 ， I ~ 18 第2分Iflt・1'，選ヶ作辿跡(ト10231)大IU[:. rr 11826得9!出)，':U鎌fr.di教行委日会.H.14.3

「名組ヶ芥辿問、(鎌frrli人川一二1I 123561的地!，'，OJ6ihli，U'il1可制竹，lU れl些ヶ行辿跡発似訓任1112001.12 

i1ノ，，egヶ作追跡、発掘調1f.報告"~ (医療法人n..j'111傾IJI記念会 老健ぬかだ辿設に伴う発細調査)J

f，越ヶ谷i山跡発掘調1f.1せ12003{下 9川 イillH会社間通

「鎌frdîJlIl紙文化財緊急調11:判、Wi/~ 16 第2分IIIt.fll也ヶ谷辿跡(Nu231)大IUfJi4r 日 1888番地;;'~ J 鎌ft dí教育委貝会H.12.3

「鎌t1"rlí)'1引退文化財緊急訓位制作 ， r~ 5・米prr辿跡 大IU[-_ r IJ 411番2!山)，':U鎌tr市教行委日会H元 3
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第2章 調査経過 ・グリッド配置 ・基本土層

調査経過

発掘調査は平成14年12月16日に鎌倉r有教育委員会により確認調査が行なわれた後、平成15年2

月10日~同年3月14日にかけて本調査が行なわれた。調査対象面積は33m'である。廃土の関係上、

調査区を2分割して調査された。調査区北半分を I区、南半分を E区とした。

平成14年12月16日 事前の確認調査

平成15年2月10日 調査開始 I区重機による表土掘削

平成15年2月19日 I区1面全景撮影

平成15年2月26日 I区2面全長撮影

平成15年3月4日 H区重機による表土掘削

.ifZ-成15年3月11日 H区1面全長撮影

SfZ-成;15五下3月13日 E区2面全長撮影

平成15年3月14日 調査終了

グリッド配置(図2)

グリ ッドは調査区の形状に合わせて任意の1m方眼で、配置した。国土座標との関係はA (xO， yO)地

点=国土座標(x -76.62475km， y-24.82028km) . B (xO， y13.391)地点=国土座際 (x-

76.63343km， y -24.83075km)である。グリッドの y刺lは北から50。東に傾く 。なお、本報告書内で

は便宜上、グリッドのy一方向を北として使用している。

-24.84 -24.83 -24.82 
-24.81 

ー76.62

ー76.63

チ
V
ム
V

J-r v 

-76.64 

図2 グリ ッド配置図
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8.5m 

表 土 層

7.5m 
中世包含層

UQ 附

》 ¥J 
土療 井戸

¥ 
2函

¥モョd
鋸立柱建物

図3 基本土層図

基本土層(図3)

中出包含j晋 現地表下60cm前後、海抜7.7m-7.5m!、y近。灰制色粘質土階、小上汁粒多い ・かわらけ

片 ・しまりよい。

1而構成仁 現地表下100cmi背後、海抜7.5m-7.7m!']-近。黒褐色粘質上層、極小上丹粒少し ・1

面上用には10cm前後の砂層がある。 しまりよい。

中世 j山山 現地表下140cm前後、海抜7.1m付近。黒色粘質上層。しまりとても良い。

第3章 検出遺構と出土遺物

本ill跡からは中世J~;jの生活 LWが1回と Ijl -j立地山上に辿

梢群が検出された。以下にその詳細を報告する。なお、

便宜上、東西南北は調査区に設定したグリ ッドに沿っ

て記し、 N.S' E. Wで表記されたものが、正確な方

位である。

1面(図4)

11UIは現地点下1m前後、海抜7.5m f、].近に検出された。

検出遺梢は埋饗1・1Rl¥立柱建物1棟 ・井戸1基 ・土城9

M. Pitである。やや広範凶に悦乱があるものの、密に

遺構が検出した。1面上には砂が厚い所で、は10cm堆柏

していた。

埋碧1(図5・6)

J4!.弾1は (xl.y2) グリ ッド付近、海抜7.4mj前後に検

出した。直径80cmの平面円形の土城に常滑の裂が据え

られていた。裂の口縁部とJl阿部上位の計jS1拍は失われて

いた。据え万の深さは検出而から24cmを湖Ijる。裂の内

部の極上には特に、使J1J時の内容物を示すような物質

は確認されなかった。

-141-

xO x1 x2 x3 

。
図4 1面遺構配置図

XL4 y1 
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。 1町、

図5 埋麹1

井戸1 (図8)

井戸1は (xO，y9)グ

リッド付A 近、海抜7.5m

前後に検出した。西部

は調査区外、底部は崩

落の危険があるため、

元掘していない。南北

|隔は2mを測り、 北部に

掘方があり、本体は南

によ って いる 。確認範

囲からは井戸枠材の検

出は無い。

井戸1出土遺物 (図9)

図9ー 1・2は常滑の

襲。1は口縁部片。口縁

端が上方に立ち上がる。

器去は臼然来IIJがかかり、

内側が黒色、外側が緑

色を呈す。胎土は灰色

を呈 し、白色石粒を含

み、硬く焼き締まる。2

は底部片。内側には厚

E
凶
.h

埋饗1は常滑の裂である。図6-1は肩部片、図

6-2は底部片である 。底径は19.2cm、肩部の最

大径は復元で、38.6cmを測る。器表は明赤茶褐色

一暗赤茶褐色を呈し、焼ムラがある 。肩にはや

や厚く自然利がかかり、 II阿部の一部は薄く光沢

がある 。胎土は暗灰色を呈 し、白色石粒を多く

A み、 硬質で粗い。底部には焼成時に付着 した

土塊が大きく残る。

掘立柱建物1(図7)

掘立柱建物1は (x1，y1)グリッド付近、海抜

7.5m前後に検出した。1間X1聞が柱穴4口から成

り、さらに調査区外に展開する可能性が高い。

柱穴4口の内3口には礎板が遺存していた。柱穴

聞の距離は芯々で'180cmを測る。東西判l線方向

はN・42
0-wである。

弓会三、

_/ L~I 
1， 

正掛蜘hJ!J

2 

。 20cm 

図6 埋聾1
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く自然利が溜り、器表

は淡茶褐色を呈す。胎

土は白灰色を呈し、白

色石粒は小粒で量も少

ない。

図9-3は土器質丸浅

鉢型の予焔り 。口縁端

が内側 に摘み 出 され、

突帯状になる 。内側面

の一部に煤が付着して

いる 。胎土は桃色~白

褐色を培し、微砂を多

く含み粗い。内側面か

ら外側面上位は丁寧に

横ナデ成形されている。

焼成は良好。

土靖1(図10)

土成1は (xl， y4) 

グリッド付ー近、海抜7.5

m前後に検出し た。l判

部は撹乱されている。北部
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図7 堀立柱建物1
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図8 井戸1
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E
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はPit15に切られる。

平面形は円形を呈 し、 l直径90cm、深さは検出面から30cmを淵¥)る。

土壌2・5(図10)

土城2は (xl，y8) グリッド付近、海

抜7.5m前後に検出した。平面形は不整

形を皇 し、長lli'H160cm、短軸120cm、深

さは検出面から50cmを測る。北端及び

南端に段がつく 。

土城5は(x 2， yl0)グリ ッ ド付近、

海抜7.5m前後に検出された。平面形は

ほぼ円形を呈 し、直径60cm、深さは検

♂

J
d
J
 

十

十

3 

o 5cm -
図9 井戸1出土遺物
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出面から24cmを測る。北辺は土臓2と切り合っている。

土墳3・6・8・9 (図10)

土岐3・6・8・9は(x 0， y7) グリ ッドH近、海抜7.5m前後にお互

いが切り合って検出した。また、北部は撹乱され失われてしま って

いる。上横3は平面不整円形を呈 し、長jliUI68cm、短11![h45cm、深さは検
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出面から45cmを測る。上横6・8・9の深さは各々、検出面から30cm. 20cm . 30cmを測る。

土墳3出土遺物(図11) 

玄111-1は糸切りかわらけの大皿。復元で、口径は12.0cm、底径は6.5cm、器高は2.4cmを測る。立ち

上がりは一旦外に聞き器壁中位で角度を変える。内高は浅い。胎土は肌色を呈 し、微砂を多く含み、器

表はザラつく 。

土墳7(図10)

上城7は (x3，y8) グリ ッド付近、海抜7.4m前・後に検出した。北部はPit14と切り合っている。平面形

は円形を卑し、直径60cm、深さは検出面から35cmを測る。

土墳10(図10)

上郷10は (xO，y8) グリ ッド付近、海抜7.5m前後に検1もした。その大半が調査区外であるため詳細

は不明だが、おそらく平面形は円形を呈し、検出した範囲での深さは20cmを測る。

1面出土遺物(図12)

図12-1-10は糸切りかわらけ。1-5は大1m。寸法は各々、口径が14.0cm. 12.6cm . 12.6cm . 

12.0cm . 10.8cm、底径が8.6cm. 8.8cm . 8.4cm . 7.2cm . 6.8cm、器高が3.5cm. 3.1cm . 3.4cm . 

3.3cm . 3.6cmを測る。胎 l二は1が白縄色、 2-5が燈色を呈し、微砂 ・小!擦を含み、 1はきめ細かい。2・

5は灯r~Jllllで器表に煤がH1守している 。6-10は小1[11。寸法は各々、 11径が7.0cm. 7.7cm . 7.7cm . 

7.7cm . 7.8cm、底径が5.3cm. 5.2cm . 5.4cm . 5.4cm . 5.2cm、器高が1.6cm. 1.6cm . 1.7cm . 1.7cm・

1.8cmを測る。いずれも器臼が低い器形。J]台土は6・8が般色、 7.9・10が肌色を呈 し、微砂 ・小磯を含

む。6・9は灯明皿で器表に煤が付j守する。

同12-11-20は舶載磁器。11-17は 1軒並。11-13は蓮弁文l施。11の円待は復元で;11.7cmを測る。'dl

調は紙灰色を呈し、 11・12は微気泡多く失透し、いずれも光沢は良い。素地は11・12が灰白色、 13が灰

色を ltし、粘性がある。14-17は占IJ花文碗。14・15の底径は各々、 6.2cm. 6.0cmを測る。手rh訪問は14・

17が淡紙灰色、 15 ・ 16が~l~緑灰色を呈し、光沢・透明!立共に良く、特に 15 ・ 16は優れる 。 素地は14 ・ 17

は灰白色、 15・16は灰色を呈し、 硬質。18は青白磁梅瓶のJI阿部片。柄u調は濃い !?白色を呈し、器表は再

火を受けザラつく 。透明度は良い。素地は白色を呈し、鰍密。19・20は向磁LiIC皿。利l調は若干占|床の

ある白色を呈し、光沢・透明度共に良い。素地は灰白色を呈し、比較的粗め。

閃12-21-29は常i'1'to21-25は裂。21-23は円械部}'j-0 21の口径は復元で、41.4cmを測る。器表 .JI台

七共に!灰色を呈し、縁借部分は自然柄11により光沢がある。白色微石粒を多く合むが、比較的きめ細かい。

22・23の器表は赤茶褐色、J]台上は灰色を呈 し、白色石粒を多く合み、粗い。11緑内制IJには自然;f!rIlが岸く

かかる。24. 25はJlliil部片いずれも去-面には附く白然利lがかかる。26-29はこね鉢。29は内面が磨滅し、

外!直面と内側面に煤が付着している。

|ヌ112-30はLII茶碗窯系こね鉢のII í，j ffi~片 。 )1台 tは以色を止し、白色石粒を多く合み、出表は薄く自然

利!がかかり光沢がある。

凶12ー 31は渥美のこね鉢の底部片。付けrllI台。内l百は使川され磨滅している。外側面は極砕く |土|然柄II

がかかり光沢がある。Jlfi土は若干庁昧のある灰色を呈 し、きめ細かい。

|ヌ112-32は木製J記l。縦9cm、横14cm、高さ5cmの角材の内側を例り貝いている。Pi凶2中から出上した。

用途は不明。
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2面(図13) xO xl x2 x3 X1-4 yO 

2面は1面下30cm、海抜702m前後に検出した。中世
、:"

、型経言

地111で確認さ れた遺構群である。掘立柱建物2棟 ・ -yl 

柱穴)11]l)1iJ 0土城1基を検出し た。柱穴を中心とし、

持:に辿柿が検出された。 - ¥ o¥ni巴) (~コグ P024 ~伍事[(\Í\ ¥ -y2 

掘立柱建物2(図14) -¥ (""/ ¥ ¥___....づ一 乱 」耐) ¥ -y3 

掘立柱建物2は (xO，y2) グリ ッド 付近、海抜

702m前後に検出した。1間X2問が柱穴4仁|で構成さ l ぷγ~ ¥，;;/ ¥1:ム.0lriii 0""1 -y4 

れるが、東部及び北部は調査区外にさらに展開する

可能性が高い。 柱穴間の距離は210cm を iH~ る 。 柱穴3 10付 ， o.二0' \~ 乱 1 I -y5 

1-1に礎版が残り 、礎板の上而レベルは概ね、海抜701

m前後を測る。東西車111線方向はN-43
0 -wである。 I \.~ム I I _y6 

掘立柱建物3(図15) I I ¥ I )-y7 

J屈立柱建物3は (xO，y2)グ リッド 付近、海抜

7 0 2 m 前後に検出し た 。 l~n X 1間が柱穴41コで、構成さ - ¥ ¥ 
@ @~ ¥ I-Y8 
の}

@ @ 

れる。南部以外は調査区外にさらに拡がる可能性が

ある o tl:穴|首!の距離は芯々で210cmを測る。柱穴底 -I ¥ ¥ ア l，~"Cヨ()¥
高15にはいずれも複数枚礎板が逃存している。礎板の

-I ¥ I ¥ミ411 、こy

I I -川|二|面 レベルは海抜701m前後を測る。東l!.I1iVIII線方向は

N・50
0 -wである。

し一一一 白I ト~ I 

r yll 副面

掘立柱建物3出土遺物(図17・1) 、¥ 。 2円、

|ヌ117-1は青l滋蓮弁文腕の円縁部片。利部lは紙灰
図13 2面遺構配置図

色をt邑し、光沢 ・透明度は良い。京地は11音灰色を呈 し、堅級。

柱穴列1(図15)

柱穴子1]1は (xO，y4)グリッド付近、海抜702m前後に検出した。柱穴2口のみの確認であるが、その

様相が似通っている 'JTから柱穴列として報告する。柱穴問の距離は芯々で210cmを測る。 さらに東方及

び阿方の調査区外に拡がる可能性が高い。柱穴底部には土丹ーが抱えられている。士丹上回レベルは海抜

701m前後を測る。東問中111線}j向はN-50
0 -wである。

土靖11 (図16)

上m:~ l1は (x1 ， y9 ) グリ ッ ド 付近、 海抜70101前後に検出した 。 千百j隠は桁円Jr~を !乏し、長 1~lh70cm 、

短判150cm、深さは検出Ir.mから50cmを測る。西側に小さな平場を有する。

土墳11出土遺物(図17ー 2)

凶17-2は手づく ねかわ らけの小llll。復元で、口径は900cm、器高は1.4cmを加1Iる。底部は平らで、器高

は低い。H台上は肌色を呈し、 JI台芯が黒く残る。微砂を狩干合み、粉質。
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図14 堀立柱建物2

2面出土遺物 (図18)

図18-1-7はかわらけ。1-3は子づ くね。復元で、各々、 11径は15.0cm. 9.2cm . 9.4cm、器l古は

3.6cm . 1.8cm . 1.4cmを測る。1は外に聞いて立ち上がり、仁l縁外側に沈線状の窪みがある。指頭痕は

体部中位にまで、残っている。器表は都く煤が付着し、 JI台土はくすんだ肌色を星 し、 )1台芯が黒 く残る。粉

質だが、微砂を多く含む。2. 3は小lIJlで、器高が浅く、 2は体音15F位の指頭痕との境に強く穫を有する。

胎土は肌色を呈 し、きめ細かい。2は!灯明凹で、器表に煤が付着 している。4-7は糸切り 。各々、口径

は12.6cm. 12.6cm . 12.0cm . 8.6cm、!底径は7.0cm. 7.6cm . 8.0cm . 5.6cm、器高は3.2cm・3.2cm'

2.7cm . 1.9cmを測る。胎土は燈色を呈 し、微砂 ・小!擦を若干多めに含む。

凶18-8-12は舶il事磁器。8-11はl!?磁。8は櫛掻文町iの底部片。外側而は休部トー位で角度を変えて立

ち上がる。柄II調は黄灰色を量 し、光沢 ・透明度共に1憂れる。素地は灰色を呈 し、竪級。9・10は劃佑文

!施。復元で口径は各々、 15.6cm・16.0cmを測る 。10は輪花型。前11調はいずれも緑昧灰色を呈 し、光

沢 ・透明度共に良い。素地は灰色を呈 し、堅織。11は蓮弁文i施。口径は復元で;15.8cmを測る。利l調は緑

ー』色を当し、透明度は良いが、光沢は惑い。素地は灰白色を呈 し、織密。12は青白磁の碗の胴部片。内面

には主IJ花文が施されている。利調は水青色を呈 し、光沢 ・透明度共に良い。素地は白色を呈 し、級密。
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錨立柱建物 3
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図18-13-19は常滑の裂。

15-17の口径は復元で各々、

49.2cm . 35.2cm . 38.8cmを

測る 。器表は13・16・17が

赤茶褐色、 14が灰褐色、

15・18. 19が淡燈色を呈し、

口縁部片の口縁内側から外

側面にかけてと 18の内面に

は自然利lがかかる 。胎土は

図17

堀立柱建物3

土療11出土遺物
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13・14・16. 17は灰色、その他は淡樺色を呈 し、白色石粒を多く 含み硬質。

図18-20は渥美の輩。外面には窯印がある。外面には厚く自然利1がかかり、白色~緑灰色を呈し、胎

ーは灰色で、きめ細かい。

図18-21はLL!茶碗。底径は復元で'12.0cmを測る。JI台土はくすんだ白色を呈 し、黒色微粒を多く含み、

粉っぽい。割れ口の一部に研磨痕がある。

図 18-22は銭。 I~~元通貨 。

第4章ま と め

第3阜で報告したように、 当辺倒、からは、 2時期の迎椛併が検出された。1面の逃梢併は13-1立紀末-14

位紀初頭、 2面(中世地山にて検出)の遺構群は13世紀後半にあたると考えられる。1而・ 2而両時期を

通じて、:th¥立柱建物が検出し、検出遺構の種類及び、数量に日立っ た変化はない。また、辿梢は密に山司

開し、重複する遺構もあり、頻繁に造り替えが行なわれていた様相が見て取れる。

また、 今回の調査は面般的に限られたものであ ったため、掘立柱建物枇を始めとして、その全体がつ

かめたものは少なかった。しかし、井戸や埋裂といった生活感のあるものが検出され、度重なる建替え

が行なわれ、長期にわたって人々が上地利用してきた犠相が見て取れた。

この結梨は武家屋敷や寺院の様相を示す発見こそ無かったものの、周辺の発掘調査結果と合わせても

何ら矛盾の無いものである。
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今小路西遺跡（No.201) 

御成町200番2地点 



例 -

1. 本報文は、今小路西追跡 (Nu201)の所在する泊跡内、御成町200番2の地点における個人専用住宅(表用地盤改良)建

設にwう緊急調査報告書である。

2.発掘調査は、平成15年3月3日から平成15年6月19日にかけて鎌倉市教育委員会が実施した。

3.調査体制は以下の通りである。

調査担当者:原肢志

調 査 員 :須佐直子、太田美智子、須佐仁和、 早坂例11'11、中川建二、久保田裕美、 栂岡渓音

調査補助員 :宇都洋平 ・高橋拓也・野11崎美帆 ・L1J口正紀(鶴見大学生)、銘苅春也、橋本和之 ・

原考史(国士舘大学生)

調査作業員:小口!:!~男、 川崎由紀夫、清水光一 、 山崎一男 (社)鎌倉市シルバー人材センター

協力機関名: (社)鎌倉市シルバー人材センタ一、鎌倉考古学研究所、東国歴史考古学研究所、博通

整理作業

調査担当者:原肢志

調査員:須佐直子、太田美智子、須佐仁平[1、本城裕、 I~~ 川|建二 、 宇都洋平、柿岡渓音
調査補助員:高橋拓也・小野夏菜・野崎美帆・山口正紀(鶴見大学生)、銘苅春也、橋本和之(国士舘大学生)、

大塚悠介(立教大学生)

4.本報の執筆は、苦手i1-3f，!を宇都が執筆、原が監修し、第4草については調査員協議のもと原が稿を草した。また第5
章はパレラ ・ラボ(鈴木茂)の分析報告を掲載した。作図作成には須佐(直)、太田、須佐(仁)、中川、宇都、栂

岡、 高橋、 小野、野崎、山口、銘苅、橋本、大塚が行い、観察表を野111奇が行った。

なお、第3而池1検出の地底の波蝕台については松山義章氏(放送大学客員教授)、岡田池3から出土した操り人形

の木偶については加納克己氏(人形芸能史研究所)より多大のご教示と、関連資料を賜った。

5.本報掲載の写真は全景・遺構を原・須佐(仁)、出土辿物を須佐(仁)が搬影した。

6. 発掘調査における出土遺物・図面頼 ・写真などの資料は、鎌倉市教育委員会が保管している。

7.本報の凡例は以下の通りである。

-図版縮尺 全測図 1/120

遺構図:1/20、1/40
泊物図:1/3、1/4(木製品の一部)、1/5(瓦などの一部)、1/6(常滑複製品の一部)

・辿桝図版 迫械のレベルは海抜楳高の数値を示している。

-迫物図版 一・ー・ーは利l薬の範囲を示す。黒塗りは灯明JlIlに付着した油煙煤を表現している。

手控ねかわらけ底径の法iJiは外底指頭痕と口縁部との稚自1Iの数値を表している。

8.現地調査及び資料整理においては、多くの方々からど助言、並びにご媛助を賜った。記して感謝の7与を表します。

(敬称略、五十音順)

秋山哲縦、伊丹まどか、大三輪龍彦、小野正敏、加納克己、河野良知郎、菊川 泉、 小林康幸、佐藤仁彦、

汐見一夫、宗主i秀明、 宗珪富貴子、玉林美男、手塚直樹、野本賢二、!持拡旭、福田 誠、松尾宣方、

馬淵和雄、松島義章、宮田 良
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第1章遺跡、の位置と歴史的環境

1. 遺跡の位置

本調査地点は旧鎌倉市街地を形成する平野地の阿端に位置し、 ]R鎌倉駅より西方に約300m、鎌倉市

rl1役所北側、紀伊国屋西方の御成町200番2に所在する(図1)。今小路西泊跡(県遺跡台lt長Nu201)は通

称今小路の西側南北約1.2Krn、東丙0.3胎nの範囲を持つ追跡であるが、当調査地点は当遺跡のほぼ中央

付近に位置している。調査地点北京には無j:li寺が存在したとされる通称「1111jJE寺谷」と呼ばれる谷戸が

あり、また西方においては通称「御成L1JJと呼ばれる丘陵j・出がせま っている。

2. 歴史的環境

鎌余市街地は第三期凝灰持の浸食により形成さ れた谷状地が埋没した小さな沖積地である。この沖l般

地は約5000-4500年前の海選期に形成され、それ以降人類の活動が開始される。当調査地点より南方約

150m!こ位置する御成小学校内か らは縄文中期の勝J反式-t端、加曽利E式や弥生rll持|の宮ノ台式土器が出

上している。いずれも少数・小片であり、また当時の人々の活動を具体的に示す遺構は検出されていな

いが、当調査地点j吋辺でこれらの上~に該当する |時期に人類の活動があ っ た 'Hは充分に考えられる 。
、11
1該地域周辺で人知の活動が明確になってくるのは山-代からである。先述した御成小学校の下層から

は肯代五時期にわたる辿桃が確認されている。肯代 I則一 凹期にかけては大型の掘立柱建物やfll日列が検

出され、また I 期南西村111の柱~/(66からは天平丘(同暦733) 年七月ト凶日の銘がある木簡が出上してい

る。これらの遺構は古代鎌倉郡の鎌倉郡街と推定されおり、古代律令国家において当地は鎌倉郡の中心

地であったと考えられる。また当調査地点阿側に位置し、現在紀伊国尾の住つ千葉地遺跡からも古代に

属する瓦が出土し、社会福祉センター用地からは掘立柱建物が検出されている引から古代においては当

地域周辺に郡術に属する政治的施設が存祝していた'jCが与え られる。

源頼朝が鎌倉に武家政権を樹立すると昨1心地は大政の地周辺に移行し、当地域周辺は武家屋敷や11IJ屈

が立ち並ぶ地域に変容する。、町地周辺の字名には「千葉地J1諏訪屋敷」などが残っている。すなわち

I新編相模国風土記稿J(註 1) によれば 「千葉地J は千161iZ胤宅跡との記述があり、また I~J&訪屋敷J

は北条得宗家被官諏訪氏の屋敷跡であ ったとの記述がある。

鎌倉市内において千葉 J矢に関する伝承は多く存在し、 ~Ií 調子年区周辺では千葉地をはじめ、今小路を

北に進み扇が谷に人る予前の八坂神社は別名相馬天王社といい、 『千葉大系1:><1jには「於鎌倉亦建立宮社、

称!，村11馬天王、為祭礼也J、f千葉悼考記jには「師常が屋敷は巽の荒神の溢に在り 。天l-:に杷りて、;強

社を挫て置きしを、後此J起に将すとなり 。Jとあり、八坂神社は千葉常胤の次 f、相馬師常が前日り、 巽

有II{-t付近に屋敷を桝えていたと伝え られている。また彼の基と伝えられものが汗ト光lリl寺の北西の山析に

ある。

次に千葉地以外に千葉氏の尾敷の伝/f-¥がある地域を兄てみるとする。『吾妻鋭j佐保元年 (1213)二

月 1.7i.11条には「千健介成胤II:=.)抗法f¥11i一人進相州、(1111情)彼司馬u-制家此(後111告)J、L治二年 (1241)

三月十七H条には111:魁巽胤烈、向前漬溢入居失火起、限bl-縄山麓数百字災、千葉介僻宅秋田城介{向者

|河口l等家在其中Jとあり、また 『見聞私記jの水仁五年 (1297)悶ト)-1七11条には11"'-1佐々目谷円火出来、

甘細等大燃亡、千葉屋形己下兵部大!þlfJ駿河守、近江守等屋形悉燃了 j とある~=r.から、千葉氏の屋敷が甘

純に存1Eしていた 'Jj:が分かる。尚、付制の地については現在の け縄より広範囲の地械を指し、千葉地

十日;も廿縄に属するとの説もあり、千葉地と甘縦の千葉屋敷は同一の可能性もある。また 『千葉博考記j
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も甘縦と 千葉地は同一の場所としている。この他にも 『千葉大系図jには「於鎌倉為敷地緋谷J、『千葉

博考記jには「而して頼朝卿、鎌倉を御館と定めらるる時、常胤も、鎌倉排が谷に住す。故に排が谷殿

と平~I\せり j とあり、また 『千学集j にも常胤の条及び胤政の条には 「在鎌倉にて排ヶ谷殿と 申 し」 、 『松

薙館本千葉系図』胤政の条には 「居鎌倉排ヶ谷」、『妙見貫録千集記j常胤の条には「鎌倉緋ヶ谷殿 ト云

エリ 」、胤政の条には「在鎌倉緋ヶ谷ト 云フ」、『千1曜日z録j常胤の条には 「緋ヶ谷に御座す。よって緋ヶ

谷殿といふJ、胤政の条には 「在鎌倉にて緋ヶ谷殿と申す」とあり 、千葉氏の屋敷地が弁ガ谷に存在し

ていたとある。これらの資料は戦国末から近世中ごろまでに制作されたもので、弁ガ谷に千葉氏の尾敷

があ った証拠にはならないが、少なくとも 中世末には弁ガ谷の地に千葉氏の屋敷地があ ったと伝えられ

ていた事は間違いない。

また小11fT大路沿いにある妙隆寺は千葉胤貞が開基とさ れ、この付近一帯に胤貞の屋敷があったとされ

ている。この他には 『千柴博考記jに俗説としながら「文佐助谷の事は、土俗に目、上総介 ・千葉介 ・

て浦介、此j選に住居す。故に三介が谷と名付 くJとあり 、民mJ伝ノ件で、佐助の地に千葉氏の出敷地があ っ

たと言われていたようである。

諏訪氏のj長敷地については 『再妻鋭j嘉禎二年 卜二月十九11条に「亥刻武州御亭御移徒也、日来御所

北方所被新造也、 (中略)御家人等同構家屋 (中 Ill~) 南角諏方兵衛入道(後|略) Jとあり、若宮大路幕府

の北側の北条泰時邸の南|制に尾敷を桝えたとあるだけで、千柴屋敷のように多くの記述 ・伝承があるわ

けではない。

以上千柴氏の屋敷地 ・諏訪氏の屋敷地について峰く 触れてみたが、新編相模国風土記稿の記述通りそ

の地に下葉氏や諏訪氏の屋敷が存在したと考えるには傍証がない。 しかしながら御家人が当地において

敷を構えた事は充分に考えられる。御成小学校の中世第3・4面からは南北に広大な敷地を持つ二つの

屋敷跡が検出 されており、 屋敷の外l互にはIIIT屋の一角と考えられる掘立杭他物や方形竪穴住築跡が検出

されている。特に南側の屋敷跡は当時でいう八戸主 (一戸主ー455111')に近い面積を持っている。一般

の御家人附の屋敷地の而肢がードit:であ った!JTから考えてもこの八戸主の屋敷地を所有していた人物は

相当な有)J者で、あったと考えられる(注2)。また当調査地点北西に位置する無量寺跡扇ガ谷1丁目26番

74地点からは現存する瑞泉寺庭園より古いと考えられる13世紀末一14世紀前半にかけての中ノ島をもっ

庭園が検出されている。

鎌倉幕府の滅亡後も鎌倉は建武の新政時には鎌倉将軍府、足利政権下では鎌倉府が置かれ、東日本の

中心地としてその存在意義を保ち続ける。しかしながら 15世紀中ごろに鎌倉公方成氏が鎌倉から肯河に

移ると鎌倉の都市機能も京退の一途を遂げる。当調査地点周辺の発掘調査でもこの時期以降の遺物 ・遺

構の検出が乏 しくなるのはこのような歴史的背呆があると与えられる。

江戸の初期には鎌倉全体が相当荒廃していたらしく、元利二 (1616)年九月に鎌倉を訪れたイギ リス

商館長リチヤード ・コックスの 11記には 「今ではIlrfはなく 、いくつかの山々に固まれた気持ちょい谷川

のあちらこちらに家々が散在しているばかり である。その聞にい くつかの極めて華麗な仏培と剃髪 した

婦人の尼、予が一宇あるJ(註3)とある。当調査地点周辺においても宝木 七 (1710)年頃製作さ れたと考

えられる 『扇ガ作村松I:xUでは “ITI"と、ま た人7保 -:_(1832)年に製作された 『扇ガ谷村絵凶Jには

“知1"と記されており(註4)、近世にかけて耕作地として利用されていた 事が分かる。

註
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第2章 調査の概要

1.調査の経緯と経過

本調有地点は、通称今小路のl珂側にあたる今小路IJ4"遺跡(県遺跡台111，長NQ201)の一角に位置しており、

常盤口から]R鎌倉駅を結ぶ道路から市役所前の路地を北へ35m程入った東側に位置した鎌倉市御成町

200需2の一部に所在している。今回の調査に先立ち、、F成13年5月に個人専用住宅建設の事前相談があ

り、住宅の基礎工事にともなって表層地盤の改良を合んで実施する計画があったため、工事の実施によ

りJ1日蔵文化財に影響を及ぼす恐れのある事が予想された。このため確認調査を実施したところ現地表-下

1m以 Fに中世遺物包合層及び、辿榊面の具体的なj盟蔵文化財の存在することが判明した。これにより 1

該建設工事の実施による埋蔵文化財への影響は避けられないものと判断された。このため事業者との協

議を行ったところ、当初]の計画に基づき工事を実施したいとの怠向が示されたので、文化財保護法に主t:

づく届出手続きを行い、施工者との調査実施による工程 ・方法調整の協議及び発掘調査を開始する運び

となった。

調査j山は、残土の場外搬出が|封雑であり、さらに狭い敷地であるため表土の重機掘削による廃土及び

調汽で発生する廃土処四の問題から調査区を東西二 12<~に分割して残 t置場を確保した。 まず I 区(東側

下部)の調査を終了した後、残上を移動して H 区 C~半部)の調査を行った 。 、F成 15年3月 3 日に I 区の

表仁を重機による掘削除去したのち、入力により摘り下げで調査を実施した。その結果、鎌倉時代を中

心とした4時期の生活面と、それに伴う遺構 ・迎物が発見された。平成15年6)-1191::1までの聞に緊急調査

に必要な記録保存を行い現地調査を無事終了した。その聞の調査経過については、以下に調査日誌の抜

粋を記す事にする。

[ 11，誌抄]

3f131J 11孟調査開始。調作区を設定し、重機による去上掘削。

411 機材搬入をし、テント投常。

511 鎌1.'¥，打4級基準点を法にして般地l人lにi1ll]i止m基準点を設定、海抜棟113をl打二級基準点から移動。第11面の調作

IJH~fì 

1411 1 区第1而調査終 f 。 全対反ひ~11司別遺構の写点打11影。 2i1 11 (ij全社{IJ同作成。

4JJ111 1J又第2而調任終 f 全対反び(lIiJ別辿構の写点1ß~影 小121[U全iWJIヌ|作成

5J J 111 [ 12{1:fBI面調査終 (0"EJ;-( 1えひ~ (lIiI~Jリ辿榊の写点111~ !â3 第3凶i全iWJtヌl作成。

31J 1 li第41商卜レンチ調台終 f 全民政ひ~11nJ別辿梢の写呉服!j~ 。 第4 1宜i全測図作成

611 1 I)()'Uめぼし後、lll)(:を屯機による友 |二tl1ml] 1 l~m 11自に相 、 '/1 する地業而が後 |止の抗Imll により i波壊 されてい

た為に I区ー第2r(1Iに相、町するl而を 日区第2而とし調査開始。

211-1 II区第21画調査終 f。全対及び{問別辿桝の写真揃影。第2t(U全測r;<1作成。

6} 191-1 Il l .)(~ tfBI:úi淵 1軒々 f 。 全j;U史び{同日IJ辿梢のち:以1M;;~。 第31úÎ全社{IJtヌ|作成。

1311 [l 1~第4 1函調査終 f 。 令:以及び(同日IJ JJd梢の写点打li影 第41Ul全iWIIヌ|作成

1711 [[1天山代泊桃確認調作品冬( (1百|別辿梢の写真船影 山代泊桝全iWJ閃作成。

1911 i}l地調菅終 f 附係争l)it(iIに発指lI調査を終fした行を述絡し、機材撤収
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国土座標値
071 X・75798.178

Y-25721.841 
X-75803.228 
Y-25699.230 

A点 X-75729.510
(C-2) Y-25689.818 
B点 X-75739.889

(C・13)Y -25661.682 

307 

7 

一一一一一/

..... 国土度額上の位置図 (1: 400) 
v グリ ッド配置図 (1 : 200) 

し
1
 1
 

1
 」

E区I区

B一一一

C一一

E一一一

D-一一

「F寸

グリ ッド配置図・国土座標上の位置図

-170一
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2.測量軸の設定

調IJiil車111のためのグリ ット設定は、調査地点南側の今小路と直行する東西の道路上に鎌倉市道路管理謀

が設置した鎌倉市4級都市基準点のQ071とQ307を椛認すことができた。この両基準点の国土座標から敷

地内に基準点A点(グリ ットCー 2) . B点(グリット C-13) を設定し、図3のように国土座標の数値を

求めて東西軸と南北中1I1 をそれそ't"L2m方眼により ;11111線を配置し、東西車111 には ~1用数字の名称を付し、南

北中Isにはアルフ ァベットの名称をそれぞれ付してグリ ット設定を行った。各グリ ットの名称は北西角の

中111交点により呼称される。なお測量に問いたグリ ットは敷地の範囲や測量の際の利便性を優先した為国

上座標とは一致していない。

以 Fにrn4級基準点(Q071・Q307)と基準点A点 ・B点の国上座標数値を記すことにする。

(AREA9J 

Q071 (X-75798.178: Y-25721.841J A点 (X-75729.510 : Y -25689.818J 

Q307 (X-75803.228: Y-25699.230J B点 (X-75739.889: Y-25661.682J 

図中の方位はすべて点北を採用し、グリット方眼の南北軸線は真北よりやや東に振れている。南北軸

と兵北との偏差及び調査地点の経緯は次のとおりである。

南北中111線 (Nー 20
0

26' 50" -EJ 

調査地点 〔北緯35
0

19' 01" 東経139
0

33' 03" J 

水準原点の移動については、調査地点から南西にあたる今小路と]R鎌倉駅から常盤口に抜ける道路が

交差する地点に設置された鎌倉市三級水準点、の標高を調査地内のC-2杭上に仮本準点として移動した。

従って、文章中及ひ1雨図に使用~'~!I誕された数値はすべてこれを基準にした海抜楳l匂をしめしている 。

鎌倉市三級水準点〔海抜椋高7.039mJ C-2杭〔海抜楳高8.970mJ

3.層序と生活面

調査地点、は、現地表8.96m前後に位置した平担な宅地とな っている。調査で確認された堆積土層は5

回に区分されたが、その中で少なくとも3時期の生活面が検出された。堆積土層の状況は図4の調査区 I

区の*~，ま・南壁・西墜と H 区の北墜に示したとおりである 。 表土は厚さ 60-80cmとやや厚めに堆積し

ているが、調査区北側で一部現地表1mまで表上がbえんでいた。

表上を除去すると近世の水田跡と考えられる厚さ40-50cmの茶灰色粘質土が検出し、それを除去す

ると茶灰色弱粘質土の厚さ約20cmのかわらけ粒・ u寸粒 ・砂利を含んだrl:1世ild物包合層の第1層が検出

された。第11習を取り除くと閉じ茶灰色弱粘質土ではあるが、第l層より締りの強い第2層(第1面)を検

出した。 しかしながら H区においては近現代の撹乱が苦しく第2層以上の府は確認する事ができなかっ

た。海抜標高は7.30m前後を測る。先述したように近世の本印刷により当面の残存状態は良好とはいえ

なかったが、 !こ掠ミ ・，H:プ〈をli花58した。

第l[師を構築する上を除去すると、間層を挟まず、3cm前後の土丹ー塊を多く合み、 一部被熱による焼』

硬化|面の広がる暗茶褐色粘質土を基盤とする第3層(第2面)が検出された。当面で検出された遺構には

上峨・柱プ〈などがある。海抜隙lUは7.15m前後を計る。

第2面を構築する土を除去すると、間層を挟まず"3-5cmの上丹塊を多く含む暗茶褐色粘質土を基盤と

する第4附(第3a面)が検1'1'1された。、片面で、J険，'bされたild.f持には土城 ・柱穴などがある。海抜標高は

6.90m前後を計る。またこのl面の土丹塊を取り除いたl立Fにて中世基盤層、いわゆる中山地山で、ある黒

何色粘質|二を基盤とする第5JGl(第3a l面)を検 1'1'， した 。 き''1而で、検出された遺構にはt~漬 ・ 柱穴 ・ 池など

がある。海抜標高は6.80mを計る。尚第4J曹と第51日は逃物の形式やその他の考察から時代的に大きな差
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がみられない事から同H寺JUJのものと捉え、 a面・ b而と区分した。

さらに上層観察から池 2.1;屈り方より古い時期の搭ち込みの存在が予想、されたので第 3b面の調査終了

後、 1. n区の 5ヶ所に卜レンチ(凶66の第 1-5トレンチ)を設定して確認を行った。その結果、各

卜レンチともに中世基盤情に知似する中世遺物を少量混入した第19-22層の黒褐ー暗茶褐色粘質土によ

る辿梢磁土の三辺で、壁面の立ち上がりを碓認した(池 1)。底而は縦文時代の海進 ・海退期に形成され

た平坦な岩盤の波蝕台と、自然堆積層の海砂によ って構成されている。また第 4・5卜レンチの土層観

察から 1:1-1Ilt以前に遡る泣梢がII(li認されたのでトレンチを拡張して調査を行ない、占代辿物を伴う満や t

臓を検出している。
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第3章 検出遺構と出土遺物

1. 第1面の遺構・ 遺物

現地表下165-180cm、海抜高7.30m前後、土丹粒 ・砂利を含む弱L、地業による生活面で I区を中心に

確認された。なお、 E区は第 1面が近世以降の悦乱と削平によって殆ど破壊されていた。検出した迎梢

は土横7基、柱穴29基が確認され、出土遺物にはかわらけ、舶載陶磁器、瀬戸 ・常十11窯製品、石製品な

どがみられた。

」 し6

一一7

一-8

一一 9
'='、....;、ζ シ， I I 

P13 @ 

⑧ I I官ら 陶811

内l
一一 11

一-12

寸 I I 1 I i
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図5 第1面全測図
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図6 土墳1~3 ・ 5~7 柱穴1・4・30

A.土墳 (図5'6.8、図版1・12)

土横1: B-12とC-12の中間地から検出された。平面形状は長橋円形を呈し、規模は南北径110cm、

東丙径は62cm、{確認面からは29cmの深さを測る。掘り方は断面が鉢状を呈しており、覆土は炭化物を

含む茶褐色弱粘質である。

出土)jd物は図8-1が腕輪成形のかわらけ小皿、 2・3は龍泉窯系 1号磁で、2が折縁Jm、3が輪花碗で内底面に

蓮華ー文が陰刻されている。
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土成2: C-11の位置で検出された。平面形状は長桁円形を単していると考えら れるが|判J!IJが調査|元

外に拡がっている 。 規模は南北径の碓f~;g範囲で、81cm、東西径は79cIη、確認面からは18cmの深さを測る 。

細り方は浅いUll状を 1 しており、磁仁は炭粒を少 1 11合む茶褐色弱粘質土。 I' ~I上辿物は図8-4が峨轍成~l~

の極小かわ らけ。

1:: J，1[~3 : B-11の位置で検出された。、|正面形状は桁円形を呈していると考えられるが北側が調査区外

に広がっている。規模は南北径の確認範囲で、74cm、東西径は73cm、確認面か らは35cmの深さを測る。

侃り方は深鉢状を呈 しており、郡上は茶褐色弱粘質:t。出土辿物は図8-5が土溶質の火鉢。

土横5:B-9とC-9の中間地から検出された。P4に南側一部i1|l平を受けている。平面形状は摘円形を

呈し、規模は南北径44cm、東西符は55cm、確認而からは29cmの泌さを測る。楓り方は深鉢状を呈して

おり、額上は茶褐色95j粘質土。出上冶物は図8-6が胞泉窯系IT磁iill弁文碗。

土蹟6:C-8の位置で、検出された。平面形状は不整円形を呈し、規模は南北径68cm、東西径77cm、

確認面からは31cmの泌さを~RlJ る 。 制り万は深鉢上を呈 しており、磁土は茶怯j色弱粘質土。 出土泊物は

l主18-7がl脱輪成形のかわらけ小旧l、8は中国産黒褐flIl陶器碗、 9は占白磁の合子で、ある。

L-Tイ
ャ一寸 -p

血 土繍 1

て:二ぶ ト--~:g_:，~

一一死5

A P23 

v 第 1函出土遺物

モ三主主ヲ4 跡ノ6

ア-~1~

て-τニマo
A 土繍 7A 土靖 2

血 土繍 5

AP1 

A 土嫌 3

亡主~
ノい8 ，(;( 

-7-F 二口
AP4 

血 土繍 6

ぞ三宝三ヲ19

一い 1矛
k二土ゴA P25 

I 16 

¥-Lst: A P24 

A P26 

由~1 \_ば2 Y69f~ 斗33 十-1 Q 34 芯町6」か\'i悼
7旬、 rーづ ， ---71 目 下出 5τtW1--x

コ:rvdJ-r-3日れ
ぞ二J「五 r二〆fマ=宮-2-f-

図8 第1面上・遺構出土遺物

円
/

ヴ

t
噌

E
ム



上戯7:C-6の位置で検出された。平面形状は桁円形を呈し、規模は南北径52cm、東西径は58cm、

確認而から32cmの深さを測る。掘り方は深鉢状を宝しており、覆土は炭粒を少51合む茶褐色弱粘質土。

1i'1上遺物は1:R18-10が慨il組成形のかわらけ小皿。

B'柱穴 (図5-8、凶版1・12)

検出した各柱穴(ピット)は掘立柱建物を構成するような配置は認められなかった。各掘り方は平面

形状が楕円形または不整円形を呈しており、規模は径32-68cm、確認面から19-36cmで、ある。以下、

図8-11-20に示した柱穴出土の遺物について簡単に触れる事とする。11・12は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文

碗。11はP1より、 12はP4より出土。13は硯でP14より 出土。14は瀬戸窯製品小IlllでP19より出土。15は

白磁|寸〕じunでP23より出上。16は常滑窯製品控鉢H類でP24より出土。17は龍泉窯系青磁蓮弁文碗でP25

より出土。18は龍泉窯系青磁碗でP26より 出土。19が腕il組成形のコースター状かわらけ、20がi腕峨成形

のかわらけ小皿で共にP30より出土。

c.遺構外出土遺物 (医]8、|ヌ|版12)

ここでは、第1面の面上及び包含府に伴って出上したもので遺構に共伴しない冶物を一指して述べる

事にする。図8-21・22はが幌櫨成形のかわらけ。21は極小、 22は小肌である。23-43は舶載陶磁器で

ある。23・24は龍泉窯系占磁鏑並弁文碗、 25・26は龍泉窯系青磁折縁皿、 27・28が龍泉窯系青磁折JI別Il、

29は白磁腕、 30・31は白磁口冗阻、32は白磁壷、 33・34は青白磁梅瓶蓋、 35はほ向磁水注、 36・37は青

白磁令子。 38は青白磁器純及び部位不明小片。 39は口縁部片内外面に39-42は総~h陶器盤底部小片で、時

緑色と赤褐色の利が施されており 二彩になっている。この4点は同一国体の可能性が高い。44-48は瀬

) I窯製品。44は天目茶碗、 45は大Iln、46はl立総大JUl、47は緑利l小田l、48は瀬戸の倒l皿である。49は石製

の白色碁石。50は石英の火打石である。
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2. 第 2面の遺構・遺物

現地表下180-195c m、海抜高7.15m前後、 3cmほどの土丹塊で薄く地業された弱い生活面である。

調査区中央付近から東側にかけて火災の為と思われる焦土硬化面が検出された。また調査区中央東側

C-9・10付近において中国製磁器や高麗青磁が集中して面上から 出土している。(磁器溜り)これらの

遺物の多くが被熱を受けた痕跡がある事から前述した焦土硬化面と何らかの関係があると考えられる。

この面で検出された遺構は、掘立柱建物3棟、土焼12基、柱穴約110口である。主な出土遺物は、大量の

かわらけ、中国産陶磁器、高腿青磁、瀬戸窯及び常滑窯等の国産陶器、瓦、石製品、金属製品などが出

土した。

A.建物 (図9・10・16、図版2.3・12)

建物 l

グリット :調査区西側に位置し、 B-D-3・4

確認標高 :7.00m前後

~11h方位 : N-14
0 

24' -E 

建物規模 :調査区内東西1間×南北2間

建物概要:掘立柱建物である。調査区内には3棟の掘立柱建物が重複するが、この建物 1はこれらの中

で、一番新しいと考えられる。東側の南北軸を形成する柱穴が近代井戸によ って破壊さ れているが、南北

2間は存在したことは間違いない。建物 lは南北 2間×東西1聞が確認されているが、南北西に延びる可

能性がある。東側には東西!Iiill上に並ぶ柱穴が存在しないためにこの建物の東限であろうと考えられる。

芯々距離は東西列 (P1・ハ四1・1-1¥-2)で;194cm、南北d列が柱穴31コ(P1イー1・1・ロー1・1-1¥-1)で南端の柱

穴から214cm. 210cmを測り、各柱穴には1枚乃至は2枚の礎板が残存する。柱穴掘り方は不整円形又は

楕円形を呈 し、径31-56cm、深さ 10-32cm程で、ある。

出土遺物は図16-1・2がl腕輪成形のかわらけで1が小I皿、2が大皿で共にPハー1から 出ム。

建物2

グリット :調査区西側に位置し、 B-D-3-5

雌認楳高 :7.00m前後

411h方位 : N-10
o 
26' -E 

建物規模:調査区内東西 211J:IX南北 2間

建物概要 :掘立柱建物である。3棟の内、この建物2が一番古いと考えられる。現状では東西2間×南北2

問が確認されているが、南北西の方向に延びる可能性もある。東側は建物1と同様、東西中111上に並ぶ柱

穴が存在 しないのでこの建物の東限と考えられる。芯々距離は東西 b:J1jが柱穴3口 (P2-ロー1. 2-0-2・2-0-

3) で東端の柱穴から 195cm. 196cm、南北 e:J1jが柱穴3口 (P2・イー3・2-0-3・2-1¥-3)で南端の柱穴から

198cm . 182cmを測り、各柱穴には1-3枚の礎板が残存する。柱穴掘り方は不整円形文は椅円形を呈し、

径31-62cm、深さ42-58c m程である。

山上追物は図16-3が胞泉窯系占磁鈎iill弁文liYiiでPイー1より i山上。4は!I刺嘘成形のかわらけ大山、 5は J

磁口冗碗、 6は常滑窯製品担鉢。類、 7は銅銭「皇宋通宝J(北宋 初鋳1038年)0 4-8は共にPイすから

出上。8はi陣11嘘成形のかわらけ大1mでPロすから出土。

建物3

グリ ット:調査区西側に位置し、 B-C-3-5

確認標高 :7.00m前後
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刺l方位 : N-14
0 

24' -E 

建物規模 :調査区内東西2間×南北1間

建物概要 :掘立柱建物である。建物1より古く、建物2より新しい。建物3は建物1と同じlMI方位を採って

いることから、建物3は建物1の年代に近い時期にたてられたと考えられる。現状では東西2問×南北 l

聞が確認されているが、 北・ 西の方向に延びる可能性もある。東側及び南側はlli曲線上に並ぶ柱穴が存在

しない事から、この建物の東限 ・南限と考えられる。芯々距離は東西 c列が柱穴3口 (P3-ロー1・3-0-2. 3-

ロー3)で東端の柱穴から204cm. 200cm、南北列 (P3-イー3・3-0-3)で206cmを淵IJり、各柱穴には1枚乃至2

枚の礎板が残存する。また柱穴50からは補強材と して使用したと考えられる古代に属する男瓦が検出さ

れている。柱穴掘り方は不整円形又は楕円形を呈 し、径34-51cm、深さ45cm前後で、ある。

出土一泊物は図20-44が醜l蹴成型のかわらけ大皿でPイー1より出土。図16-9が男瓦。古代に属す瓦であ

り、 Pイー3から出土。10は糠艦成形のかわらけ小皿。11は白磁口冗皿でPロー2より出土。

B・土靖 (図9・11・12・16・17図版2・4・12)

土域1:調査区東側C-10の位置で検出された。平面形状は長楕円形を呈 し、規模は南北径65cm、東

西径は106cm、確認面から 10cmの深さを測る。掘り方は皿状を呈しており、覆土は炭粒を中量含む暗

茶褐色粘質土。出土遺物は図16-12が醜轍成形のかわらけ小肌、13はl勾磁水注、14・15は常滑窯製品襲。

土城2:調査区北側中央B-8の位置で検出された。平面形状は不整円形を呈 し、規模は南北径66cm、

東西径は79cm、確認面から21cmの深さを測る。掘り方は鉢状を呈 しており、磁土は炭粒を中量、かわ

らけ片を少量含むH音茶褐色粘質土。出土辿物はすべて小片であり、図示できるものはない。

域3:土壌2の北側の位置で、検出された。平面形状は楕円形を呈し、規模は南北径50cm、東西径は

61cm、確認面から36cmの深さを測る。掘り方は逆台形状を呈 しており、磁土は、炭粒を中量含む暗茶

褐色粘質土。出土遺物は図16-16が轍艦成形のかわらけ小皿。17は土器質火鉢。

土域4:調査区北側中央B-8の位置で、検出された。東側は土成5に削平され、北側は調査区外に拡が

っているが平面形状は椅円形を呈すと考えられる。規模は東西径71cm、確認面から17cmの深さを測る。

掘り方は血状を呈 しており、覆土は炭粒を中量、かわらけ片土丹粒を少量含む暗茶褐色粘質土。

I~I土遺物は図16- 18 . 19が醜轍 成形のかわらけ大皿、20は白磁口冗皿。

土域5:土城4の隣接し、 一部土;蹟4を掘削している。北側は調査区外に拡がっているが、平面形状は

楕円形を皇すと考えられ、規模は東西径82cm、確認面から34cmの深さを測る。掘り方は深鉢状を呈 し

ており、磁土は炭粒を中量含む暗茶褐色粘質土。出土遺物は図16-21・22が青白磁の袋物小片。

土峨6:調査区東側B-10の位置で検出された。土城1や柱穴により削平を受け、また北側及び南側が

調査区外に拡がっているが平面形状は惰円形を呈すと考えられる。南北径 ・東西径は削平が激しいため

不明であるが、深さは確認面から22cmを測る。掘り方は皿状を呈 しており、覆土は炭粒を中量、かわ

らけ片を少量含む暗茶褐色粘質土。尚当遺構からは大量の常滑窯製品の饗片が集中出土している。

出土遺物は図16-23-29がl慨蝋成形のかわらけ。23は極小、 24-26が小皿、 27-29が大皿である。30-

32は組泉窯系占磁。30・32は折縁IlJl、31は鈎越弁文碗である。33は背臼磁It<注。34は常滑熊製品裂で、

音15には押 し印が横一列に配されており、 窯印と考えられる ixJ印が一部に見られる。図17-35は土

器質火鉢、 36・37は滑石製石鍋である。

土域7:調査区東側B-12の位置で検出された。西側は柱穴により削平され、東側は調査区外に拡が

っているが平面形状は長楕円形を呈すと考えられる規模は南北径39cm、確認面から27cmの深さを測る。

掘り方は逆台形状を呈 しており、覆土は炭粒を中量含む暗茶褐色粘質土。出土造物は図17-38-45が醜
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峨成形のかわらけ。38は極小、 39-42が小皿、 43-45が大Jlllo 46は白磁口冗IIllである。

土YJ.~8 :調査区のほぼrll央D-7の位置で検出された。半面形状は端丸方形状を呈 し、規模は|有北径

65cm、東西径は71cm、確認面から22cmの深さを測る。掘り Jjは深鉢状を呈 しており、磁土は炭粒をヰ1

1E、かわらけ片を少虫含む1I音 :茶褐色粘質土。 ~II上JJd物は図 17-47-50が占白{i射程)闘で、ある 。
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磁器溜り図13

上横11:調査区西側IJD-3の位置で検出された。東西は柱穴に削平され、南制IJは調査区外に拡がるが

平面形状は楕円形を呈すと考えられる。深さは確認面から53cmを測る。掘り方は判然としないが、逆

1L7形状を 1すと考えられる 。 額上は炭粒を中iE合むH青茶褐色粘質士。 出土辿物は J~ 17-51-55が腕峨j北

形のかわらけ小llIl、56が鉄製の釘である。

上横12:調任区東1J[IJB-5の位置で、検1'-1'1された。性穴3・イー3により全体が品Ji削されており、平而形状は

不明である。深さは確認l函から 17cmを測る。掘り方は深鉢状を足しており、部土は炭粒を 中量、かわ

らけ片を少 lii含むH音:茶褐色粘質土。U'I1:迎物は図17-57-62が慨"組成形のかわらけ。57-60が小皿で57

のみが仙のものと異なり II径が7.1cmと -11'1り小さい61・62は大山、 63は(1磁腕である。

c.磁器溜り (凶9・13・18・19図版2・13・14)

調査|豆の中央東側C-g・10付近において中国製陶磁器や高腿青磁が集中して面上から出土した。

の遺物集'1'城を本稿で、は便宜上 「磁探梢りJと呼称する。

磁器溜りは東西約270cm、南北110cmと広範凶に遺物が集中して出土しており、東側は調査区外に拡

守

、ー

高腿 1号

がっている。

磁器溜り"-，-，， 1::の遺物には龍泉窯系 !?磁腕や洲会壷、折縁皿l、白磁口〕じlln、水注、青白磁梅)師、
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磁、占州窯系碗、中国製緑車1[1離など多種にわたる l↑1国産陶磁器、高麗産磁器が出土しており、今小路丙

辿跡御成小学校内や千葉地追跡から出土した陶磁器類にも器種の面ではヲ|けをとらない。またこれら出

上した遺物の多くは被熱により爆ぜた痕跡があり、火災などの呪象を表すものと忽像され亙~ï百の焦土硬

化l踊と何らかの密接な関係があると思われる。

nl，仁辿物は関18-1 -9が龍泉窯系青磁である。1.2は鏑ill!弁文碗、 3はi愉花文腕、 4. 5はJ}lj花文腕、

6は~文腕である 。 7がメメ J魚文 [lll 、 8が折紙llll 、 9が酒会宣である 。 10 ・ 11は白磁。 10はn)Cml 、 11は瓜J11

本注である。12-18は青白磁。12-15は梅瓶、 16・17は器台の一部と考えられる小片である。19は吉州

窯系腕、 20-23は中国産緑利lllfri)fflfの離でこの4J'I'はIriJ -固体の可能性が1'11j~、 。 24が悦輸成J Iヲの (1 かわら

け、 25・26は硯であり、 25は凹葉硯。27が黒色の石製碁石、 28.29が鉄製釘、 30-32が銅銭である。30

は 「元符通貨J(北宋初鋳1098年)、 31は 「開元通費J(唐初鋭621年)、 32は 「威、|乙元賀J(北宋初

鈎998年)033は高閣古磁}慌てl乙である。外l函には白色 ・黒色の象阪で肩部に如意頭文、休部に雲鶴文 ・丸

に牡丹文、体部下方に蓮弁文を配す。 尚第1面土l蹟4から I~I!I上した l奇麗青磁村正)低口総書ISは当磁器溜りから

山
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D .柱穴 (図9・14. 15 . 20、図版2・4・14)

検出した各柱穴(ピ ット)は建物1-3を構成するもの以外、掘立柱建物を構成するような配置は認め

られなかった。各楓り方は平面形状が崎円形または不整円形を屯しており、規模は径23-62cm、{確認

面から 11-62cmで、ある。以下、図20-1-52に示した柱穴出土の遺物について簡単に触れる事とする。

1は龍泉窯系青磁鏑述弁文碗、 P2より出土。2は青白磁蓋、 P5より出土。3は北部系山茶腕、 4は土器質

火鉢。共にP7より出土。5は!JiJ.m轍成形のかわらけ大皿、6は黒の石製碁石。共にPllより出土。7・8は醜

蝋成JIヲのかわらけで7は小皿、8は大1mである。9は常滑窯製品担鉢H類。7-9は共にP12より出土。10

は概l陥成形の小皿でP13より出土。11は龍泉窯系青磁折縁llilでP14より出土。12・13は醜艦成形のかわ

らけ。12は極小、 13は小皿で、ある。12はP16より、 13はP19より l唱土。14は常滑窯製品E類提鉢でP19よ

りw土。15は銅銭 「元祐通賓J(北宋 初鋳1086年)でP20より出土。16は離脱成形のかわらけ小皿、

P21より出土。17はR磁口JC[m、P25より出土。18は女瓦で古代に属するものである。P28より出土。

19・20は!Ii削嘘成形のかわらけ小田lで共にP29より山 |二。21は火打ち行で石材はチャ ー 卜である。P34よ

り出土。22は瀬戸窯製品碗でP39より出土。23は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗、 24は青白磁合子、 25は備前

窯製品招鉢で、 3点共にP43より 出土。26は常滑窯製品。類担鉢でP44より出上。27は銅銭「14R寧元貿」

(北宋 初鋳1068年)でP45より 出土。28は!W1fj!憾成形のかわらけ大血、29は舶載陶器裂で共にP46より 出

一仁。30は白磁口冗IHL 3 1は瀬戸窯製品折JI要皿 、 32は楠葉式瓦器腕で3点、共にP47より 出土。 33 ・ 34は~鹿

艦成形のかわらけ小1m、共にP48より出土。35は青白磁水注の注口部でP54より出土。36は瀬戸窯製品
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図22 第2面上出土遺物(2) 

1-1茶碗でP55より It土。37は龍泉窯系青磁折縁JmでP60より出上。38. 39はl腕峨成形のかわらけ小illl

で、共にP66より出土。40・41は瀬戸窯製品。40は洗でP71より、 41は折縁皿でP72より出土。42は轍1蹴

成形コースター型かわらけでP76より出土。43は硯、 P79より出上。45・46は11制嘘成型のかわらけ小101、

47は Irij安窯系青磁JULで、3)、.~U~I こ P86より出上。 48は随泉窯系肯磁鈎蓮弁文腕、 49は北部系山茶碗で共に

P89より出上。50は慨峨成型のかわらけ大皿でP90より l':l'l1:0 51・52は瓦。51は男瓦、 52は女瓦で共に

占代に属すものである。P91より WI:。

E .遺構外出土遺物 (図21. 22、l'2{l版14)

ここでは、第2面の面上及び包含層に伴って出上したもので遺構に共伴しない遺物を一括して述べる

引にする 。 |き1 2 1 - 1 -14は '1昨WI~h文明かわらけ 。 1.2は極小かわ らけで、 2は器壁が{~~く、外反する 。 3-

10はかわ らけ小皿で、底部から 11縁部にかけてl直線的に立ち上がるものとやや|刈湾し立ち上がるものに

て分される。11-14はかわらけ大聞である。15-55はfilrl峨陶磁器で、 15-35は龍泉窯系青磁。36-48が

白磁、 49-51が青1'-1磁、 52-55が陶端である。15・17-22は鏑蓮弁文腕、 16は端反腕、 23は碗、 24は鉢、

25は凹l、26-28は折縁皿、 29-31は折腰鉢、 32は天目台、 33は水注、 34は香炉、 35は袋物と思われる体

部小!十で、ある。36-40・46は円)[111し 41は円)[碗、 42-45は四耳虫、 47は水注益、 48は瓜型小査である。

49・50は栴)瓶、 51は香炉。52-54は緑利盤で、同一個体の可能性がある。55は制荊h査。56-60・62-68

は瀬戸窯製品。56-58は人 fで、 56は愉花にな っている。59・60は天目茶腕、 62・64は問耳査、 63は宜、

65は小賞、 66は器型不明袋物し|械部、 67は瓶子、 68は香炉である。61は北部系山茶腕。69-74は常滑窯

製品。69・70・図22-71は裂、 72-74は控鉢。類である。75は也山窯製品費、 76は土器質火鉢、 77・78

はk瓦、 79は滑石製石鍋、 80 ・ 81は滑石製石鍋'Iî~m製品、 82 ・ 83は砥石、 84は火打石、 85は石製黒色碁
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石、 86は鉄製品で鎚か。87-89は銅銭。87・88は 「皇宋通貨'J(北宋 初鋳1038年)、 89は 「元豊通賀」

(北末 初鋳1078年)である。
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3. 第 3a面の遺構 ・遺物

現地表下205-220c m 、海抜高6.90m 前後にていわゆる rjl -I立地山で、ある黒褐色粘目上を)M~とする生

活面を検出した。この而で検出された冶梢は、土成2基、柱穴1911である。またグリット C-8周辺から

常滑窯製品の一指廃棄の跡、通称 「常滑溜り」が検出された。主な出|ニ造物は、かわらけ、中国産陶磁

端、瀬戸窯及び常十n窯等の国産陶器、瓦、石製品、金属製品などがある。

a_ー一

c-一一

て J

8 a -¥__一一J-a
7.00m 

a -一ー 一-a
企 土繍 2

=三三 ~三三主主主主
o 1m 

ド一一一一一一一一ー一一一 l ー」
A 常滑溜り
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ー- a a ---=-a7.00m 一一 a a ~ 

v ¥____;- ~ A 土繍 4 2m 
A 土嫌 5 a土繍7

。

図25 第3a面上常滑溜り・第3a面土壌2・第3b面土墳4・5・7
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A・土塘 (図23. 25・30・63. 64、図版5・15)

上城1:C-8の南西、常計'h留りの西側か ら検出された。平面形状は楕円形を呈し、規模は南北筏

60cm、東凶径は50cm、確認面からは5cmの深さを測る。掘り方は|折面が1m状を呈 しており 、磁土は土

丹粒を少量含むH音茶褐色粘質土。

出上遺物は図30-1がi陣l蹴成形のかわらけ大皿である

一城2:D-7の位置で検出された。当選構東側は柱穴により削平を受けている。平面形状は楕円形を

呈 し、規棋は南北径のi@認範囲で、72cm、確認面からは19cmの深さを淵IJる。掘り方は鉢状を呈しており、

覆上は土丹粒を少量含むH音茶褐色粘質土。出土遺物は図30-2が子担ねかわらけ小illl、3は青白磁子持ち

合 fであり、子器は復元により3器あると考えられる。4は-9j瓦である。

B'常滑溜り (図23・25、図版5)

グリッ トC-8周辺に面 tから千円滑窯製品の一括廃棄された跡が検出された。範1111はC-8杭を中心に

東西295cm、南北212cmに及ぶ。出土した陶片の多くは接合できたが、肩部や胴部であ ったために図λl、

できるものはなかった。

c.柱穴 (凶23・30、図版5・15)

柱穴は19口検出されたが、 掘立柱建物を構成するような配置は認められなかった。各掘り方は平面形

状が崎円形または不整円形を呈 しており、規模は径33-63cm、確認面から10-65cmで、ある。以下、図

30-5-25に示した柱穴出上の逃物について簡単に触れる'lTとする。5はq制嘘成型のかわらけ小皿でP3

より出土。6は醜!櫨成型のかわらけ小1m、7は』糠il嘘成型の白かわらけ大1m、8は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗、

9・10は女瓦でP5から出土。11・12は峨崎成型のかわらけ小阻、13は男瓦、 14は女瓦でP6より出土。15

は悦'1嘘成形のかわらけ小皿でP7より出土。16はl慨艦成形のかわらけ小皿、17は子J2ねの白かわらけ小

1[[， 18・19は女瓦でP8より 山土。20-23は女瓦で20はP9より、 21-23はP10より 出土している。24は子

担ねかわらけ小皿、25は女瓦で共にP12より出土。

0 ・ 遺構外出土遺物 (図63 ・ 64 、 I~I版23)

ここでは、第3a面の面上及ひマ包合層に伴って出土したもので治構に共伴しない逃物を一括して述べる

事にする。凶63-1-15は慨峨成型のかわらけである。1-12が小1[[、13-15が大田lである。16は幌!櫨成

形の白かわらけ大皿、17-29は龍泉窯系青磁。17-21は鏑蓮弁文碗、 22は占Ij花文碗、 23-26は折縁皿、

27は折JI要IIll、28は花瓶、 29は香炉である。30-34は1L..1fi設。30-33は口〕じ1111o32には円縁露JJ台部に煤が付

着 しており、灯明皿として使用された可能性がある。34は合子。35-38は青白磁。35は花瓶、 36は梅瓶、

37は水注、 38は台付小脱。39-44は舶載陶器。39-41は紙利盤で、内底面に的i彫が施されている。42-

44は褐利部である。45は瀬戸窯製品底在jJ皿。47-52は常消窯製品。47-49は担鉢。類、 50は無首輩、

51・52は裂。53・54は瓦器!施。53は摘紫式で外而に箆状工具を押 し当て輪花状にしている。55. 56は士

市質火鉢、位164-57-63はム: J.{、 64-66は悦。 64は消イ i製イIj~ù\ を沿イゴに '~þ、問し、さ らに制として再松山

している。65・66は長方硯で、 65は|塙に波頭文を線柵りし、内側は四葉状になり、 66は|判に簡易な波頭

文を線彫りし、内側は椅円状になる。67・68は滑石製石鍋転用況t石、 69-74は銅銭。69・72は il開寧通

費J(北末 初鋳1068年)、 70は il剤元通賀J(唐初銑621年)、71は 「嘉祐通費J(北宋初鋳1111年)

である。
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4. 第3b面の遺構・遺物

3a面の調査を終え、土丹塊を取り除いた直 |ごにて3cm前後の小土丹塊と暗茶褐色粘質土を基盤とする

地業用の第3b而を検出した。現地表下215-230cm、海抜高6.80m前後をmlJる。この面で検出された辿梢

は、池、土;蹟8基、柱穴73口である。主な出土逃物は、かわらけ、中国産陶磁器、瀬戸窯及び常滑窯等

の国産陶器、瓦、石製品、金属製品、木製品などがある。

A' 池 ( 1~24 . 26-28・33-62・65、図版6-9・11・16-22)

池3

グリット:調査区中央~東側に位置し、 B-C-6-12

1確認際高:6.80m前後

確認範囲 :東西11.24m 南北3.10m

深 さ:65cm前後

概 要 :第3a面の生活面を除去し第3b面を検出した際、調査区中央~東1WIにかけて広範囲で暗茶褐

色粘質上が検出された。この粘質上を;!出向の郡上と推定し、確認調査を行ったところ、グリッ卜 Cライ

ンtで控え柱を持つ木組みの土留めを検出し、また東幅においては上層堆拙から覆土の立ち上がりが惟

認できた為、当J!d梢を池と判断した。

構 造 :当迫桝の範凶としてl有限は木組みの上留め、東限及び西限は杭を打ち込み横板を添えるだけ

の簡易な木組みが一部残るが、北限に関しては調査区外に拡がっているために確認はできなかった。南

!恨の木組みのー|二留めは、長さ95cm、11I高10cm、厚さ 5cmほどの束柱を60-70cm間隔で寸Jち込み、また束

柱の後方75cmのあたりに、 一辺5cmほどの杭を91-106cm間隔に打ち込んで、いる。横板は束柱の内1HIIか

ら上留めの為に厚さ 3cmほどの板を押し並べており、棋板を一枚入れるごとに土で埋めていっている。

さらにこれらの横板が移動しないよう下から四段目の横板を貫通するよう束柱と杭を繋ぎ止める|幅8cm、

事さ4cmほどの控材を通し、また控材と杭が抜け落ちないようにHtの内側11から仕手組み横桟と控材を連

結しており、束位が土圧で倒れないようにしている。さらに横桟に穴を開け横位に棋状の角材を岐ませ

ている。(図27参照のこと)

若宵大路周辺からは、しばしば中世若宵大路の側溝が検出される事例があるが、この池の南限を示す

木組みの土留めは若宮大路の側溝とは性格や組み方は異なるが木組み自体はその精巧さにおいて肩を並

べるといっても過言ではあるまい。また、若宮大路が公的なもの、今回検出された池が私的なものと考

えるならば、当池を建設した施主の力を窺p知る事が出来る。1978年に伝安達泰盛邸跡を発掘調査した

際、木組みの板垣状の冶梢が検出されているが、今回検出されたものほど精巧には作られていない。無

論先の遺構が安達泰盛邸であった確証は何一つなく、また同じ性格の遺構でないことから考えると比較

するには多少なりとも無理があるかもしれないが、同じ私的な意味を持つ迫梢という点で、ある程度の

指標にはなるであろう 。また、南側のみにこのような木組みを作る必要があるとするのであれば、この

池の南側には東側及び西側よ り強い土圧がかかっていたと考えられ、大型の礎石建物が存在していた可

能性もある。

出上遺物は遺構内から 多量に出土している為、上層 ・g:1層・下層及び中層に属すが造物を一括廃棄ーし

たと考えられる北東側(北京遺物泊り)の4箇所、ならびに哀込めを合めた計5箇所を別々に報告する事

にする。また当遺構から出土したかわらけは大きく 三つの種類(A-C類)に分ける事ができる。(図58参

照のこと)以下では各純別の成形及び整形技法の特徴を述べる事とし、本報告J3では便宜上この分類名

称を用いる事とする。

-200-



問て u 
八 品。

Q 
，，. .... -...- -

。
v / // /0///了1

仁3 需要
。ゼ~

物 r / 

o / / / ! / / / I ¥ ¥ ¥ 
¥ '" '" I I 一一一 B

//i l/目 、\~¥ '\\' ，~ ポ重 注 1戸 / 寸 /戸! 2巴竺Eヲ

31CZJ  l ¥ 4セ竺Eヲ

h~ : Jrr i I I J l iI mmn l l ，，~ 21~ 〕 i l 
36 

/ 「一寸竺-;::7}

τi r~ 
21a 

ミ二二区グ

一一一-a

7ラ
1
 

1
 

2ロヲ。-
2主主~ I 1¥¥ 

フ!

37 

6b-3 
6~ 
/ 

5aÇ~::{ヨ しDlEP  

/// / 
5b 

a 7，OOm -

図26 池3

噌

E
A

n
U
 

っ“

2m 



組合せ主主大部分

&土留控材状況図

~ 

A 木組状況断面図

錨り方

o 1m 

L←←ー，一一←一一・一一」一一一一一一一一一一」

図27 池3木組模式図

F
「
u

n
U
 

つ
'臼



ザ 10 !~( 日

7.00m 
a-一一

関
査
区
北
壁

ー一一-a 

一一一10

⑨ 

一一一ー 11

ー-a 

-1
1聞
い

図28 池3北東遺物溜り

-206-



a700m -

¥J 
d 7.00m 

千-4東 1m - c 

a- (@j_ a 

4J巨1m

a7.00m ， 
ーーー 一一-a

u 
.. P21 

壮一; -f 

b-(8;-b 
d←一@忌ザ¢ザ4て斗1

一同う - a

→旦ー7

f:5 →E-6 →E-7 

一-a
b 7.00m ー『ーー C c 7.:.虫m，一一 b 

リ
一一 d'

7.00m 
e -一一 ー一一 e 

U
 

.. P16-19・34・40・48・49

3 6 

， 

… ，  
((¥1 - a B南 1m

一 一- '->守， "j'、a- ~ノ

P59 

7.00m 
ー一一 aa一一一一 a

7.00m 

礼J へf.. P58 。.. P27 ' P43 

a7.oom 
一一ー ー一一 a

v 
.. P59 

2m 

図29 柱穴16-19・21・27・34・40・43・48・49・58・59

A類 :慨!W，~成型で、器壁は薄く仕上げ ら れている 。 外底而には糸切り痕を残すがスノコ痕を残さず内!底

面にはナデを施さず未調整で中央部が凹状に海むものが多い。H台土は非常に精良で、焼成も良く、叩 く

と高音を発する。器種には大llll(Al類)・中皿(A2類)・小|皿(A3類)がある。

B類:いわゆる鎌倉を発掘すると出土するオーソド ック スな離職成型のかわらけである。便宜上、大|血

をBl類、 小皿lをB3類とする。

C類:いわゆる子提ねかわらけである。便宜上、大Jl1lをCl類、小皿をC3類とする。
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<上層>

図33-1-3はかわらけB3類。3は外底面から内底面に向けて穿孔がある。4はかわらけC3類。5-10は

龍泉窯系青磁。5・6・8は鈎i迫弁文腕、 7は無文碗、 9.10は折縁Hllである。11・12は白磁口冗1ITl、 13は

褐柄1J輩、 14は北部系山茶碗、 15は常滑窯製品裂。16は宇瓦、 三重孤文型挽き施文で、鍔音15を貼り付けてい

る。17. 18は男瓦、 19は砥石、 20・21は漆器腕、 22は呪術用具と考えられる杓子、 23は曲物、図34-24

は箸、 25は菜箸、 26は金剛草履板芯、 27は下駄、 28は用途不明木製品である。

<中層>

1~ 1 35-1-11は、かわらけA3類、 12はA3 類より大きくA2類より小さい為どちらに所属させるかは難

しい。13はA2類、14-23はA1類である。24-118はB3類、図36・37はB1類、区138-184-195はC3類。

196は穿孔かわらけで、1*1底而から外底而に向かつて穴が穿かれているが貫通はしていない。B1類。

197はA類に分類される内折れ極小かわらけ、 198は特大かわ らけ。胎土は多くのB類と同様黒色微砂、

赤色粒、白針、土丹粒を含む粗土。199-201は手提ねの白かわらけである。202-205は龍泉窯系青磁鏑

蓮弁文腕、 206は吉備系土師器1施、 207 ・ 208は舶載持~~ill陶器裂、 209は山茶碗、図38-210-215は常滑窯

製品提鉢 I類、 216は常滑窯製品捜鉢E類、区139-217-219は常滑窯製品費、 220-222は楠葉式瓦器碗、

223は宇瓦で図33-16と同様の成型法である。224は須恵器、 225は硯、 226・227は刀子、228は小万、
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図32 柱穴出土遺物(2)

229は釘、 230は銅製金具、 231-237は銅銭で231. 232は 「開元通費J(唐 初鋳845年)、 233は 「天聖冗

費J(前濁初鋳917年)、 234は 「周通元賢J(後周初鋳955年)、 235は 「景徳元賓J(北宋初 鋳1004

年)、 236は「元宵通費J(北宋初鋳1078年)、 237は 「宣和通費J(北宋初鋳1119年)である。238・

239は骨製拝。図40-240-255は漆器。240-249は碗、 250-255は血lである。256-258は櫛、 259-264

は答、 265は用途不明木製品、266は琵杓子、 267は杓子、図41-268-274は曲物、 275は円盤状木製口口、

276は用途不明木製品。中央部に台形状の窪みがある。277はつまみと考えられる木製品で、両端に腐食

した2本の釘が残る。278は箱、 279・280は用途不明木製品。共に八角形に加工してあり、中央部に279

には釘が打ち込まれ、 280には孔が穿かれている。281は錘、 282は用途不明木製品、 283-288は箆、 289

は錐。柄は丸みを帯びるよう面取りしてあり、刃との付根部を円錐に加工しである。図42-290・291は

箆、 292-300は金剛草履板芯、図43-301-303は下駄、 304・305は扇で304の扇骨は5本、 305の扇骨'は8

本であ ったと考えられる。図44-306-310・316は折敷。309には平仮名のような判読不能な文字、 310

には三つ鱗や判説不能な平仮名、筆伯らしの跡が墨書されている。316にも墨書されているが小片の為

不明である。311-315・317は折敷加工品で、 311-315は円形に加工されており、内311には 「卜六」、

312には 「四十」、315には 「五卜六Jと数字が墨書されている。317は小判状に加工しており、筆慣らし

のような塁古がある。図45-318・319は独楽、 320・321は也杖の球。

322は操り人形の木偶頭。一本の木材から彫り起こしており、耳や目 ・鼻 ・口など細部まで丁寧に削

り出し磨き上げている。木偶は他に円党寺門前遺跡からも山猫が出土しており、そちらの報告古に操り

人形の木偶についての詳しい記載があるので参照されたい(鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書21-2分

間)0 323-330は形代で、 323は人形で烏帽子及び顔面を墨書にて表現している。324は舟形、 326は万形、

328・330は鳥形と考えられ、 329は舟形と考えられる。331-335は用途不明木製品。
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図34 池3上層出土遺物 (2)

<下層>

1~146- 1 -65はかわらけ 。 1 -31はB3類。 3 1は口縁部から体音15にかけて煤が付着 しており、灯明皿l と

して用いたと思われる。32-53はB1類、 54はA1類、55-64はC3類、65はC1類である。66は白かわ らけ

大lllL67は瀬戸窯製品合子、68は南部系山茶碗、 69-72は常滑窯製品で、 69は三筋輩。肩部から下胴部

にかけて三条の沈線が三副l廻っており、沈線は24立を単位とする複線文である。70・71は裂、 72は担鉢

I類である。73は須恵器台付裂、 74は男瓦、 75-77は女瓦、 78は用途不明骨製品、 79及び図48-80-86

は漆出。79・際148-80・81は碗、82-86はIIUである。87は櫛、 88-92は曲物、 93及び図49-94-100は

折敷で、97-99には墨占がある。101は火切臼と思われる木製品、 102は折敷)]11工品、 103は漆塗り木製

品、 104は箱、図50-105は折敷、 106・107は答、 108-112は菜箸、113・114は用途不明木製品、 115は

扇、116は人形代、 117は鳥形代、 118は独楽、 119は箇杖の球、 120・122は用途不明木製品、 121は挫共、

123-125は金剛草履板芯である。

<北東遺物溜り>

図51-55はかわらけである。図51-1-25はA3類であり、 22-24は他のものと比べ器高が高い。また、

29には煤が付着 しており、灯町1皿として使用した可能性が高い。26-28はA2煩、29-55はA3類で、 51

-54には煤が付若 している。図52及び図53-194-220はB3類、図53-153には内面に煤が付着 している。

図53-221-256及び図54・図55-313-329はB1類である。図53-230・239・243. 244・252ならびに図

54-261・262・267・269・304、図55-317. 329には口縁部周辺に煤が付 着している。図55-330-350

はC3類、351・352はC1類で351の口縁部周辺には煤が付者。353は内折れの極小かわらけ、 354は手短ね

のIIかわらけである。阿56-355はh磁円jじ腕、 356は銅銭 「元笠通費J(北宋 初鈎1078イド)、 357-370

は答、 371-374は折敷で、 374には判読不明な文字が墨書 されている。図57-375は菜箸、 376は折敷加

品、 377-379は用途不明木製品、 380は人形代、 381・382は金剛草!従板芯で、ある。

ここに北東|明における各かわらけの出上破片数及び種類別出上数をまとめる事にする。なお、 今回分

類 したかわらけの統計処理をするにあたり、小破片で分類が不可能なもの以外を除き、破片数1点とし

て処理している。
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図35 池3中層出土遺物 (1) 
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図37 池3中層出土遺物 (3)

池東辺にあたる I区北京隅からは、箸や折敷など多量の木製品と共に池中に廃棄された状況でまとま

った量のかわらけが出土している。かわらけにはロクロ作りで底部糸切底ものと、内型作りの手づくね

による成型の2樋に大別される。ロクロ成型には胎土が精良で焼成が比較的に堅級で、薄手の器壁をも

ち、内底にナデ調整を施さないもの (A類)と、胎土のやや粗い厚手の器壁をもっ、内底にナデ調整を

施した中世鎌倉遺跡で一般的に認められたもの (B類)、手づくね成型は外底に指頭圧痕を残 し、器壁

上半部に横ナデ調整を施したもの (C類)に分類さ れる。さらにA-C類のかわらけ皿をそれぞれ大P

(1) ・中型 (2、A類のみ) ・小型 (3) として細分を行っている。従って、図示した池3上層~下層の

出土かわらけと 、図58のかわらけ分類図及び表1・2におけるアルフ ァベッ トと算用数字はその分類名称

を示している。

表1は池3北東|明よ り出土したかわらけのグラフを示している。出土したかわらけの破片総数は605点

であり 、内わけとしてはA類が124点、 B類444点、 C類が37点となる。成形法で分けると峨峨成型のか

わらけが568点、 96%と圧倒的に多く、手控ね成形のかわらけは全体の1割にも満たない。次に朝日韓成苅u

のかわらけをA類とB類に分類すると、 1: 3の剖合となり、 A類のかわらけが全体の3剖とかなり多く 含

まれている。千葉地遺跡、の3面と4面からはA類と考えられるものが1点ずつ出土しているが、各面の出

-.-かわらけ全体の割合からみると僅かなものであり、当追跡の出上量がいかに多いかが分かる。

次に器種別に出土かわらけを見てみる事にする。A類は全体の約65%が大皿で占められており、 B類は

1=1' illlがなく、大皿と小皿がほぼ半数ずつ、 C類は全体の約89%が小JIllで占められており、器種別により

出土傾向がかなり顕著にみられる。また同じ醜轍成型のA類とB類とでも大Jm.小田lの出土傾向は異な

る事から単なる工かわらけ生産地や工房(工人集団)の違いだけではなく、異なる食品を盛るなど使い

分けた可能性も考えられる。

<池3裏込>

図59-1-26はかわらけ。1-3はA3如、 4-11はB3類、 12-17はB1類、 18-26はC3類、 27はC1矧で

1・5・9・12・17・25には口縁部周辺に煤が付着している。28は白かわらけ、 29は楠葉系瓦器碗、 30は

龍泉窯系青磁折縁鉢、 31は瀬戸窯製品洗、32は須恵器部、 33は男瓦、 34・35は女瓦、 36は滑石製石鍋、

37は砥石、 38は漆器1m，39は漆器碗、40は菜、 41は用途不明木製品、 42・43は曲物、図60-44-46は箸、

47・48は菜箸、 49は箆状木製品、50は箆、 51は刀形代、 52. 53は折敷で、共に文字が墨書さ れており、

52は仁コ仏法口と読めるが53は判読不明である。54は木製容器、 55は鞘、 56は栓、 57は櫛である。
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図55 池3北東遺物溜り出土遺物 (5) B類・ C類
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池 2

グリッ卜:調査区中央~東側に位置し、B-C -6-12 

確認標高:6.80m前後

確認範凶 :東西11.34m 南北3.45m

深 さ 1m前後

概 ~:池31半j側の上留め掘り )jを確認している |際、控え牡の誕制1)か ら 池2の 1制限の木組みの上留めを

検出した。池2は南限を木組みの土留めとし、東限及び西限は池3と同様に簡易な木組みであ ったと考え

られるが、池3造成時に掘削されており仔紺|は不明であり、 北限は調査区外に拡がっている。池3より 一

回り大きい。南限の木組みの土留めは杭を打ち、そこに長さ2.0m-2.1 m程、 |隔20cmの横板を 4段以

並べ、裏込の上を入れたもので池3の南側1]の土留めに比べ簡素なものである。

なお、池3南辺の議込部にあたる木粧l土留を確認した際の様子や、池 2・ 3の I区西壁土層堆般の観
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図56 池3北東遺物溜り出土遺物 (6)
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図57 池3北東遺物溜り出土遺物 (7)

察状況からみると、池 2は杭を打ーち込んだ上で、横板材を数段重ねて裏込しただけの簡易な構造にな って

いたものを壊して池 3にみられるような頑丈な木組み構造に改築 している。医]26-池3南辺の掘り方基底

部に沿って検出さけれ杭や横板材は、その際に引き倒された構築材の一部が残存したものと判断したい。

出土遺物は図61-1-9がかわらけ。1.2はi陣轍成型のかわらけ小皿、 3-6は糠轍成型のかわらけ皿、

7・8は手提ねかわらけ小皿、 9は手控ねかわらけ大皿である。10は山茶碗、 11は土師器襲、 12-14は男

瓦、 15-24は女瓦、図62-25は菜箸、26-29は箸、30・31は金剛草履板芯、 32は万形代、 33は用途不明

木製品である。

B .土壊 (図24・25・31、図版6・15)

域4:調査区南側、 E-7グリ ット杭上から検出された。平面形状は楕円形を呈 し、規模は南北径

84cm、東西径は76cm、確認面からは27cmの、深さを測る。掘り方は断面が鉢状を呈 しており、覆土は

しまりが弱く、土丹粒をわずかに含む黒褐色粘質土。出土遺物は図31-1・2が女瓦である。

蹟5:調査区南側、E-6の位置から検出された。西側は調査区外に拡がる。平面形状は長楠円形を

呈すと考えられ、規模は南北径80cm、確認面からは38cmの深さを測る。掘り方は断面が鉢状を呈 して

おり、覆土はしまりが弱く、土丹粒をわずかに含む黒褐色粘質。

出土遺物は図31-3が土師器襲、4は男瓦である。

土tJ1~ 7 :調査区のほぼ中央、 C-6グリ ット杭上から検出された。平面形状は楕円形を呈 し、規模は南

北径78cm、東西径は91cm、確認面からは53cmの深さを測る。掘り方は断面が逆台形状を呈 しており、

覆土はしまりが弱く 、土丹粒をわずかに含む黒褐色粘質。当選構出土の遺物はいずれも小片の為、図万

しうる山上辺物はない。

c.柱穴 (図24.29・31. 32、図版6・15)

柱穴は73口検出されたが、掘立柱建物を構成するような配置は認められなかった。各掘り方は平面形

状が楕円形または長楕円形 ・不整円形を呈 しており、規模は径32-56cm、確認聞から24-57cmで、ある。

以下、図31-5-18・図32に示 した柱穴出土の辿物について簡単に触れる事とする。
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A類

C類， 37点 6%

B類， 444点 74%

合計点数 605点

表1 池3北東隅におけるかわらけ出土点数
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B類

表2 池3北東隅の各かわらけ器種別出土点数
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A類 {A類成形・ 5藍形妓j去の特徴〉

A3 
1内外面1:ロクロ成形時の引き上げ置を
明傭に留める.

②外底面1:ロクロ上の粘土壇から回転を
利用して糸で切り障した時的糸切置を捜
すが、スノコ世田壇跡はみられ主い.

ヴ内底面1:ナデを施さず無関置であり‘
ロクロ自を残したままの中央部が凹状に
串む貰料が書くみられる.

④薄手町器量に仕上げている.

A1 

B類 〈臼類成形.!Il jf~技法の特徴〉

83 
5内外面はロクロ成形時田引き上げ置を
留める.

得冷+底面{三ロク口上回粘土塊から回転を

C類

{C類成形・製成技法の特徴〉

⑤外面的上主幹部1:ヨコナデつけ、下主幹部

は指おしによる指頭圧掴を捜し、壇界に
積がで曹る.

g内面1:見込を平滑にナデ仕上げした憧
ロ緑と平行にヨコナデしている.

⑩口曹の面取り1:弱〈丸瞳をもっ貴料が
書〈みられる.

ミ己正三ヲ
C3 

図58 池3かわらけ分類図
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5は男瓦で、 P13より出土。6は瀬戸窯製品卸凹で、 P16より出土。7は手提ねかわらけ小皿で、 P

17より出土。8.9は女瓦で、 8はP19より、 9はP27より 出土。10は須恵器胴部小片、 11は女瓦で共に

P34より出土。12-16は女瓦で、 12はP40、13はP43、14・15はP49、16はP58より出土。17は土師

器高杯、 18は男瓦で共に P59より出土。図32-19は男瓦、 20-22は女瓦でP48より 出土。
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図60 池3裏込中出土遺物 (2)
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D .遺構外出土遺物 (図65、図版23)

ここでは、第3b面の面上及び包含層に伴って出土した もので辿桝に共伴しない遺物を一括して述べ

る事にする。図65-1-25はかわらけである。1-21が鵬轍成型のかわらけで、 1-12は小山、 13-21は

大皿である。22-25は手控ねかわらけで、22-24は小皿、 25は大血であ る。26-41は龍泉窯系青磁。26

-38は鏑蓮弁文碗、 39・40は折縁皿、41は香炉である。42-49は白磁。42-47は口冗皿、48は皿、 49は

小壷である。50-56は青白磁。50・51は小皿で、52には内底而に菊花文を配す。53・54は合子葉、55は

広子身、 56は本注である。57-59は舶載褐利陶器輩、60-62は瀬戸窯製品。60は平椀、 61は卸皿、 62は

折縁深皿。63は北部系山茶碗、 64-66は常滑窯製品提鉢 I類、 67は白かわらけ質灯明台、 68は土師器饗、

69-71は友瓦である。
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図62 池2出土遺物 (2)
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5.トレンチの遺構・遺物

池2調査H寺に五五込の土を除去した際、土層観察から池2より市い時期の池が存在するのではないかとの

推定がなされた。よって第3b面調査終了後に I区に三簡所(第1-3卜レンチ)、 E区に二箇所(第4・5卜

レンチ)の計五箇所にトレンチを入れたところ、推定通り池2の前身である池1が検出された。

現地表下2.5mまで掘り下げた地点で縄文時代の海進 ・海退期に形成されたと考えられる波蝕台を検出

した。池 lの底面は波蝕台の平坦なものである。

また第4トレンチ ・第5卜レンチからは中世以前の古代に属すと考えられる土擁状の掘り込みと満など

の遺構が検出された。各卜レンチからの出土遺物にはかわらけ、青磁 ・白磁などの舶載磁器、常滑等製

品 ・瀬戸窯製品などの国産陶器、瓦、木製品などがある。

。 10cm 

ヒク 7

:ζ三ク 、こ三ク 9

o 10cm 

図68 第1トレンチ下層出土遺物

A ・第1 トレンチ (図66~68、図版10 ・ 24 )

ぶiL在l丘中央、グリット B-D一7の位，i1に南北HI旬に 卜レ ンチを入れた。当卜レンチからは池1の刷版

である掘り込みが検出された。池1は中出地山である黒褐色粘質土を掘り込んでおり、池2より南限は南

に1m'まど羽よがる。

出上造物は上層 ・下層の二つに分け、それぞれ図67に上層、図68に下層と図示した。図67-1-11は

かわらけ。1-9はi腕輪成砲で、 1-5が小田l、6-9が大皿lである。10-12は手控ねかわらけ小皿。14は龍

泉窯系青磁碗。内底部に「金玉満堂」か「河潰退範」の押 し印が残る。15は常滑窯製品襲、 16-21は女瓦、
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図69 第2卜レンチ上層出土遺物

とごっ 13

ぐこコー 17

備ミき

o 10cm 

B'第2トレンチ (図66・69. 70、図版10・24)

調査区東側、 グリット 10ライン上に|幸j北方向に卜レ ンチを人れた。当 トレンチからは第1トレンチと

同様に池1の南限である掘り込みが下喝のみ検出された。 1:.場は調査区外に拡がる。

パ~I 1::.冶物は上}~・7 ・ トー !刊の :つに分け、それそ.' ;t'L 1~ 1 69に |ニj円 、 |ヌ1 70に下層と図示した。 |ヌ1 69- 1 -7はか

わらけ。1・2はlli鹿!櫨成型のかわらけ小I皿、 3-6は手担ねかわらけ小皿、 7は大田iである。8は渥美窯製品

費、 9-17は女瓦、 18・19は用途不明木製lli111、20・21は箸である。図70-1-8はかわらけ。1-3は轍憾

成型のかわらけで、糸切り部が高台状に残る。1は大皿、 2・3は小1Ulで、 3には内底部にナデ調整の痕跡

がなく、内底部に穿孔がある 。 4-8は子j~ねかわらけ 。 4 ' 5 は小[皿、 6-8は大皿。 8には内底部から外

底部にかけて穴を穿こうと した痕跡が残る。9-12は男瓦、 13は友瓦である。
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C・第3トレンチ (図66'72・73、図版10・25)

調査区東側、グリ ッ卜C-10-11の位置で東西方向にトレンチを入れた。 卜レンチの西端は第2卜レ

ンチの東壁と合流する。当 卜レンチからは池1の東限である掘り込みが確認された。池1の東限は池2・3

の東限とほぼ変わらない位置である。

出土遺物は図71-1-5がかわらけで、 1'2は脱輪成型の小llll、3・4は手担ねの小l皿、5は大皿である。

6-9は女瓦、 10は用途不明木製品である。

D.第4トレンチ (図66.72・73、図版10・25)

調査区西側、B-5-7の位置に東西方向にトレンチを入れた。当 トレンチでは池1の西限である掘り

込みが池2・3の掘り込みより西側に2.26mほど拡がった地点、から検出された。また池1の確認調査を終
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図72 第4トレンチ上層出土漬物
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図73 第4トレンチ下層出土遺物

fし、掘り下げた時点で占代と考えられる中世以前の遺構を検出した。これら中世以前の泊構は第5ト

レンチからも検出されているので、次節にて改めて記載する。

l' L'I上辿物は I_-.)習・下!凶の.つに分け、それぞれ1:><172に上府、 |χ173に下jt'?と凶示した。1:><172-1-5はか

わらけ。1-3が離職成JIヲの小皿、 4'5が手控ねの大阻である。6は|勾磁の玉縁碗、 7は縄文式土器、 8・9

は男瓦、 10-13は女瓦である。図73-1は峨t随成型のかわらけ大皿、 2は子J2ねのかわらけ大皿、 3は男

瓦、 4-6は女瓦、 7は木製腕、 8は菜箸、 9は金岡|凶Z履板芯、 10は用途不明木製品、 11は。頂部を圭頭状

に切り 出し、上面に墨痕とおぼしきものが認められるが判読不明。12は柿経と思われる木製品。上面に

1_1!l~阿弥陀_J と墨書されており、おそらくは 「南無阿弥陀仏J と』かれていたのであろう 。
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E .第5卜レンチ (図66・74、|主|版10・26)

第1 トレンチで池1の南限を、第4 トレンチで西限を確認したため、池1の南西I~~の状況を確認する為に

調査区西側IJ、グリットA-D-5-6の位置で南北方向に卜レンチを人れた。当 トレンチからは池1の南西

|判が検出された。また第卜レンチと同様、池1の確認調査を終了 し、掘り下げた時点で古代と考えられ

る巾IJl以前の迎梢を検出した。

I~~I土迫物は上層 ・ 下層の二つに分け、それぞれ図74に図示した。 図74- 1-11が上層出土迫物、 12-

18が下回出上遺物で、ある。1-5は子担ねかわ らけ小IIIl、6は龍泉窯系青磁折縁皿、7は青白磁益、 8は男

瓦、 9-11は女瓦。12は鞭艦成型のかわらけ大皿、 13は手担ねかわらけ小m、14は女瓦、 15は箸、 16は

折敷、 17は箆状木製品、 18は用途不l仰木製品、 19は留杖の玉と忠、われる木製品。

F .池 (図66、図版11)

池1

グリット :調査区中央~東側に位世し、 B-D-5-12

深さ :池2・3に削平されていたが、第3b面から深さ 140cm程で、ある。

概要:1区池2の掘り方轟込を調査していた際、掘り方壁面を観察すると、当初は中世基盤層と思われた

地府 11'に中世遺物が含まれていることが確認された。そこで第3b面の調査終了後に第1-5卜レンチを

設定して辿桝確認を実施したところ、先述したように各トレンチで池2.3より先行した迫梢で中 |立地山

を似削 した落ち込みが検出された。池1は中世基盤用!となる黒褐色粘質土より掘り込まれた辿梢であり、

て宇治跡で検出された池跡を含めた IJー1Iltill梢群の中で民・も占いものと考えられる。

この辺構は、池2・3に見られた杭や土留板といった痕跡が認められないことから木組構造をもたない

よ彫りの造作であ ったと推測される。池底は縄文H寺代の海進 ・海退期に自然形成されたと推測できる波

食台と、その上に自然堆積した海砂J脅から構成されており、海抜際高は5.5m前後で、ある。

なお、池1出上遺物については先述した各トレンチのものである。
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6. 中世以前の遺構・遺物

H区第4卜レンチ及び第5卜レンチで、検出された池1掘り方の確認調査を実施した際、明らかに中世基

盤層中と、その下に自然堆積した海砂層まで掘り込んだ中世以前に属する迫構が確認されたので、 トレ

ンチを拡張して遺構検出を行った。その結果、中世遺物を含まない古代辿桝の土城状遺構4基と満状冶

構1条を検出した(図75. 76) 。 それに伴う出土遺物は土師器、 須恵器、瓦類 (図77~86) などである 。
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図75 中世以前遺構
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A.遺構(図75-85、図版11・26-28)

遺構1:グリ ッ トB-6の位置で、検出された。西側は遺構2に削平されているが平面形状は楕円形を土

すと考えられる。規模は南北径93cm、確認面から17cmの深さを測る。掘り方は皿状を呈 しており、覆

土は暗青灰色粘質土。出土泊物は図77-1が土師器台付襲、 2は須jZ器費、 3-6は男瓦、 7.8及び図78・

79は女瓦。

遺構2: JJd構1の西側、 B-5の位置で検出された。平面形状は不整円形を呈 し、規模は東西径81cm、

!平l北径83cm、確認面から41cmの深さを測る。掘り方は鉢状を呈しており、極上は暗青灰色粘質土。出

上遺物はすべて女瓦である。

JiH再3:グリッ トD-5の位置で、検出された。西側は泊構4に削平されているが平面形状は長楕円形を

口すと考えられる。規模は南北径104cm、確認面から47cmの深さを測る。掘り方は鉢状を呈 しており、

磁土は暗青灰色粘質土。 I~I~I土遺物は図81が男瓦、図82-84が女瓦である 。
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図79 中世以前遺構1出土遺物 (3)
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~梢4 : 遺構3と同様D-5の位置で検出された。 東側はi山崎3を掘削し、西側はトレンチ外に拡がってい

る。規模は南北径137cm、深さ96cmの深さを測る。掘り方は逆台形状を呈 しており、覆土はH音青灰色

粘質土。出土泊物は図85-1-3が男瓦、 4-16が女瓦である。
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図80 中世以前遺構2出土遺物
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B .溝 (図75・76・86、図版11・28)

グ リッ トB-D-5-6の位置で検出され、南北側は調査区外に延びている。中世遺構の池1と古代の遺

構1-4の土繍状遺構によって壊されており、検出されたすべての泊構の中で一番古い。車Ih方位は意識し

ていると は考えられない。確認された規模は、長さ5cm以上、 |隔141cm、深さ75cmを測り、掘り方の断

面形状は逆台形状を呈している。覆土は褐鉄分を多く含むH音青灰色粘質土。

出土辿物は図86-1-3は男瓦、 4-15が女瓦である。
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図84 中世以前遺構3出土遺物 (4)
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第4章ま と め

ム l司の調査結果は、中世以前の奈良一平安時代頃と想定される古代の辿構 ・遺物、中世前期の 4時期

の生活面とそれに伴う遺構 ・遺物が検出された。中世は鎌倉時代を中心とした時期でしかも池や座敷飾

り的な要素の強い高級品の貿易陶磁器が多く出土しており、有力な武士階級の屋敷といった様相を窺う

ことができる。以下、本調査地点における生活面と、遺構の変遷を概観してまとめにかえたい。

古代

代の遺構は、 H区第 4・5トレンチで中世基盤層中からその下の自然堆積の海砂層に及ぶ中世W-WJ

の遺構が確認され卜レンチを拡張して調査を行った。残念ながら工事の掘削深度や調査期間の制約があ

り、これ以外は未調査である。遺構は、満や土城が検出され、それに伴って奈良時代の土師器 ・須恵器

小片と多量の古代瓦が出土した。本迎跡内において古代の遺構や巡物が発見された主な調査地点には、

約 200m南方の「御成小学校内Jでは奈良~平安時代の鎌倉郡街に比定され、同小学校に南隣する「市

社会福祉セ ンター用地」でも大型掘立柱建物跡、さらに郡街に関連した時期の遺構が]R鎌倉駅西口周辺

のピル建設に伴う調査でも検出されている。また本調査地点や東隣に位置する「千葉地追跡J(紀ノ国

用地)、今小路を挟んだ「千葉地東遺跡J(県水道局鎌倉営業所)からは 7世紀後葉から 8世紀代の瓦

類が多量に出土しおり 、寺院跡の存在も予想されている。

中世

I期=第 3a . b面

木組構造を含む 3時期の大規模な池と土城、柱穴によって構成さ れる中世基盤層上及びそれに近い生

活面の迎梢群で、ある。池は当初、基盤層を掘り込んだ素掘のものから(池 1)、第 3b面では埋立てで

規模を縮小し木杭と横板による簡易な木組土留(池 2)へと変化しており、その後に南辺の池汀線だけ

に頑丈な木組土留を施したものに作り替えている。さらに池 3にゴミを投機しながら最終的に埋め戻し

整地したのが第 3a面の時期である。搬入品からみた年代は、池 1が12世紀末葉から営為がはじまり、

池3を廃絶した13世紀中葉頃まで、池 2・3は13世紀前半期を主体とした様相がみてとれる。

H期=第 2面

掘立柱建物や礎板をもっ柱穴、火災を想像させる焦土硬化面や被熱に遭って廃棄された座敷飾様の高

級な貿易陶磁器類の磁器溜りなどにより構成される。調査区西端の掘立柱建物は 3時期の建替えがみら

れ、いずれも調査区外に延びていることは確実である。火災の痕跡からこの生活面に画期の様相も窺え

るが出土泊物の組成をみると、やはり前代から続き武家屋敷の一角とするのが妥当でろう 。搬入品から

みた年代は、常滑裂・龍泉窯系JFII花文碗 ・高閲青磁瓶子など13世紀前半までの要素をもつもの、龍泉窯

系青磁鏑蓮弁文碗や白磁口冗碗皿など13世紀中葉以降の要素を含んだ遺物もあるが、概ね13世紀後半期

を中心としている時期と捉えたい。

皿期=第 l面

前代のような掘立柱建物を伴う遺構密度はなく、弱p地業面上に土墳と浅いピットで構成され、場の

性格は詳らかでない。遺物から年代をみると、遺構の主体は13世紀後葉-14世紀前葉頃までであるが、

第 l面上の包含層に伴うものには14世紀後半まで下る古瀬戸後期の直縁大阻や縁稿11小皿も少量含まれて

いた。
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図87 中世遺構変遷図
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第 5章今小路西遺跡の花粉化石

鈴木茂(パレオ ・ラボ)

1.はじめに

鎌倉市御成町15番地に所在する今小路西追跡において行われた発掘調査で、鎌倉時代の池闘や古代と

考えられている満跡が検出された。とれら池やお奇跡内においては花粉化石が良好な状態で保存されてい

る可能性が高いと考えられ、当時の追跡周辺の古植生を検討するに当たり 豊富なデータが得られること

が予想された。 こうしたことからこれら池や満より採取された埋*1~土について花粉分析を行い、その結

果および考察を以下に示した。

2.試料と分析方法

試料は調査区北壁断面より採取された 10点(試料No.l-10)である(凶 1)。各試料について簡単

に記すと、試料No.lは褐色の植物遺体層で、その上位は植物治体が多く認められる黒~黒褐色の粘ー

である。No.2-4 (池 2・3)は黒色粘土で、土丹・片や木材小片が散在している。No.5-8 (池 1) 

はやわらかい黒色粘土で、カワラケ片、土丹片、木材片が認められる。No.9，10 (古代満)は砂が塊状

に入る黒色粘土である。

時期については出上辺物から、池 lが12世紀末-13世紀前葉、池 2・3が13世紀中集前後、古代治が平

安時代頃ではないかと考えられている。これら 10試料について以下のような手順にしたがって花粉分

析を行った。

試料(湿重約 3-5 g) を遠沈管にとり、 10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、

0.5mm目の飾にて植物遺体などを取り |徐き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%のフ ッ化水

素酸溶液を加え20分間放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整 した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)

を行い、 浮遊物を回収し、水洗する。;j<洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリ シス処瑚(無水酢酸

9 : 1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎)を行う 。水洗後、残溢にグリセリンを加え保存用とする。

検鋭はこの残漬より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施した。

7冊 一

6.50-

l:xll ぷ料採取地点付近の l二MI折l而と，J:料採取Jo;1f¥1!(・)
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事受 1 

10 

12 

学名

樹木

マキ属 PodoCiJl'puS 
モミ 属 Abies 
ツガ属 Tsuga 
マツ属複維管束琵属 Pinus subgen. Diploxylon 
7 ツ属(不明) Pinus (Unknown) 
コウヤマキ属 Sciadopi iys 
スギ Cl'ypiomecia japonica D. Don - 11 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C. 1 4 
クマシデ属ーアサダ腐 Carpinus -Osirya 3 2 

カバノキ腐 Betula - 1 
ハンノキ腐 Alnus - 2 
プナ Fagus crenaia Blume -
コナラ腐コナラ直属 Quercus subgen. Lepidobalanus - 6 
コナラ腐アカガシill!腐 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 1 5 
クリ 属 Casianea -
シイノキ属ーマテパシイ腐 Cas iiJnopsi 5 -PiJsania 2 
ニレ腐ー ケヤキ腐 Ulmus -Zelkova -
エノキ属ー ムクノキ属 Celtis-Api1ananihe - 1 
ブドウ属 Vitis 1 4 
ノブド ウ属 加 Ipelopsis 2 ー ー ー ーーー

イボタノキ腐 Ligustl'U/1I ー ー ー ー ー ー ー 1 

~本
ミク リ属 Spargani山11

ヒルム シロ腐 Pot出lIogeton
オモダカ腐 Sagi tt:Jl' ia 
イネ科 Gramineae 
カヤツリグサ科 Cyperaceae 
イボクサ腐 Aneil 印刷

クワ科 Moraceae 
サナエタデ節ーウナギツカミ節 Polygon山11sccL. Persicaria-Echinocaulon 
他のタデ腐 olher Polygonum 
アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 
スベリヒユ腐 Portulaca 
ナデシコ科 Caryophyllaceae 
コウホネ腐 Nuphar 
カラマツソウ属 Thalicir山n
他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae -
アブラナ科 Cruciferae 11 
ワレモコウ属 Sangui sorba 2 1 
他のパラ科 oLher Rosaceae 1 -
マメ科 Leg山ninosae 3 1 1 
セリ科 Umbe11iferae - 3 - 1 
シソ科 Labiatae 1 1 
ナス属 SolanulII 1 ー ー ー ー

オオバコ腐 Plan tago ， ー 1 7 3 1 16 
ヘクソカズラ属 Paedel・ia 1 2 1 - ー ー ー

ベニパナ属 Cacthalllus - ー ー ー ー ー ー l 

ヨモギ属 Ariemisia 138 95 35 16 26 15 12 1 
他のキク亜科 other Tubuliflorae 5 6 13 - 3 1 
タンポポ亜科 Liguliflorae 2 2 6 4 2 5 1 3 

シダ他物
ゼンマイ科 Osmundaceae 1 2 - - - - -
m条型胞子 MonoleLe spore 1 6 7 10 - 2 1 5 6 
三条製胞子 TrileLe spore 2 2 6 1 1 2 1 

回出 Ascacis ー 1 1 
鞭虫 Tcichuri5 1 15 5 3 10 6 2 2 
H干吸虫 Clonorci1is 2 - ー ー ー ー

樹本花粉 Arborual pol1cn 6 46 45 24 35 19 11 53 4 0 
~本花粉 Nonarboreal pollen 768 501 306 116 302 100 81 127 1 2 
シダ植物胞子 Spores 3 9 13 13 1 2 1 7 7 3 
花粉・胞子総数 Total Pollen & Spores 777 556 364 153 338 121 93 187 12 5 
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モ ミ 属

マ キ 属

シ
J

ダ
樹

草
植

木
本

物
花

花
胞

粉
粉

子

・・
=二

E
ヨ

.
 ，.
 

.
 
.

 
。

。
。

。
。。

。
ヒコ

。。
。。

.
 ，.
 

.
 ，.
 .
 ，.
 
.

 .
 • 1.

 
1.

 
。

。
ぃ
口

。。
。。

。
。
。

ド
』

。。
。

.
 ，.
 

.
 ，.
 

• 
1.

 
1.

 
.
 

.
 ，.
 

。
b
 』

。。
ド

。
。

ド
仁コ

ロ
.
 

.
 .

 
に
二
コ

出
。

。
仁コ

戸。

.
 .
 
.
 
.

 
戸コ

仁
コ

ド。
ロ

。。
h
 

。。
。

.
 

同
.
 .
 

戸
コ

。。
仁コ

口
。

仁コ

同
仁コ

tコ
』

回
.
 .
 。

仁
二
コ

b
 

。
h
 

。
。

2
 

3
 

4
 

8
 

9
 

池 2 3

- N吋 。 |

o
 

10
0克

(
.

 :
 1
 %
以
下
)

図
2

今
小

路
西

遺
跡

の
主

要
花

粉
化

石
分

布
図

(
出
現
率

は
全
花
粉

・
11包

子
総
数
を
基
数
と
し
て
百
分

率
で
算
出
し
た

)

10
0%
 

。
冨 ロ



3.分析結果

検出された花粉 ・胞子の分類群数は、樹木花粉21、草本花粉28、形態分類を含むシダ植物胞子 3の総

計52である。また図表には示していないが寄生虫卵が3分類群認められた。これら花粉 ・シダ植物胞子

の一覧を表 lに、それらの分布を図 2に示したが、 No.9 .10については得られた花粉 ・胞子数が非常に

少なく分布図として示すととができなかった。なお、分布図は全花粉 ・胞子総数を基数とした百分率で

不した。また、表および図においてハイフンで結んだ分類鮮はそれら分類群問の区別が困難なものを示

している。

検鋭の結果、草本花粉の市める割合が高く、多くは90%前後を示している。少ない樹木花粉のうちス

ギがNO.8においてやや高い出現率を示している。またアカガシ亜属も下部試料において連続して 1%

を越えている。一方コナラ属コナラ班属は中 ・上部試料において連続して検出されるようになり、マツ

属複維管束illi属(アカマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)やイチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ

利(以後ヒノキ類と 11臨す)も同械の傾向を示している。平本類ではイネ科がi詰も多く、最上部では約

77%を示している。クワ利・は下部より上部に向かい増加してNO.5では30%を越えるが、 NO.4より

位では 1%前後に急減している。ヨモギ属は10%前後の出現率を示しており、最 t部では約18%に達し

ている。水生植物のコウホネ属(抽水植物)が中 ・上部試料において検出されており、 NO.5では約

4%と花粉生産量の少ない水生柏物としては比較的高い出現率を示している。また同織の傾向が同じ水

生植物のイボクサ族(柑|水柚物)やヒルムシロ属(浮葉植物)にも認められる。さらにサナエタデ節ー

ウナギツカミ節(以後タデ類と略す)も 1:j:1・t部試料において連続して検出されている。その他、オオ

ノfコ同はNO.8で、やや高い出現率を示すなど中 ・下部試料で、連続して 1%を越え、タンポポ亜科は多く

の試料で 1%を越えている。

4.遺跡周辺の古植生

池 lは12位紀末-13世紀前菜と考えられており、この時期lの森林植生はスギを主体にツガ属やヒノキ

類を交えた針葉樹類が目立って生育していたとみられる 。 またアカガ シ亜属を ~I-I 心とした照葉樹林もみ

らオ1たであろう 。

この池 l には抽水植物のコウホネ l司が生育していたとみられ、試料NO. 5 の堆積J~~頃には多く生育して

いた可能性が考えられる。また同じ抽水植物のイボクサ属や浮葉植物のヒルムシロ属といった水生植物

も生育していたであろう 。この池周辺にはアカザ科ーヒユ利やヨモギ属、タンポポ亜科などの雑草類が

多く生育しており、その他道端雑草のオオバコ属などがみられたと推測される。またクワ科が急増して

おり、池周辺に生育していたとみられる。このクワ利としてはヤマグワなどの樹木やカナムグラなどの

草本が与えられるが、現時点ではどちらなのか、あるいは両万生育していたか等については詳しい分頒

できず不明である 。 なおイネ科が多く検 I~H されており、その多くがイネと問機の表面棋織を呈している 。

こうしたことから池に流入する本路などを通して稲作地よりイネの花粉が大量に混入したとみられ、こ

れは次の池 2・3の時期についても問機であるものの稲作が行われていた場所については不明である。

池 2・3は13山紀'1'柴l背後とィ号え られており、このH午JtIJもスギを E体とした針柴樹林やアカガシ並j品な

どの照葉樹林が依然として成立していたとみられる。またこの時期になるとニヨウマツ類の二次林も目

立つようになったと推測される。このH年期の池内にはやはりコウホネ属が生育していたと与えられるが、

ヒルムシロ属はみられなくなったと推測される。この池周辺にはこの時期もアカザ科ーヒユ科やタデ類、

ヨモギ胤などの雑草頒が生育していたが、アカザ科ーヒユ利は減少する傾向がみられ、池 1期で目立っ

たオオパコ属やタンポポ亜科も少なくなったようである。反対にヨモギ属やこのヨモギ属を除くキク亜

唱
E
ムヴ，

n，L
 



科は増加したとみられ、つる植物のへクソカズラ属もみられるようになったと推測される。

以上が今小路西遺跡における12世紀末-13世紀中葉前後の肯植生と推測されるが、そのうち森林につい

ては1持樹骨針!木花粉の占める;制与判リ合がJ非ドr，;?常'l
た古代の古植生についてはほとんど花粉化石が認められなカかミつたことカか、ら検討することができなか っ

た。その要因については不明であるが、 一因として満が無機物によって短時間に埋航されてしま ったの

ではないかと思われる。
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l-a 

3-a 

3-b 

l-b 

4-a 

4-b 

0.02mm 
6-a 

図版今小路西遺跡、の花粉化石 (scalebar : O.02mm) 
1 :スギ PLC.SS4013 NO.2 

2:コナラ属アカガシ直属 PLC.SS4014 NO.2 

3:コウホネ属 PLC.SS4016 NO.5 

4:アブラナ科 PLC.SS4015 NO.5 

5:オオバコ属 PLC.SS 4018 NO.8 

6:クワ科 PLC.SS4017 NO.5 
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表3 出土遺物観察表 (1) 

図書時 踊類 法な (a.11 1王b ./l~!王c 器尚) )，，1(形特徴 (文総和l薬 Jlfì l-. 京地 . ~完成など ) 備年 (il:!榊 ・その他)

品l かわらけ a:(8.2)cm b:(5.3)cm c:l.&m ロタロ外JJ5:糸切lil 1別ÞH\l色微砂赤色粒 (I~~ .小ィ7粒やや粗 1: 第 Illii 上級 l

品2 白磁折縁皿 lコ縁日11小Jt 191緑灰色半透明 J手l、施糊白色相良堅級 " " 飽泉~系

ι3 _"f磁給イE腕 IJ*量筒1-氏却J¥- 内!広而;lfi1I~文明緑灰色半透明白台内総JJtì (1色fI'lT!堅級 " 作 能泉銭系

8-4 極小かわらけ a:(5.0)cm b:(3.3)cm c:O.&111 ロクロ外/i5:糸切痕位色微砂・ 3母・亦也粒内針良上 " 上繍2

8-5 上i器質火鉢 円縁部-1.底部小片 輸積J走法主t燈色内l面総位ナテ'外而縦位ナデ 良好 " 土品質3

ι6 -，"i'磁 自白 Ilhl部小J¥- 外1而鈎;lfjfl'文 191総灰色半透明 j亨l、施明h白色 刷l込曜紙 " 上級5 fI[決策系

品7 かわらけ a:(7.8)cm b:(3ηcm c:3.5cl11 ロクロ外底糸切li{ ID色微砂宝母赤色粒 ・1'1剣 ・小石粒やや粗上 " 上減6

8-8 ，'i-rl総合子身 !本剖l小片 外而;lfj弁文灰II色透明 l崎両外而下位まで胞糊 II色相良堅級 " " 

ι9 !I¥拘紬天日茶碗 体部小片 9日制色 l早い施制灰白色微砂.II色般 納良上硬質 " 縦1"世

8-10 かわらけ a:(8.0)cm b:(6.0)cl11 c:1.3cl11 ロヲロ 外底糸切If.I畑色微砂 ー雲母 ・赤色粒 .n針。 t丹粒・小石粒附占 " 土成7

8-11 /r隊 碗 II*Jffil小)¥- 外而$ij;lfj弁文 11月オリ ープ灰色透明仰い胞粕 灰h色相良噌綴 " PI 飽泉黛系

8-12 17舷腕 lì*~ :lI1小J)- 外而$ij，軍弁文 灰_，I'i.色半透明厚い施紬 11)]灰白色相良堅級 " P4 飽泉$系

品13石製品硯 1m長:8.6cm残帳2.4cm厚:1.7cm 高臣官買形状逆台Wht'匝色仰 PI4

島14瀬)'級車h小日II a:{11.8)cm 灰緑色透明 内外rlb¥ffil施糊 灰h色微妙納良 |二 良好外Ihi煤Hn " P19 

品15II磁 11)じIUI 1-1縁部小片 白色半透明 U将都銀!船内包相良竪級 Ilfi部煤(.I'.u " P23 

8-16 常滑位鉢01罰 日縁部小1¥- 内l師~'H立ナ テ' 外而斜l立ハケ FI U音赤純色 砂粒・小石粒多iE " P24 

8-17 Jf磁腕 a:(12.0)cm 外而鈍雄弁文灰ff色、ド透明 内外市j)事純紬 I別灰色相良l怒級 " P25 nu五~$系

8-18 Jf磁 腕 b.(5.5)cm 無文 級制色半透明尚台位付鍔胎灰色-11~灰色相良竪級 " P26 飽泉~系

8-19 係小かわらけ a:(4.4)cm b:(3.4)cl11 c:O.&m ロクロ外JJ~糸i;lJltl t'C俗色微妙 'JjDt.，Ji;色粒 .(1針 ・小石粒やや明U: " 1'30 

ι20 かわらけ a:(7.6)叩 1b:(4.8)cl11 c:1.6cm ロクロ 外!丘糸切旺1 tli位色微砂・ 雲母，赤色粒 ・t1量|・小石粒やや制I1ニ " " 

品21極小かわらけ a:3.&m b:3.Ocm c:I.Ocm ロクロ外ほ糸切浪 ID包微砂雲母赤色粒.(1針小石粒やや粗上 ml[(jj上

8-22 かわらけ a:6.4cm b:4.7cm c:2.Ocm ロクロ 外ほ糸切旺I 位色微砂 ':3Dt. i/i、色粒.(1針 ・小1i粒やや現Jt " 

8-23 -，';磁腕 日縁部小)¥- 外l国鈎越弁文 灰緑色、ド透明 j事l、施紺l灰色相良堅級 " 飽品l昔話系

8-24 /f磁腕 b.5.4cm 外而鈎;lfj弁文灰緑色半透明 j亨l、施糊灰色料品!'程級 " 飽泉:喫系

ι25 Jf磁 折線Ull 11縁剖i小!)- 灰緑色半透明 内外!日!平い施車b灰色料良怪級 " 飽品l:駕系

8-26 -，'i磁 折緑山 仁1*8剖i小片 灰緑色半透明 内外!師!平い飽和l二次t完成のね徴主{泡あり 灰色 料良堅級 " 飽泉$系

品27 JT磁 折級IIU U縁部小J)- 灰緑色半透明 二次t完成の為将1変色灰色相良l程級 " 飽~~常系

ι28 ，'(餓 折腰Illl a:(8.6)cm 灰緑色半透明内外而!平l、施柚 二次焼成あり 灰色初段堅綴 " 他見t~系

ι29 1'1磁碗 体部小片 外商鈎Mi弁文内l面印花文白色透明内外llii施利I(1色料良堅級 " 

ι30 (1磁 lリCllU 11総IlII小!t れ色透明 11将問11;IJ治 II色相良堅級 " 

ι31 内磁 1 I)CIlll 口縁部小!t 白色透明 u行部lx!治白色納良堅級 " 

ι32 1' 1 磁'5'~ {本部小!t 11)]灰色透明内外而施利l灰色~灰茶色料品!I宝級 " 

品33 o'itl磁 的脱 必小J)- 191 ，'j'灰色透明外liii休部~天l)illll純明h 1刈 IIIH I~ IlI I>>l則的灰白色精良哩紛 " 

ι34 -，'i'A隆 締瓶 lJ小)¥- lI}h~'灰色透明内l師Wlltì 外 I飼施粕刷版h色相良堅級 " 

8-35 ，7内磁 水it b:(4.0)cl11 l引汗灰色半透明外I{!I(宇都施糊 191灰白色相良昭級 " 

ι36 il(J磁 f>子身 合わせ11*8:l11 a:(4.0)cl11 外l而縦(>1条紙l筋彫り l町内色透明 合わせI:. I(!Ï-外 l耐 I~ f立施覇11 II色 相良昭級 " 

ι37 ，'iII磁合子身 令わせ1-1縁部 a:(8.0)cm 外而蓮弁文司M~II II}I，'(色半透明 合わせ 上l師~外l踊fj，'[胞糊灰尚也納良l笠級 " 

ι38 ，'(1"1磁袋物 {本ffi.小川一 ~'ilt文のHIi り l、M、 1 9h'I色下透明内而銭!除外耐施糊内色*，H~ C明級 " 

8-39 u覇h舷 IJ緑町i小!¥ 19]緑灰色 二次焼成のぬI'l i罰 ・ 変色 I'i外商施糊 I~I灰何色 尚色。 (1色砂r~ 段上良好硬質 " 依除40-42とI，ilーか

ι40 総覇h総 !底部小J)- 時緑色~赤llJ色半透明内而胞袖二次焼成の為剥態変色191貨尚色制色砂粒良I良好硬貨 " 

品41級制鍛 JJ~部小!t 暗緑色-JJ;尚色 \t~透明 内而施袖二次焼成の為剥艦 ・ 変色 19I1'1i尚色筒色砂粒良上良好硬'I'! " 

8-42 緑紬 盤 底部小Jt 暗緑色~亦純色半透明内函施柚二次焼成のね剥自1.変色191貨尚色褐色砂粒良上良好硬貨 " 

8-43 !u相h安 体制i小J)- 1品色不透明発色J佳い内外i同胞有HJ束尚色灰色 1"1色・尚色砂粒利良上 良好艇'I'( " 

8-44 瀬J; RII茶腕 a:(12.0)c，" ~U色~灰Hl色不透明内外l師施利1 191尚!火色微砂相良 J:碩i1't
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表4 出土遺物観察表 (2)

fヰ帯号 附置1 法枇 (a.ni王b.ほi王C.総高) I&:形特徴(文総・糊来月fi1:京地 t完成など) 備考(遺構その他)

8-45 瀬l' 卸1111 .1縁部小)'，. l長&緑色不透明内外而1'1い随紬J次焼成のね(1濁以黄色徴砂相良土良好硬貨 第1ulI上

8-46 刊現い l庄内大11Il 11縁部小)'，' !ポ黄緑色、ド透明内外l師施刺nftffi!(1濁貨灰色微妙杓良土良好硬質 " 

8-47 刊現l'総輸小Il日 Ilh¥ffi!/1、)'， 以黄緑色干透明 日縁部内外I(O施紬内而刷E塗りの憾な朱IHl 民灰色精良上 Wf 硬質 " 

8-48 瀬l' 銅IUll 1I *~ffi!小片 卸11は筋状の彫り 以黄緑色半透明内外面施紬Ut1部(1濁貨阪色制良 t lHf 硬質 " 

品49』平II 1'1 長2.Ocm幅1.4cmJ事O.6cm ィ¥1I'f円形 " 

8-50 火打li 長1.lcm制 l.OcmJ亨:0.7cm J!J減かl脅きliiあり 1i!A'i質 " 

16-1 かわらけ a:(7.9)cm b:(5.3)cm c:l.6cm ロクロ外!底糸切li{ I~h\~民j色微砂 ・ :.!ì ffl:赤色粒(1針上丹粒やや粗上 !li2面悠 lハー l

16-2 かわらけ a:8.3cm b:6.7cm c:I.8c111 ロタロ 外l底糸切1J.l tot位色微妙::1母亦色粒.II針 f丹粒やや相11-. " " 

16-3 Jf磁碗 11縁部小)'， 外 1(11$高泌弁文灰緑色、ドi査 I~I J帆、施勅(1色納良l型紙 " 住2イー l

16-4 かわらけ a: 12.8c111 b:8.2cl11 c:3.4cl11 ロクロ外底糸切li{ 1~燈色微妙 3母赤色粒 ~I針小石粒やや朝11: " iJ!2イー3

16-5 ( 1磁 r1)[碗 1I *~ffi!小)， (1色芋透明円管部鍔l恰l't人あり 灰h色納良，~級 " " 

16-6 iitifl l'l鉢1m a:(26.0)cm ~;<色内外面積位ナテ， 11縁部~内面降灰砂粒(1色粒小石粒少51 " " 

lι7 銅$~ Q米通ir ~じ*銭 ~)JWip l 038年 " " 

16-8 かわらけ a:(12.0)cm b:(8ηcmc:2.9c111 ロクロ外Il~糸切1良俗色微妙・ 3母・，か色料. (1針よ丹粒やや祖H " ll!2ロー2

lι9 リl瓦(Jt瓦) 筒部lfl8.2cm ，'，'Jlj祖縄日日jJき後、 l寄りil'il- 1川l面市目線 灰拘色 砂fit...!j母 ー黒色位・小l:iU組上 " 主~3 イー 3

16-10 かわらけ a:(8.2)cl11 b:(6.0)cl11 c:l.5cm ロクロ外底糸切f良質駁色微砂 ・ 3母赤色ぬ (I~ .小石段-上m立 相11: .， ill3ロー2

16-11 ( 1磁 11)[11Il 11.~ffl!小"，. I~II火色不透明 miffi!~胎 I~I灰色料段階級 " " 

16-12 かわらけ a:(7.5)cl11 b:(5.6)cl11 c:1.4cl11 ロクロ外l底糸1;1)1良賞際色微砂・'.ft.llt 赤色粒 内幸|小行粒 粗|戸 " |二城l 

lι13 ( 1磁水n 1M!径II.OcI111111従1.2cI11 水l'f色透明 外面施紬 て次焼J此のね糊築1'11街 ( 1色相良型級 " " 

lι14 百lift 1草 Wi}制2.8c111 内外而繍位ナデ内面隊位刷t日彼自白赤補色 II.l-外l面降灰灰色砂粒小Gf(l多r.t " " 

16-15 常消費 il{i}幅2.8c01 内外面憐位ナヂ内面横位刷tnl良時赤何色口縁部胴f2I降灰灰色砂粒小611多目t " " 

16-IE かわらけ a:(l1.6)c01 b:(6.8)cl11 c:3.2c01 ロクロ 外股糸切線 I~H~尚色微砂 ']1 1華・亦色*~ . (1針・小石杓担1t " 1:峨3

16-17 1: 出~'î't 火鉢 11縁部一体部小" 内外IflIt曲i立ナデ以色砂粒・ '1m 見!色粒(1色粒小石粒相J1:良好 " " 

16-18 かわらIt a:(l2.0)cl11 b:(7.I)cl11 c:3.4cl11 ロヲロ外~!糸切痕隠色徴砂食時 11'色fi. Iljt小lif(lやや岡上内底部11-孔晶り " u噴4

lι19 かわらけ a: (l3.0)CI11 b: (7.6)叩】 c:3.5c111 ロヲロ 外li~糸切liÎ 燈色微砂 '，2 llt .赤色料-小行純明l上 " " 

lι20 II般 117じ1111 11縁告s-体部)， ベリ11しの印花文 Il将部係!的 (1色透明 1'1色 相良堅級 " " 

16-21 ，'HI磁災物 刷部lf(4.4)c01 本!?色不透明 外IUI純利l二次焼成のね制疲れ滋l (1 色料良，~き級 " 1:峨5

16-22 ，'í'( 1磁~~物 I宇部l小"，. 水，，;.0.不透明 外而純利j'~次t完成のね納~(I ì鈎 1'1 色相良竪鰍 .， 
" 

16-23 編小かわらけ a:(4.0)c01 b:(3.2)cm c:1.4cm ロクロ外底糸切痕恒色微妙 3母 赤 色 粒 (1針 良 t コースタ-1¥1i " 上I噴6

16-24 かわらIt a:(8.2)c01 b:(4.2)c01 c:1.4cl11 ロクロ外底糸切痕 19H定位j色微妙・ ~I苦ぷ色粒-小 li粒組上 " " 

16-25 かわらけ a:(8.4)c01 b:(6.0)c01 c:1.7cl11 ロクロ外!広糸切痕策特2色微砂 ~I華亦色粒1'1針上丹粒相lt. " " 

16-26 かわらけ a:(7.6)c01 b:(6.6)cm c:l.6c111 ロヲロ外l底糸切線 l~ !(1色微砂 ・ 'l1 liJ 赤色粒 ÎI針 仁丹粒制 1: " " 

lι27 かわらけ a: (l1.8)cl11 b: (7.4)c01 c:3.5cm ロクロ外!広糸切IH 燈色微妙 '111号 ，A'色粒 I:J't粒粗| " " 

lι28 かわらけ a:(l2.0)cl11 b:(7.2)c01 c:3.4c01 ロヲロ外li~糸切痕白色微砂主母赤色，~. l:J't粒事I上 " " 

16-29 かわらけ a:(l2.8)cm b:(7.8)cm ι3.6c111 ロクロ外l白糸切線 I ~I 占HU色微妙 ・ ':3 1号・ 5、色粒・ 1..丹粒 担l.t " " 

16-30 Jt磁碗 11縁部小" 外 I(，j鋪M!弁文深緑色~I~I つゃあり 徴主{i'o!1やゃあり 以色料段門医級 " h 飽泉:名系

16-31 !?磁折縁日11 11縁部)'，. 灰緑色半透明 :次t完成のね粕犠打濁 失透灰色料良堅級 " 作 飽泉:銀系

lι32 1.f磁 tlf*llllll Ilb¥i';f1小" 外l而鋪泊弁文 灰緑色-!';霊1111一部紬都(1濁尖i韮 11m兵色~阪信色 制j辺町級 " 他泉気系

16-33 ，'i( 1総本it: 体部小'i. 水色半透明 外語i~粕内 I&j銭胎(1色精良時級 J巴下部分か " " 

lι34 常滑う理 3:(50.0)叩 1b:(21.0)cm c・(72.6)c01 赤尚色円縁部-h 1IlI1降灰灰尚色砂粒 (I@粒小石粒多iz " " 

17.35 I:?m 火鉢 11鋭部-II~河1)'， 此抱色内外fói横位ナデ外f'lITfな指日IÚIU 底部離れ砂砂，~ • ::1 1せ赤色~ 小(jN11I1:Wf " 
.， 

17.36 消イi製鍋 II .~剖1) '， ' "*~部 外ifu体調lの}問lノミ状 CUのlAl工浪、外品if宇部の-ffllにヘラKU!のIJIUF! " " 

17.37 if1ィi製鮒 a:(l5.8)cl11 b:(l2.8)c01 c:5.4CIT 11将部 ;，):111を削り、 li:tl'の錨leにしている " 
.， 

17お 持1小かわらけ a:5.1c01 b:3.9c01 c: I.Ocm ロクロ外h~糸切線黄信色微妙 ・ ';3 1母 ，n'色粒やや担l上 .， 上横7
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表5 出土遺物観察表 (3)

凶番号 師茸i 法j;l(a.1 Ii'i¥b.li:l:iic総品) l主形特徴(文総利l薬!治 t 京地 t完成など) 附与 (l自m.その他)

17・39かわらけ a:7.&m b:6.6cm ιl.6cm ロクロ外l広糸切浪位色微妙 笠母-赤色粒 .II針小イi粒ややml二 ~2lfií 上品質7

17-40 かわらけ a:(8.0)cm b:(5.3)cm c:1.5cm ロクロ外l底糸切痕燈色微砂 雲母-赤色粒白針小石粒やや相It " " 

17-41 かわらけ a:8.4cm b:5.2cl11 C: 1.9cm ロクロ外l広糸切1M I ~H'~位j色微妙 雲母 ÎI ~I やや粗|二 " " 

17-42 かわらけ a:(8.3)cm b:(5.6)cm c:l.&m ロクロ外l広糸切li-l :(，占有2色微妙 'Jl母赤色粒 II針小石粒やや粗 |戸 " " 

17-43 かわらけ a:(12.8)cm b:(7.0)cl11 c:3.Ocm ロヲロ 外li'\:糸切1~1 燈色微砂 雲母赤色粒 向針 - 小イゴ粒拒l土 " 
， 

17-44 かわらけ a:(l3.4)cm b:(8.5)cl11 c:3.5cm ロクロ 外政糸切li~ 俗色微妙 '2 1せ赤色粒 |ιl針。 小石粒やや紅l上 " " 

17-45 かわらけ a:(l3.8)cm b:(8.5)cm c:3.lcm ロ クロ外ほ糸切痕黄信色微妙 ・ '~ Il} • み色粒 ・ ÎI量1" 小石粒やや制i土 " " 

17-46 1'1磁 IIJCIUl a:(8.6)cm b.(6.0)cm c.2.6cm 内而に周回する沈線あり 灰色透明円将部外l底而~~ I胞内色やや堅級 " " 

17-47 l'i'l'1磁 抑瓶 日制iI'，' 外而{本部にtJ:ft文 !?色1土透明 内外部施tlh 灰白色和五!'1l級 砂 上機8

17-48 lof亡l磁締出i 胴剤l片 外商体部にu丹文 )!?色、ド透明 内外面施利I1:ぷ白色相良堅級 " " 

17-49 ，'III磁 締出i b (9のCI11 外lfiiF位と尚f'i境に二ill抗;栃i外而HJ'r文 本色下透明 内外而j胞利l相良l宅級 " 
を，

17-50 ， 'i l~1 磁 怖瓶 il:l1i王 1.4c01 1勾i壬0.5crn ，'j'(!!半透明内外lfii胞覇h灰内色相良!笠級 " " 

17-51 かわらけ a:(7.4)c01 b:(5.0)crn c:1.5cl11 ロクロ 外ll5糸切1良位色微砂 ・雲母・赤色粧 ・白針 |ニ 1'1-粒 良 I~ i二機11

17-52 かわらけ a:7.6crn b:5.7c01 c:1.4cl11 ロクロ 外!ぽ糸切IH t，~隠色 微砂 ・ヨill}. ，A<色粒 .ÎI ~d' f込上 " " 

17-53 かわらけ a:(7.7)cl11 b:(5.4)c01 c:1.7cI11 ロクロ 外ほ糸切J良質位色微砂 11母占:色粒 ・II針良上 " " 

17-54 かわらけ a:(7.8)cl11 b:(5.8)cl11 c:1.7cl11 ロヲロ外J底糸切IJ'.!民俗色微砂 雲母白針-小石粒やや粗 1:- " " 

17-55 かわらけ a:(l2.2)印 1b:(8.4)crn c:2.5cm ロタロ 外li5:糸切1I:! &位色微砂 ・3母，亦色粒 ーII量1-l込上 " " 

17-56 鉄事1 残I是:10.lc01 帆0.5c01 戸If.r " " 

17-57 かわらけ a:7.1cm b:5.5cm c:1.7c01 ロ ク ロ外II~糸切IH H}J.D~鈎色微l沙亦色粒. (1針小'1i粒 lニj守粒 担11二 lニ嫌12

17-58 かわらけ a:(7.7)cl11 b:(5.8)cl11 c:I.6c01 ロクロ外!広糸切IH I ~ I 煎紘j色微妙 . ，}í，色粒 ÎI量1" 1ニ)'f粒や'(':fjl上 " " 

17-59 かわらけ a:7.7c01 b:5.7cm c:1.7cm ロクロ外底糸切痕 I~H'~褐色微妙 . II針小石粒 上j、f粒 朝l上 " 
.， 

17-60 かわらけ a:8.Oc01 b:5.lcrn c:2.0cm ロヲロ 外低糸切IU 1~1ì'l(尚色微砂赤色粒 ÎI針 1.:1'1-粒ややm1:: LI縁部注rI晶旬 " " 

17-61 かわらけ a:(I 1.3)cm b:(7.4)cm c:3.2c01 ロクロ外底糸切IJ'.! i'~位色微妙亦色粒 .(1告|上J't粒ややru lニ " " 

17-62 かわらけ a:(11.7)cl11 b:(7.4)cl11 c:3.4cm ロクロ 外底糸口j泌黄信色微砂 ・赤色粧 ・n針・小石粒 ・iニI'r粒 担l上 " " 

17-63 ( 1磁 腕 1I縁部小1'，' 外而1-¥'切彫り II色透明 1I将河í~~lltì 灰II色相良恒級 " " 

18-1 l'f磁 腕 a:(9.9)cm 外而鋪illi弁x. 灰緑色不透明 内外而j平いñi!!粕 I~l灰白色納ß堅級 か舷総211り飽~~窯系

18-2 JI磁 腕 a:(l6.2)ミ 外1('1鈎;ili弁文 明以緑色不透明内外l偏I?-い純明h191/:反(1色料良腎級 " 
， 能}R?告系

18-3 11(1滋 l碗 a:(l2.8)口11b:3.&m c:5.4cm 11縁は6弁の輸花か lリlJ:長緑色半透明 /'::;f'iW，t銭!治 灰1'1色料良幣級 " " 他泉:紫系

18-4 ff磁 腕 il縁部小!十 内l耐条紙!内に釧花文 灰緑色半透明 内外l印刷、施覇h灰II色納良堅級 " " 能見!~系

18-5 Ji磁 碗 a:(I 1.0)CI11 b:2.&111 c:4.lcm 内IfIíI l ~t :1lí を周1"1する条線内釧 IE文 191灰，Ij'色半透明 ~'5台問、i 内館胎 h色 制f!堅級 " " 能見l:銭系

18-6 Jj磁 l碗 a:IO.&111 b:5.4cm c:3.5cm !底IAJを周回するおt踊u刈に創花文 灰緑色不透明 l̂i外l師j府、施利l灰白色 相良堅級 " " 能見~~系

18-7 lY磁 折ttllll a:21.4c01 b:8.&m c:5.Ocm 内li.S:lfu2段の沈線 lJJ(¥文のIUif.t1別総灰色不透明 高flW.t践l拾 l列灰色納良堅納 " " 能泉:劣系

18-8 ff綴 i/r縁日目 11縁部小川必 外而$1m弁文 灰緑色不透明内外l師!平い施車hl:t人あり 以(1色制段位級 " " 純泉~系

11与9 lt 磁 油会~t~ II5:if:8.4crn 胴同Hil.kii:15.Oc01 外1m鈎i自治、文 l州議灰色不透明 高台11 f，t~1治 191灰白色 料i込堅級 " 今小路ゆ90参与

18-10 1'1磁 II)CllIl 1 I *~ . /I~ ffl ín- b:(5.0)cl11 I AJI (jjJlJ!þjl ~11花文 II色透明 1-1将河iv'illh'i ;:~台1:( f ，t俗l治か I~I色相良略級 " " i正徳鎖窯か

18・11内磁 水il: 11ft郁~底部破片 厳 イtの型炉jI印花文瓜'I!iか向色半透明内外而iWい純明h(1色有i良l堅鰍 " " 

18-12 iT白織 防出i a:(3.6)cl11 .-1<i'i'@，半透明 二次t完成の為一部白濁灰白色料良堅級 " " 

18-13 ，'i'II磁 的地i (本部-/iG'.liI破片 外而櫛揃渦巻文 .1<i'i'色半透明 l内而体問ii事め 外面iやや厚い胞軸 I~II:火 (1 色 制良堅級 " ゅ 今小路1990参与

18-14 ，'itl磁 締出i 円縁部~訂間l小I¥' 3本の欄t~渦巻文外国水)'j'色内部灰色半透明 内外而施粕 IYI灰内色料良堅級 " " 

18-15 !?白磁 初版 íïlfflí小I~- 6条の櫛品目文水1!?色透明 内面縛め 外l師ややI'l-l、飽和11別灰白色料良堅級 " " 

18-16 ， ' í'!' 1 磁 r.:~fî カ 11縁部小片 外I耐2条の 11111i~ 六色不透明 内外面施利l一部鍔Ilfi 向色相良階級 " か 図18-17と|言lーか

18-17 月下|磁 器t台カ 1本部片 外而陰陽主'1のレ リー 7 -)I{色不透明 内外而施利 (:1也利良型級 " " 

18-18 ，'i( 1磁 Ii:即i 体問1-/15:部1'，- .-1<-，'i'色半透明 白台内旅)胎利l薬の傾きlfJ(り Iり11:天内色相良l電線 ん， " 

18-19 I守州~ 腕 a:(16.8)cl11 b:(5.2)cm c:6.2cl11 員j色 内l師~外I而ドl立l亨い胞覇11 外l師覇hダレ(11鈎 l拘灰色 f，'1良l楚級 " " 
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表6 出土遺物観察表 (4)

F~ 醤 I} 締官i 法益 (alliib.IJ~f王c 日*刈) j皮J杉特徴(文級車h柴 .，治土井;地 t完成など) (~ú 巧()自榊その他)

18-20 総利l盤 11縁部-IJ~mí破) '，占 緑色-Ni尚色外tlúli~1部倒的一部鋭化以黄褐色亦尚色粒 ÎI色1~ . !)，¥色粒やや刷 t良好硬貨 fil21uI 磁if.-iifllり

18-21 総利l盤 体部-1底部}， 底部筋彫り条線緑色~茶尚也灰tli筒色赤褐色粒・白色粒・ f~U色粒やや粗土良H 硬質 " ゅ図l品加~勾と同ーか

lι22 総糊盤 底部小1;' 赤絢色外而í'l胎一次焼成のぬか荒れる黄信色赤尚色~.向色1~ ・!，(\色 1ï やや組上良好硬質 " " 

18-23 品~~I 総 底部小11 品、制色外曲i館胎二次焼成のぬか荒れる黄隠色赤尚色粒 白色村立!色粒やや粗土良好硬貨 ，、
" 

18-24 IIかわらけ b:(5.6)cm ロクロ外IJ~糸切浪 1~1灰白色微砂相良 t ，ゆ
" 

18-25 イi製品似 残l占12.&111帳8.4cl11 灰fU色-11官以色 凝灰~If tt τ次t完成のね泊l庫t剛を.hく加[したJ14!産税 " " 

18-26 行製品 pJ，¥ 小J¥- 灰赤紫色 凝灰~'，"1'1 lJll)雌片(二次t完成の彬縛か) " " 

18-27 Hfi 1，(¥ 長:2.0cl11帆:1.6cm1平:0.5cm 不重量 1[)Jf~ 凝灰~\ltf " " 

18-28 鉄宮I 残JA:8.Ocm帳:O.6cmJ早0.5c111 戸I ~T " " 

18-29 鉄釘 残長5.Ocm'隔O.6cm}平O.5cm 角釘 " " 

18-30 3制$~ 元符通貨 ~t宋j~ 初WI年1098年 " " 

18-31 銅$~ 1m元通貨 Im~ 初~Ji年621年 " " 

18-32 銅$~ 成平元~ 北京$~ 初鈎1J'.99811'- " " 

19-33 1:5Ilfh'i磁怖脱 a:(I1.2)cm b:(I7.0)cm c:50.Ocm 牡丹 '.2tfl文をl
L
l• J，Uで象i伝 -，'(1床の強い灰緑色内外I(，Î施制l 灰色利五!~紛 " か 千築地1982参与

2().1 1.7磁碗 b:(5.2)cm 外l耐9高見直弁文 H古紙灰色 必台位fHA胎灰色納良!宝級 第21面 P2

2()'2 ，'i'( 1磁議 a:(3.4)cm絵符:1.6cm 水色半透明 内外l師施糊 I~H天h色料良堅級 " P5 

2ι3 ~t8lí系山茶碗 尚台後 (4.6)cm ロクロ外IJ~糸切泌 IIM ，J 尚台尚台8Ií粉)l11H 灰色微妙料j込 t 軟質 " P7 

2().4 上総質火鉢 1-1縁部片 赤尚色~燈色紗粒 ・白色粒・小石粒粗土良好|勾而煤Hu " " 

2ι5 かわらけ a: (l3.2)cm b: (8.6)cm c:3.2cm ロヲロ外h~糸切線信色微砂主母赤色粒 ÎI告| 良 | " Pll 

2()'6 』キイi比l 長I.&m幅 1.5cmI'1-:0.6c111 附ドl形 " " 

2Cト7かわらけ a:(7.4)cm b:(5.4)cm c:l.&m ロクロ外II~糸切痕茂信色微砂 ・ 雲母 ・ ÎI針やや相l土 " P 12 

2().8 かわらけ a:(I 1.8)cm b:(6.2)cm c:3.5cm ロクロ外II~糸切浪隠色微砂安時赤色粒 ( 1針 Uf粒やや明l 上 " " 

2ι9 1明治県鉢u:額 J底部11 内l函!'tfE 外uLI下位ヘラ円1)り 赤祇j色砂粒 -小石粒長イi粒少量 " '〆

2Cト10かわらけ a:8.3cm b:5.9cm c: 1.9cm ロクロ 外l底糸切痕 IIJl:t電位j色微妙 '1t母赤色粒(1針 やや粗土 a P13 

2()'11 1.7磁折綜鉢 a:(35.0)cl11 b:(20.7)cm c:(8.3)cm 内政1面2本のix紙1・外1(II鏑lllift'文灰緑色不透明尚fll'H，t餓肝i191灰色制良竪級 " P14 飽泉窯系

2ι12 かわらけ a:7.9cm b:5.3cm c:l.&m ロクロ外I必糸切Ii'i 1I1燈色 微妙~母赤色粒 ÎI針 ・ 二iニJif粒程l土 " P16 

2()'13 極小かわらけ a:(4.3)cm b:(3.4)cm c:O.&m ロクロ外!広糸切IH tlim色微妙';31暗.，}f;、色蛇小イ1約やや現11: " 1'19 

2()'14 lititl I'~鉢 I lIi 11*).18111'， 内外i耐櫛位ナデぷl飼T.Ie色灰色砂粒 ・臼色粒や宇多は " 
.， 

2()'15 銅$i 元祐通~ ~t末銭 m鈎年108611'- " P20 

2ι16 かわらけ a:7.6cm b:5.&m c:l.&m ロクロ外IJ~糸切{良賞燈色微砂・ ~母 • .Jj，色粒 ・(1世1・tJ'f粒祖l上 " 1'21 

2ι17 (1般 1IJ[1II1 11縁部-f本部片 内i日型抑しm文印IE文外而 l 条の凸4i~が周凪白色透191 116部銭胎白色精良竪級 " 1'25 

2()'18 !.d{(、j'.J，[) l亨2.2cm I'!.I ~耐布 U Ii! ，"，而縦III1PIJ'，!灰色 砂粒Il色粒日i色粒伊や柄l上 限!質 " P28 

2()'19 かわらけ a:(7.4)cm b:(4.8)cl11 c:l.&m ロクロ 外!氏糸切必 tli燈色微砂 ・2母亦色粒 II$十 やや粗上 " 1'29 

2().20 かわらけ a:(8.2)cm b:(6.5)cm c:l.5cm ロクロ外低糸切痕策燈色微砂宮母赤色粒 II針小{I粒上丹粒粗上 " " 

2ι21 火打{i 残長。2.&m幅:2.4cmI'/-: 1.2cm IIJlt立h色チャート " P34 

2()'22 瀬};腕 a:(l5.2)cm b:(5.0)cm 賞以緑色干透明外而f'f立~高台内I'J胎内低楯ややl事い随袖 IJ)fJi尚色微妙制良上良好 " 1'39 

2()'23 .，'f磁 碗 11縁部小川 外面鏡漣弁;i( 灰;'!緑色不透明 内外iIiil平い施紬灰貨祉j色:ftH込昭級 " P43 能泉窯系

2()'24 '，'i( 1悠合(，4 合わせ1Iht8li a:(7.9)cl11 相羽I1通弁文水色半透明 介わせ"*).1部外1mFf立抗日I!f; l' 10. f，'Jf込 I'I~級 " " 

2()'25 Wuii1r r.n鉢 l本部一!広間il¥' l内 l耐 6 本の粂線内IßîI't ~t 外l面償l立ナデ茶A、色灰色亦色fv ・1' 1色蛇良 t 良好 " " 

2Cト26常itl r~鉢 1 m a:(15.0)cm 内外面機{立ナデ 11将部~内而降灰灰色 砂粒 1'1色粒 ー小石粒やや1651 " P44 

2()'27 剣$~ !興市Jel空 北米銭抑J$JIlf.I068fj'. " 1'45 

2()'28 かわらけ a:(l3.2)cm b:(7.3)cm c:2.9cm ロクロ外!底糸切痕燈色微妙 ・2母・赤色粒 ・il針良上1;fJ列肌 " P46 

2ι29 fU執lJ獲 体部小川一 内面l椀位ナデ烈灰色不透明外商施徹内而;事l、施軸か煎灰拘色良上 rwやや堅級 " " 

2ι30 II隠 1-I}CIIIl 11縁部小J¥- 内I!耐1ft文? I-I色半透明 IJ経郁鍔胎 II色相良階級 " P47 
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表7 出土遺物観察表 (5)

関ー番号 樋宮1 法i，t(a.U径b.JJ'Sf王C.器1m j此形特徴(文級事k~集 . Jlf， 1:.ボ地 t完成など) 備与 {)自構その他)

2Cト31瀬戸折腰UlI a:(9.2)cl11 内外uu様位ナデ 施利l灰オリープ色下透明微妙向色粒良 1:良好 " P47 

20-32 瓦器碗 "縁lJIl小片 内部被位の11昔文1.<.而1，¥1色灰白色 微砂 i込上It*付着 " " 繍1語系

2Cト33かわらけ a:(8.0)cl11 b:(6.l)cl11 c:l.5cm ロタロ外低糸口H良般色微妙 '21せ赤色粒(，針上J't粒ぞやffil:. " P48 

2Cト34かわらけ a:(8.0)cl11 b:(5.7)cm c:1.5cm ロクロ外低糸切泌 '91民世j色微砂 ・'21母 (1針 小.[j粒 仁川ぬやや柄LI: " " 

2Cト35iT白磁 ，j<注 rl:ll部小片 ' ~I ;';灰色半透明 内外国施粕 二次t完成のぬ車ú~nì濁 明灰h色相良幣級 " P54 

2ι36 瀬戸天11茶碗 l本市l小片 ~(\灰色外而 F位í'll治 二次t完成のね変色 ( 1以:色徴砂相良上良好 " P55 

20-37 ??磁折総UlI /.~台fi:(8. 0)c l11 時緑色 内外而仰い施利{ ，f5台下位~Jtf:， 灰( ， 色相良堅級J.i!~f " pω 

20-38 かわらけ a:8.3cm b:6.7cm c:l.&m ロクロ 外l丘糸切炭 ÞH在色微砂 ~母赤色粒 h告| 仁丹粒やや担11:. " P66 

20-39 かわらけ a:(8.0)c01 b:(6.J)cl11 c:(1.9)cl11 ロクロ外JJ'S糸 I;JJli~ ，リIl，Hl.l色微妙 雲母・(-1金|・ 小イ7粒 ・上J'f粒車l上 " か 砂1'iかわらけ

20-40 瀬戸洗 ilHffll小片 外面周回する 2本の沈線 '91灰緑色透明 rH1:'l1-外面施紬灰白色純良土硬質良好 " P71 

2ι41 瀬戸折縁IUl b:(6.5)c01 l別総灰色透明外耐下位~>lJ始灰1'" 1色微砂(1色粒!品色粒 料i込t " P72 

2ι42 かわらけ a:(5.0)cl11 b:(3.8)cl11 c:I.&111 ロクロ外!広糸切IH 燈色微砂雲Ilt.n針 i込上 " P76 

2ι43 石製品 TJl 残長:5.9cm'幅3.&111)平1.3cm l是方税 1.<.，flj剥|雌 " P79 

20-44 かわらけ a:(l2.3)cm b:(8.2)cm c:2.9cl11 ロクロ外l底糸切{良 ru色微砂赤色粒 II針上丹粒良 1:. H'引II[ " ~ 3 イー l

20-45 かわらけ a:(7.4)c01 b:(5.5)c01 c:1.4c01 ロクロ外J底糸切lH 位色微砂雲母-赤色粒白針-小千i粒やや制 1: " P86 

20-46 かわらけ a:(7.9)印 1b:(5.3)cl11 c:l.6co1 ロクロ 外!底糸切lH IIJH在褐色微砂 '2f珪赤色粒向針 上丹粒やや明l土 " " 

2ι47 JJ磁 IlIl a:(8.6)cl11 灰色透明灰色刷良昭級 " " liil'.t<'黛系

20-48 1Y隊腕 "縁部小/¥" 外， (Íf~自注:fJ、文 !火緑色半透明 内外l耐!平l、施明"灰白色相良堅紛 " 1' 89 龍~~系

2ι49 北部系山ぷ腕 ，i，1fil王(5.6)cl11 191灰1'"1色内面i降灰尚f?部籾銭高! 191灰h色微妙内色粒 m色fY: M良1:硬貨 " " 他~~系

20-50 かわらけ a:13.2cm b・8.7cl11c:3.3cm ロクロ外底糸切li~ 位色微妙 3母赤色粒 ( I $t 小石段 tJ't粒粗 t 込H " P90 

2ι51 91瓦(丸瓦) 筒部H王13.3cl11 /'/.:2.1c111 ハ而縦横位ナデ j'~Îf，j .{fj目 IH 赤制色砂粒 h色粒小石粒 粗上良好硬貨 " P91 

20-52 k瓦('Ji-J{) J平3.7c01 j'BîfÍ!布目 ・ 街頭li~ ハ而平行条線IIJl fl1H 尚灰色砂利 ・1，¥¥色fi.小石粒制上 lW 硬質 " " 

21・lかわらけ a:(3.8)c01 b:(3.0)cm c:0.7cl11 ロヲロ外!氏糸切lH 燈色微妙']11華 A、色粒 ・|コ針良 |占 首¥2而t

21・2かわらけ a:(5.2)c01 b:(4.0)cm c:1.9cl11 ロクロ外!氏糸切痕償色微砂雲母 .II$I やや粗t " 

21-3 かわらけ a:7.4cl11 b:5.OcI11 c:I.6c111 ロジロ外!広糸切1良I¥!色微砂・'1m.!'，針小口粒やや担l上 " 

21-4 かわらけ a:(7めco1b:(5.2)c01 c:1.9cl11 ロクロ外l必糸切l良位@微砂笠母 .II針-小石粒やや柄l土 " 

21-5 かわらけ a:7.6c111 b:5.OcI11 c:l.&111 ロヲロ外l必糸切U括償色微砂雲母赤色粒 1"針小石粒やや柄l上 " 

2ト6かわらけ a:8.6c111 b:6.3cm ιI.6c01 ロ タロ 外!広糸切{良俗色微砂・ '~m 赤色粒 ÎI針やや相 1: " 

21-7 かわらけ a:7.5cm b:5.3c01 c: l.6cm ロクロ 外Jf~糸切炭位色微砂 21母赤色粒白針-小石粒 相1 1: " 

21-8 かわらけ a白(9.0)cmb:(6.4)cm c:1.6cm ロタロ 外!丘糸切炭 19H氏側色微砂・ '2f!t良 t " 

21-9 かわらけ a:(8.1)cm b:(5.0)cm c:1.9cl11 ロクロ外政糸切lH 燈色微砂':3母 II量|亦色粒やや担l上 " 

21-10 かわらけ a:(8.0)con b:(5ηCI11 c:1.3cm ロクロ外底糸切浪 tl~位色微砂 ・ ']!， I吐 ( 1針良 l二 " 

21-11 かわらけ a: 12.1 cm b:8.Oc01 c:2.&01 ロクロ外的糸I;JJI良俗色徴砂・ 3母・1'"1針 I:!'f粧 やや抗1.1:. " 

21-12 かわらけ a:(l2.6)cl11 b:7.5cm c:3.3cm ロクロ 外底糸切1!1 !~位色微砂~母-赤色粒・白針-小石粒上丹粒粗上 " 

21-13 かわらけ a:(13.0)cl11 b:7.Oc01 c:3.3c01 ロクロ外IJ~糸f;lJ 1J1 ru色微砂・ 3母赤色粒 ・II針・小石粒 ・1:1'1-粒 明1上 " 

21-14 かわらけ a:(13.4)cl11 b:(9.3)cl11 c:3.&111 ロクロ外!ま糸切lH I¥!色微砂 ・3母ぷ色粒 ・II針やや担l上 " 

21-15 ??磁碗 a:(9.0)cm 外而鋭漣弁文 H骨灰緑色半透明 !平l、施柄" 灰色 料良堅級 " 飽品1$系

21・16Jf磁端以前 11縁日s小川 外而鋪雄弁文!疋-，'J色不透明厚い施利l二次焼成のぬ!'li鉛灰色刷五!''I!.*自 " 自li}It駕系

21-17 -，'i磁碗 !広剖l小片 外i両鏑:;;J!向、文灰黄緑色不透明 厚い施紬 flfHll胎 J't入あり 白濁 l阿灰色制lミ竪級 " nn泉~系

21-18 l'J儲腕 a:{l1.8)cm b:(6.0)cm c:(4.2)cl11 外，fi1鋪O!弁文深緑色、F透明!平い胞粕1'H中鈴!治 h濁 灰色料良昭級 " flli五!~系

21-19 ff磁腕 a:(13.8)c01 外l耐鈎雄弁文!ポ緑色、ド透 I~I I辛い胞利 口人あり 灰色相良堅級 " nil~~系

21-20 -，';磁腕 a:(13.0)cl11 外面鋭iill肉、文灰緑色、F透明 JY-¥、施覇" つゃあり 灰白色精良堅級 " ft[jjn~系

21-21 -，'j"磁碗 11 *~ ffll小Jt 外i7ii鎖雄弁文!パ緑色半透明 J引、純明11 つゃあり 灰II色干i'lJ.i!t宝級 " 飽~~系

21-22 !?磁碗 {本部下位Jt 外uu$高雄弁文オリープ以色、ド透明内外Ifti施紬気泡あり 以色約五!~級 ，_ 飽品l:気系
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表8 出土遺物観察表 (6)

図書号 関額 itlt1 {a.r 1任b.@j_重c総高) J;Jt形特徴(文総紬薬・胎 1'.京地 t完成など) 備考 (iftf持・その他)

21.23 !?磁自主 b:{5.0)cm |勾I(II脱出s沈線灰緑色半透明 J'l-い施粕荷台内.1'!( ・t1Æ I治 I~I灰色相良明級 ;n 2 lfii上飽J誕百E系

21・24!?磁鉢 a:(l2.0)cm 外l而鋪;lli弁文灰)'i色不透明 j府、施糊 Ili濁 I~II;民 ÎI@ M良昭級 " 飽泉~系

21.25 JI磁 IIIl b:(l2.0)cm |勾 1(li印刻l;lli弁文灰緑色不透明厚い施紬 nfH'~I胎以白色利五l階級 " 能品u駕系

21.26 Ji磁折紙1111 1 1 *~ :1f1小I\' l火緑色半透明 ややJ早l、施明hつゃあり J虫色納良l笹級 " 他~~~系

21.27 Jf隊折hHlIl Il総高s小I¥' H音j火緑色不透明 J早い結納つゃあり 灰色精良!宝級 " 能見~~系

21.28 !?磁折*~ lI ll ))*~自ß小It 灰緑色半透明!辛い随紬つゃあり 灰色納良昭級 " 自E泉~系

21.29 !?磁折綬鉢 a:(8.5)cl11 反緑色半透明厚い施紬徴主¥y包灰色相良竪級 " 飽泉~系

21.30 !?磁 jfr腰鉢 11縁部小It 以lT色不透明厚い施紬 Ili萄灰色精良堅級 " 飽泉百E系

21.31 J7磁折腰外 a:(4.0)cl11 以，'1色不透明 !早い随紬 nf.t~11佑(li罰 則以内色納段階級 " 自I泉~系

21.32 ff磁 天IIh a:8.Ocm I~I灰緑色下透明厚い施紬 .1曽部i'ål防白人あり 灰色料良堅級 " 他泉~系

21.33 Jf磁 水if: II縁部小片 外I(dl，tf俗文の防車11 以緑色半透明 !引、施利J I~I ~五 Î I 色 料良昭級 " 龍馬~~区系

21.34 laf餓 t拘 l 1 J縁部小1'， ~X緑色不透明 仰い施利l 二次t完成のぬ変色 以色 11'!f込恒級 " 自ttrk黛系

21.35 lef磁~物か 体部小It 以緑色半透明 J亨l、飽和l此入あり 灰色相良堅級 " 飽泉'窯系

21・36( 1磁)))[碗 a:(l4.2)cl11 |付 lóif宇部I~IIË文 ( 1色透明 I1村部隊胎 I1色刷良時級 " 

21・37( 1磁 11)[1111 a:(l2.8)cm ( 1色半透明 !亨い施紬 II将部鍔胎 n人あり h色 納良堅級 " 

21.38 ( 1磁 11)[1111 11縁部小It !!i}."-色半透明 ))ftifll鉱脈!It灰色納段目E級 " 

21.39 J'I磁 1J)ClIIl 1 J総部小，.， ~.k.( 1色 11将百s絡船l't人あり 白色利政堅級 " 

2140 ( 1磁 11)[lUl II鋭部小片 !必I(dit線 IIJJ以II色半透明日野郎潟胎つゃあり 灰(1色料良事官級 " 

2141 ( 1磁 11)[1111 b:(7.0)cm ')~I(li ìt紙! IIJJ以(1色、ド透明 I1村部保i拾っゃあり l則氏II色相良堅級 " 

2142 ( 1磁 11)[1111 11縁部小，.，. 内l(dl)~ iflI l:f1 IË文 ( 1色透明 I1将部~ÆI始 つゃあり II@ Mf込堅級 " 

2143 (1磁1'4.Lf必 a:(10.0)cm ~."-( 1色半透明 つゃあり 灰色納良堅級 " 

2144 ( 1 磁)l4 .Lf '<'~ li~大胴部lf: (I 4.6)cm 以(1色不透明 やや!手l、施制i二次t完成のね変色灰色相良町級 " 

2145 l' 1 織1'4 .Lf~':( i本部l小1'， ~.k.i' 1色平透明 民入 。つゃあり I引以民j色約五l堅級 " 

2146 ( 1館側.Lf也 (6.8)cl11 以(1色半透明外l面白fi-{.]jf1内館胎 n入あり 1111灰紙i色納段階級 " 

2147 l' 1磁本i尚lJ a:(2.6)cl11 JIi，*~鎗 IE状 (1色半透明 天日l ifl1施事h 合わせII*t-内 I(ij~~胎 ÎI色相良堅級 " 

2148 i'JI' I磁抑胤 b:(3.0)cm 灰(1色外而純利!志向1'1勾l而i'allf; つゃあり I~I灰色料良階級 " 

2149 ，'11' 1磁梅胤 a:(3.4)口羽 1~I ，'1I:ポ色半透明内外 Ild胞紬微気泡 J't人あり以( 1色料五!I~~紛 " 

2ト50，'1(1磁 *il b:(8.2)Clll 鋪通弁・削IE文か 19h'll:1i色半透明外而/f].ぃö!紬Jt入あり失透以れ色柄1~堅級 " 

21.51 ，'III磁i't1J; b:{4.0)cm 外lfii条線除刻11 191 ，'i'以色透明やや!和、結紬 n入・つゃあり 灰色相良堅級 " 

21・52録制鍛 ))*~部小". 亦lIJ色 二次t完成のね変色灰色砂粒肉色r~ 小行料相|二硬貨良H " 

21・53総和l盤 1I縁部小1¥' !，(¥緑色内外l踊施粕一部鋭化lIJ色-IIJ.X色砂粒・[jjli 有I1二 硬質 lHf " 

2ト54総事h総 11縁部小片 緑色内外l面施紬総喰剰|離灰色砂粒柄11ニ硬貨良H " 

21.55 制覇h鴛 休部小1'， 外I(d ll)色部制ダレ |勾 l自û t.~lIJ色憐i立ナデ 刷UI1.良!ポ紫色刷J-. fW '. 
21.56 漸ド人 f a:(4.0)cm b:{2.5)cm c:1.3cm 8弁申告IE状 l広間i糸切m灰ILI色 ntt部降灰微妙納艮 1: 良好両E質 " 

21.57 神国" 人「 b:(2.8)cm 外Ir~糸切IH 灰色内服部品jい降以灰色微妙納良1:. lHf硬貨 " 

2ト58漁"入 f b:(3.8)Clll 外，)~糸切IH 貨灰色 l付I~ffll~帯以 IIJJ灰色微妙制H 1: lW 硬質 " 

21.59 瀬" XII!ti碗 Ilbl邸小川守 烈拘色内面上l立~外面施紬自立白色相良上良好硬貨 " 

21-60 瀬" XII!ti碗 l*iflIl¥' 烈lIJ色赤銅色の紬ダレ災(J 色IiULI: 良 ~f 硬質 " 

21-61 北部系山茶碗 民間i小川 ロウロ貼1M台籾11.l1i! l:Ii白色内外両横位ナデ以内色微砂附良 t 良好硬tt " 

21-62 神噴い 1'4.Lf者 a:(l1.6)cm 内IU泌尿緑色外面191灰白色一部剥艦灰色微妙 (1色粒総色粒相良上良好硬貨 " 

21.63 神目" 句::~ b:7.3clll ロクロ外Ij~糸切liï 茶灰色内外l師憐l立のナデ灰色微砂納lミ 1 : 良好硬質 " 

21-64 漸" 1' 4lr'~':( ，11:111 オリープ!火色内l而抗日!治外l而施覇11 灰色微砂 .1ポ色牧f，'1段 上 良好 f，!l!:l'i " 

21.65 神田J' 小、:'::: 11総部小!十 lltJ.氏緑色半透明内外而施紬一:1f1(li:到 MflJ色微妙制民 1'. JHf 向E'Lt '. 
21-66 神前，i ~~物 a:(9.0)cm )AU色不透明 l判IHIIL-外l面施柚 て次焼成のね白濁I:Iitu色微砂制n1: lHl硬質 " 

Q
d
 

円

Iヮ“



表9 出土遺物観察表 (7)

t4番号 附類 法!立 (a.llnb .liHk r.:~ω) 成j彩特徴 (文機軸祭・ 1治上ポI血 t完成など) 備考 (l自HII・その他)

21-67 瀬戸瓶「 胴潟1)'，' 外部縦!立の条線灰緑色透明内外国施袖白人あり灰尚色微砂制n上良好硬貨 第21l!i1: 

21ω 瀬戸 香炉 自白径 (6.0}cm 外底ヘラ削り l村l面灰色透明内而緑灰色半透明の柚ダレ灰色微妙相良上良好硬質 " 

2ト69常消費 11綜~体制11:-縁{I ~幅 2.4cl11 輸制校法 N'f'状 I-I *~ 11ft亦褐色内外ilii横!立ナデ降灰 lパ色砂粒やや多1i1 " 

21・70百t討・t1題 11総~体調1)¥- *~':日制，Î:4.Ocm 輸品1校法 N'ド1k ll *~ ~正色内外国側立ナデ降灰灰色砂粒小[j粒やや多111 " 

22-71 1常持~ ~聖 b:(25.0}cl11 輸積技法砂rlJ.底 191亦褐色内前降灰 Iりl赤側色砂粒-小石段少な " 

22-72 百{i竹N鉢11副 b:(l2.0}clll 給制校法lVif.t，河内尚灰色内lfiii'tft 尚灰色砂粒!J\色粒小ィ1粒多~í1 " 

22-73 'lï~ifl l'l鉢 I 置1 IJ~ffll小 1\- 輸相技法 l防H，¥'Sfi 灰1'"1色内而降灰 ー!哲粍灰1'"1色 砂 粒 小 行粒多可i " 

22-74 'ìi~n~ ~鉢 Hií IJ~ffll小川 給制校法 l刷、tl，"Sfi í1ìね続きの癒i'1l.良 1リl尚灰色内而l事粍 1~1 1lJ灰色砂n多fIl " 

22-75 ([1山 楚 b:(7.3}cl11 砂flJ.底*，1ポ色内外I(JI横l立ナデ灰色砂粒 ・良行良 t 民H " 

22-76 上iny質 火鉢 l底部，)、片 日昔灰黄色~見!尚色外ほ附減内外面目E位ナデ Iljl黄llJ色砂粒 ー日!色粒粗 t 良好 " 

22-77 k瓦(平瓦) J弘2.4cm 凹而布Illi-i縦l立|事りml.， ，n，u面倒立ナテ'側而ヘラ削り 茶筒色 紗粒!品色粒 iミ上 " 

22・781;:瓦(、F瓦) 1y.:2.5c111 一枚11'り 11111師布Illi-i ，"Iffij絞杉文1111日111 側l師ヘラ削り灰!Il色砂防小川粒良上 " 

22-79 対?石製鍋 残長。4.6c111帳(7.3}cl11 l勾而~外而 1-.位IliJAU:のI!i跡外而下位訓IC浪 スタンプか " 

22-80 背t1..i製品 長3.2cm幅2.OcIllI'j.:l.lclll 斜状幾1"1文 J氏色 " 

22-81 背!石製品 j之6'Ocm幅:4.5cIllI'/.:1.4cI11 加工浪あり ifI，G$摘の転mか " 

22-82 磁石 残長9.Ocm幅3.9cl111早2.9c111 l則氏側色 ;cl;i系か " 

22-83 磁石 校長3.4cm幅2.2cl11)'J.: 1.3cl11 総l味!パh色小低利i，fti ~!:.~ " 

22-84 火打石 長2.3cl11脈.i:l.6cml手1.OcI11 191灰白色不透明 一ffll打線あり " 

22-85 』干fi )，U 艮1.7cI11師I.7cmJil:0.5cl11 約門形 " 

22-86 鉄製品 F員長:2.6c111幅O.4CI11)'t:O.4CI11 断l而IJYIJI形かすがいか " 

22・87自同銭 !~l)転通宝 ~tA<銭 m鋭ff.1038iJ'. " 

22-88 銅j~ 'a :米通宝北京銭 ~M)/ff. l038{lô " 

22-89 銅銭 jじ~通' Îi 北京j~ ~)l t)/{F- 1078if " 

3Cトlかわらけ a:{l1.8}cl11 b:(7.5}cm c:3.Ocm ロクロ 外政糸切IH 1別賞何色微砂・ ']tlせ，赤色粒 ・内針やや粕 l二 m3al耐 t峨1

3Cト2かわらけ a:(8.8}cm b:(6.9}cm c:1.4cm lNね外l(iiltM証1 tl~白色微妙・ 'ß I母・亦色粒 h量1 良t " 上t襲2

3ι3 ，'r白磁介 F身 b:(7.0}cl11 f持ちfH 細かい漣弁文{宇部下位~底部~1J給水"，'j.色半透明 以1'"1 色料段目E級 " " 

3M り1瓦()tl0 )'/.:2.1cl11 ，1111而締約j，'[ナデ !日11而liill痕も首位ナデ 灰色砂粒'I1色粒やや朝11: 良好 " " 

3ι5 かtコらIt a:(7ηCIll b:(6.l}cm c:1.4cl11 ロクロ外h~糸切Ii{ 1別 þ~純j色微妙 ~ Iせ赤色粒 lN粒 良 1- " P3 

3ι6 かわらけ a:(8.5}cm b:(6.l}clll c:l.6cm ロヲロ外底糸切痕燈色微砂雲母亦色粒 'I1針良上 " P5 

30-7 ( 1かわらけ a:(l0.7}cm b:(8.8}cm c:2.5cm Hlね外脱指頭旺i灰(1色微妙 13母 (1色粒五!t. " " 

3ι8 i'f綴腕 11縁部小片 外而鏑雄弁文 灰オリープ色不透明内外l而施利 灰色和良堅級 " か飽泉~系

3Cト9k瓦(平瓦) )'/.:1.6c111 11111而イr.口線糸切Ij:!凸I耐離れ砂・ 級杉文11)111瓜位色砂粒 .II色粒良上良好硬質 " " 

3Cト10k瓦(、|ι瓦) l'l:1.7cl11 11111而布111.良・糸切1良1"11前線杉文11)1口供1ft!)色砂粒 ・何色粒良 1.hiH ~臣賞 " " 

30-11 かわらけ a:7.6cm b:5.7cm c:1.4cl11 ロクロ 外I丘糸切浪 19j黄尚色微妙 ・3母・亦色粒 .tl針 艮 t " P6 

30-12 かわらけ a:7.5cm b:6'OcI11 C: 1.6c111 ロクロ 外ほ糸切IH 黄m色微砂・ 3母・亦色*~ ・門書l' Eミト " " 

30-13 リ1瓦(九.l{} 1'1・1.4cI11 l"llfiiイHII良ー繍i立ナデ ドI]Ufii級杉文1I)1r1lj{(ポ(1色砂粒 rl@杓良 1:五!4H臣賞 " " 

30-14 k瓦('V.瓦) !事:1.5cl11 11I1I(IJイHIIH，"，j面総杉文II)lFlliU奇怪色砂粒 内色粒やや判しl良好 fil!11 " " 

30-15 かわらけ a:(7.6}cl11 b:(4.9}cl11 c:I.6c111 ロタロ外ll~糸切泌 m色微砂 ':3 1せ IJi~色料 内針良 1: " P7 

30-16 かわらけ a:(7.6)cm b:(5.6}cm c:1.6c111 ロヲロ 外~糸切泌 !~I立色微砂 ~llf} 亦色*~ .白書| 良1. " P8 

30-17 r1かわらけ a:(8.6}cl11 b:(6.8}cl11 c:1.4cl11 子初ね外底J5頭痕灰白色微砂 .'}1母・赤色粒 白針良 t " " 

3Cト18女瓦(、I'.li) )'t:1.9cl11 1IIIIIiilJirl 糸切IH，"，1耐級杉文n)lrllH灰色砂粒・(1色粒やや覗11'.良好 似1'( " " 

3Cト191;:瓦(、F瓦) j平2.Ocm Illilliiイr.FI.糸切IH'''II師級杉文U)I日泌氏色砂粒 ( 1 色粒良 t 良好砲~質 " " 

3ι20 k瓦(平Ji) 1Y':2.lcl11 IlIlfi而.{Jill・糸口'}ljl，"1I耐「箪なナデ貨隠色砂粒亦色粒良 t良好硬貨 " pg 

30-21 リ1瓦(丸瓦) 1;;i:2.4cm 凸而縦横位のT~なナデ IlI lïl雨布日 糸切痕創立ナデ反r1色砂粧 II色粒良上mi'硬貨 " P 10 

一280-



表10 出土遺物観察表 (8)

凶昏り 係矧 法lol(a.1 11fb.l)~lf c. 出品.~ ) I.x.形・特徴 ()(隙平曲祭肝il'. ぷJ由焼1まなど) 備年 mH持その他)

3Cト22!u{('I'瓦) !平2.4cm 1"llflIイ'h11 ljl 1''Illii縦LlIIIIき泌氏1'1色 砂 約 (1色粒 l込t良好硬貨 W. 3all!i P 10 

3ι23 kk(千./() !平 1.5cm I"IIIIIイ1i" 糸切浪凸l銅線杉文"IIIIIH位色砂粒 内色粒やや明]1-.HH般質 " 
震，

3ι24 かわらけ a: (8.6)cm b: (7.2)cm C: l.6cm f-rJね外h~街頭痕民俗色微妙 ']1 1せ・亦色*~ • 1'1針・上)'1粒 H1: " P12 

3Cト25女J{.(、l'瓦) I'/:1.2cm IUIIIIIllil1泌 1"11而綴杉文111111 li! 以色砂粒(1色粒良上良好硬貨 " " 

3トl!，(J{(、|ι瓦) J'/:2.Ocm I"IIIII布11 糸切瓜 1"1I1!i約 (-111111泌氏烈色砂杓!!.l色粒 n1-_ やや11"1、 W. 3 blIII 上成4

31・2 !，(}.[(、|ιJ'L) J'/-:2.lcm I"IIflI雌れ砂市11m ~'II@'1れ砂・縄 IJIIII き lil 賞味以 (1色砂粒烈色村 JH 良好 " " 

3ト3 I:rlþ滋~ a:(l8.4)cm 内外l面繍位ナデ燈色微砂・ 3母・亦色粒 HU " 上域5

31-4 リlJi(.J.Lli) Pl:2.Ocm l"IIf1i11れ砂・純日川lきI!I 1"1州市 111良灰色砂杓!.(\~粒良 1: 良好 " " 

3ト5リ1.J.L(九J{) J'/:I.6cm 1" lIliît~杉文 IIlI lUl 1"11偏向ÎIIIJ~縦位ナデ以色紗f~ . (1色粒良 1: " PIl 

3ト6瀬l' 卸1111 b:(8ηcm c:I.Ocm |勾Ji~I(，jß11 1l外@;Im糸切百l J:長1'1色 微妙(1色粒良 1:.良好 " P 16 

31-7 かわらけ a:(9.4)cm b:(7.5)cm c:l.6cm f.rJね外ほ41iv!HH 1IJ11費削色微妙 '.11Bi'(1針・み色約やや如上 " P 17 

31-8 !，(l{.(、l'li) J'1:3.Ocm llilllu市IJ.糸切lH1円而倒1]1111き111阪黄色砂粒・ ~m . !.{\色粒 ・ 白色粒制上やや 11"1 、 " PI9 

3ト9 !，rJi.(、ド土[) J'l-:2.5cm l"IIfu布日指頭lH {'，1m純111111き依灰!日色砂特別色粒 (1色粒良 1:良好 " P27 

31-10 i~i.'J!:器i I.f>: flllJ ， 2本のt!Q1也i'..t線以(1色砂粒 jミ1:良好縦i'( " P34 

31-11 !，(瓦(、I'Ji) /'}::2.5cm !日|両市Wil凸面縦 横i古ナデ 側面ヘラ削り 版h色砂町黒色粒 段上 JHf硬貨 " " 

31-12 !，(J{(、ILJ{) /'1-:1.9cm 1"llllIllilllU・ヘラ削り ~'1I11Î級杉文1111 11 lil以!A¥色砂粒・Li粒やや制1:良好硬貨 " P40 

31-13 !，(l{(、VJ{) 1・l:3.Ocm IllJ l(ljlií ll 指víil良川 I(JÎ側 111111 幻~{ /;必，1I色砂粉・行粒 lU上 lHf似質 " P43 

3卜14!，(li('IL J{) l手:2.Ocm l"IIfn布IIli{ 川l両日11日不191 側l師ヘラ削り民江l色砂粒・石粒良上良好硬質 " P49 

31-15 !，(}{.(、fJ{) I'f.さI.&m l"IIuUr. II1U 1"1而1111口イ;jIJl側曲lヘラNIIり ~位色砂r.(・ 6粒 良1: JHI' 硬質 " " 

31-16 !，( l{.(、|九}{.) I'/-:2.Ocm l"II(，j 16111.良川而縄日叩きlj{側耐ヘラ削り 白色砂粒 '，(¥¥色純良 1:良好硬貨 " P58 

31-17 I:(~ti 措~ I~':j~ 制河11至。3)cm 防ナデ l何き脚部!出I，t l\'il\I色微砂 '~ I吐. (1$1・1'1色粒 ・江!色粒 やや制1:: " P59 

31-18 リ 1}{.(~LIÜ 筒郎i壬(l2.3)cm1'1 :O.9cm ITMiH無段式)凸I面干m~1I1I1II11 ・ 横 IIÏナデ I'~曲Î ~dllíl 以 ;'A\色 砂利 良上lHf 硬貨 " " 

32-19 リ1瓦(.J.L}{.) 筒郎{王:18.Ocm/f!:2.2cm ~~ I面&.1tなヘラ ナデ削り剥IIk I~I傾向 LI. 糸切 り ・指日向島 明黄筒色砂粒 ・ 小 l:i粒 租上 " P48 

32-20 !，(Ji.(、li-lU !半2.Ocm 川I(，I1611浪内面純111111き銅版(1色 砂利.(I~f([ ' 1M色粒 良k 良好硬'i't " " 

32・211，(瓦(千九) !ポ2.9cm I"h(，j市1I1Uハi日縄111111きlil 以1'1色砂位・ '1!1せ (1色粒 1M色位良1: JW 硬質 " " 

32-22 I，(J.[(、P:li) !手2.2cl11 川lfii市II1H1"1而 T~なナデ以(1色砂粒 '! Hi . !，U色粒・白色粒良 t.J.Hf硬質 " " 

33-1 かわらけ a:(8.0)cl11 b:(5.8)cl11 c:I.&111 ロ ヲ ロ外，)~糸切1日目隠色微妙・ 'lH母-赤色f([ . l' 1針小{j粒 I-.I't組担l上 節31(1I i由3-':~ 

33-2 かわらけ a: (8.2)cl11 b: (6. 7)cl11 c: 1.5cI11 ロツロ 外h~糸切IJl 191t町制色微砂 '1m赤色*，)• 1'1針小石胞 やや組 ti{:11晶り " " 

33-3 穿イLかわらけ a:(8.9)cl11 b:(6ηcl11c:l.&m b~措" 1' 央に!il!孔 ロ?口 外政糸切1[! &白色微砂多し ・.Jtfせ 赤色枝 (1針 やや制上 " " 

33-4 かわらIt a:(8.6)印 1b:(6.8)印 lc:l.&m HW  外I)~指日'!Hi! !{{燈色 微妙・ '21せ・赤色村 (1針 um  やや制 i二 " " 

33-5 14f磁 腕 IIHfllltJ¥I，' 細11鋪辿弁文 lりl総~J(色不透明 n入国主ii'1!!あ り !ポ色利良堅級 " 飽長t~系

3:ω lT磁 l尚 II*ml小川 $IV占弁文 l列島~I;火色不透明 1'11、施利11.火色 m段階級 " " 飽泉:議系

古3-717総 碗 IIW111小川 l穴17色不透明!字l、純袖口人・主lrl!!あり Jポ(1色納良堅級 映質 " " 飽A4:駕系

33-8 lsf磁 腕 /Jjfilt:(3.2)cm 鋪Mi弁X. 1別総灰色'1'透19J 1'!1，t除き!草l、施利11:1:人あり !大色約五i略級 " " 飽泉:議系

33-9 Jf磁 折紙1111 a:(20.0)cl11 H飾品以色、1¥透明 I'/-I、施明hn人あり Jポ色相良I~~級 " " 他Ji!~系

33-10 Jf磁 折紙1111 11縁部一IMI小川 !ポ緑色ィ、透明 1'/-ぃ純利1 次t完成受ける 以色 料良階級 " " 能見43器系

33-11 ( 1磁 11)[1111 a:(l0.8)cl11 ~J(( 1色、ド透IlJl ，Ir!部n肝i (1色制五!~級 " " 

~:l- 1 2 ( 1磁 111仁川 1 lh¥llIl小)'0 以(1色、1'1董Il)f ml!lllii¥llめ 1"1色 r.m郎総 .. " 

33-13 ~f曲伝 制部小1，- H骨院j色内外部』基軸内l耐横l立ナデ 以~色料H幣級 硬質 " " 

33-14 北部系lll!ii腕 a:(1 5.5)cl11 ~)(色内外 1(IÎ tiQ位ナテ! 11村部ー内l師降!点以色微妙't( ft'lHt HH 硬質 " " 

33守15常消 費 a:(40.0)cm *:量抑制2.&111 )11都知矢~~IIII 文茶筒色-)1向尚色 "*~向I -hfflll降J託 制1砂小イ:粒多 :õt " " 

33-16 'j<J{(軒、I'.li) .1(可厚3.3cm顎艮 IO.OcmI・1:2.2cm 二可1弧文明liI.き施文顎鮎H技法 Ji而反拘色芯部以色砂粒 白針!日色粒やや硬貨 " " 

33-17 リIJ.WL1{) 筒flfllt:14.5cl11 I'/.: 1.4cI11 l'川11川'，1(1刷(，耐Ij縦1"似1売Rへラナデ |ド川H川II~而íî川4布íl日11.保u県o以正{於竜色~燈h以k色砂F約1I φ(1色粒 !烈品色1枝立やや制 1:五良Hf " " 

33-18 !，(，J，i.(、fi-li) I'1-:1.9cm 1"ll lJ j~lj 11 糸切痕凸1(0絞杉x.JlIiLI1il灰色砂利.1'1色粒ー!日色1立政1:良好硬貨 " " 
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表11 出土遺物観察表 (9)

同番号 純茸l 授、ill(a.rl任b.li'l:l王c器尚) j此形 ・特徴(文様 ・制策 .Jh';上・創出・焼成など) 備考 (;盟m その他)

33-19 自lィl 残1l::9.5cm幅:7.5cmJ事:6.5cm '1'低 天，'，'iP!i. 191決色に紛状に亦尚色がiWじる fr.3而池3上階

33-20 淡:l.'t碗 b:(7.0)cl11 輪荷台 !話i事I血に米漆で葵文を手術き施文 " " 

33-21 t輩出t腕 a:(15.0)cm b:(6.3)cm c:5.7cm ロタロ 輸;n;台底部を，1，き江H輩を塗布内l街'I'{立ーl底部日i色物H!f " " 

33-22 木製品 ~la:1 6.7cm 幅・ 7.6cmJ手O.4cm 呪術JHよ4符妹杓「 " " 

33・23木製品山物 f壬20.4cmJ'l-:l.2cm lほ板 " " 

34-24 木製品 7ヰ 長23.3cl11~:6I11 m J平O.7cm )L~帯状にffJïl&NII り 両端尖り気味に加工 " " 

34-25 木製品 ~筈 長:23.&m1'f:車，'~I.Ocm )L持状にI(IJ取削り九l床を持つ 下端尖り気味にJn![ " " 

34-26 金剛，';tk量板芯 長22.3cm幅9.&mJ平:0.2cm 2枚のi草1起を芯に編む 先端l刈寄りのO'.1iに小孔・切込JAI工 点誕百íi~車庄痕 " " 

34-27 本製品差凶F駄 下端偏j佐'A12.2cm 上部~下部に向かい扇形に広がりJ亨さがi尊くなる 上而1cm程の本釘 下駄の闘部地、 " " 

34-28 111途不I~I木製品 長4.7cmJ平:O.4cm 周縁八角形に却しE 中央に孔が穿けられる 断l耐台形状 " " 

35-1 かわらけ a:(7.6)cl11 b:(4.9)cm c:J.3c01 ロクロ外!忠糸切In 白色微砂 ・'uHJ:. ÎI ~十五! 1: A 3m 池3中層

35-2 かわらけ aσ5)CI11 b:(5.0)c01 c:1.4c01 ロクロ外!氏糸切lil 見込みナデなし償色微妙 .?!tlせ II針段上 " " 

3~ト3 かわらけ a:7.&m b:4.&m c:1.5cm ロヲロ 外底糸切IH 見込みナデなし黄信色微砂~母向針五l上 " " 

35-4 かわらけ a:7.&m b:4.&m c:l.6co1 ロクロ 外政糸切rU 見込みナデなし v~燈色微砂 '2 1fÞ 良jこ " " 

35-5 かわらけ a:8.Oc01 b:4.&m c: l.5cm ロヲロ 外底糸切IH 見込みナデなし黄信色微妙 ・ ~flÞ良 t .. " 

3与6かわらけ a:7.9c01 b:5.Oc01 c:l.5cm ロクロ外l広糸切痕見込みナデなし位色微妙 ;:JIfT良土 " " 

35-7 かわらけ a:(7.9)cl11 b:(5.0)c01 c:J.5cm ロクロ外Il'l:糸切浪見込みナデなし際色微妙 ~Iせ良 |二 " " 

35-8 かわらけ a:7.9cm b:5.3c01 c:l.&m ロクロ外I広糸切痕見込みナデなし T'i.燈色微砂雲母良上 " " 

35-9 かわらけ a:8.2cl11 b:5.6cm c: l.6cm ロクロ外Ji!糸切終見込みナデなし ;q位色微妙 ・'Jlllt良1: " " 

35-10 かわらけ a:(8.0)cm b:5.Oc01 c:1.9cm ロクロ外l広糸切1良弘込みナデなし位色微妙 ']il草炭 t " " 

35-11 かわらけ a:(8.0)cm b:(4.2)cm c:2.3c01 ロクロ外l底糸切痕見込みナデなし黄位色微妙 ・3母良上 " " 

3~ト 1 2 かわらけ a:(9.0)cl11 b:5.2cm c:2.9c01 ロクロ外J~糸切炭見込みナデなし償色微砂・~母良上 A3かA2l百

35-13 かわらけ a:l0.4c01 b:4.6c01 c:3.3cm ロクロ外!底糸切浪見込みナデなL. !\~ID色微妙雲母良土 A2矧

35-14 かわらけ a: 12.2cl11 b:5.9c01 c:3.4c01 ロクロ外Il!糸切痕見込みナデなし燈色微妙 ・3母良上 " " 

35-15 かわらけ a:(l2.8)c01 b:(5.0)cm c:3.6c01 ロクロ 外IJ~糸I;IJlH 比込みナデな し 1't'i白色微砂・ 3母良 :t " " 

35-16 かわらけ a: 12.4cm b:6. 1 co1 c:3.6c01 ロクロ 外J広糸切線比込みナデな l.， 111.位色微砂 ・3母 i通t " " 

35-17 かわらけ a:(12.2)cm b:(5.2)cm c:3.7c01 ロクロ外ll'l:糸切lil 見込みナデなし抱色 微砂 -TI母 良t " " 

35-18 かわらけ a:(12.6)印 1b:(5.5)c01 c:3.5c01 ロクロ外J~糸切痕見込みナデなし貸住色微砂 φ 安母良土 " " 

35-19 かわらけ a:l3.2c01 b:6.Ocm c:3.&m ロクロ外JIs糸切{良見込みナデなし黄信色微砂 ・3時良土 " " 

3~ト20 かわらけ a: 13.2c01 b:6.2cm c:3.9cm ロクロ 外l広糸切Iil見込みナデなし位色微妙 '1m良上 " " 

35-21 かわらけ a: 13.5cm b:5.9cm c:4.Oc01 ロクロ 外[底糸切炭比込みナデな し l~l償色微砂 '] 1号良 t " " 

35-22 かわらけ a: (1 3.4)叩1b:(6.2)c01 c:3.6c01 ロクロ外l底糸1;1) 1必見込みナデなし b~燈色微妙主母良 |二 " " 

3与23かわらけ a:(l3.8)cm b:(6.6)cm c:3.7c01 ロヲロ 外ぽ糸I;IJIH 見込みナデなし 白色微l(T・ '2lせ良 1: " " 

35-24 かわらけ a:7.6cm b:6.2cm c:l.5cm ロヲロ外!底糸切J良燈色微砂 ・3母・白針良 t 83宮i " 

3~ト25 かわらけ a:7.7cm b:5.&01 c:l.6cm ロクロ外Ij'l:糸切11l ~竜燈色微砂・~母亦色粒 ÎI$~ T!.t " " 

35-26 かわらけ a:7.&01 b:6.4cm c:J.3c01 ロクロ外!忠糸切痕 1911't'ifl3色微妙 ・3母.(1$十五!t " " 

35-27 かわらけ a:7.&m b:6.Oc01 c:J.6co1 ロクロ外!ほ糸切Ij{ 1列 lli，補色微砂 'J1 母 ÎI ~~ ' t丹粒やや粗f " " 

~5-28 かわらけ a:7.&01 b・6.4c01c:2.1 cm ロクロ 外氏糸切IH i!i俗色微砂 ・雲!世・赤色粒 .(IOI f込1-. " 
.. 

3与29かわらけ a:7.4cm b:5.4cm c: 1.5cm ロクロ 外l必糸切Ij{ 191 x'史民)@ 微砂・2?時向 ~I 土丹粒やや粗土 " " 

35-30 かわらけ a:7.7cm b:5.4c01 c:J.5cm ロクロ 外!必糸切瓜 l別於制色微砂・ 3母1'1針土丹胞やや組上 " .， 

35-31 かわらけ a:7.4cm b:5.5c01 c: J.6cm ロクロ外JJ!糸切浪 19h¥'i_拘色微妙会母 .1'1告| 良1: " " 

35-32 かわらけ a:(7.2)cl11 b:(5.9)cm c:l.6cm ロクロ外底糸切IH 1列災褐色微妙 雲母内針 i込t " " 

3~ト33 かわらけ a:7.5cm b:6.3c01 c:1.&01 ロクロ 外股糸切IH 191皮肉色微砂'J1母1'1針良上 " " 

3~ト34 かわらけ a:7.&01 b:6.2c01 c:l.6cm ロクロ外!氏糸切IH 燈色微妙 'l!l革亦色粒1'1針やや判l上 " " 
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表12 出土遺物観察表 (10)

閃番号 純飢 法母 (a.n筏b.1J'5iic.総司) j庇形特徴 (文様紬薬胎 I~ 楽地 t完成な ど) 備与 (it!構その他)

35-35 かわらけ a:7.6cm b:6.2cm c: l.4cm ロクロ外!必糸切1良 ttt!i1色微妙 ・''l1flt'，/i，色粒.ÎI ~~ . J:J't粒や苧担l上 83宮1m31而池3中層

35-36 かわらけ a:7.&01 b:6.Ocm c:1.7cm ロクロ 外!氏糸切m I，t 民j色微砂 ~母. II量| 良上 " " " 

35-37 かわらけ a:7.&01 b:7.0cm c:l.5cm ロクロ外!必糸切IH ru色微妙 ・ 3母 1'1針良 I~ " " " 

35-38 かわらけ a:7.&m b:6.6cm c:l.6cm ロ ク ロ外IJ'5糸切炭 19II't株j色微妙 'lm ' I' I ~1 良| " " " 

3~ト39 かわらけ a:8.4crn b:7.Ocm c:1.&01 ロクロ外JI'5糸切保健色微妙 雲母'I1針良 t " " " 

3シ10かわらけ a:8.3c01 b:6.9cm c: 1. 7c01 ロク ロ外IJ~糸切f良燈色微砂笠母. ，/i，色f~ . l' I $ ~ 良 t " " " 

3与41かわらけ a:8.3cm b:6.9cm c: 1.4c01 ロクロ外腹糸切浪 19h'tt執j色微妙 'J1llt.II針良 1: " " " 

35-42 かわらけ a:(8.4)c01 b:(6.5)cm c:1.7c01 ロヲロ 外!丘糸切浪 l別賞tl色微妙 '11fせ II針良上 " " " 

35-43 かわらけ a:7.3cm b:5.9cm c: 1. 7cm ロタロ外!底糸切Ii{茂tl色微妙 '11fせ1'1針小イ」粒 1~ 1't松明l上 " " " 

35-44 かわらけ a:7.7c01 b:5.&m c:l.6cm ロクロ外!広糸切痕 19H者側色微妙・ ']1llt.II針 w粒やや1111.: " " " 

35-45 かわらけ a:7.6c111 b:4.7cl11 c:l.&m ロクロ外JJ"I:糸切瓜 1911'tTl色微砂・ '11Rt.l' 1針良 1: " " " 

35-46 かわらけ a:(7.8)cl11 b:(5.9)印 1C:I.&111 ロタロ外l必糸切IH 191I，t尚色微砂・ '111せ(1針 i込I二 " " " 

35-47 かわらけ a:7.7cl11 b:5.7cl11 c:2.Ocm ロ ク ロ外IJ~糸切痕燈色微妙 '11母夜、色粒 Î I ~I 良上 " " " 

35-48 かわらけ a:7.&rn b:5.2cl11 c:1.7c01 ロクロ外!必糸切IH 1立tl色微妙・ '，21せ・ ，A<色純 h針 良 1: " " " 

35-49 かわらけ a:7.5c111 b:5.4cm c:l.5cm ロ ヲ ロ外11'5糸切復位色微砂 雲母占、色粒 ÎI~~ 良上 " " " 

35-50 かわらけ a:7.6crn b:5.lcrn c: l.6cm ロヲ ロ外11"1:糸切復員尚色微妙・ '!!l母.(1量1. I.:rt粒 やや明lt: " " " 

35-51 かわらけ a: (7.8)cl11 b: (5.0)cl11 c: l.5cm ロ ヲ ロ外11'5糸切{民俗色微砂 '11 f吐 ÎI~ト i込 1: " " " 

3与52かわらけ a:7.&111 b:5.&m c: 1.5c111 ロクロ 外底糸切痕 I~IJ'電総色微砂 ・ ~母 . ÎI ~I 良上 " " " 

35-53 かわらIt a:7.6c01 b:5.3cl11ιI.&rn ロクロ 外1J'5糸切痕 191IQTl色微妙・ '，tiflt.(I ~十五!J. " " " 

3~ト54 かわらけ a:7.&01 b:5.4cl11 c:I.5c111 ロクロ 外IJ'5糸切痕lIJ1ili尚色微砂 ・'11Ht白針良上 " " " 

35-55 かわらけ a:7.&01 b:5.7cm c:1.5c01 ロクロ外!丘糸切痕 l羽;'f1.利色微砂雲母 h針良上 " " " 

35←56 かわらけ a:7.6c01 b:6.lcm c:1.6c01 ロ ク ロ外JJ~糸I;IJI良隠色微砂 ・ ']1 fせ・1' 1針良 t " " " 

35-57 かわらけ a:7.7cm b:6.3cm c:1.4c01 ロヲロ外11'5糸切痕隠色微砂 田'2母・1'1量|段上 " " " 

35-58 かわらけ a:7.&rn b:5.5c01 c: 1.9c01 ロ ヲ ロ外II~糸切1!{ 白色微砂・ ']1 f吐. II量十五!t " " " 

35-59 かわらけ a:(7.8)c01 b:(6.0)cm c: 1.&10 ロ ヲロ 外If~糸切IH IIJlI'tTl色微妙・ '11fせ II針良 1: " " " 

35-ω かわらけ a:7.9crn b:6.2cm c: 1.5crn ロクロ外11'5糸切痕燈色微砂・ 2母・II針 i込t " " " 

35-61 かわらけ a:7.9cm b:6.Ocm C: 1.&10 ロクロ 外!広糸切IH 1世俗色微砂 ~時・赤色粒 . II針 i込|二 " " " 

35-62 かわらけ a:7.6c01 b:5.5c01 c:I.6c01 ロ タ ロ外IJ~糸切1H &白色微砂・ 3母赤色f~ . ('1針段上 " " " 

35-63 かわらけ a:7.5c01 b:5.lc01 c:I.&01 ロ タロ 外b~糸t;1J復員隠色微砂・ 3母内針良上 '. " " 

35-64 かわらけ a:7.6c01 b:5.5cm c:I.&01 ロ ク ロ外Ü~糸切IH 19h'tt尚色微砂 3母.II針 i込t " " " 

3ら65かわらけ a:(7.4)cm b:(5.4)cm c:l.5cm ロ クロ 外!広糸切1111別企lï~色微妙 h針良 I~ " " " 

35-66 かわらけ a:(7.3)cl11 b:(4.9)c01 c:l.6cm ロ ク ロ外JJ~糸切炭 1 911tt þJ色微妙・ '111母. (1針良 1: " " " 

3ら67かわらけ a:(7.6)cl11 b:(6.0)cm c:I.7cm ロ ヲ ロ 外If~糸切111 19ItHU色微妙 '11Rt f込卜 " " " 

3与68かわらけ a:7.4c01 b:5.6c01 c:1.7cm ロクロ 外JJ"I:糸切痕 1~II，t制色微砂・ '11llt . (1針 l込 I~ " " " 

35-69 かわらIt a:(7.6)c01 b:6.2)cm c:I.&111 ロクロ外JJ宝糸I;IJlH 191bttJ色微妙 '.llfせ(1針良| " " " 

35-70 かわらIt a:(7.8)c01 b:(5.2)cl11 c:1.9c01 ロクロ 外11'5糸切IH t責笹色微砂 '111せ i込k " " " 

3与71かわらけ a:8.OcI11 b:5.7cm c:I.5c01 ロクロ 外IJ~糸切IH ;資限色微砂 雲母.n針-小!I粒 組j'. .. " " 

35-72 かオ3らIt .:(R.4)cl11 C:(ι4)cm c:l.ocm ロヲロ 外k~糸切，u 191貨制色微砂 '11時(11十 jミ1 .. .. " 

3ら73かわらけ a: (7.8)c01 b: (5.8)c01 C: 1.9c01 ロタロ 外低糸切1民民俗色微妙・ 2母.1'1針灯1911ill良上 " " " 

35-74 かわらけ a:(7.6)cl11 b:(5.4)cl11 c:I.7crn ロクロ 外11'5糸切線 l別ttttJ色微砂.(I~I l~ r. .. " " 

3与75かわらIt a:8.2cm b:5.5c01 c: 1.5crn ロ ヲ ロ外JJ~糸切炭 19!1ttþJ色微妙 ・ 3時 l込 1: .. 
" " 

35-76 かわらけ a:(8.0)cm b:(6.2)c01 c:l.&m ロクロ 外!広糸切痕 Iりllli肉色微妙 ・']f昔1'1告| 段上 " " " 

35-77 かわらけ a:8.2cl11 b:6.OcI11 c:I.&111 ロ クロ 外!広糸切痕 191 i~þJ色微砂・ ']1 Ht. (1剣良 1-. " " " 

35-78 かわらけ a:(8.0)cl11 b:(5.6)cl11 c:2.lcm ロヲロ 外JI~糸切IH 191民側色微妙 ;;1世良上 " " " 
」
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表13 出土遺物観察表 (11) 

閃・番号 阿賀1 法hl(a，1 lI'ib，mtc，(.;'I，:]i) 1&.1彩特徴(文線利l祭胎 l' ;fiJ血焼成など) 附与 (泊柿 ・その他)

35-79 かわらけ a:(7，9)cm b:(6.0)cm c:l.6cm ロクロ 外底糸切線 1m立制色微砂 '11母・I' I~I 良1: B 3m 首~ 3 1而 池 3 '1'停j

3ら80かわらけ a:8.0c01 b:5.9c01 c: 1.9c01 ロクロ 外!広糸切li-! 1別氏側色 微砂白金| 段上 " " " 

35-81 かわらけ a:(7.0)cm b:(5.4)cm c:1.7c01 ロクロ外ij~糸切IH 1911qtl)色 微妙雲母良 1: " " " 

3与82かわらけ a:7.4c01 b・5.2c01c: 1.&01 ロク口 外股糸切浪 1911自民j色 微砂'.2母I' I~I 良t " " " 

35-83 かわらけ a:7.4c01 b:5.Oc01 c:1.7c01 ロクロ 外l広糸切{良俗色微砂 J11'号・赤色粒向針やや相j1: " " " 

3，ト84かわらけ a:(7のcmb:(5.6)c01 c:l.5co1 ロヲロ外Jj'主糸切線 lリITHlJ色微砂 (1針段上 " " " 

35-85 かわらけ a:(7ηcm b: (5.3)c01 c: l.5co1 ロクロ外J底糸切瓜位色微砂 '111:母.I1針良上 " " " 

35-86 かわらけ a:(7乃cmb:(5.4)cm c:1.7cm ロクロ外底糸切li-! 19Jt1i総 色 微 妙 良 1: " " " 

35-87 かわらけ a:7.6c01 b:5.9clll c:1.7cm ロクロ外JJ~糸切li{ 燈色微砂 '2 1号. II ~I" 1:1t杓やや削 1: " " " 

3与88かわらけ a:7.6cm b:5.6c01 c:1.7c01 ロクロ外底糸切IH 燈色微砂'11母 .R11 良t " " " 

35-89 かわらけ a:7.6c01 b:6.3clll c: 1.9c01 ロタロ外l底糸切浪 19ITHUi!! 微妙 2母.( 1針 良 1: " " " 

3ら90かわらけ a:7.&01 b:6.Oc01 c: 1.&01 ロクロ外J~糸切{良位色微砂 3母 - 赤色粒 ・ 内針E!上 " " 
， 

35-91 かわらけ a: (7.8)cm b: (5，6)cm c: 1.6c1ll ロクロ外Jí~糸切炭 l列 bt .~色微妙 ・ 雲母 . (1針 良 1: " " " 

3，ト92かわらけ a:8.2c01 b:6.4c01 c:2.1 co1 ロクロ外b~糸切泌氏段色微砂 '1.i ft} 亦色粒 í l ~1 艮t " " " 

3与93かわらけ a:8.0c01 b白6.Oc01c:1.5c01 ロクロ外J必糸切f良賞栂色微砂 'sl草亦色粒白量l'. _lJ't粒やや抗11:， '. " " 

35炉94かわらけ a:7.6c01 b・6.2c01c: 1.9c01 ロクロ 外JJま糸切線 l別l占拠色 微妙 3母 (1針小イ7粒 I:I't粒 m上 .， 
" 

.， 

35-95 かわらけ a:8.0c01 b:6.2c01 c目1.7c01 ロクロ外l丘糸切Ii-! 1別THlJ色 微妙・ '1m.(1量| 段I " " " 

35ト96かわらけ a:8.2cm b:6.lc01 c:1.7cm ロヲロ 外底糸切痕 191ß~何色微妙 田 芸母 ・ 内針良 1: .， 
" " 

35-97 かわらけ a:8.lcm b:5.&01 c:1.7c01 ロクロ外氏糸切痕際色微砂~母赤色粒 lì針 l込上 .， .， 
" 

35-98 かわらけ a:7‘7c01 b:6.lc01 c:1.7c01 ロクロ外JJ~糸切IH 19J&1Al色微砂:2母(1針 良 lニ .， 
" .， 

35-99 かわらけ a:8.2cm b:6.6c01 c:2.Ocm ロクロ外l広糸切痕鐙色微砂 ・ ~母・赤色粒 lì針小イ i粒 m上 " " " 

35-100 かわらけ a:7.7cm b:5.&01 c:l.6cm ロクロ 外ほ糸切IH 般色微砂・ ':3f号赤色料門針五!1: " " " 

3与101かわらけ a:(7.6)cm b:5.6cm c:l.5cm ロクロ外l底糸切fH I ~J Þ~祇!@微妙:ß母(1針 良 t " " 
。

35-102 かわらけ a:7.4c01 b:5.9cm c: 1.4cm ロクロ 外底糸切痕茂燈色微砂 ・'1m・，か色粒 '!I量| 良上 " " " 

35-103 かわらけ a:7.6c1ll b:5.4cm c: 1.6cm ロクロ外JJ~糸切痕慣色微妙 '1m . ，Ji;、色粒内針良上 " " " 

35-104 かわらけ a:7.4cm b:6.4c01 c: 1.4c01 ロクロ外l底糸切Ii-!位色微妙'2母赤色粒 ・向針・ 1:1't粒やや粗 t .， 
" " 

35-105 かわらけ a:7.5cm b:5.5c1ll c: l.6cm ロヲロ 外低糸切IH Þ'i.燈色微妙 ・ 雲母 ・ 亦色*~ ， !Ì ~I 良l岬 " " " 

35-106 かわらけ a:7.3cm b:5.9cm c:2.lcm ロクロ 外!広糸切IH T'i.白色微砂 ・'1.i母赤色粒 .(1昔|艮 1: " 
.， 

" 

3ら107かわらけ a:7.7cm b:4.&m c:1.9cm ロクロ 外lま糸切lil þ~制色微砂雲母 111~ 上I't粒やや相Jt " " " 

3与108かわらけ a:7，9cm b:5.6cm c:2.0c01 ロクロ外Jj~糸切IJ{民俗色 微砂宮崎赤色粒 ・ II Ø I 良 1: " .， 
" 

35-109 かわらけ a:(8.0)cm b:(5.4)cm c:1.7cm ロクロ 外底糸切Ii!黄ro.色微砂 'Z母 Îlj~ 良上 " " " 

35-110 かわらけ a:8，Oc01 b:6，5c01 C: 1. 7c01 ロクロ外政糸I;JJljl191THll色微妙 ・3母.(1針良七 " 
.， 

" 

3与111かわらけ a:8.2cm b:5.Oc01 c: 1.&01 ロクロ外!必糸切浪 11lKf色微砂・ 3母 I'ljl良t " " " 

35-112 かわらけ a:8..0 b:6.4cm c目I.7cm ロクロ外!底糸切IL-! 位色微砂']11号良 t " " " 

35-113 かわらけ a:(8.0)c01 b:(6.0)c01 c:I.5c01 ロクロ外JJ~糸切線 1 91民民j色微砂 ・ '1$母 (1針民 1: '・ .， 
" 

35-114 かわらけ a:(8.4)cl11 b:(6.7)c01 c: 1.5c01 ロクロ 外!広糸I;JJli{ 19]&'品色微妙 ・'sI吐 1<1針 fH " " " 

35-115 かわらけ a:7.&m b:5.Ocm 2.Oc01 ロタロ外Ij"l:糸切Ii-! i者総色微砂 3母赤色位向昔| 良t .， .， 
" 

35-116 かわらけ a:7.&m b:5.Oc01 c:2.Oc01 ロクロ 外!必糸I;JJlj-! 茂位色微砂， '.:'i/!} ， ( 1$1・内針 lミt 旬 " " 

35-11 かわらけ a:8.4cm b:6.&01 c: 1.&01 ロクロ 外底糸切IH T奇怪色微砂 '1f母 tljl 良1: " " ，. 

35-118 かわらけ a:8.4cm b:6.2c01 c:2.Ocm ロクロ 外!広糸切泌総色微砂 '2ft}，白$1良上 " " " 

3ι119 かわらけ a:(lO，9)cm b:(7.2)c01 c:3.5c01 ロクロ 外IJ"I:糸切IH191煎尚色微妙~母 - 亦色粒 ' !Ì針 lミ t " " " 

3ι120 かわらけ a: 11.9cm b:8.1 cm c:3.3cm ロクロ外!広糸切浪町J貧民j色 微砂 ・ ~母 ・ 内針. I:I'r粒やや棚上 " " " 

3ι121 かわらけ a: II.6c01 b:8.9c01 c:3.Oc01 ロクロ外Ir~糸切1良際色 微砂 '11 1号赤色粒 lì~1 f込ト " " " 

3ι122 かわらけ a:11.9c01 b:7.4c01 c:3.6c01 ロクロ 外IJ~糸切痕 19H立純j色微砂;2母亦色粒 ・ 1' 1針・上It粒やや朝Ll " " " 
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表14 出土遺物観察表(12) 

閃番号 附煩 法益 (a.ll1t.b.m量c総高) 成形特徴{文峨紬薬.Jザot.lIU由焼成など) fI自身 (ifI怖 その他)

3ι123 かわらけ a:1 1.Ocm b:8.6cm c:3.Ocm ロヲロ外Ij~糸切炭白色微砂 ・ 'ß Iせ・ ，/î:色*1) . ，. 1針.wぬやや制 1-. B 1 ffl 第 31而t i出3"'1¥'1 

3ι124 かわらけ a:(11.8)cm b:(8.0)cm c:3.3cm ロヲロ 外!広糸切線 l抑貨~色微砂・ '~ftt. ，IJ、色粒.(1針.tH粒やや粗 t " " " 

3ι125 かわらけ a: 11.6cm b:7.2cm c:3.3cm ロクロ 外!広糸切IH l((俗色微砂 3母，IJ<色N.(-1"" t丹粒やや朝l上 " " " 

3ι126 かわらけ a: 11. 7cm b:8.3cm c:3.4cm ロクロ 外!広糸切線 IIJJ庶民j色微妙・ '21せ ，N;色粒 ・(1針・上I't枝やや担i上 " " か

3ι127 かわらけ a:(11.6)cm b:(8.2)cm c:2.9cm ロクロ外底糸切痕位色微妙雲母 ・ 赤色，~ • Il針良 t " " " 

3ι128 かわらけ a: 11.&m b:8.Ocm c:3.Ocm ロクロ外!広糸切痕 ll'{位色微砂'Jt ftt 赤色r~ . (1針良上 " " " 

3ι129 かわらけ a: 11.&m b:7.&m c:3.3cm ロクロ外!広糸切IH IVH'~~色微妙・ '2 1手 >h;色粒 h針良 J: " " " 

3ι130 かわらけ a: 11.9cm b:9.1 cm c:3.3cm ロヲロ外!必糸切lIi1貿信色微砂雲母赤色純 (-1針良上 " " " 

3ι131 かわらけ a: 11.&m b:7.4cm c:3.6cm ロヲロ 外)j~糸切瓜 IVI此尚色微妙・ '21せ亦色粒 ( 1針 上丹下立やや荘l上 " " " 

3ι132 かわらけ a:1 1.&m b:7.7cm c:3.3cm ロクロ外IJ~糸切線民宿@微砂'交付赤色，~ . (1針良 t " " 
。

3ι133 かわらけ a:(l2.1)cm b:(8.8)cm c:3.2cm ロヲロ外!広糸切痕 l'((!í!色微妙'2f1t 赤色*~ • (1針上J't粒やや和上 " " " 

3ι134 かわらけ a: 12.5cm b:8.5cm c:3.2cm ロクロ外!必糸切Ii! IIJHq尚色 微砂・:ftlせ 赤色粒.II針上J'f粒段上 " " " 

3ι135 かわらけ a: 12.3c01 b:8.5c01 c:3.5cm ロクロ 外底糸切痕 IVll((褐色微砂・ :ftl!t亦色粒・ (1針・ J二丹粒やや有l土 " " " 

3ι136 かわらけ a: 12.&m b:8.Ocm c:3.5cm ロタロ外Jl~糸切IH IVJ !((~色微妙 ・ '2 1吐 ・ 亦色粒良 t " " " 

3ι137 かわらけ a: 12.1c01 b:7.&m c:3.4cm ロクロ外Jl~糸切IH IVI持制色微妙 ・:ftl吐・赤色粒・ (1" 艮t " " " 

3ι138 かわらけ a:12.2c01 b・8.2c01c:3.7cm ロクロ外股糸切復位色微砂 3母 赤 色 粉 (1針 ・小{I粒担l上 " " " 

3ι139 かわらけ a:12.2c01 b・9.Ocmc:3.Ocm ロクロ外Jfl:糸切痕 IIJll'((祉j色微砂・:ftl吐み色粒.ÎI~' 良上 " " " 

3ι140 かわらけ a:(12.I)cm b:(7.4)cm c:2.9cm ロクロ外JJ:S:糸切IH 19m何色微砂'21せ赤色粒 (-1針 1:J'f粒や平明l土 " " " 

3ι141 かわらけ a:12.2cm b:8.4cm c:3.4c01 ロクロ外JJ:S:糸切痕 IIJH立肉色微砂室町(1針上丹fll やや担1t " " " 

3ι142 かわらけ a:12.lc01 b:8.4cm c:3.2c01 ロクロ 外舷糸切痕 IVJ黄尚色微妙~母亦色位. (-1針 ・ 上JH~ ぞや制上 " " " 

3ι143 かわらけ a: 12.lcm b:7.7cm c:3.4cm ロクロ外Js:糸切痕 IVJ貨何色微砂 雲母 ・赤色粒良 t " " " 

3ι144 かわらけ a: 12.&m b:8.Ocm c:3.5cm ロクロ 外ほ糸切泌 IVJ此肉色微妙 ・ ~ Rt・ ，IJ;色粒. ÎI~f やや聴は " " " 

3ι145 かわらけ a: 12.2cm b:8.1cm ι3.2c01 ロクロ 外Ij:S:糸切lii IVI北側色微妙:ftllt 赤色粒.(-1量| 良t " " " 

3ι146 かわらけ a:11.9cm b・8.Ocmc:3.2cm ロクロ外日程糸切線 lりl!，((~色微砂雲母-赤色粒. (1針良 t " " " 

3ι147 かわらけ a:(l2.6)cm b:(8.0)cm c:3.4cm ロヲロ外!必糸切瓜 IIJh\~尚色微妙 ・ ~fせ . 'n;色位.(1針 J:)'f粒やや相l土 " " " 

36-148 かわらけ a: 12.2cm b:8.Ocm c:3.Ocm ロクロ外If:s:糸切保健色微砂 i]1f号亦色粒 li針良上 " " " 

3ι149 かわらけ a: (l1.8)cm b: (7.3)cm c:3.3cm ロ?ロ 外l丘糸切瓜 IIIJ煎尚色微妙 '.:m.，IJ<色粒 (1量|段上 " " " 

3ι150 かわらけ a:12.2cm b:7.7cm c:3.2cm ロクロ 外底糸切jI{ IVJTHIJ色微砂宮町・赤色粒.(1針・上J'f粒 nt " " " 

3ι151 かわらけ a: 11.&m b:7.6cm c:3.5cm ロクロ外Jま糸切侠般色微妙~Bt赤色料 (-1針良土 " " " 

3ι152 かわらけ a:12.2cl11 b:7.4cl11 c:3.5c111 ロクロ 外j氏糸切IH 民俗色微妙 '1m み色*~ . tI針 n1'. " " " 

3ι153 かわらけ a:12.1cl11 b:7.7cm c:3.2cm ロクロ 外!ぽ糸切泌 IVI1'((~色微砂 '2 kt ， 赤色粒 ( I ~" .上}'f粒やや現l上 " " " 

3ι154 かわらけ 配 11.9c111b:6.7cm c:3.lcl11 ロクロ外!丘糸切lIi 隠色微妙 ・":kflt.赤色粒 (-1針上I'f粒小行粒*111ニ " " " 

3ι155 かわらけ a:(l2.0)c01 b:(8.0)c01 c:3.OcI11 ロクロ 外股糸切IH IIJI!\~尚色微妙 '.:m . ，IJ、色粒 (1針良 t " " " 

3ι156 かわらけ a:(l2.0)c01 b:(7.8)cl11 c:3.5cl11 ロクロ外!底糸切炭火白色微砂雲母 .，)Ji、色粒'I1針良上 " " " 

3ι157 かわらけ a: 12.OcI11 b:7.7cl11 c:3.3cm ロウロ外IK糸切IN !((隠色微妙 3時赤色f~ . ILI針・仁川粒良上 " " " 

3ι158 かわらけ a: 12.5c01 b:7.5c01 c:3.3c01 ロタロ外!広糸切線 19h\~何色微妙~時亦色粒 . (1針ややfil上 灯1明lill " " " 

3ι159 かわらけ a:(l2.4)cl11 b:(7.3)cm c:3.4cm ロクロ外底糸切痕 l引見知色微砂雲母亦色粒.(1針・ I-.n粒 良 1: " " " 

3ι160 かわらけ a: 12.2cl11 b:8.&111 c:3.3c01 ロクロ 外!底糸切IH 19J~官民l@ 微砂 ~fìt 亦色校. II剣・ LI'f粒段上 " " " 
3ι161 かわらけ a:(l2ηCI11 b:(7.6)cl11 c:3.4cl11 ロクロ外!底糸切痕 IVJ皮肉色微砂雲母赤色粒白針.lI'f*II良|二 " " " 

3ι162 かわらけ a: 12.3cl11 b:8.Ocm c:3.6c01 ロクロ 外JI:S:糸切IJ:I )\~俗色微妙・'.')î lせ ・ 赤色位向針. tI't粒 i込1: " " " 

3ι163 かわらけ a:(l2.1)cl11 b:(8.5)c01 c:3.5c01 ロヲロ 外l底糸切111 貨位色微砂・ ':21場・;/i:色料.(1$[ やや制 1: " " " 

3ι164 かわらけ a:12.3cm b:7.9cm c:3.&01 ロクロ外政糸切f良俗色微妙雲母み色粒 (-1" 良t " " " 

3ι165 かわらけ a:(l2.0)cm b:(8めCI11c:2.9cl11 ロクロ 外!広糸切IH 抱色微砂・.，1手・亦色粒.(1'十上丹粉やや相It. " " " 

3ιω6 かわらけ a:12.4cl11 b・8.&01c:3.1cm ロヲロ外l底糸切復員総色微砂・-:Hlt.赤色村白針.t丹村良 t " " " 
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表15 出土遺物観察表(13) 

閃番号 附 置1 法低 (a.1li'tb.mtc器何百) 成形 特徴(文総・粕薬Iff:it京地 焼成など) 備与 Gr.HiI'l.その他)

3ι167 かわらけ a: 11.&01 b:9.Ic01 c:3.1 cm ロ ク ロ 外H~糸切拠 隠色 微砂 3母- 赤色粒 ÎI針良 1-. s 1 fIi第 3而池 3 '1 '~

3ι168 かわらけ a:12.4c01 b:8.2cm c:2.9cm ロクロ 外l必糸切炭 火際色 微妙 宮町・赤色粒 .(1針・小石粒 相11二 " " 
， 

3ι169 かわらけ a: II.&m b:7.2cm c:3.1 cm ロ ク ロ 外Jî~糸切浪舵色 微砂 '2 1止 ぷ色粒 (-1針 i込 上 .. 
" " 

3ι170 かわらけ a:(12.7)cm b:(8.8)cm c:3.6c01 ロ ヲ ロ 外!広糸切1良 此 ra色 微妙 雲母赤色粒 ÎI~I" I:.Pr粒五!1:. " .. " 

3ι171 かわらけ a: 12.9c01 b:9.Oc01 c:3.Oc01 ロクロ 外政糸切痕燈色 微砂 ・'2Bt.赤色粒i"1針-土丹粒良 t " " " 

37・172かわらIt a:12.lcm b:8.5c01 c:3.2c01 ロクロ 外lほ糸切IH Ilj!I買尚色 微砂 ・"!1:時.(1針 ・上丹粒 良上 " .. .. 

37・173かわらけ a:12.6c01 b:8.lcm c:3.3c01 ロ ク ロ 外I~糸切1良位色 微妙 ・ '1H号 ・ 赤色粒 ・ ÎI針良 .1: " " " 

37-174 かわらけ a: 12.5cl11 b:8.2cl11 c:3.4cl11 ロ ク ロ 外底糸切瓜 Iリ Il'~尚色 微砂 雲母 - 内針 - 上丹粒 良上 " " " 

37-175 かわらけ a:l2.5c111 b白9.1CI11 c:3.5c111 ロクロ 外!底糸切痕 Iljll'HU色 微砂 '21苦赤色粒 II剣 .I:.I'r粒良 k " .. .. 

37-176 かわらけ a:12.7cl11 b:8.4cm c:3.4cl11 ロクロ 外低糸切IH l~位色 微妙 ':-1m . ぷ色粒 門針 1:J'r粒 " " " 

37・177かわらけ a:(13.0)cm b:(8.4)cl11 c:3.2cm ロヲロ 外!広糸切IH 1りJlI立 iU色 微砂 ~ I\Þ 赤色粒 向針やや割11・ 灯 Iljlllll " " " 

37-178 かわらけ a:13.OcI11 b・8.3cmc:3.2cl11 ロクロ外ほ糸切証i T7li1.色 微妙 '.1m .il針 -小石粒 良上 " " " 

37-179 かわらけ a:(13.I)cl11 b:(9.2)cm c:3.1cl11 ロクロ外底糸切保 Iljll'7民j色 微砂 雲母亦色枝 II針上丹粒 やや現11: " " " 

3下180かわらけ a:12.&111 b:9.2cm c:3.3cm ロ ヲ ロ外J広糸切痕 Ilj li~尚色微砂 雲母 ・ み色鞍 ・ ílま1 . J:J'r粒 五!1:. " " " 

37-181 かわらけ a:12.9cl11 b:8.5cm c:3.5cm ロクロ外!必糸切1!'{ 1リ1l@3色 微砂 3母亦色粒 II針上J'r粒 良1: " " " 

37-182 かわらけ a:(12.8)cl11 b:(8.0)cm c:3.7cm ロクロ 外底糸切瓜 t~lí1.色微砂 ・ ';] f号 ・ 赤色粒 ・ 向針 ・上丹粒 段上 " " " 

37-183 かわらけ a:(13.0)c01 b:(8.7)cl11 c:3.Oc01 ロク ロ 外ほ糸1;IJ1j{ Iljll立制色微砂 ・'21吐赤色純 h針 I-.m~ やや明 1 r. " " .. 

38-184 かわらけ a:7.7c01 b:6.6c111 c:I.5c01 手作ね外Iß指頑浪 ~I~W色 微妙 '2 I\Þ ， "か色粒 ・白針 JU c 3~i .. " 

3ι185 かわらけ a:(7.4)叩1b:(6.9)c01 c:I.&111 下山ね外l底J百以IH Iljl î'7制色微妙 ・ '~ Iせ . ( I ~I・ þ! 1: " " " 

3品同6かわらけ a:(8.0)c01 b:(7.3)c01 c:1.7cl11 }Nね外ほl11liIi保持燈色 微妙 'BI吐 1'1針良上 " " 
.， 

3品187かわらけ a:(8.0)cm b:(7.0)c01 c:1.7c01 }Nね 外底指頭1良質燈色 微砂 ・ ~ I畦白針良 i岬 " " 
.， 

38-188 かわらけ a:8.Ocm b:7.3cm c:2.Ocm H~ね外IJ~mlitH.良 Iljlb7尚色微妙 ~母 . il針良上 " " " 

38-189 かわらけ a:8.2cm b:7.3cm c: 1.9cm 子位ね外!氏指頭瓜白色 微妙 ・3母赤色粒 内針段上 " " " 

38-190 かわらけ a:(8.2)c01 b:(7.0)cm c:1.9cm H'~ね外!広指頭IU l~償色 微妙 雲母 . II針良 t " " " 

38-191 かわらけ a:8.3cm b:7.7cm c目1.9cm H'~ね外!広折liIíIH i~俗色微砂 1I時 . (1針 iミ1-. " 
.， .， 

38-192 かわらけ a: (8.6)c01 b: (7.9)cm c:2.Oc01 Hlね外l広指iiIi1i{ l~位色 微砂 会母. (1針良上 ， 
" " 

38-193 かわらけ a:(8.4)c01 b:(7.I)cm c:l.&m H~ね外Ir~miiti証l lr7位色 微砂 '，UI!T.I~I針段上 " " 
.， 

38-194 かわらけ a:(8.6)c01 b:(7.9)cm c:l.&m T-Nね外!必J行政i1U&位色 微妙 'BI¥T.1'1告| 良上 " " " 

38-195 かわらけ a:(9.4)cm b:(8.8)cm c:1.9c01 下位ね外Eま指頭1良賞白色 微砂 ~時向針良上 " " " 

38-196 穿.fLかわらけ 底部}十 ロクロ 外底糸切IH 白色微砂 '2母赤色粒 h針-小千i粒 1日1・ s 1 J:ii " 
.， 

38-197 かわらけ a:(6.0)c01 b:(4.2)cm c:l.lco1 Ilq折れかわらけ ロク ロ外底糸切痕見込みナデなし 燈色微砂 '21lT 良上 A矧 " " 

38-198 n大かわらけ a:19.7cm b:IO.&m c:7.6cm ロクロ外低糸切IH l'~位色 微砂赤色粒 . (1針小石粒 l:.J'r粒 机1: 第3u師池3'1'防

3ιゅ9l' 1かわらけ a:(8.2)cm b:(7.4)cm c:2.lc01 千列ね外!広指頭IH 1.兵l'1色 微妙五!1:.灯IりIIlll " " 

38-2∞ l' 1かわらけ a:(8.8)cl11 b:(7.2)cl11 c:l.5cm Hlね 外Ij~mli!i1H 灰 (' 1色 微砂良上 " " 

38-201 l' 1かわらけ a:(11.1)CJll b:(IO.4)cJll 下型2ね外底miiIi1H 灰II色微妙 i込1: " " 

38-202 la;磁 腕 a:(I2.3)CJll 鈎J迫弁文 緑灰色下透明 灰II色 納l込堅級 " " 他見l:駕系

3品203lef磁 碗 a:(I4.5)cl11 S高雄弁文 オリ ープ灰色下透明 J和、施粕 灰白色料良堅級 " " 純泉~系

3ι204 ff磁 腕 rl縁部小)'，- j!I雄弁文オ リープ灰色下透明 以i1色納良昭級 " " 飽品4:紫系

38-205 !?磁 腕 11紋部小1，- 鋪雄弁文 オリープ11(色下透明 J火(1色 制良昭級 " " 百E品t:紫糸

38-206 .'f V崎系 I: (，;;~ 必fii_手4.2cl11 日占(.t，匂fi 灰内色微妙良 |二 良好 '. " 

3品207制覇h鑓 a:(I5.0)c01 ro色不透明 l手l、施紬紬ダレ灰茶尚色 日l色粒 (1色粒版制色粒 良1:良u硬貨 " " 

38-208 制執h鴬 胴:11.片 尚色不透明 I'}: l 、施糊糊ダレ 1長』住民j色!草色粒 (1色粒販制色粒 良仁良好~~質 " 
， 

38-2ω 1 1 1 !i~腕 占:，台ii:8.6cm l的 f.t i\:j台 ~ I(IÍ' 芯河.1火色 微妙 ・ í1色粒 良l四 五!H T9!i'( " " 

3ι210 常滑 れ'鉢 lJiii a:(I7.8)CJll 以色 I'il耐ー外I{IIJ:(立検(¥Lナデ 外Ifu'i'1立ヘラによる盤形 灰色砂位 (1色粒多Z " " 
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表16 出土遺物観察表(14) 

図・番号 やifi l'Ji 法五，1( a. IÎnb .l~径c 出向) Jtx.1杉・特徴(文総・糊祭.Ilfi:t . 京地 . ~完成な ど) 前年 (it!榊その他)

38-2l1 常背!仰鉢u罰 a:{l9ηcm 灰色ヘラJtx.形灰II色砂粒 h色粒少ii1 買~ 3面池3'1'廓

38-212 常討H'il鉢I額 a:(25.3)cm l長オリープ色内l面中位~外国横l立ナテ， I村而'1'位Jff滅灰色砂粒小石粒少批 " " 

3島211it滑収鉢I矧 b:(14.4)cm 外Jj~糸切1良貼f.tおft 灰色内i両院減外l面横1立ナデ灰向色砂粒 ・ 小石粒少 lìl " " 

38-214 'iirH't N鉢II罰 b:(13.8)cm 外!広糸切IU刷、n日fl灰オリープ色|内面!日減外而bI1位ナデ灰色砂粒小石粒少14 " " 

38-215 常iftfJ鉢I矧 b:(9.9)cm 初*11良貼f.t高台灰色内面積l立ナデ底ftl指頭IU 外面ヘラ成形灰白色砂粒少量 " " 

38-216 常iftN鉢1:矧 a:(31めcm l勾l両降灰オリープ色外而尚色灰色砂粒 白色粒.~n色粒少量 " " 

39-217 常討? う車 a:(43.4)cm 4占積技法級位ナデ内部上l立~外面降灰 筒色砂粒 II色粒少Q " " 

39-218 常討~ 1車 a:(34紛cm 輸相技法樹立ナデ指頭痕ヘラ墜形降灰オリープ灰色砂粒小石粒やや多!i1 " " 

39-219 常持? う理 b:{l4ηCI11 砂rII広外f(IÎ~H立刷 [; 11 指~JiI.良 ヘラ惚形降灰 H官赤w色砂粒 h色粒少1ît " " 

39-220 瓦器腕 a:(lO.I)cm b:(9.8)cl11 c:3.2cm 下rlね l押1n:1面菊花内面~外面上位横位条線のH音文灰色-:品灰色微砂納良上良好 " " 楠!.IE系

39-221 ムlお碗 a:(11.0)cl11 b:(1O.2)C01 c:(2.6)co1 下位ね |川氏i日鈎iE. 内[師ー外 1(lÎl:. f立関l立糸線の目白文江i灰色納良上微砂良~i " " 補:!I!i系

39-222 .Ji日目 腕 I I *~gjl-f本部小片 内庇凶焔 I~ 内lfu-外 lúj上位繍l立条線の附文 明灰位j色微妙 M良」二 良好 " " 嫡』産系

39-223 下瓦(軒平瓦) {fi;定厚。3.&111 m弧文型娩施文~1U1占付技法灰色砂粒・白書| 以色殺 やや硬質 " " 

39-224 m忠能う理 休部小Jt 灰色内I(II繊l立ナデ 外1而1If1IIIH 灰制 色 砂 粒 (1色ぬ 良t 良好硬質 " " 

39-225 if1イ1製 l現 残長9.Ocm幅5.3cmJ事1.9cm 灰色 H11i鍋-i晶行→I況に転JTIか " " 

39-226 鉄製品 JJ f 全員29.4cm刀艮20.2c01!f::9.2cm f!IW状態極めて五!H地金銭る 笹の刀区寄りに径5mm程のn釘穴あり " " 

39-227 鉄製品川 f -'f.1之28.2cl11)J及。19.4cl11K8.&m f~(f状態側めて良好I出金残る 笹の7J区'?i'りに筏4mm.胞のlIilT穴あり " " 

39-228 鉄製品小)J 全長。18.5cm刃向。9mmJJ厚:O.25cm 腐食が進んでいるがほぼ全長判る 後端部2ヶ所に日釘穴あり " " 

39-229 欽製品 ~r 残~: 1 1.3cl11 幅 6111m l早 0.5c l11 戸I ~ r " " 

39-230 銅製品 F員長9.&111幅9mml事O.l5cm 飾金具)(.1立小札か t面のみJA¥i輩を塗，市 消'1m部分多し IUlfに小孔あり " 
h 

39-231 銅$~ JJ~元通宝 I;tUJt 初鋭$1'-845-"f. " " 

39-232 銅$~ 1m元通'jr I.m VJ$)/{f-845if. " " 

39-233 銅jJt 天J目元ぞit北米$Jt 初幼年1023年 " .， 

39-234 銅i~ j羽通元宝 i長周$~ ~mhíf.955{p " 
， 

39-235 銅j~ j;[w\、元~t{ ~t宋$l1 m鋭1f.l∞4年 " " 

39-236 銅銭 }f:~通常北宋銭 m鋭年1078ff- " " 

39-237 銅$~ 立利通宝 ~t宋$x 初v!年1Jl9if. " " 

39-238 1't製品 7下 長さ:16.5cm悩l.3cm1iJ.且25cm 即日sに小孔 慌の fi4 1肢竹を刃物で削り m し、全l面を丁寧に Þ}flf~ " " 

39-239 作製品 7干 校長 1O.2cm幅8mml平0.25cm 回自s-中央部It全体に 「寧な6Jflf!が絶される " 
.， 

4Cト240j輩日* 腕 a:(l2.8)cl11 b:(6.5)cm c:5.0cm ~\\ì輩J自に*，ì輩で三つ巴のスタ ンプ " " 

4ι24 i輩(.i 椀 b:(7.8)cm !日淡地に米漆で紅紫のスタン7 " " 

40-24 波書} 陥 i本市I)¥， )，\\淡I血に朱漆で((\11 1 にイt~のスタンプ " " 

40-243 t輩出÷ 椀 JJ~ffll小)午 J.Ui護地に米淡でカタパミをF怖さか " " 

40-24 淡日間 憐 JJ5:ffll小)¥- 見u輩I自に朱淡で校総を F術きか -ffll.illげあり " " 

40-245 j謀総椀 a:(l5.8)cm !，¥l漆塗イli " " 

40-246 持主総 椀 b:(7.2)cm iAli輩喰1ii " " 

40-247 淡路椀 a: (l3.0)cm b: (6.8)cm c:3.&m 見l波宮住イli 光沢あり " " 

40-248 持E出i 腕 a:(l6.0)cm b:(10.2)cm c:(5.1)c n比i淡J出に米i輩でllf文をF品目きか 外!広l耐侠状の切り込み i世数学の「二Jか " " 

4ι249 波書IIlii a:(15.ηCIll 思漆喰イH " " 

40-250 泌総 1111 a:9.7cm b:7.2cm c:1.3cm nli事地に朱討Eで燦f文のスタンプ " " 

40-251 波探 IIU a:8.9cm b:6.5cm c: I.Ocm )，(¥漆I自に米淡で三つ巴のスタンプ " " 

40-252 1輩;器Ull a:(8.8)cm b:(6.8)cm c:J.lcm Wi輩I由に米淡でカタバミのスタンプ " " 

40-253 漆(.i IIIl a:(8.8)cm b:(6.1)cm c:0.9cm lJ¥漆I血に*i輩で双策文を怖く " " 

40-254 i輩出* IIJl a:8.9cl1l !，U淡塗内3 " " 
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表17 出土遺物観察表(15) 

悶・番号 何百i 法iol(a.1 1筏b .lJ~ltc 総高) 成形特徴(文械 F曲集 .Ilfil: 京地 ・焼成など) {l，lii'・(il'l#'l その他)

4Cト255t輩出~ IIJl a:(8.9)cm !，¥¥i輩i主Iii m 3ifij 池3'I'，ij 

4ι256 木製品櫛 長田4.9cm残幅3.1cml日U.Ocm 1，10端破m 頭部九〈細かい欄11 " " 

4ι25 木製品櫛 長:3.7cm~X幅 3.9cm1平:0.9cm !~\l輩itlィIí 頭部hく明lい閥n " " 

時 258木製品櫛 長4.2cm幅3.5cmlil:0.7cm ì~れ、mi高Y主布 比較的細かい櫛日 岐閥 " " 

4Cト259木製品 7時 長25.1cm幅0.7cmI享:0.65cm 鋭利な刀物で断而多角形に訓l工 両端尖り気味 " " 

40-2ω 本埋めい 1町 長:25.9cmiIi.i:0.65cm 1'l-:O.6cm 鋭利な刃物で断l而多角形にIAI工 両端尖り気味 00 

" 

40-261 木製sM 7耳 長。24.6cm恥，i:O.6cml平O.5cm 鋭利な).J物でI断I師多角形に!JJ[ 両端尖り主(1味 0， 0， 

4Cト262木製品 7町 長24.Ic01帽。O.6cm1事。O.5c01 鋭利な刈物で断面，':，1内形にJAI工 両端尖り気味 " " 

40-263 木製品 ~ 長24.1c01幅:0.7cm1平O.6cm 鋭利なメj物でl断而六刈形にJAIl: 両端尖り気味 " " 

4ι264 木製品符 長20.OcmJ;，t1:幅:6mm1t，l:0.65cm 鋭利なメj物で断l師多角形にJAI工 両端尖り気味 " " 

40-265 川途不191木製品 長:25.2c01恥.i:l.OcmI'I-:O.&m 刃物で|折而多角形に加1: 下端尖り気味 " 
0， 

4ι266 本製品蛍杓「 残長31.3cm柄幅1.2cm厚l.Ocm 上下立!漆喰布 。[11而j/&は綴L、S'"F状 附完形 ・ ，~~部分半分 ij'j失柄断I面逆家形 " " 

4ι267 木製品杓子 長さ 26.7cll1幅4.6-5.2cm厚0.7cn 全体).0沫を41?ぴた削り 一部煤付li " " 

41・268木製品 1111物 l在任32.OcmJ~帳 6.4 cm l事 O.5cm 底板 l析l偏Sf>jl、fl形官lめよ4に絞皮l史川 " " 

41-269 木製品 IIIJ物 l直径:32.Ocm銭前M IJ~阪 l析 Ifiisi，j\、 1ι1)杉 側総 n~な l師1&全IflÌ li，)ぃ h'li f立の{Ij1 llÔl!{ " " 

41-270 木製品 1111物 短i王13.Oc01)，占li:22.Oc01 ほ板 側絃f¥flな削り ~而!腐食大きい " " 

41-271 木製品 1111物 I{jJ~:22.Ocm í~自国 16.Ocml手 Oおcm ~1fJX I折if'I台形 " " 

41-272 木製品リIJ物 l直後 15.Ocm1Y::0.65cm 底板 断I師台形 0I11 *~細かく ).L くするねの削り " " 

41-273 木製品 IUI物 1''(11:: 13.4cm I'/:O.4cm J2又は庇板 l両側J.'dWfll，j、イL周縁fl{ljl耐を1.1めに絞形 " " 

41-274 木製，'，，'，IIIJ物 直後 12.&011'1:0.7c01 li..xはIj~板 両側周縁l1fl2イL1 *Ilの小イしが穿つ Jl.j縁側l耐を斜めに1(lj取教形 " " 

41・275木製品問娘 lι11::9.4cm 1早0.2c01 微かに側絃が傾斜して凪ITされている itll脂状の汚れ " " 

41・276川途ィ、191木製品 4X3.1cm 1'/.:2.9cm '1'央部内j杉の符み ノミで)All:か " " 

41-277 本製品 つまみか 長16.&m銭前，¥:1.&ml平l.5cm flJに九l味を持たせたfil移 行lめ具と して I ，ljj端に 2 本の腐食した~rが伐る " " 

41-278 木製品納 20.&mX3.4cm惇0.65cm 片側端却に 2孔l紺の小孔が若手つ 00 

" 

41・279川途不191*製品 8.2X9.Ocm 1平l.Ocm 八戸J}杉で同級が傾斜して加 [ '1'央部本釘が11ち込まれている " " 

4ト280川途不1M製品 9.6X8.4cml草l.Ocm 八IIJ形で問絡が傾斜して朗IT '1'央部穿孔あり " " 

41-281 木製品本銀 l込8.5cm11:1.8-2.2cm |、端部がやや制11い)t給状 糸を結ぶl~ I-.!iに彫り込みを主11む " 
0， 

41-282 川途ィ、1111*製品 8.0X3.Ocm l樋地)L<加工 中央部に切り込みが入る " " 

41-283 木製品1E 箆 長18.3cm似 1.2cm メj物で|析而多角形にJAI工 下端尖り気味 " 
0， 

4ト284木製品 箆 )~: 16.2cm '1'央官'.¥:I.Ocm lil:O.6cm |折 I (IÍ!.~初先端を尖らせI ，Jtl l而斜めに目11 る " " 

41-285 木製品 箆 長23.7cm制:1.&m l析1111桁川形先端尖らす 水量Iが打ち込まれる " " 

41-286 木製品 箆 長:23.2cm中央悩l.9cml平且9cm 断I(IIかまぼこ担 tl(II木日に沿った而lJXやや九I床を持つ FI(II比較的、vらな削り}AI[ " " 

41-287 木製品 箆 )~:20. lcm 耐，l: 1. 6cm 先端尖らしj輩がト1(( " " 

4ト288木製品 ~ 長22.6cm制 1.2cm 断IflitlJJ形に加 [先端尖らす " " 

41・289木製，'，，'， ffi. 柄妓長 19.2cm錐).)残長:3.5cm 八角形以|ニlこl師l収九l味を持たす メjとの似(，tけ部分を19錐にJnJ1: " " 

42-290 木製品 箆 12.9Xl.5cm 先端尖らしやや、1'，に}AII " " 

42・291本製hll箆状工n 19.8XO.&m l高端尖らす 片側、ドに加工 " " 

42-292 金剛1，1hl1版芯 J正23.5cm幅，l:10.2cm 1'7-:0.3cm 先端C).絡の小孔あ り '1'央側縁JiI彩の11<り tJ1l11 j}(の腐食旺l~ : ，t ~，地中国I!{ " " 

42-293 金岡111，'0:411似芯 )~:23 .4cm 前打 1 0.0)cml平 O.4cm 先端 ."，央部外鮒の小イL先，l'JJ近く!.'{:の11<り 制Ilh¥}j'}杉の11<り 縦t副総 " " 

42-294 金剛I';I.版板芯 長23.Ocm帳9.5cml平0.1-0.3cm先端 ・'1'央部ぬ絡の小孔 先端近く L字の11<り 側縁方形の11<り 純編痕 " " 

42-295 金剛1，1411板芯 長。23.4cm幅(lO.O)cm厚:O.3cm 先端 ・中央部C).紛の小イL先端近く L'(:の11<り 仰|総方形の11<り 割u編痕 " " 

42-296 金岡111，1411似，E、 長23.5cm幅1O.Ocm席。0.25-0.4cn 先端 。'1'央舟lQ，紡の小孔先端近く L'fの11<り 側絃Ji形のtltり 純絹jI{側縁而lfi " " 

42-297 金岡11"/(胤似芯 長22.3cm脚，¥:9.6cm1平0.3cm 先端 。'1'央部鼻緒の小孔先端近く Lネの1)<り 0111縁方形の11<り 純tj，lj1{ " " 

42-298 金岡11 1;(~1i似芯 長23.Ocm幅10.2cm1手0.25-0.3crr先端 '1' 央部~~紛の小イL 先地近く L'{:の扶り Otll ~~ }ï形の11< り ~制・腐食IH " " 
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表18 出土遺物観察表 (16) 

I司書号 組 知 t.Hl (a.1 I I 't b.lt~lic 総尚) j車j彩特徴(文脈 車jl薬 !治 I~ .京地焼/iAなど) 備身 Gl'l構・ その他)

42-299 金剛市~~j面必; J;!:22.4cm編。1O.Ocmlil:0.25-0.3cn 先端部鼻緒の小.fL '1'央 中央先端部にVtり 縄制1良腐食物fUI 第311ii 池3'I'IO 

42-3∞ 金剛 ，~'[~11板Ie.， 長。22.5cm幅1O.2cm1i)::0.15-0.3co 先端部Ij).絡の小.fL 中央縁mtlJjJ~の扶り 縦十1:tXのIT::I.良 " " 

43-301 本製品 ド駄凶 ~JH~: 18.5cm帳。19.Ocm1弘6.&n 3ヶj同町に切断かまIf世の$lI'JIきの織な円t)りあり t1lJJ11:か " " 

43-302 本製品 F駄凶 妓lt6.2cm似9.3cm尚:(2.2)cm ~~部HHtll長 11íJ.n U:か i長穴の部位に鉱IHあり 腐食大 " " 

43・303木製品 下駄闘 幅(I7.0)c01尚(I0.8)c01J早3.lcm fT形の切り11'，し 「事な而r&を胞す " " 

43-304 木製"11" Lpl J;!:33.lcm幅l.5cml'/:0.2-0.3co 短1I~ 't! 水量Iを注し込む 5枚で作られる " " 

43-305 木製品瓜 長 39.5cm~~:l.l-I.6cml¥l:O.4cm 短 II~型木釘を差し込む 7枚で作られる " " 

44-306 木製品折敷 長32.5cm残幅 13.&mI'l-:O.&m '1
'
央側縁に絞伎のftlめ跡子斧痕刃物によるftlか幣ぃtiI:l1材 " " 

44-307 木製品 折敷 長24.6cm9_Q制 17.Ocm1'l-:0.3cm 3Jiに枠止めの通し)'(と申11が伐る 腐食したの機物i、t.r( " " 

44・3~ 木製品折敷 11::25.5cm残制 16.Ocm厚2.5cm 板状の抑圧痕 堅いhl日材 " " 

44-3ω 本製品 41，11折般 1l::19.4crn残制3.&ml'/.:0.lcm IilOIIII!，!.j，IHH 屯ねJIきしたもの 文下下11，r/e不191 " " 

44-310 本製品 !出~I折敷 1l::25.9cm残制5.3cml手0.2cm 1両l両辺、!H良 i劫板で両fJI附を九〈加工 上i国三鱗と f~j ，iÎI不 191文学 fl面文字和1，"(不191 " を，

44-311 本製品 I~Vlnr敷 H::Il.1cm J手0.2cm 小)Jでpj形にWT. I::ifII r卜六Jの畿内 コースター状に1士JIIか " " 

44-312 本製品 Il-hll折敷 1f.:12.2cm J't:0.2cm 小JJで阿形にJAI[. 1::i(II!!J，11銭すが文宇和I，ntイミ191 " " 

44-313 木製品折敷 i壬10.6-11.7cm 1平:0.2cl11 ji4 1\'~ を )L < }AJT " " 

44-314 木製Jn1 折敷 It:II.5c1111平O.I5cm 小)Jでl'jJ杉にJJI[ " " 

44-315 本製品 liJ，日折敷 i王9.2cm1'1:0.15c111 小)Jで川Jf3にJnlt: 上IflIfli 1六Jの!品.'1 " " 

44-316 本製品 j品占折敷 残長 14.Ocm"i:2.OcI11 1i}::O.lc01 上I(iil滋』 文字下l，iII不明 " " 

44-317 本製品 l品川折f'l 長10.&01似5.lcmJ'l-:0.2cm J ，'m小 )J て'IAtT小和11~に fli.J杉 1:1而'品川文宇和l説ィ、lリ| " " 

45-318 木製1'，7，19!楽 If:7.Ocm 1，Y.:3.Ocm 上IIII'lelliiに円I1る ド!立九1昧の強いP1錐形芯線1I1簡に削IJ/J'，し " " 

45-319 木製品 l~l楽 11¥:6.2cm l~:5.3cm l本取り lニIfII 下而、1'-にIftlる 上位円形 f{立川錐形石;彬は~H主 (7-長・0.7cm " " 

45-320 本製品ぜ状のfi lH.&m耐，1:5.Ocml'l:3.&m 全体に)tt*を持たせるようにJJI[. " " 

45-321 本製品 位状の1$ 1王:4.5c01 自I打i箇所あり " " 

45-322 木製品人形!iil 残11::6.4cl11 ~íl1'AIIHI . C) . rt . J.fを制級に占脱 fIl部に細い持状の加J:ljl跡Iiり 帰り人形のカシラ " " 

45-323 本製品人形代 !.'~:8.&m 似: 1.4X l.&m 1，!.lでμ制U"11'11・IEを塗る fJ)~ IllÎ節穴の様な~Uしあり 祇IJ材 " " 

45-324 本製11J3 舟形I~ 長13.3cm制:3.3cm深さ:J.&m 一本作り 内I釘くり抜き(船内帆柱祁! トモ船!芭)内!広中央部穿孔あり " " 

45-325 木製品形f~ 1l::20.OcI11前臼.5cmJ'l:0.5cm 腐食激しい 側縁IIII取を施す " " 

45-326 本製品 )J形代 全日 1&01身7.&01革IO.2cmIJ:O.5cm ))身ににJtべ笹が長く )Jばは fOIllのみ t凶IJJ身部を削り幣!杉 下lilI‘1
" " " 

45-327 木製品形f~ヵ 長12.3借入;幅3.5c01I平0.5c111 先端尖らせ lニfi[附liiil& " " 

45-328 本製品 。[1形代か 1l::9.4cm Iはよ制8.Oc011'/.:O.lclll 全体を鋭利なメj物で作成 " " 

45-329 木製品形ft 長12.Ocm~~:5.&1ll厚 2.5-3.Ocn f.~形か 先端ー「正の部分を三角形に鋭く円11る " " 

45-330 本製品 JI形 f~か 縦村長26.9cl11繍村長:26.9cl11 縦板側械に沿って縦{¥'iに2ヶ1'1庁切り込みを施し機材をはめ込む " " 

45-331 川途不191本製品 jHUI.5cm幅:3.&011¥[:0.5-0.&01 先端鋭く問11る 穴 内部分は維な面i担 " " 

45-332 本製品舟形代か 1~:9. l cm III大制2.9cm1事0.7cn 1:端やや尖らせる 附にiflil&JAITを施す " " 

45-333 JII途不1IJ1本製品 縦3.7cl11侠4.Ocmlil:0.9cm |川附をlfijl日IA!C " " 

45-334 川途不lりj本製品 jJW:23.&Ill/IIA師2.5cml平2.Ocm rriffll 寺l阿部i曲jl& 断IUI九Jf3 I'1仲間11断而やや長)ii杉 山附lfiil担 " " 

45-335 川途不1IJ1本製品 長24.Oc01II.l大幅2.&ml弘1.&01 先端やや尖り気味でl直線的に削る 木釘が打ち込まれる " " 

4ιl かわらけ a:7.&111 b:5.Ocm c:I.&111 ロクロ外ほ糸切1良 191&尚色微妙 ・'21せ1"1針 ，庁、色粒やや担11: 第3r(lj 池3下M

4ι2 かわらけ a:7.&111 b:6.4cl11 c:J.&111 ロクロ外底糸切痕燈色微妙雲母向針亦色fll 小ィi粒やや*u上 " " 

4ι3 かわらIt a:7.&111 b:6.Ocm c:1.9cm ロクロ外1J'I:糸切泌般色微妙 ・'.!jI!t'r'l針み色粒やや相11ニ灯191Ull " " 

4ι4 かわらけ a:7.&111 b:6.&m c:l.5cm ロクロ外Ir~糸切政権色微砂・ ~2台t . t' I針 ー亦色粒-小イi粒栢1上 " " 

4ι5 かわらけ a:8.1 CI11 b:6.2cl11 c: 1.9cm ロクロ外!広糸切痕燈 色 微 砂 32母1"1針，か色粒 ー小イ7粒粗 t " " 

4ι6 かわらけ a:(8.0)cl11 b:6.Ocm c:1.9cm ロヲロ外Ij~糸切IH I~I Þ~ 尚色 微砂 ・ '2 1手1"1$ 1 良 1: " " 

4ι7 かわらけ a:8.Ocm b・6.Ocmc:l.&m ロクロ外!広糸切線 19Uotru色 微砂 ・'111ま1"1針良上 " " 
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表19 出土遺物観察表 (17) 

関番4f 長nm 法ilt(a.1 il王b.lì.主任C. (，，~尚) 成形特徴 (文級 車h祭!約 t 京地 ・焼成など) 備与 orll帯・ その他)

4ι8 かわらけ a:7.&m b:5.6cm c: 1.6c111 ロヲロ外底糸切IH 1'1舵色 微砂・ 'sf事赤色粒 ・白針 朝Lt 宮~ 3 iTti i由3下府

4ι9 かわらけ a:(7.6)cm b:(6.l)cm c:I.6c01 ロクロ 外底糸切痕 IYI貨制色 微妙 .'.11母・亦色粒 ・白針 .I:!'f粒やや網l上 " " 

4ι10 かわらけ a:7.9c01 b:6.4cm C: I.7CI11 ロヲロ外li~糸切liI 191)，1制色 微妙 雲母 1'1針小行粒 羽i1:灯lリIUll " " 

4ι11 かわらけ a:8.OcI11 b:6.Ocm c:2.OcI11 ロクロ外l底糸切保苅位色 微砂・ '，21苦み色粒 白針上丹料 相|二 " " 

4ι12 かわらけ a:8.2c01 b:5.3c01 c: 1. 7cI11 ロクロ 外!底糸切J良賞燈色徴砂・ 3母ぷ色粒・白色粒良土 " " 

4ι13 かわらけ a:7.&01 b:6.1cm c:l.6cm ロクロ 外lほ糸切t良賞燈色 微砂 ・'sIせ・赤色粒・白針， _I::J'f粒 やや相l上 " " 

4ι14 かわらけ a:8.2cm b:6.6c111 c: 1.&111 ロクロ 外!底糸切線民俗色微砂 3母亦色粒・白針土11粒ややれl上 " " 

4ι15 かわらけ a:8.Oc01 b:6.3cm c: 1.5c111 ロクロ 外l底糸切IH &燈色微妙 雲母赤色粒 ・白針土11粒やや朝]上 " " 

4ι16 かわらけ a:8.OcI11 b:5.5cl11 c: I.7CI11 ロヲロ 外!必糸切IH 位色 微妙 .1t1号・赤色粒白針やや相1上 " " 

4ι17 かわらけ a:8.0c01 b:6.1 CI11 C: 1.9cl11 ロク ロ 外底糸切痕位色 微砂・ 21母赤色粒 小石粒 粗t " " 

4ι18 かわらけ a:8.OcI11 b:6.2cl11 C: 1.9cl11 ロクロ 外底糸切浪 191此iI)色 微妙 '21革 1'1告| 良上 " " 

4ι19 かわらけ a:7.6cm b:5.6c01 c:I.5c01 ロクロ外l底糸切保持位色微妙 雲母-亦色粒白針担i上 " " 

4ι20 かわらけ a:8.1cm b:6.6c111 c:1.9cm ロクロ 外J底糸切痕 1m者側色微妙 T;'1母 ÎI ~I 良上 " " 

4ι21 かわらけ a:8.lcl11 b:6.3cm c:2.lcm ロクロ 外Is:糸切痕 l則前fll色微砂 雲母赤色粒 II量| 良|。 " " 

4ι22 かわらけ a:8.OcI11 b:6.7c01 c:2.lcl11 ロヲロ 外li~糸切痕 19 1 tq il)色微砂 雲母 ・ 亦色粒 . II針良上 " " 

4ι23 かわらけ a:8.4cl11 b:6.6cm C: l.6cm ロク ロ外底糸切痕賞燈色微妙 3母赤色粒 ・白針 籾上 " " 

4ι24 かわらけ a:8.4c01 b:5.0cm c:I.&111 ロタ ロ外!広糸切痕 ll~位色 微砂 ・ '!t l'せ亦色総 ÎI針小イ1粒 上I'f粒 利|こ " " 

4ι25 かわらけ a:(8.2)c01 b:(6.0)cm c:(1.9)cm ロク ロ 外底糸切1良賞償色微砂 '111華・赤色粒・白針 ・土舛粒 粗t " " 

4ι26 かわらけ a:8.7c01 b:6.4cl11 c:2.1cl11 ロヲ ロ 外底糸切IH;'11空色 微砂 ，':flff} . ，f，;色粒 内針 小イl粒 1::1'f粒 粗t " " 

4ι27 かわらけ a:8，5c01 b:6.&111 c:2.Oc01 ロヲロ外!底糸切IH 191災尚色 微妙 ・'sIl}• ，f，;色粒 'I!針 上m立やや明]1二 " " 

4ι28 かわらけ a:8，5c01 b:7.Oc01 c:1.9cm ロヲロ 外底糸切痕 19H'1尚色微砂 ・雲母-赤色粒・白針土m立 やや組上 " " 

4ι29 かわらけ a:8，6c01 b・6.2cl11c: 1.65c111 ロヲ ロ外!底糸切痕災位色 微砂・ '21社赤色粒 内幸l'~I上 " " 

4ι30 かわらけ a:8.6cm b:7.4c01 c: 1.9c01 ロクロ 外!底糸切IH 黄信色微砂 -;fte}.赤色粒 ・白針 ・上丹粒 現1t " " 

4ι31 かわらけ a:7.Ocm b:4.7cm c:2.4cm ロクロ外底糸切線 灰~(\色 微砂 3母 'Î! 色粒 利良上灯lリ I UlI " " 

4ι32 かわらけ a: 11.&111 b:7.9cl11 c:3.5c111 ロク ロ外l必糸切線燈色 微砂 笠!せみ色粒 II針 ・小行粒 上i'f粒 現l上 " " 

4ι33 かわらけ a:{l1.6)cm b:(7.0)cl11 c:3.lcl11 ロヲロ外底糸切liA tl~燈色 微妙 ・ 3母・赤色粒 ' Î!針 ・ 土外粒相fj-. " " 

4ι34 かわらけ a:(I1.6)cl11 b:(7.6)cl11 c:3.2c01 ロヲロ 外!広糸切保持位色微妙・ "2H}ぷ色粒 向長|上I'T粒 制11: " " 

4ι35 かわらけ a:(11.8)cm b:7.4cl11 c:3.4c01 ロクロ 外l氏糸切IH )，11空色 微砂 ']ilせ t1針-上丹粒平や現l上 " " 

4ι36 かわらけ a:12.Ocm b:8.2cm c:3.2cm ロヲロ 外J広糸切保健色微砂 雲母-赤色粒向針小石粒 現lt " " 

4ι37 かわらけ a:12.Ocm b:7.&m c:3.3cl11 ロヲロ 外l広糸切lii 燈色微砂 ・"2母.，f"色粒・内針上m立 制i上 " " 

4ι38 かわらけ a: 12.Oc01 b:8.Ocm c:3.2cm ロクロ 外Is:糸切浪笹色微砂 '!!It}，赤色粒 白針土j守粒 粗土 " " 

4ι39 かわらけ a:12.3c01 b:8.Ocm c:3.I5c01 ロヲロ外Ir~糸切痕 1~!侵色微砂 ・ 3母・赤色粒 . II針 目小石粒 ・tft粒抗1t " " 

4ι40 かわらけ a:12.OcI11 b:7.4cm c:3.lcm ロクロ 外!底糸切liUi色微砂 3母赤色粒 ・IIま1・小石粒 ..tJ'f粒 現Lt " " 

4ι41 かわらけ a:(11.8)cm b:(8.6)cm c:2.95c111 ロクロ 外底糸切IH t'l燈色微砂 2母・赤色粒 ，白針 ・土丹粒相H " " 

4ι42 かわらけ a: 12.2c01 b:8.4cl11 c:3.2cl11 ロタロ 外l底糸切IH 1'1位色微砂 3母ぷ色粒白針 I:I'f粒 柄l上 " " 
4643 かわらけ a:12.4cl11 b:8.6cm c:3.3c01 ロク ロ外!底糸切線貨位色微砂 ・'.:1lit赤色粒 内針上i'f粒やや相l上 " " 

4ι44 かわらけ a:12.Ocm b:7.&m c:3.2c01 ロヲ ロ外底糸切痕燈色微砂 '.:I1lt 亦色粒 白針 ー土丹粒 朝i上 " " 

4645 かわらけ a:(12.0)01 b:(9.0)crn c:3.4crn ロヲロ 外li"(;糸切痕 lJ~倍色微砂. ':ftlf} .ぷ色粉 'I!針 ・小石粒 制1: " " 

4646 かわらけ a: 12.4crn b:8.5c01 c:3.4c01 ロクロ外!丘糸切IH位色微砂 ・'Efせ・赤色粒 II針小石粒 土丹粒 粗土 " " 

4647 かわらIt a: 12.4cm b:8.lcm c:3.5cm ロヲロ外l底糸切保健色微妙 ・3母・赤色粒 .(1針小石粒 tFf粒 籾1-. " " 

4ι48 かわらけ a: 12.4cm b:8.2crn c:3.6cm ロタロ 外底糸切炭位色 微砂 ":21せ亦色粒 'I!針 |ニjヰ粒 組1: " " 

4ι49 かわらけ a:(I2.4)cm b:(8.6)cm c:3.Ocm ロクロ外l底糸切証1191武術色微妙 '1l1:せ・赤色粒 .1':1針 ・上}干粒明l上 " " 

4ι50 かわらけ a: 12.6c01 b:9.Oc01 c:3.2c01 ロクロ外!氏糸切瓜 r{(燈色微妙 ・ ~ I世赤色粒 'Î!針 tm~ 相11:. " " 

4ι51 かわらけ a: 11.7c01 b:8.Oc01 c:3.3c01 ロ ク ロ外底糸切保健色微妙・ 3時・赤色粒 ÎI ~十 良上 " " 
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表20 出土遺物観察表(18) 

関番号 傾 矧 法f，t(a.1 1 1壬b.Jisfまc. ;器 I:~ ) IJA形特徴(文繊 .f曲薬胎 t 京地 t完成など) 伯母 (遺構・ その他)

4ι52 かわらけ a:13.Ocm b:8.&m c:3.2cm ロ タ ロ外11:1:糸切瓜位色 微砂 ・ ~母亦色粒 (I $~ . J:1't粒 相l上 言¥3ifIi 池3下層

4ι53 かわらけ a:13.6cm b:9.4cm c:3.lcm ロヲロ 外IJ:I:糸切IH tl~際色 微砂 雲母・ 亦色粒 ・ 内針 ・ 土1'f粒 明a. " " 

4ι54 かわらけ a:(l3.4)cm b:6.4cm c:3.6cm ロヲロ 外IIJ:糸切痕位色 微妙 ・3母亦色粒良 t " " 

4ι55 かわらけ a:8.Ocm b:7.2cm c:i.7cm Hlね外H:I:指頭痕 白色 微砂雲母 ・内針 ・小fi粒粗上 " " 

4ι56 かわらけ a:8.4cm b:8.Ocm c:2.1cm 子f'1ね 外!底!1'i!TJH県 Þ~ 1ll色 微砂雲母 . II色粒良 t 灯19111ll " " 

4ι57 かわらけ a:8.4叩1b:7.5cm c: i.9cm l'-Nね外11:1:指頭1良俗色 微妙 ';j1H}. ，Ji;色*~ . (1針小石粒やや朝11ニ " " 

4ι58 かわらけ a:8.2cm b:7.&m c:2.lcm }Nね 外!丘指頭線 lli.償色微妙二~m 赤色粒白量| やや1'11 1ニ " " 

4ι59 かわらけ a:8.4cm b:7.3cm c: i.9cm Hlね 外11:1:指頭彼氏位色 微妙 雲母-赤色粒 II針紅l上 " " 

4ι60 かわらけ a:8.4cm b:7.&m c:2.Ocm 子山ね外m1iVIH良 191古HIl色微砂 '.21:せみ色粒 ・白針 ・上丹粒ややml二 " " 

4ι61 かわらけ a:8.4cm b:7.6cm c:2.0cm 予約!ね外IJ主指v!i波 崎色 微砂・ 雲母 亦色粒 .II針 土丹粒やや相11ニ " " 

4ι62 かわらけ a:8.4cm b:7.6cm c: i.9cm H'I.ね外!広lliiTJi痕 燈色 微妙'2母 -赤色粒 ・II針 ・小石粒相lt " " 

4ι63 かわらけ a:(8.8)cm b:(7.2)cm c:i.4cm l'-Nね外IJ:l: l首長iJH良 19 1 t~民j色微妙 ・ ']k l華 ( 1 告| 良上 " " 

4()'64 かわらけ a:(8.6)cm b:(8.0)cm c:2.Ocm H'1.ね外!氏指頭f良 l在位色 微砂 玄母亦色粒 ・向針 ・小行粒現l上 " " 

4ι65 かわらけ a:(l3.6)cm b:(li.8)cm c:(3.4)cm lNね外11:1:折頭Ifl 1911HIl色 微砂 ・'21せ赤色粒 ・内針五Lt " " 

4ι66 IIかわらけ a:II.4cm b:!O.7cm c:2.9cm 下引ね外IJ:l:lliiTu浪灰白色 微砂良上 " " 

4ι67 瀬戸 合「 a:4.2cm b:3.5cm c:i.&m 溢弁明押し灰黄緑色透明外l面体部~下位施紬茂灰色徴砂精良上良好硬貨 " " 

4ι68 I朝日1I系山茶腕 b:3.&m ロクロ外ほ糸切痕以(1色 微砂 '1If苦 行粒相uニ 良好硬貨小IIIlか " " 

4ι69 百lifl 三 flìí\i~ a:l0.5cm b:7.&m c:25.Ocm 2条の筋彫紙lが3組mllnl 灰色~灰緑色降灰灰色 砂粒少量 " " 

47-70 'iir計1 ~理 a:(33.0)cm 輸制技法 H自，Ji;尚色降liii .Is官1立ナデ ・指副浪 以色 砂粒・良行粒少lsi " " 

47-71 1市t骨 1理 a:(36.6)cm 輸般技法 H自亦執j色降Di 悦l立ナデ ・指iTIilil 灰色砂粒長打赤色粒少量 " " 

47-72 1j'r滑位鉢IJ割 1lEfti壬(l4.8)cm 輸航校法 l砧H高台灰色 も首位ナデ灰色砂肢長行粒多iil " " 

47-73 立i!!¥(，ifì f・bi~ b:13.4cm 1:li1M色内外 IllÎ h~ 1.立ナデ . It1Y!i1H 11< !.\\色 微砂 h色粒 ~，\\色粒小石粒やや制上良好硬貨 " " 

47-74 リ1瓦()L1i) 筒ffilj王li.2cm1'7-: i.4cm 1"llliI級杉文111111浪 |凹日I!，(Ji1l痕灰色 砂粒 内色粒良上良好やや廠!J'i " " 

47-75 k瓦(、F瓦) !平2_Ocm IlIlilii市11 糸切1良川面斜桁「文成立!色砂粒 黒色粒 (1色粒やや和上 良好 やぞ硬質 " " 

4下76!，cli(、'1'10 厚2.2-2_5cm 11I1i(Ji.lrill浪 I"JI而横1立ナデ 灰色砂粒江l色粒 良1:良好硬質 " " 

47-77 女瓦(、I'Ji) l事2.Ocm IlIilfiH6111!! 横位指ナデ/'ilui隣i立ナテ"191灰銀色砂粒 .1M色粒・白色粒やや朝i上良好硬質 " " 

47・78竹製品以H 長3.4cm帳3.2cl11尚3.2cm .'.t¥H 武Hに川いた物か 中央に穴が通る !児のf'JのJAII品か " " 

47-79 j輩r.;椀 a:(l3.0)cm b:(7.l)cm c:4.4cm !，(¥i輩I自に朱漆でA'i形文を揃〈 " " 

48-80 j事務椀 a:15.7cm b:6.5cm c:4.&111 ロクロ 平均台底部以外~m叢塗布 " " 

48-81 i輩総椀 b:(6.7)cm 輪向f? 比ti輩I血に朱淡で制 I f.-せ I;;'UE文のス タンプ II:l: ffil以外~Ui剣山 " " 

48-82 波探 IIJl a:(l1.4)cl11 b:(7.6)cm c:2.7cl11 ロク口 、F向台底部以外!，(¥i輩塗.(Ii " " 

48-83 漆器 IUI 底部小It 文総イミl別 !J¥i輩塗イH " " 

48-84 t謀総 IUI a:9.OcI11 b:6.3cm C: i.4cl11 はH輩j血に米漆で楓の怠慌をス タンプ " " 

48-85 漆器 IUl a白(9.1)cl11b:(6.4)cm c:1.5c01 県波I自に米液で菊花文を摘〈 " " 

48-86 t謀総 1lI1 a:8.2cm b:5.6cm C: i.5c01 ロク ロ 言1!' ~l1i fî 比:\ì輩格.(tï " " 

48-87 木製品情 校長8.7c01尚4.4cl111亨0.&01 t車櫛日l漆喰布 " " 

48-88 木製品 1111物 径28.2cl111平0.8-0.12c01 底板 側仮を止める船主銭る 側板の圧IH 継節分に焼IH・IfJ食物1Mあり !官粍微しい " " 

48-89 木事~"II" 1111物 1'1;:16.&01 1'/:0.75cm IJ:I:似断l而ややfîJf~状 J<liII'ドJfjに1.1:1:げる !羽紋lヶ所に木釘あり " " 

48-90 木製品 川l物 If:l7.Oc01 I'{:0.65c01 !広板 |折J(ii台形状 ぷUII似lぷの削り加工で'I'JI1に11:1ニげる " " 

4ι91 本事~ " II\ IIJI物 f王13.2c011平0.7c01 IJ:I:仮柾11材 " " 

4ι92 木製品 1111物 後 17.Oc01l早0.&01 11直似 側縁やや隠滅、fii.かに傾斜して加工 illilll'i状の汚れあ り " " 

48-93 木製品折敷 K25.Ocm '-史料。22.5cm1事。O.2cm 刃物のような痕跡あり " " 

49-94 木製品 jlf敷 9員長26.2c01I'，l:O.2cm IJq l\'~lllílfj( ntll緑lヶ，;1[1こ小イLあり " " 

4 ~ト95 木製品折敷 民:15.lcmll幅14.5<:m陣地I-O.l5cm 間関而lfj( 1折々 にシミが見られる " " 
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表21 出土遺物観察表 (19) 

関・番号 .~fi m 法泣い I l! tb .li~lfc 治問) j北形・特徴 (文様 利l'lii• l~l l: 京地.~完成など) <<n 身 {~~11' その他)

4~ト96 木製品折敷 長。24.5cmf~幅:7.4cm l事:0.2-0.3cπ l!lilfli }j形側線小iLあり rr. 31面池3Fk'l 

4 ~ト97 木製品折敷 縦幅(l5.9)cm憐Wl15.7cm厚O.l5c111 問附を大き く切り係とす 各ill'l'央・問に小イしを穿つ t端 '1' 央の小ILに本~fが9;\) る " " 

49-98 本製品 l品 ~1折敷 f~縦幅:12.&111 惜悩:4 .7cm ~f.:O.l5cm 上而場 ~1文'f判 Ij/éイ'I IJI 1~ lfii並I.'HH らしをものあり " " 

49-99 本製品 !品 ~1析敷 校長:7.2cm制:2.2cm1事:O.lcm !，U.'1文学文字下1，涜不191 折敷として使JTIi主血l仁か " " 

49-1∞ 木製品折敷 縦幅 19.伽11残償幅S.lcm1i)':0.4cm 本11の細かいiW板をWT. 両端に緩やかなカーブを持たせる " " 

49-101 本製品火切臼か 11: 18.2cm脳6.9cml事:0.3-0.4cn側縁の小孔は脱Jlill宅あり 筒物のて次1AI工か " " 

49-102 木製品加工品 任:7.9cml'I:O.I5cm 大型で隅を九<IXI I Il.Hj内m~に任痕を部分的に残す 上辺中央に小孔あり " " 

49-103 本製品つまみか 長27.Ocm幅1.9cm仰0.&01 千弘・総l.iのつまみ部分か 1:・側而!Hi長後(fi Jili端部 中央部の31Lに本書n.長(i- " " 

49-104 木製品有1 j是:28.7cm残船8.2cm 本書'T9本残(7- " " 

5ι105 木製品折敷 横幅31.6cmf~縦幅 10.9cm 1事 O.4cm 問を)Lく訓I[ 周縁l勾mll部分的に日二浪を残す 上辺'1'央に小IL " " 

50-106 木製，1111. 1t: ~:2 1.9cm 申，1 :0.7cm1弔:O.5cm 両端尖るよう にl而l&1Al[を施す " " 

50-107 木製品 '8 長23.&m前ω |両端尖るようにuiil収IXIr.を胞す " " 

50-108 木製品 ~?\ 長24.1cm以上幅O.9cml手0.7cm )L隙状でl(jjlIllIJI"[ 先端尖らす " " 

5O-Hゆ木製品:'， ~'8・ 及。26.7cmtI，I:0.7cm I亨:O.6cm l両端尖るようにlujl草加I占を施す " " 

50-110 木製品 !ff，符 長さ 26.2cm悩:O.9cmliJ.:O.9cm )l搾状でlfijl担JXI工 ド端細川両11り 焼~(lげている " " 

5ι11I 木製III~" ~常 長27.4cm~j: I.Icm 1'/.:O.9cm 九|帯状でIfijlllllAl[ lilij端欠111 f端焼~(lげている " " 

50-112 木製品 集符 ~:29. Ocm 制:l.Icm1r，!:I.OcI11 ，llト帯状でl(ijllll加工 1¥'端やや側め i土川により焼~(lげている " " 

5Q.113 木製，1'1" ~~ヰカ 長39.5cm中央lf:1.3cmlili端任:I.Ocm )L持状で両端やや紺!くなるように而llll " " 

5Cト114川途不IIJI木製品 ~:45.3cl11恥1: 1. 7cl11 1r，t:I.OcI11 ' h~t6:尖り気味に lfij取先端焼~(lげている ドl(jjJJI[せず即日sV'ドの切込み " " 

5ι115 木製品 瓦If 残長7.4cm似 1.6c1111草:0.2cl11 板状で![;fflIi南側*jをゆ，j<削り加工 本~Tで|劃定するね孔(径4.50101) を穿つ " " 

5Cト116本製品人形代 ~:I I.6cm 申，1:2. 5cmIY:: 1.4cI11 ，fb柄:f.11fi部仰いJU¥す n . h'i 鼻 1， • rrを線車11で表現 先端尖るように加Ir. " " 

50-117 木製品 J~形f~ 長II.3cm101:1.&01 1'/.:O.9cm i存飯村から九の側而を&lJ1.瞬-If:tjをNIIり/1¥す ~は深い円11 1')込み 持がモチーフか " " 

50-118 本製品 J虫策 径:5.2cmf;\)~]j :2.5c 111 ほぽ円形の干面断面逆fI形状芯部欠m芯付恨の!荷聞に S個のドjが施されている " " 

5ι119 本製品陸状のLi 11¥:4.3cl11 全体を削り涼状にする " " 

5ι120 川途不191本製品 長:3.&111恥，¥:3.6cml平・I.Ocm 板材を1(1/杉にJAI[したもの " " 

SQ.121 本製品 残長 13.4cm船2.6cm1甲l.5cm 栴f材の検校か 両端欠担l:長部分に釘i'(あり " " 

5ι122 川i主小lりI.+:・製lvs ~:12.&m 伐制: 1.5cm1手・l.6cm ;!{I(IIに削りJXI[あり " " 

50-123 金剛，;(鼠l阪芯 長20.5cm恥，1:9.OcI111'1:0.2cm 先端中央寄りにそれぞれ lヶ所小孔 側総やや後JiにJi形の切込み " " 

5ι124 金剛，'，'lW板芯 長22.&m恥，1:9.9cm1'1-:0.25cm J;: 1二郎欠tn先端中央寄りに小孔 側縁やや後方にJiI杉の切込み l両1(liliを編んだIDJ1 " " 

5ι125 ~剛 I，'(k世似.E、 ~:23.4cm 幅 IO.Ocm 1'1:0.2cm (，上海i欠m先泊'I'!R:寄りに小.fL側fjやや後liにJi形の切込み l拘1(0績を編んだIDH " " 

51.1 かわらけ a:8.1c01 b:5.2cl11 ι1.7cm ロクロ外li~糸切1良俊色微砂 '，2 1世相良上内陸'I' !R:事iい繍{立ナデ A3額 事3面池3it車遺物溜

51-2 かわらけ a:8.2cm 1>:5.1 CI11 C: l.6cm ロクロ外liS:糸I;IJli! ~~位色微砂・ 1i1lj: M良仁 .， 
" " 

51-3 かわらけ a:8.2cm b:4.Ocm c:l.&m ロヲロ 外IJ~糸切llì ß~位色微妙þ! 1: ，官民のぬ内l広訓惣ィ、191 " " " 

51-4 かわらけ a:8.lc01 b:5.5cm c: 1.5cm ロタロ外股糸切{良俗色微妙納j込1-. " " " 

51-5 かわらけ a:8.2c01 1>:4.9cl11 ι2.6cm ロクロ外IJ~糸I;IJI良 白色微妙 ・ '11HÞ fi'l良上内IfCU11¥1 " " " 

51-6 かわらけ a:8.3c01 b:5.4cm c: l.7cm ロヲロ 外IJ'I:糸切俊民位色微妙 3付制良 1: 1刷~ ~ミ調整 ゐ " " 

51-7 かわらけ a:8.3cm b:5.4c01 c:1.7c01 ロヲロ外li~糸切浪 iH~色微砂 3母良上|勾IlS~と品'1\1 " " " 

51-8 かわらけ a:8.2cm b:5.3c01 c: 1.5c01 ロヲロ 外l氏糸切瓜 ~~位色微砂 '2 1せ仰良 1 '. ，刈fi~ ~<，l~官官 " " " 

51-9 かわらけ a:8.2cm b:4.6c01 c: 1.6c111 ロ合ロ外l底糸切痕灰黄色微砂制良上内定本調態 " " " 

5卜10かわらけ a:8.2cm b:4.9cm c: 1.6cm ロクロ 外li~糸切111 民俗色微砂 漠防 相良 t 1村氏」長調'!I!! " " " 

51-11 かわらけ a:8.3cm b:4.9cm c: 1. 7cm ロクロ 外IJ~糸切1î1 ~m色微砂 '2111: fiHミ1: 1勾!必 ~，m寝 " " " 

51-12 かわらけ a:8.3cl11 b:5.2cl11 c: 1.3cl11 ロヲロ 外IJ~糸切線黄信色微砂精良 t 内股~凋聖書 " " " 

51-13 かわらけ a:8.5cm b:5.2cl11 ι1.3cl11 ロ?ロ外!ほ糸切1良俗色 111砂 φ 定時中1'1五!t I)il広求，~H\'i " " " 

51-14 かわらけ a:8.2c01 b:5.2c01 c: 1.5c111 ロクロ 外IJ'I:糸切IH MI在色微砂制lミ t 内，j~~'央~}い償位ナデ " " " 
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表22 出土遺物観察表 (20)

凶・番f} 極官l 法li1 ( a.r lj世b .l.底i王C. r.;;，:'~ ) !北形特徴 (文線車h薬 IlfiI~ 京地焼成な ど) 備身 ()tl榊 ・その他)

51・15かわらけ a:8.2cm b:5.2cm c: 1.3cm ロクロ 外!氏糸切線 Ií!色微妙 φ 'J1.防相良 I~ IAJIJ~ ~ι鴻一戦 A3矧第31耐 j世3~t!U遺物溜

51・16かわらけ a:8.3cm b:5.Ocm c目l.6cm ロヲロ 外!広糸切痕?を位色微砂 'ltlf} 杓l込1:. I'ill主'1'央i跡、横l立ナデ h .， h 

51・17かわらけ a:8.7cm b:5.7cm c:l.&m ロクロ 外!必糸切IH 燈色微砂安時梢良 I~ IAJI氏4と調盤 h h h 

かわらけ a:8.4cm b:5.3cm c: l.5cm ロ クロ 外IJj;糸切復位色微妙 笠防相良 t 内IJ~ .fë調整 h h h 

51-19 かわらけ a:8.Ocm b:5.Ocm c:1.7cm ロ ク ロ外!広糸切痕 ~li.位色微妙 雲母精良 t 内l底Jミ調殺 h h h 

51・20かわらけ a:8.2cm b:4.7cm c:1.9cm ロ クロ 外股糸切浪武Ií!色微砂 '2時制良上 l'i Jj~II' 央siljぃ h首位ナデ h h h 

51-21 かわらけ a:8.4cm b:5.4cm c:1.7cm ロクロ 外Jjj;糸切I!l 倍色微妙 '.1[1号制良 k 内!氏』と淵終 " h h 

51・22かわらけ a:8.2cm b:4.7cm c:2.4cm ロクロ外!丘糸切線位色微妙 。'1!1世 良上 |刈1I主調稔イ"91 h h " 

51・23かわらけ a:8.2cm b:4.9cm c:2.4cm ロ ヲ ロ外IJ~糸切痕 l'q位色微砂 雲母納五! 1二 内li~~と;~司被 h " h 

51-24 かわらけ a:8.2cm b:4.9cm c・2.6cm ロクロ外!広糸切lT! l'~位色微妙笠母，，'1良 iニ 1刈lほ未調鍛 h h " 

51-25 かわらけ b:5.0cm c:l.6cm以t ロ ク ロ外!底糸切浪白色微砂 3時相良 1 : 内Ij~ll'央~bjt 、償l立ナデ .， h " 

51-26 かわらけ a:10.6cm b:4.3cm c:3.lcm ロクロ外ほ糸切耳! Ii!色微砂・ '1!I華料良 t A2おi .， 
" 

51-27 かわらけ a: 11.2cm b:5.Ocm c:3.3cm ロ ク ロ外lil:糸切痕般色微砂利政 t 内!広ぷ;J，~椴 h " " 

51-28 かわらけ a: 1I.Ocm b:4.7cm c:3.2cm ロヲロ 外lij;糸切IH 位色微砂少Ji1 M段上内Ij'~~ミ訓鍛 " 
.， .， 

I 51-29 かわらけ a:12.Ocm b:5.2cm c:3.9cm ロ クロ 外IJ~糸切IH iH~色微砂少 ili ・ ~母約i込 iニ l勾底 Aé訓略 A 1覧i " 
.， 

51・30かわらけ a:12.3cm b:6.4cm c:3.6cm ロクロ 外IJj;糸切痕 Iíf色微砂 ・ 'ßf号 ・ 赤色粒 ・ 良 I~ " .， .， 

51-31 かわらけ a:12.6cm b:5.7cm c:3.7cl11 ロタロ 外IJj;糸切浪 i.Q黄色微砂やや~な ・ '1m 良1.: 1勾Ijj;，jミi~l~ " " " 

51-32 かわらけ a: 12. 7cl11 b:6.Ocm c:3.&111 ロ ヲ ロ外!怠糸切保持燈色微妙少な・ 3母納良 I~ 内IJH;~tlI~ " " " 

51-33 かわらけ a:12.&m b:5.5cm c:3.7cm ロ ク ロ外I~糸切炭 i~Þ1色微妙少M 雲母納良上内l広N~幣 " " " 

51-34 かわらけ a:l2.&m b:5.&111 c:3.9cm ロ ク ロ外If~糸切炭 ì.)h\~燈色微砂少fîl . ';J I争相良仁|勾I~A叫~!監 " " " 

51-35 かわらけ a:12.6cm b:5.7cm c:3.9cl11 ロクロ 外I~糸切IH 灰1.1~色微妙少lI1 " ~母府政1:. 1勾Iî~Aと調態 " 
を，

" 

51・36かわらけ a:12.6cm b:5.lcm c:3.7cm ロクロ外底糸切IH 紅色微砂・ '，21辛.(:1針料l込t " 
.， .， 

51-37 かわらけ a: 12.6cm b:6.Ocm c:3.5c111 ロクロ 外!氏糸切泌般色微妙・ ~母納良上 1村氏't' 央ゆ.Jt 、横!立ナデ " " " 

51・38かわらけ a:13.1cm b:5.9cl11 c:3.&m ロク ロ 外IJj;糸切証l t'~隠色微砂少な相良1:.内!氏弱い検i立ナデ .， 
" " 

51-39 かわらIt a: 13.4cm b:5.5cm c:3.9cl11 ロクロ 外政糸切痕古H空色微妙少)，1 "，良上 IAJI氏 ~ç ，}，物 " " " 

51-40 かわらけ a:13.5cm b:6.0cm c:3.&m ロクロ 外IJ~糸切証l m位色微砂少Zt 精良 t 内政~;: ;;調態 " 
.， ， 

51-41 かわらけ a:13.3cm b:6.3cl11 c:3.7cm ロクロ 外政糸切泌 ìH~燈色微妙少~Il 制良1:. I刈I必NH世 " " " 

51-42 かわらけ a:13.3cm b:6.3cm c:3.9cm ロク ロ 外)jj;糸切浪 m際色微妙少[01"，良 1-. 紛'i't " " " 

51-43 かわらけ a:l3.2cm b:5.6cm c:3.&m ロクロ外l底糸切IHi't位色微砂やや多1ii・'.u母良 t内底1"1'央1)'，)い横l立ナデ " 
.， .， 

51-44 かわらけ a:13.4cm b:6.Ocm c:3.7cl11 ロクロ 外収糸切がlIi!色微砂少f，l. '.1[Il} "，五!，ニ l'iIJ~中央1)I) t 、隣l宣ナデ " " " 

51-45 かわらIt a: 13.3cm b:5.&m c:3.3cl11 ロヲロ 外1Jj;糸切痕隠色微妙少J，l 11'良上 l村氏 ~ç ，羽盤 " " 
， 

51-46 かわらけ a: 12.6cm b:6.0cm c:3.5cm ロ ク ロ外ほ糸切IH 燈色微砂 ~母和良 t .， 
" " 

51-47 かわらけ a:12.&m b:5.9cm c:3.9cm ロクロ 外!広糸切I!{ 位色微妙やや多ほ '1m 良 '-. 1勾 /í.H，Ìo~1盟 " " " 

51-48 かわらけ a:13.4cm b:6.3cm c:3.7cm ロ ク ロ外!広糸切J良賞俄色微砂少iii ・ '1t母納iミ上内l底 ~é;J，~艶 " " " 

51-49 かわらけ a: 13.lcm b:5.3cm c:3.9cm ロ クロ 外脱糸I)]IH 災燈色微妙少量 ~母相良 ，~ 内!広』ミ ，'W!\"f " " " 

51-50 かわらけ a:13.4cl11 b:5.&111 c:4.OcI11 ロクロ 外JJ~糸切痕 m位色微妙少は相良 iニ l付!広.fë;J，~幣 .， 
" " 

51-51 かわらけ a:13.3cm b:5.7cm c:3.6c111 ロクロ 外!ぽ糸切痕 ~I~隠色微砂利良 lニ l勾低」長淵終 h " " 

51-52 かわらけ a:13.Ocm b:6.Ocm c:3.4cm ロクロ 外!必糸切111m色微妙少冠制段上|付JJ宮跡lt 、 n~ナデ W91 1l11 " " " 

51-53 かわらけ a:12.&m b:5.4cl11 c:3.&m ロヲロ外!広糸切痕 灰b'l色微妙少fol M良1:粉'u 内Ijj; .fë，Ìo~終 灯l円山 " " " 

51-54 かわらけ a: 13.Ocm b:5.&111 c:3.6cm ロクロ 外底糸切痕武俊色微妙少li1M良上 |勾底Ac，刻幣灯1911lll " " " 

51-55 かわらけ a:13.4cm b:6.2cm c:3.7cm ロクロ 外!必糸切炭拭Ii!色微妙少1，1tn良上 |川底.fe凋盤 " " " 

52-56 かわらけ a:7.7cl11 b:6.4cm c:1.7cl11 ロクロ 外IJ:I:糸切IH ì.員 1/1.色微砂多11 . 赤色粒 I~I 針.1:.丹粒 相l上 日3賀i " " 

52-57 かわらけ a:7.9cm b:5.&m c:1.7cl11 ロク ロ 外l広糸切痕般色微砂亦色粒白量| やや粕，~ " " " 

52・58かわらけ a:8.Ocm b:6.3cm c:1.7cl11 ロクロ 外!広糸切Iji ;'Il信色微砂・赤色粒 (1針 iニ )'f粒やベ~n上 " 
.， 

" 
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表23 出土遺物観察表 (21) 

附・番号 附 tri illな (a.ll1tb.lJ主Itc.総/.:;) 成形特徴(文繊細書E肝it.京地.~完成など) 備考 (.it!榊 ・その他)

52-59 かわらけ a:7.7cm b:6.6cm c:1.7cm ロクロ外li~糸切IU ix黄色微妙多l，l.1'1針・ I:JH立やや棚上 B3顕第3面池3北東遺物溜

52ω かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c:1.&111 ロヲロ 外底糸切IH 燈色微妙・赤色粒・内針・小石粒 やや事l上 " " " 

52-61 かわらけ a:7.9cm b:6.3cm c: l.5cm ロクロ 外!底糸切IH iX11t色微妙 ・み色粒.(1針やや朝111-. " " " 

52-62 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c:2.Ocm ロクロ外ij~糸切IH 位色 微妙赤色粒1' 1針羽U: " " h 

52-63 かわらけ a:7.9cm b:6.Ocm c: I.7cm ロクロ 外Ij~糸切IH iXl'ii色微砂・赤色粒・ (l~十組上 " " " 

52・64 かわらけ a:8.Oc01 b:6.Ocm c: l.6cm ロクロ 外股糸切1良促色微砂・亦色粒・ II$十組 1: " " " 

52-65 かわらけ 町8.2cmb・6.4cmc:1.6cm ロクロ外J~糸切瓜 ix黄色微妙 ÎI'十上J't粒粉 1: " " " 

52必 かわらけ a:8.lc01 b:6.4cm ιl.5cm ロクロ 外底糸切浪 ix黄色微妙多lit. ，!I'色料.(1針・上川粒担u: " " " 

52-67 かわらけ a:8.Ocm b:6.2cm c: l.5cm ロクロ 外政糸切I)'{ ix此色微砂 (1針・lJ'tぬ " " " 

52-68 かわらけ 3:8.2cm b:6.4cm c: 1. 7cm ロクロ 外股糸切IH t'奇怪色微妙 ・ 亦色*~ . (1針 目小行粒 やや事i上 " " " 

52-69 かわらけ a:7.5cm b:5.7cm c:l.&m ロクロ外底糸切lj'l )1m 色微妙多!.t. ，/i<色料 (1針上f't粒韓I上 " " " 

52-70 かわらけ a:7.&m b:5.4cm c:1.&m ロクロ外l底糸切瓜 泌氏色 微砂赤色位 .(1$十小イi粒粗 1: " " 
伽

52-71 かわらけ a:7.6cm b:5.4cm c:1.&m ロタロ外!広糸切線 i主tli色微砂 .(1$1" J:J't粒朝It: " " " 

52-72 かわらけ a:7.5cm b:5.3cm c: 1.6c111 ロタロ外!広糸切痕 ix黄色微砂.，Ji，色l:I1. (1針 -上f't純平や粗 t: " " " 

52-73 かわらけ a:7.6cm b:5.3cm c:1.7cm ロクロ外!底糸切線貨位色微砂 .(1量|上J't粒担ill二 " " " 

52・74 かわらけ a:7.&m b:6.4cm c:1.7cl11 ロクロ外ij~糸切IH ìxt古色微砂~lìl 亦色f~ . (1針 ..l:m立担H. " " " 

52-75 かわらけ a:7.5cm b:5.3cm c:1.6cm ロクロ 外!丘糸切拠隠色微妙・赤色物.(1針 - 小 !i*~ 担11: " " " 

52-76 かわらけ a:7.7cm b:5.4cl11 c:1.7cl11 ロタロ 外!広糸切IH i'ii白色微砂赤色粒(1針粗上 " " " 

52-77 かわらけ a:7.7cl11 b:5.3cl11 c:1.4cl11 ロクロ 外Jj~糸切泌氏位色 微妙 ・ 赤色粒(1針やや良 | " " " 

52-78 かわらけ a:7.7cm b:5.&111 c:1.9c111 ロタロ外J広糸切泌氏駁色微妙 。，!I，色粒(1針やや粗 1: " " " 

52-79 かわらけ a:7.6cm b:6.lcll1 c:l.6cm ロクロ 外IJ~糸切I!l jq位色微妙・赤色粒.(1針やや良 | " " " 

52-80 かわらけ a:7.4cm b:5.2c01 c:1.7cm ロタロ外!広糸切証! ffl位色微砂，IJ<色粒(1針ややmt-. " " " 

52-81 かわらけ a:7.7c01 b:5.6cm c:1.9cm ロクロ 外股糸切痕 ix黄色微妙 ・赤色粒 .1'1針.J:f't粒粗士 " " " 

52-82 かわらけ a:7.&m b:5.&m c: l.6cm ロクロ 外底糸切Ii{ lltm色微妙多iii 亦色粒 h針やや良上 " " " 

52必 かわらけ a:7.9cm b:5.&m c:l.6cm ロクロ外底糸切fH ìxÞ~色微砂多な赤色粒 (1針・上I't粒粗 1.: " " " 

52・84 かわらけ a:7.7cm b:6.lcm c:l.6cm ロクロ外底糸切1j'1iX1'ii色微砂 (1針 t:J't殺やや組上 " " " 

52-85 かわらけ a:7.&m b:5.9cm ιl.&m ロ?ロ外!必糸切IH l¥'i.白色微妙 ，}i，色粒 (I$t.t:JH'立 制|ー " " " 

52-86 かわらけ a:7.9cm b:6.3cm c:1.7cm ロクロ外!必糸切In 俗色微砂，/i<色粒(1" 小iI粉判1.1: " " " 

52-87 かわらけ a:7.9cm b:6.3cm c:1.7cm ロクロ外l底糸切n':! ix決色微妙多1，1，(I~t. tJ't粒やや粗 lニ " " " 

52-88 かわらけ a:7.9cm b:6.0m c:2.Ocm ロクロ外J~糸I;JJIH 際色微妙み色杓1' 1針小イi約 rut " " " 

52-89 かわらけ a:7.9cm b:6.lcm c:1.7cm ロクロ 外JJ5糸切1i!燈色微妙・赤色*~ • 1< I ~t 仁川料現1t " " " 

52・90 かわらけ a:8.lclll b:5.&m C: I.&m ロクロ外!怠糸切Iil ix黄色微妙(，針.I:J't粒有l上 " " " 

52・91かわらけ a:8.lcm b:6.6cm c:l.&m ロクロ 外ぽ糸切Iil ix黄色微砂 (，$1， t.m(1やや良 l匂 " " " 

52守92 かわらけ a:8.lcm b:6.3cm c:1.7cm ロクロ外ほ糸切IU t電位色微妙赤色粒(，針 .lJ't粒や平良上 " " " 

52-93 かわらけ a:8.Ocm b:6.OcIll c: 1.7cm ロクロ 外ij~糸切IH I古色微砂 ，}i，色粒 .(，赤十 1:1't料相1I喝 " " " 

52-94 かわらけ a:8.1 cm b:6.4cm c: 1. 7cm ロクロ外Jj~糸切娘白色微妙 ・ 亦色粒. (，針.t-.I't判制11: " " " 

52-95 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c: l.5cm ロヲロ 外!丘糸切1il iXl'ii色微砂多i詰赤色粒.(，jt やや良 t " " " 

52・96 かわらけ a:8.lcm b:6.6cm c:1.7cm ロヲロ 外J~糸切旺! ihlt・色 微砂・赤色枝 φ ，'，j十相11'. " " " 

52-97 かわらけ a:7.9cm b:6.Ocm c:1.&m ロ?ロ 外底糸切俊民随色微妙・赤色粉・向" ぞや1111-. " " " 

52-98 かわらけ a:7.&m b:5.2cm c:1.7cm ロクロ 外J広糸切痕 ixfli色微砂多量・赤色'(1. 1'"1針やや相11: " " " 

52ω かわらけ a:7.&m b:5.7cm c: l.&m ロクロ外1J1糸切証l ~~白色微砂亦色*~ • ( ， ~十 ・|二 f't杓やや籾 1 '. " " " 

52-1∞ かわらけ a:7.9cm b:5.3cm c:1.&m ロクロ 外!丘糸切IH !'ii lil色微砂多r.l赤色f~ ' n針・上I't粒やや粗 t " " " 

52・101かわらけ a:8.Ocm b:5.&m c: l.6cm ロヲロ 外IJ~糸切線 iH世色微砂多ft1赤色粒 1'，針・上m~ :fllt-. " " " 

52-102 かわらけ a:7.&m b:5.&1ll c:1.9cm ロクロ外JJ5糸I，IJlH ~'i.慣色微妙 ・ 赤色粒. (，針 1:J't粒や平和 t " " " 
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表24 出土遺物観察表 (22)

閃・番号 樋J:ri 法益 (a.ll任b.1広径c日ml I;X形 ・特徴(文様紬祭胎j二・誕地 t完成など) fl~ 年(遺構その他)

52・103かわらけ a:7.9cl11 b:5.9cl11 C: 1.&01 ロクロ外!広糸切痕 i.Hi色微妙・1'1針._I:!'t粒やや祖l上 83鼠 事3而 i自3t東遺物潤

52-104 かわらけ a:8.0cl11 b:6.lcl11 c:I.6c01 ロクロ 外底糸切痕 tl~償色微妙 ・ 赤色粒 ÎI告1. . -1ニ)'f粒粗上 " " " 

52-105 かわらけ a:7.9cm b:6.lc01 c:1.7c01 ロクロ外ぽ糸口111.良 iH't色微妙 .(1針士)'f粒担1t " " " 

52-1ω かわらけ a:7.9cm b:5.6c111 c:l.&m ロタロ 外lぽ糸切痕 i.xl者色微妙多II・向針・上1'1粒粗上 " " " 

52・107かわらけ a:8.OcI11 b:5.9cl11 C: I.&m ロヲロ外liS糸切痕貨燈色微砂 .(1針.I.:J't粒やや籾上 " " " 

52-108 かわらけ a:8.Ocm b:5.6c111 C: l.5cm ロクロ 外低糸切IU i.xl者色微砂.(1針・ U'mやや良上 " " " 

52-109 かわらけ a:8.Ocm b:5.7cm c:1.9cm ロクロ外底糸切J良浅災色微妙 ・II針・I:Pt粒やや相l上 " " " 

52-110 かわらけ a:8.Oc01 b:6.3c01 c:1.7cm ロクロ 外l底糸切痕 i1!tt色徽砂多な ÎI ~r 上丹粒朝l上 " " " 

52-111 かわらけ a:7.&111 b:5.7cl11 c:l.&m ロクロ外I!~糸1;1)痕 ln色微妙 ・ 赤色粒 . n針組 1: " " " 

52-112 かわらけ a:8.4cm b:6.7cl11 c:1.7cm ロクロ 外l底糸I;I)IH 位色微妙 ・赤色粒・向針 上J't粒やや祖l上 " h " 

52-113 かわらけ a:8.4cm b:6.4cl11 C: 1.&111 ロクロ 外!底糸切lil i.xln色微妙多51 み色粒 )' 1針やや朝日上 " M " 

52・114かわらけ a:8.lc01 b:6.4clll ι1.7cI11 ロクロ外Ij~糸切IH iH't色微妙多五1.II針やや相1t " " " 

52-115 かわらけ a:8.1cm b:6.6c1ll c:l.5cm ロクロ 外底糸切痕 i長黄色微砂赤色粒(1針・上丹粒粗七 " " " 

52・116かわらけ a:8.lcm b:5.&m ι1.9cm ロクロ外IK糸切痕 i.x黄色微砂赤色粒 íl~1 ・ U't粒 fil上 " " " 

52.117 かわらけ a:8.2c01 b:6.OcI11 c:1.7cm ロヲロ外!広糸切痕燈色微砂赤色粒 .(1針相11 " " " 

52-118 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c:1.7cm ロクロ外ll~糸切痕浅黄色微砂多r..t .，Jli、色粒.n針制上 " 
b 

" 

52-119 かわらけ a:8.3cm b:6.4cm c:l.&m ロクロ 外!広糸切線 i.H有色微妙・赤色粒.(1針 .1.:丹粒 :II.LI.: " " " 

52-120 かわらけ a:8.0cl11 b:6.2cm c: l.6cm ロクロ 外J氏糸切痕 i.x!tt色微妙j;11 .赤色粒 II針-小行粒籾上 " " " 

52-121 かtコらIt a:8.lcm b:6.5c1ll c:l.6cm ロクロ外J広糸切炭位色 m砂赤色粒 IL I ~I ・I.:)'f粒判l上 " " " 

52・122かわらけ a:8.2cm b:6.Ocm c:1.7cl11 ロヲロ外!必糸切炭 i.x黄色微妙内最1..t!'t粒利 i二 " " " 

52・123かわらけ a:8.2cm b:6.6cm c:1.7cm ロヲロ外liS糸切痕災燈色微妙赤色粒内針やや良二1.: " " " 

52-124 かわらけ a:8.3cm b:6.3cm c:l.&m ロヲロ外底糸切浪燈色微妙・赤色粒・ (1針小行粒 I.:Pt殺明1上 " " " 

52-125 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c:1.7cl11 ロクロ外IK糸切痕位色微砂赤色位向針 tJ't粒粗上 " " " 

52・126かわらけ a:8.Ocm b:6.2cm c:1.7cl11 ロクロ外底糸切痕~\'i.俗色微砂 .n針 I.:I't粒やや相1上 " " " 

52-127 かわらけ a:8.lcl11 b・6.4cl11c:I.&111 ロクロ外!広糸1;1)1.良 i.x災色微妙j;I1 . (I~I. . l:J't粒やや:1ll1二 " " " 

52-128 かわらけ a:8.2cl11 b:6.lcm c:l.&m ロクロ外低糸切痕 i.xltt色微妙 ・赤色粒 .)' 1針 I.:H粒 制上 " " " 

52・129かわらけ a:8.2cl11 b:6.Ocm c:l.&m ロクロ 外!広糸口j痕J.I~位色微砂 ・ 亦色粒 .1' 1針 I:J't胞やや担l上 " " " 

52-130 かわらけ a:8.lcl11 b:6.OcIll c:l.6cm ロクロ 外ほ糸切彼 i.xl¥'i.色微妙tJil.ÎI~I ・ 小行粒やや良上 " " " 

52・131かわらけ a:8.1cm b:6.OcIll c: 1. 7cm ロクロ 外!底糸切痕燈色微砂・赤色粒.tl ~1 良t " 
。

" 

52.132 かわらけ a:8.2cm b:5.&1ll C: 1.6cm ロクロ外!丘糸切痕 i.!h¥'i.色微妙赤色ぬ(1針.tJ't粒やや粗 1-. " " 
h 

52-133 かわらけ a:8.lcm b:5.9cl11 c:l.6cm ロクロ 外底糸切痕 i見黄色微砂 II針..tN粒やや割11ニ " " " 

52・134かわらけ a:8.2cl11 b:5.6c111 c:1.7cm ロタロ 外底糸切痕 j長黄色微砂・赤色粒.(1針 t丹粒祖l上 " " " 

52-135 かわらけ a:8.3cm b:6.OcI11 C: 1.9cm ロクロ外!底糸切泌黄信色微妙ぷ色粒(I~I 柄lI.: " " " 

52・136かわらけ a:8.0cm b:5.5cl11 c:1.7cm ロクロ 外底糸切痕 i.x黄色微妙多JI1. ，}i，色粒・白針 1:.J'f粒組 1-. " " " 
52・137かわらけ a:8.2cl11 b:5.9cm c: 1.6c111 ロクロ外J底糸切浪 iHi色微砂(1量| 上川約制11:. " " " 

52-138 かわらけ a:8.2cl11 b:6.OcI11 C: 1.6c111 ロヲロ外Ij~糸切IH 燈色微妙亦色粒 ( I ~I 良 t " " " 

52-139 かわらけ a:8.Ocm b:5.4cm c:1.9cm ロヲロ 外底糸切痕 燈色微砂・赤色粒・向車| 暫1t " " " 

52-140 かわらけ a:8.lcm b:6.Ocm c:2.OcI11 ロヲロ外IÎ~糸切IH 位色微妙亦色粒 ÎI~I 柄 I Iニ " " " 

52-141 かわらけ a:8.1c01 b:6.2cm c:1.7cm ロクロ外!広糸切痕~\'i.・ln色微妙赤色絵 ÎI $十上丹粒粗上 " " " 

52-142 かわらけ a:8.3cl11 b:6.4cl11 c:2.Ocm ロヲロ 外底糸切痕燈色微砂 ・ 赤色股 ・ ÎI ~I やや粗 t. " " " 

52-143 かわらけ a:8.1c01 b:6.2cm c: 1.6cm ロクロ 外If~糸切痕 ix~\'i.色微妙・赤色粒 (Ijl . 1:丹粒やや抗l上 " " " 

52-144 かわらけ a:8.1cm b:6.4cm c:l.6cm ロヲロ 外!広糸切線 iH空色微妙・赤色粒.1'1量| 小石粒粗I " " " 

52.145 かわらけ a:8.2cl11 b:6.1 CI11 c: 1.&111 ロクロ 外底糸切1良 ll~m色微妙 ，h<色粒 . ÎI~I 組 t " " " 

52・146かわらけ a:8.0cm b:5.&m C: I.&m ロクロ外Ij~糸切痕般色微妙・ 4赤色粒(1針相J1:. " " " 
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表25 出土遺物観察表 (23)

同番号 閉鎖 法益 (a.ll1fb.1.底筏C.t器商) It:形 ・ 特徴(文級車~猿I!fJ 1-. 京地焼成など) 備考()自構 ・その他)

52-147 かわらけ a:8.Oc01 b:6.7c01 c:l.6cm ロクロ外l必糸切線虫t駁色 微妙多iiI 赤色粒 内針 mt 83頗 事 3面池3~t車遺物f，j

52.148 かわらけ a:8.3c01 b:6.0c01 c: 1. 7c01 ロクロ外!底糸切泌 ~I~位色微砂亦色粒. (1針 ._t丹粒粗 lニ " " " 

52-149 かわらけ a:8.4c01 b:7.Oc01 c: 1. 7c01 ロヲロ外J底糸切IH ~qll!色微砂赤色粒(I針 lニI't粒判It " " " 

52・150かわらけ a:8.lc01 b:6.4c01 c: !.7c01 ロクロ外!底糸切線陪色微妙赤色粒 II針 Ut粒相I1二 " " " 

52・151かわらけ a:8.Oc01 b:5.7c01 c:2.1c01 ロクロ外底糸切liI 償色微砂赤色粒 II針.t丹粒担11: " " " 

52.152 かわらけ a:8.3c01 b:6.5c01 c: 1. 7c01 ロタロ外IJs糸切Iji iH'i色微妙多f注品、色粒ー Ilftt.I-.n 相11二 " " " 

52-153 かわらけ a:8.3c01 b:6.3c01 c: 1.&01 ロタロ 外底糸切li{ i長茂色微砂多量 ・亦色粒.Î! ~I 粕t " " " 

52-154 かわらけ a:8.2c01 b:5.9c01 c: 1. 7c01 ロクロ 外底糸切Iil i去黄色微砂.(1針._tn粒制上 " " 
。

52.155 かわらけ a:8.3c01 b:5.9cm C: 1.4c01 ロクロ外l広糸切III i~~q色微砂多11 . 1'11<1" t:l't粒 ntl " " " 

52-156 かわらけ a:8.2c01 b・6.Oc01c:I.&01 ロタロ 外!底糸切IH -t'(位色微妙多111. ，Ji，色粒・白針やや良 t " " " 

52・157かわらけ a:8.2c01 b:5.7c01 c: 1.7c01 ロクロ外底糸切III 俗色微妙み色舵 II量| 刺1:良好 " " " 

52.158 かわらけ a:8.2c01 b:6.Oc01 c: l.6cm ロクロ 外底糸切痕 iXJ'i色微砂・赤色粒 .( 1針・ 1:J't特 有11て " " " 

52.159 かわらけ a:8.Oc01 b:6.lc01 c:1.7c01 ロタロ外底糸切線 tfJ.位色微砂 ・赤色粒 .II針小石粒相11. " " " 

52.160 かわらけ a:8.4c01 b:6.Oc01 c: 1.&01 ロヲロ外底糸!;I)IH 抱色微砂赤色粉 II針 小イif
'立 制1-. " " " 

52.161 かわらけ a:8.2c01 b:6.2c01 c:1.9c01 ロクロ外!底糸切fIl i~;竜色微妙多 U 白針 υT粒やや1'1.1上 " " " 

52・162かわらけ a:8.2c01 b:6.Oc01 c: 1.&01 ロ ヲ ロ外Ii~糸切痕 iH'i色微砂赤色粒. II針・|ニ丹粒粗 1: " 
， 

" 

52.163 かわらけ a:8.3c01 b:5.9cm c:!.7cm ロタロ外l必糸切li! i.xT'i色 微妙亦色粒 .( 1ft十 |四n粒 やや制1t " " " 

52-164 かわらけ a:8.2c01 b:5.7c01 c:1.9c01 ロクロ外!底糸I;IJI.良俗色微砂 ー赤色粒 1'1針 上丹粒判11ニ " " " 

52-165 かわらけ a:8.2c01 b:6.1 co1 c: 1.&01 ロヲ ロ 外1Iま糸I)J痕賞、可聡微妙赤色*~ . (1針 I:J't料相11: "・ " " 

52-166 かわらけ a:8.3cm b:6.1c01 c:1.7cl1l ロクロ外!ほ糸切lj{災ID.色 微妙赤色粒 ー1'1針小ィi純やや明l上 " " " 

52・167かわらけ a:8.Oc01 b:5.6c01 C: 1.&01 ロクロ外底糸切IH 般色微妙 ・赤色粒 II針土汁粒組 L " " " 

52・168かわらけ a:8.1 Co1 b:5.6c01 c: I.6c01 ロクロ 外!氏糸切痕筑隠色微妙赤色粒 .( 1$トー士J't粒やや粗1: " " " 

52.169 かわらけ a:7.9c01 b:5.6cm c: 1.9cm ロクロ外!必糸切m 燈色微妙赤色粒 ーII針 .Hi粒 利 1-. " " " 

52.170 かわらけ a:8.lc01 b:6.9cm c:l.5cm ロクロ 外底糸切自I{ iH'i色微砂多fli 赤色粒 'I!針・小ri粒 判l.l: " " " 

52.171 かわらけ a:8.4c01 b:6.1 cm c: 1.9cm ロジロ外!広糸切保持燈色 微妙亦色校 .( 1針やや柄H " " " 

52.172 かわらけ a:8.2c01 b:6.4cm c: 1.6cm ロヲロ 外底糸切線 i~;責色微砂赤色純白針 ー 上I-'T粒 1'I.Lt " " " 

52.173 かわらけ a:8.Ocm b:6.1cl1lιl.&m ロヲロ外!底糸切保持隠色微妙多五t. 1，糸色f~ ・ h針・!-.J't杓 相Lt " " " 

52.174 かわらけ a:8.Oc01 b:6.2cm c: 1.6c11l ロクロ 外!広糸切証l tq侭色微妙 .;n'色粒.(1告| 小イ if~ 判 11: " " " 

52・175かわらけ a:8.2c01 b:6.3cm c: 1.9cl1l ロクロ 外ほ糸切{良俗色微砂赤色粒'I!針粗上 " " " 

52・176かわらけ a:8.2cm b:6.Oc01 c:2.Ocm ロヲロ 外!広糸切耳障俗色微砂赤色粒.II針・ 1:け粒 柄11-. " " " 

52-177 かわらけ a:8.3cm b:6.5cm c: 1.9cm ロクロ外j底糸切痕燈色微砂品、色粒'I!針祖Ll: " " " 

52.178 かわらけ a:8.3cl1l b:6.7cm c:l.&m ロヲロ外Is:糸切li! 俗色微砂亦色粒 .II長| 相IIケ " " " 

52.179 かわらけ a:8.2cm b:6.1 co1 c: l.6cm ロヲロ外J広糸切彼氏燈色微妙・赤色粒 .I'IOI. tN粒 ややntJ:. " " " 

52.180 かわらけ a:8.3cm b:6.6c11l c: 1.&01 ロ クロ 外底糸切痕 i~災色微砂赤色粧 ÎI ~十上J'f粒担1 t. " " " 

52-181 かわらけ a:8.lcm b:6.Oc01 c:1.9c01 ロタロ 外氏糸切IH 般色微砂 ・亦色粒・内針.tft粒 相1[- " " " 

52・182かわらけ a:8.1c01 b:5.&m c:1.9c01 ロジ ロ 外IJs糸切lil Il!色微妙赤色粒 ILI針. I:.m~ 判 | " " " 

52-183 かわらけ a:8.1cl1l b:6.1c01 c:1.9c01 ロク ロ 外l丘糸切浪陸色微妙 ・赤色粒 ー内針相 t " " " 

52-184 かわらけ a:8.Oc01 b:5.7c01 C: 1.9c01 ロクロ 外ほ糸切痕隠色微砂赤色約 ・内針判11て " 
b 

" 

52.185 かわらけ a:8.2c01 b:6.2c01 c:1.9cm ロクロ外底糸切泌総色微砂赤色粒(1針朝u: " " " 

52守186かわらけ a:8.3c01 b:6.Oc01 c: 1.9c01 ロクロ外l広糸切痕 bx俗色微妙赤色粒 II針利 1-. " " " 

52-187 かわらけ a:8.4c01 b:5.&01 c:L7c01 ロヲロ外Is:糸切泌総色微砂・赤色粒 ・(1$1・tn位 判1~. " "・ " 

52.188 かわらけ a:8.4c01 b:5.901 c: 1.7c01 ロタロ外ほ糸口j痕位色微砂赤色粒向針やや粗 t " " " 

52・189かわらけ a:8.2c01 b:6.3cm c: 1.9c01 ロクロ 外I広糸切lJl i\'i促色微砂~fll . '.応色粒 ・II歩| やや利1: " " " 

52.190 かわらけ a:7.9c01 b:5.9cm c:2.Oc01 ロク ロ 外IJs糸切Ii{ m色微妙亦色粒 Ilftl小イ1粒 判1t " " " 
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表26 出土遺物観察表 (24)

t4・番号 随叙 tlJ，l (a.IH長bJHfc.(.y/.ll 成形 ・特徴(文様 .，曲薬 肝iI~ ・オ;~J世. ~完成など) 備与・CilH持 その他)

52・191かわらけ a:8.5cm b:5.9crn c:1.7cm ロクロ 外!広糸切痕Þïm色微妙・赤色粒 ~ 1$1・I:J'r粒 担JI:. 8 3頭指 3雨池3~t崎糊

52-192 かわらけ a:8.4cm b:6.Ocrn c:2.Ocm ロタロ外JJ~糸切痕 I在色微妙赤色枝 . ( 1$1 利1:. " " 
。

52-193 かわらけ a:8.3cm b:6.Ocrn c:1.7cm ロタロ外b~糸切痕 iJè llt色微妙 . ，n<色粒.~ 1 $ 1 ・ 小 !í'~ . J:Pr判明1t " " " 

53-194 かわらけ a:7.5cm b:5.4cm c:1.9cm ロヲロ 外!底糸切浪 iJh¥f色微砂.(1$十・I-_J'f粒やや良上 " " " 

53-195 かわらけ a:7.7cm b:5.6cm c:1.4cm ロクロ 外底糸切痕民俗色微砂・赤色粒.(I~I 良上 .， .. " 

53・196かわらけ a:7.6cm b:5.5cm c: l.&m ロクロ外政糸切lH i Jl i'~色微妙多可t . i' 1~1 ・ I : J 'r粒やや良 1: .， 
" " 

53-197 かわらけ a:7.6cm b:5.3crn c: l.6crn ロクロ 外ほ糸切線黄信色微妙多な・赤色f~ ・ (1針・上n粒 tul: " " " 

53-198 かわらけ a:8.4cm b:6.3crn c: 1.5crn ロヲロ外b'~糸切li{合m色微妙赤色料 . (1針やや杷 l二 " " '. 

53-199 かわらけ a:7.&rn b:5.&rn c: l.&rn ロツロ外JJ~糸切炭 IIt IU色微妙品、色粒. ( 1$1" I-.f'f粒やや机1: " " " 

53-2∞ かわらけ a:7.&m b:5.&m c:1.&rn ロヲロ外IJ~糸切泌此IU色微砂赤色粒(1針.t丹粒 やや明11: " " " 

53-201 かわらけ a:7.&m b:5.6cm c: 1.&rn ロクロ 外!ぼ糸切彼 llt鼠色 微 砂 赤 色粒.(1針。やや良 l二 " " " 

53-202 かわらけ a:8.Ocm b:5.9cm c: l.6crn ロヲロ外IJ~糸切痕 MIU色微砂赤色f(1 . (Ijl やや組上 " " " 

53-203 かわらけ a:8.Ocm b:5.7cm c:1.7cm ロタロ 外IJ~糸切線 iJl民色微砂 ・ 赤色粒 . (1$1・やや良 l二 " " " 

53-204 かわらけ a:8.1cm b:6， lcm c: 1.6c111 ロジロ外!必糸切lU iJlI¥'i色微妙多'.，1. ，!J"，色*(1. ~ 1針上J'r粒相1t " 
.， 

" 

53-205 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c: 1.6c111 ロクロ外I)~糸切痕 iH者色微砂多量赤色粒. ~l針 ・ 上J'f粒相lt " " " 

53-206 かわらけ a:8.Ocm b:5.9cm c: l.&m ロクロ 外JJ~糸切痕 iJl llt色微砂tfot ・赤色N ・ h針・上rr粒相H. " " " 

53-207 かわらけ a:8.Ocm b:5.&m b: l.6cm ロタロ外IJ~糸切lH 武IU色微砂 ・ 1' 1 $ 1 ・ I:!'f粒やや良上 " " " 

53-208 かわらけ a:8.lcm b:5.&m c:2.OcI11 ロクロ外br糸切痕但色微妙赤色粒(I針:fU1-. " " " 

53-2ω かわらけ a:8.Ocm b:5.7cm c:1.9cl11 ロクロ 外IJ~糸切痕紅色微妙・赤色r~ . (1 ~ I 11l 1~ " " " 

53-210 かわらけ a:8.Ocm b:6.Ocm c: 1.6c111 ロクロ外JJ~糸切lf! i~1\!色微妙亦色t~ . (1$1" I:N位 ml二 " " " 

53-211 かわらけ a:8.2cl11 b:6.4cm c: 1 ，5c111 ロクロ外収糸切痕 iH'i色微砂多'.01，1'1針・ I:J']-位粗 1: " " " 

53-212 かわらけ a:8.2cm b:6.2cm c: 1 ，5crn ロクロ外JJ~糸切ln iH'i色微妙多11.，/;，色約 (1$1上J'r粒やや利 1: " " " 

53-213 かわらけ a:8.3cm b:6.3cm C: l.4crn ロクロ外JJ~糸切痕 iH'i色微砂 ・ 白針上J'r粒やや組上 " " " 

53-214 かわらけ a:8.2cm b:5.9crn c:I.6c111 ロヲロ外b~糸切痕 iH'i色微妙.(1針小 lîN llllこ " " " 

53-215 かわらけ a:8.3cl11 b:6.1cm c: I.7cm ロ?ロ外!氏糸切線 ìJl M色微砂 ー 赤色*~ ， (1針 I:f'}粒 刷1: " " .， 

53-216 かわらけ a:8.4cm b:6.3cl11 C: 1.4cI11 ロクロ外JJr糸切線 lJl決色微砂多iR 赤色料1'1針上川粒有11: " " " 

53-217 かわらけ a:8.Ocrn b:5.4cl11 c:2.Ocm ロクロ外!広糸切痕 i)(鈍色微妙多{jl. ，n~色N . ~I$r 上 J'r判明11: " " " 

53-218 かわらけ a:8.2cm b:5.5c1l1 c:l.9cm ロク口 外If~糸切lH iJlIW色微砂・赤色粒.(1針.1:丹粒やや相[1: " " " 

53-219 かわらけ a:8.2crn b:6.6crn c:2.2cm ロクロ外IJ~糸切lU 償色微砂赤色粒 ( 1 $ 1 小イï*~ ru J: " " " 

53-220 かわらけ a:7.&rn b:4.5cm c:2.2cm ロクロ 外JJ~糸切li{ Tim色微砂 ・品、色村.(1針 j誌上 " " " 

53-221 かわらけ a: 12.OcIl1 b:8.Ocm c:3.3cm ロタロ 外!広糸切証! lltm色徴砂赤色粒.(1$十判l上 B lla'i " 

53-222 かわらけ a: 11.&111 b:7.9cl11 c:3.2cm ロ 7 ロ外Jf~糸口IJ1H 舵色微砂 ・ '_2 llt. 赤色料・(I針上川粒ややmt " " " 

53-223 かわらけ a:12.1cm b・8.lcmc:3.4cl11 ロヲロ外!必糸切証~ MID色微砂多Ii1.(1針・I:J'f教組 1: " " " 

53-224 かわらけ a:12.Ocm b:8.Ocm c:3.4cm ロクロ外JJ~糸切浪 i)(l~色微砂亦色絵(I針小行粒明lt-. " " " 

53-225 かわらけ a:12.lcm b:8.3cm c:3.lcm ロクロ 外JJ~糸切浪白色微妙多 hl ・赤色料 . (I$r' U'f粒 相11: " " " 

53-226 かわらけ a: 12.3cm b:7.5cm c:3.6cm ロヲロ 外!氏糸切lil 1''(促色微砂 ・ 赤色粒 ・ (I ~ I" f:}'f粒 tlH " " " 

53-227 かわらけ a: 12.Ocm b:8.Ocrn c:3.2cm ロクロ 外!必糸切1良賞紅色微砂 雲母 -亦色粒・内針良上 " " " 

53-228 かわらけ a:12.3cm b:8.lcrn c:3.4crn ロクロ外I)~糸切耳l I''im色微妙赤色*，7. (1針 t-.f'f粒やや良 1-. " " " 

53-229 かわらけ a:12.5crn b:7.9cm c:3.4crn ロクロ外JJr糸切痕坑俗色微砂 h針.l:J'f粒相l上 " " " 

53-230 かわらけ a: 12.3cm b:8.OcIl1 c:3.2crn ロクロ 外ほ糸切泌氏位色微妙・亦色粒(1針小行粒 相lt H1lflllll " " " 

53-231 かわらけ a:12.Ocm b:7.9cl11 c:3.2cm ロヲロ外JK糸切泌 l'fID色微砂・ '1m' ( I ~ I 良十 " " " 

53-232 かわらけ a:(l2.2)cm b:7.Ocrn c目3.1cm ロヲロ 外l必糸切線 Þ'i.白色微砂 ・ ~ fせ・亦色粒 ・1'1針 U'f粒 相1t " " " 

53-233 かわらけ a: 12.2crn b:7.4crn c:3.5cm ロタロ外JJ~糸切m ID色 微 妙 雲 母 .，n<色約五!1: " " " 

53-234 かわらけ a: 12.3crn b:8.Ocm c:3.6cm ロタロ外氏糸切痕隠色微砂多母 ・，n-，色*il・(Ij十ru上 " " " 
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表27 出土遺物観察表 (25)

問・番号 樹新 法主l(a.111壬b .lj~1王c.:器日) 1ま形 ・特徴(文様 .l曲集胎上京地焼成など) 備与(i自柵・ その他)

53-235 かわらけ a:12.4cm b:8.3cm c:3.5cm ロクロ外股糸切浪位色微妙赤色粒 'Il針・小.6粒現1r. B 1m都3福 池3t車遺物溜

53-236 かわらけ a:12.5cm b:8.3cm c:3.&m ロクロ外政糸切{良 ix黄色微妙多量 .1'=1剣 士N粒やや担Ll: " " " 

53-237 かわらけ a:12.5cm b:7.4cm c:3.5cm ロヲロ外!広糸切痕位色微砂ぷ色粒白針・上rt粒Hlt .， .， .. 

53-238 かわらけ a: 12.3cm b:7.5cm c:3.&m ロクロ 外底糸切l!i i.x ì\~色微砂・赤色粒・ 1~I~t. t丹粒やや栢l土 " " " 

53-239 かわらけ a:12.3cm b:8.&m c:3.4cm ロクロ 外底糸切浪 l抑 ~ltfU色微妙 3母赤色粒 ・ 内針 Hl911日l .， .， 
" 

53-240 かわらけ a: 12.5cm b:8.lcm c:3.4cm ロクロ外l必糸切IJ! tl~燈色微砂赤色ぬ . ÎI ~十明1 1: " " " 

53-24l かわらけ a:12.7cm b:8.4cm c:3.&m ロタロ外l底糸切痕 iH~色微砂 tl針 上丹粒やや粗 t .， 
" " 

53-242 かわらけ a: 12.&m b:8.3cm c:3.2cm ロクロ外J広糸切If.{俗色微砂赤色粒内針小石粒明11: .， 
" " 

53-243 かわらけ a:12.4cm b:9.2cm c:3.4cm ロクロ外l底糸切lH :(1i!¥1色 微妙 '1m 赤色粒白針 1.:J't粒 灯時llill " " " 

53-244 かわらけ a:12.4cm b:7.9cm c:3.4cm ロクロ外!ほ糸切f民俗色微妙多111 赤色粒白針粕土 灯19l1ill " 
.， .， 

53-245 かわらけ a: 12.4cm b:8.2cm c:3.3cm ロクロ 外h!糸切浪 11月』占拠色微妙 ・ ~f号 ・ ÎI~t .上汁粒やや粗上 " " " 

53-246 かわらけ a:12.&m b:8.4cm c:3.7cm ロヲロ外!ほ糸切1良賞燈色微砂赤色2粒・II針・上N粒朝l上 " " '. 
53-247 かわらけ a:12.&m b:8.&m c:3.2cm ロクロ 外l必糸切lj{ i主流色微砂多11l.赤色粒 ・Il針やや良二t " " " 

53-248 かわらけ a:12.&m b:8.2cm c:3.1cm ロタロ外IfS糸切痕民俗色微砂赤色粒・ II針・Jニn粒やや良上 " " " 

53-249 かわらけ a:12.9cm b・8.3cmc:3.2cm ロクロ外!ほ糸切痕位色微砂赤色粒門針上I't粒組上 " 
.， 

" 

53-250 かわらけ a:12.7cm b・8.&mc:3.4cm ロクロ外l底糸切浪俗色微砂赤色粒 Îl ~1 仁丹粒相11: " " " 

53-251 かわらけ a:12.&m b:8.lcm c:3.5cm ロクロ外底糸切線 tl~位色微妙み色ぬ . (1針・|二J't粒相11: " " " 

53ト252かわらけ a:12.7cm b:8.&m c:3.5cm ロヲロ外IJ~糸切痕位色微妙赤色粒白針 ・ 小石粒粗 t .， 
" " 

53-253 かわらけ a:12.&m b:7.&m c:3.4cm ロクロ外IfS糸切痕燈色微砂 'Z母-ÎI~t J誌上 " 
.， 

" 

53-254 かわらけ a:12.9cm b:8.4cm c:3.2cm ロクロ外!広糸切筑波;t{色微砂多f.l-II針-1:丹粒やや良上 " " 
.， 

53-255 かわらけ a:13.Ocm b:8.3cm c:3.2cm ロクロ外l必糸切浪般色微砂赤色股 ÎI ~I 現lt .， .， 
" 

53-256 かわらけ a: 13.Ocm b:8.2cm c:3.5cm ロクロ外底糸切浪信也微砂赤色枝 ・ ÎI~i 目 上ft粒覗1 1.: " " " 

54-257 かわらけ a: 12.lcm b:8.4cm c:3.2cm ロクロ外li~糸切1il i.x黄色微砂多な -赤色粒向針やや聴Llニ " " " 

54-258 かわらけ a: 11.9cm b:8.1 cm c:3.2cm ロヲロ外JJi糸切証11別皮肉色微砂雲母亦色粒 ・白針 ・小石粒 ._1:)守粒相 1:. " " " 

54-259 かわらけ a: 12.2cm b:8.5cm c:3.Ocm ロクロ外底糸切Ij{ ~立色微砂赤色粒. ILI ~I ・ I:n粒担I1ニ '〆 " " 

54・260かオコらIt a:12.lcm b:8.1cm c:3.2cm ロクロ外底糸切jI{ !1i燈色微妙赤色粒 ・白針やや軽l上 " " " 

54-261 かわらけ a:12.Ocm b:8.Ocm c:3.2cm ロクロ外底糸切lj{位色微砂 '211華・(1針良上 灯191111l " " " 

54-262 かわらけ a:12.3cm b:8.Ocm c:3.2cm ロクロ外!広糸切1良 il: .lt~色微妙 ' .Ji、色粒 '1< 1針上J't粒やや朝1 1: " " " 

54-2臼 かわらけ a: 12.3cm b:8.2cm c:3.2cm ロクロ 外Ij~糸切痕 ix災色微砂 ・ 赤色段.t1針 ・ 土丹粒 :IlI上 " " " 

54-264 かわらけ a:12.2cm b:7.5cm c:3.3cm ロクロ外!必糸切Ij{ l\~燈色微砂 '21 Bt - 赤色粒 ・ ÎI ~I' l~J " " " 

54-265 かわらけ a:12.2cm b:7.9cm c:3.2cm ロクロ外!広糸切1M 武燈色微砂赤色粒(1針 仁丹粒やや良 t " 
.， 

" 

54-266 かわらけ a: l1.7cm b:8.5cm c:2.9cm ロクロ外底糸切Ij{IIJli1i肉色微砂・ '2甘t.み色粒-(1針・1:J't粒担11: .， .， 
" 

54-267 かわらけ a: Il.&m b:8.OcI11 c:3.3cl11 ロクロ外!広糸切彼白色微砂 '11母 ILI針-I:N粒良上 " " " 

54-268 かわらけ a:12.2cl11 b:8.lcm c:3.3cl11 ロヲロ外!怠糸切IH i長燈色微砂 ・赤色粒 (1針小イ1粒現H " " " 

54-269 かわらけ a: 12.2cl11 b:7.9cm c:3.3cm ロクロ 外底糸切線白色微妙赤色粒向針 上丹粒相I1こ .， 
" 

.， 

54-270 かわらけ a: 12.3cm b:7.5c111 c:3.&111 ロクロ外l底糸切lH n1色微妙t.iil-.li¥色粘 1"1針ー小ィi粒相lJ: " " " 

54-271 かわらけ a: 12.2cm b:7.2cl11 c:3.4cm ロクロ外lほ糸切J良俗色微砂多量・赤色粒 (1針'1::.J't粒制上 " " " 

54-272 かわらけ a: 12.2c01 b:7.4cl11 c:3.5cl11 ロウロ外[庖糸切lii ，:qm色微砂tlil'"，-，色村 h針やや相11: " " " 

54-273 かわらけ a:12.3cm b:8.&m c:2.7cm ロ 7 ロ外li~糸切1良椴色微妙赤色粒(1針 lニJ't粒刺 1-. " " " 

54-274 かわらけ a: 12.2cl11 b:8.&01 c:3.3cm ロクロ外底糸切泌氏白色微砂多ii1. ÎI ~I 上丹粒やや良 1-. " 
.， 

" 

54-275 かわらけ a:12.Ocm b:8.4cm c:3.lcm ロタロ外低糸切泌 191M制色微砂・ 2時 .(1針・上)1粒明l上 " " " 

54-276 かわらけ a: 13.cm b:8.&111 c:3.lcm ロクロ外l底糸切痕燈色微妙赤色粒 I1針tl't粒やや割i土 " " " 

54-277 かわらけ a:12.&m b:8.3cm c:2.9cm ロヲロ外j底糸切ji{位色微砂亦色粒 í1 ~1 相H " " " 

54-278 かわらけ a:12.4cm b:8.5cm c:3.lcm ロヲロ外l底糸切痕此位色微砂'.sllt-.li、 色粒 ・ ÎI ~I ・ tJ't粒良 t " " " 
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表28 出土遺物観察表 (26)

t4'罫;} 同 知 法長 (a . llitb.lj~作C. 出向) j北形 特徴(:iCi基軸2来月fiI~. ォ~t山 t完成など) <<a .Ii・(.i!'l椛 ・その他)

54・279かわらけ a: l2.4cm b:7.8cm c:3.3cm ロクロ 外!ほ糸口'JlH ll~隠色 微妙・ '1m 赤色ね i' I jr~ . (1色粒 籾 t B 1m都3面 池3北京遺物溜

54-280 かわらけ a:l2.5cm b:8.5cm c:3.2cm ロクロ 外!必糸切痕燈色微妙 ~gt 赤色粒 Îl jr十 小石粒やや担l上 " " " 

54-281 かわらけ a:l2.5cm b:7.8cm c:3.6cm ロクロ 外ほ糸切lii ~際色 微妙 ・ 赤色粒 . ( I jr~ ， 1:丹粒やや粗上 " " " 

54-282 かわらけ a:12.&m b:8.3cm c:3.3cm ロクロ 外!必糸切IU i.ll黄色 微砂多量 'I1針・小む粒 " " " 

54-283 かわらけ a: 13.Ocm b:8.4cm c:3.3cm ロクロ外Is;糸切痕 i.lli有色 微妙 .Iljrl上!'r粒良上 " " " 

54ト284かわらけ a: 12.3cm b:8.Ocm c:3.5cm ロクロ 外!広糸切痕 l'{[位色 微妙多 !立 赤色粒 ÎI '~ 粗1:: " " " 

54-285 かわらけ a: 12.3cm b:8.3cm c:3.4cm ロヲロ 外!必糸I;JJI良 l耳慣色 微妙 -ぷ色粒 .I' l jr~. I:N粒やや柄l上 " " " 

54-286 かわらけ a:(l2.l)cm b:8.6c01 c:3.5cm ロヲロ 外底糸切IH 191此尚色 微砂 '!i母.，f，i色粒 ・(1針担11:: " " " 

54-287 かわらけ a: l2.2cm b:8.2c01 c:3.1 cm ロクロ 外1底糸切線 19Hot世j色 微妙 雲母'I'IH.W 粒やや相11: " " " 

54-288 かわらけ a:12.lcm b:8.2c01 c:3.lcm ロヲロ 外ほ糸切復位色 微妙 赤色粒 II針 上丹粒 粗t " " " 

54-289 かわらIt a: 12.2c01 b:7.9c01 c:2.9cm ロクロ 外ほ糸切痕 :(q ll!色 微砂 ・ 3母 ÎI ~ I 小 G粒ややm上 " " " 

54-290 かわらけ a: 12.5cm b:8.Ic01 c:3.4cm ロクロ 外lほ糸切痕 貨燈色 微妙 ，，)i;色粒 .( I針やや粗 t " " " 

54-291 かわらけ a: 12.5cm b:8.6c01 c:3.5c01 ロクロ 外!底糸切11主 主t燈色 微妙 赤色位 .(1針 .1::11粒判l土 " " " 

54-292 かわらけ a: 12.4cm b:8.3cm c:3.2rm ロヲロ 外!必糸切瓜 i !h'li色 微妙t fo1 ' 赤色f~ . II針 j-.J't位 ffl.l:: " " " 

54-293 かわらけ a: 12.3c01 b:8.8cm c:3.3c01 ロクロ 外，)~糸切痕 i.ll貨色微妙 . 1':1針-小イit立やや担l上 " " " 

54-294 かわらけ a: 12.4cm b:8.Ocm c:3.5c01 ロクロ外b3:糸切J反政信色 微砂 ・赤色粒(I針-小行粒柾l土 " " " 

54-295 かわらけ a: 12.8c01 b:8.4cm c:2.9c01 ロクロ 外li'¥:糸切IU 位色 微妙 ・雲母，庁、色粒.( 1O1 やや担11:: " " " 

54-296 かわらけ a:12.7c01 b:8.6cm c:3.lcm ロクロ 外Is;糸切IH l'{[燈色 微妙 白針・|ニI'f粒 祖Jt " " " 

54-297 かわらけ a:12.3cm b:8.6cm c:3.Ocm ロクロ 外li~糸切IH Ii!色 微妙・ 3母.，Ji;、色粒・II量1・I:N粒やや相11二 " " " 

54-298 かわらけ a: 13.Ocm b:8.8cm c:3.lcm ロクロ 外!必糸切炭 i.ll ffi色 微砂 白針・ 上I'~ぬ 相1 I " " " 

54-299 かわらけ a:13.lcm b:8.6cm c:3.2cm ロクロ 外底糸切痕 j主;((色 微砂赤色粒1'1'十 上丹粒粗 t " " " 

54-3∞ かわらけ a: 12.6cm b:8.2cm c:3.5cm ロヲロ外!必糸切保健色微妙，)i;色粒 'I1剣-小口粒粗 t " " " 

54-301 かわらけ a: 13.2cm b:8.9cm c:3.lcm ロタロ外Jj'¥:糸切痕 i.lllot色微砂多lil 白針小石粒上丹粒やや粗上 " '・ " 

54-302 かわらけ a:13.Ocm b:9.Ocm c:3.2cm ロクロ外底糸切痕 i.ll民色 微妙亦色絵(I針 I::J't抑 制lニ " " " 

54-303 かわらけ a: l2.4cm b:8.9cm c:3.3cm ロクロ 外!必糸切IH 院色 微妙多五t'赤色杓 (I針 やや判I1二 " " " 

54-304 かわらけ a: 12.4cm b:8.4cm c:3.5cm ロクロ 外低糸切IJ'{ 位色 微妙% t赤色ぬ n$t 軒l上 " " " 

54-305 かわらけ a:12.7cm b:8.6c01 c:3.3cm ロジロ 外!ほ糸切{良Il!色 微妙亦色粒 IL l jr~ . 小行f~ 現11ニ " " " 

54-306 かわらIt a:12.6cm b:8.Oc01 c:3.6cm ロヲロ 外!必糸切It{ 筑慣色微妙.(1量1・上!'r粒良 J: " " " 

54-307 かわらけ a:12.5cm b:8.6cm c:3.3cm ロクロ 外!氏糸切彼自I色微妙亦色粒I1jl 小行粒やや組上 " " " 

54-308 かわらけ a:12.5cm b:8.3cm c:3.Oc01 ロクロ外!J~糸切終決策色 微砂亦色粒. ( I jr~. 1ニm~ やや1fLlニ " " " 

54-3ω かわらけ a: 12.5cm b:8.3cm c:3.4cm ロヲロ 外!氏糸切I!{ 隠色 微妙多な .，/i，色粒 II針 l:J't粒組上 " " " 

54-310 かわらけ a: 12.5cm b:8.2cm c:3.5cm ロクロ 外J広糸切証{ iHt色 微妙赤色粒・(1針 粗 1: " " " 

54-311 かわらけ a: 12.8cm b:9.Ocm c:3.Ocm ロクロ 外J必糸切浪 191 l'{[尚色 微妙 ・'21せ IIH'l::J'f純 " " " 

54-312 かわらけ a: 13.lcm b:7.7cm c:3.4cm ロクロ 外l点糸切f良 俗色 微砂 ・赤色粒 (1" 良上灯1別IIll " " " 

55-313 かわらけ a: 12.4cm b:8.6cm c:3.5cm ロクロ外l広糸切痕 IIJI ~ IU色微砂 ' '1Hま(1針・ lニI't粒制 1: " " " 

5与314かわらけ a: 12.4cm b:9.4cm c:2.9cm ロクロ 外l必糸切()1 黄信色 微妙多iz.，赤色粒 .(1針・小{I粒粗 t " " " 

55-315 かわらけ a:12.3cm b:8.9cm c:2.9c01 ロクロ 外政糸切痕 191黄尚色微砂 ・3母み色粒 'I1針 ・lニ11粒やや相uこ " " " 

55-316 かわらけ a: 12.5cm b:8.7c01 c:3.5c01 ロクロ外氏糸切IH m色微妙赤色料内針.I-.!'r約制 t " " " 

55-317 かわらけ a:12.4cm b:9.2c01 c:3.2c01 ロクロ外Jß;糸切Iil~陪色微砂，/í，色粒 ー ÎI ~I ・ 小行粒 ・ 1: 1'1粒ややtTI 1::灯明日1I " " " 

55-318 かわらけ a: 12.9cm b:4.3cm c:3.2cm ロクロ外!広糸切痕純白色 微妙 ・赤色粒上I't粒 fil上 " " " 

55-319 かわらけ a: 12.8cm b:9.Ocm c・3.5cm ロクロ外J)，¥:糸切痕栂色微砂亦色位 (1'十 やや良土 " " " 

55-320 かわらけ a: 12.6cm b:7.5cm c:3.Ocm ロクロ 外J)，¥:糸切IH 際色 微妙，ぷ色枝 II針 J:J'f粒 割LIニ " " " 

55-321 かわらけ a:(l2.5)cm b:8.6cm c:3.Oc01 ロ世ロ 外Jj~糸切IH 1m世尚色 微砂 ・']11号.(1針・1:1'f粒 粗上 " " " 

55-322 かわらけ a: 12.5cm b:8.3c01 c・3.Ic01 ロクロ 外，)~糸切Ii{ lI)jbtlU色 微妙 ・']11号.IIOI・J:I'f粒 lUl:: " " " 

-299-



表29 出土遺物観察表 (27)

図。番号 附頬 t土ill(a.111王b.m'ki器尚) IR.形・特徴 (文線糊柴 .1約1:.京地.(完成など) l的与 (il'!楠その他)

5~ト323 かわらけ a:12.4cm b:8.&m c:3.3cm ロク ロ外11:1:糸切浪 l川lli尚色微砂 雲母・赤色粒 .(1針 ・小行粒 .tl'f粒朝Lt 日1m 都3耐 池3北東遺物溜

55-324 かわらけ a:12.&m b:8.4cm c:3.&m ロク ロ 外l底糸切111 燈色微妙亦色粒白針制1: " " " 

55-325 かわらけ a:12.6cm b:8.6cm c:3.3cm ロクロ外股糸切浪 ix自t色微妙 (1斜 ・I:J'T粒制 1: " " " 

55-326 かわらけ a:12.&m b:8.4cm c:2.9cm ロクロ外氏糸切痕黄信色微砂 '2母向針小イi純やや相I1ニ " " " 

55-327 かわらけ a: 13.0cm b:9.4cm c:3.7cm ロクロ 外ほ糸切IH ix黄色微砂 ，}J;色粒。 ÎI針・ 1:丹r~ 粧Lt " " " 

55-328 かわらけ a: 13.Ocm b:9.5cm c:3.1cm ロクロ外J~:I:糸切浪白色微砂・亦色粒 'Î1針 I:J'Tぬ 相l上 " " " 

5~ト329 かわらけ a: 13.2cm b:9.2cm c:3.3cl11 ロヲロ外!必糸切IN 貸借色微砂赤色粒白針・上I't粒 担l土 " " " 

55-330 かわらけ a:8.OcI11 b:6.7cm c:1.7cl11 F担ね外!必J行vIi1iI l\H~色微妙多い 1':1針良 1-. 1川底ナディ、lリl眠{ C 3m " " 

55-331 かわらけ a:7.&111 b:6.1cm c:1.6c111 H'lね 外!広折口員証{ iHi色微妙多い h針亦色粒 lミt 強いナデ " " " 

55-332 かわらけ a:8.lcm b:6.6c111 c:1.6c111 子位ね外l広J百頭耳!ll1.燈色微妙多い ・向針良土比込み-11*，¥ナデ強iし " " " 

55-333 かわらけ a:8.3cl11 b:6.5c111 c:2.OcI11 下位ね外JJ~指vIHH 位色微妙赤色粒 1"1針担1 1: " " " 

55-334 かわらけ a:8.4cm b:7.OcI11 C: 1.9cI11 HJ.ね外!広指~Ii1H 償色微妙亦色ぬ1'=1 量1 相 1 t: " " 
， 

55-335 かわらけ a:8.4cl11 b:6.6c111 C: 1.9cl11 H'iね外l必.f11Uti線信色微妙 ・赤色粒 ・白針朝IIて " " " 

5与336かわらけ a:8.6cm b:7.6cm c:2.Ocm F担ね外JI~j百 uti1H 民俗色微妙・赤色粒(1針判11: " " " 

55-337 かわらけ a:8.4cm b:6.9cm C: 1.9cI11 fj'~ね外Jil:街頭線白色微砂. ，Ji;色粒 ・ I~I針 1:J'f粒 粗 t " " " 

55-338 かわらけ a:8.4cm b:7.lcl11 C: 1.9cI11 Fれ'ね外JJl;J1]vIi1H iHi色微妙亦色粒・ II針・小ィi粒 朝I上 " " " 

55-339 かわらけ a:8.5c111 b:7.9cl11 c:2.1cl11 F担ね外JI5.f11Vti1!1 !¥i m色 微 妙 赤 色ぬ (1告|粕 1: " " " 

55-340 かわらけ a:8.6cm b:7.4cm c:2.OcI11 予担ね外Ji~指頭痕 m色微砂赤色枝 向針小行粒 柄l上 " " " 

55-341 かわらけ a:8.7cl11 b:7.5cm c:1.9cl11 HJ.ね外!広指vti1H 燈色微砂亦色位 II針小li粒 相IIニ " " " 

55-342 かわらけ a:8.&111 b:7.6cm c:2.OcI11 Hlね外!広指vM! tlt俗色微砂・亦色f立 ÎI~I 小イ i粒 朝l上 " " " 

55-343 かわらけ a:8.7cl11 b:7.3cm c:1.9cl11 J.Nね外!底指頭1良俗色微妙み色粒内針 上J1H tnl二 " " " 

5~ト344 かわらけ a:8.6c111 b:7.3cm c:2.Ocm H'J.ね外JI:I:.f11頑1良由tID.色微妙.，JJ'色粒 .ÎI~I 小イ i fì1 *1.11: " " " 

5~ト345 かわらけ a:8.&111 b:7.9cl11 c:1.&111 F控ね外l底指頭1i{ ix黄色微砂 ー赤色粒 ・II針・ u'm 組上 " " " 

55-346 かわらけ a:8.&111 b:7.7cl11 c:1.9cl11 lNね外l底指vJi1U iq際色微妙亦色粒 .(1$1・判11: " " " 

55-347 かわらけ a:8.&m b:7.9cm c:2.1cl11 f. jilね外11::1:指日1!i1.良 ix黄色微妙み色粒 ・ ( I ~I ・小イ îH filJ: " " " 

55-348 かわらけ a:8.7cm b:7.9cm c:1.9cm 予J2ね外li~指vJî痕 iHt色微砂赤色粒 ・ ÎI針. _l:N粒 糊上 ， 
" " 

55-349 かわらけ a:8.5cm b:7.6cm c:2.Ocm H'lね外Ji~.f11 vJî痕償色微妙 ・ 亦色粒 ・ |勺針相II " " " 

55-350 かわらけ a:8.6cm b:7.5cm c:2.Ocm H'lね外JI~ .f11 yJî痕隠色微妙 . ，Ji;色粒 'Î1針利 I~ " " " 

55-351 かわらけ a: 12.4cl11 b: 1 O.4CI11 c:3.2cl11 下Pjね外JI~指頭彼 tli隠色微砂 ÎI針良上 C 1 m 旬 " 

55-352 かわらけ a: 12.4cl11 b: 10.&m c:3.5cm f-Nね外!ほ折UW.良iHt色微妙 II針良上ナデ似く不IIH隙 " " " 

55-353 隊小かわらけ a:5.&m b:3.&111 c:l.lcm HJ.ね外!底指9jj痕 燈色微妙納良1: 1勾11:1:'1'央弱い悦l立ナデ " " " 

55-354 かわらけ a: 11. 7cm b: 11.0cm c:3.4cl11 下frlね外Ij:l:桁VWI'{ 灰1'1色 微砂少!itf，'，良 |二 点I(!I滑らか " " 制

5ι355 ( 1雌 1 J比例 a:(13.6)cl11 総i味灰II色不透明簿い施車IJ 灰II色相良l量級 " " 

5ι356 銅H 元盟通宝 ~t';f< j員初j鋭年1078if. ， 
" 

5&357 木製品 7耳 JA:26.9cm申，¥: 0.75c111 N:0.5cm 鋭利なメj物で|折1M多角形にIAI{ 両端尖るよう に椴j杉 " " 

5&358 木製品筈 及。26.7cl11幅O.5cm1iJ.:0.5c111 鋭利な刃物で断l而多角形にIAJ_[ 両端尖るよ うに整形 " " 

5ι359 木製品管 長25.2cm幅0.7cl111平O.6cm 鋭利な刃物で|折1m多角形に却II 両端尖るよう に幣形 " " 

5ι360 木製")1" ~ 民25.Jcm申ω7cI111平O.scm 鋭利な)1物で断I(II多角形にIAl[ 1，IJ.l'..:i'，tるように戦形 " " 

5ι361 木製J，JI 筈 長24.&m幅0.7cl111平0.55c111 鋭利な刃物で断1(1Î~角形に加工 両端尖るように盤形 " " 

5ι362 木製品符 長。24.&111幅:0.55cm1平:O.5cm 鋭利なメj物で|街而多角形に却|工 岡純尖るよう に幣形 " " 

5ι363 木製"11" '8 JA:25.Ocm制0.6c1111平O.65cm 鋭利な)J物で|訴IIII多角形にJAI工 l両端尖るよ うに宣告形 " " 

5ι364 木製品管 1~:24.3cm 幅 0.6c111 厚 4.5cm 鋭利な刃物で断l函多角形に1m:両端尖るよう に幣形 " " 

5ι365 木製品 7時 JA:24.2clll恥1:0.65cl111平:0.5cm 鋭利な刃物でIlfrl(II多角形にImT.I両端尖るように税j杉 " " 

5&366 木製品 1時 JA:23.Ocm帆:O.6cml亨:0.55cm 鋭利なメj物で|析IIII多角形にJAI工 両端尖るよ うに型車形 " " 
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表30 出土遺物観察表 (28)

関需号 同 知 法な (a.lilモb.lj!!tc.r.'I尚) 成形特徴 C~ 附与 (遺稿 その他)

5ι36 木製品 7時 長:23.lcm制:O.6cmJ't:0.55cm 鋭利な刃物で断l耐多角形にIAI工 刈端尖るように幣形 ro 3ifII i自3北京遺物澗

5ι36E 木製品 衿 長23.OcI11幅0.75c111厚0.45c111 鋭利な刃物で断面多角形にIAI[ 両端尖るように盤形 " 
を，

5ι36S 木製品 符 長22.3cm幅0.45c1111'l:O.5cm 鋭利な].J物で断I(II多角形にIAI[ 両端尖るように松形 " " 

5ι37C 木製品 't 長:21.7cm幅:O.6cmJ'/.:O.6cm 鋭利な刃物で断而多角形にIAI[ 両端尖るように懸形 " " 

5ι371 木製品 折敷 縦稲26.Ocm績幅25.3cmJli.:O.lcm t再く柾nに洲|ぎr&り方形にし問問をl耐耳目 小Jしあり 左辺に舷伎の留め跡 " " 

5ι372 本軍~，'.'， 1庁敷 Il縦幅152cm随幅:3O.5cmff.カIcm i導く!iEnに最IltllllりJi形に加工附を[回収 " " 

5ι37 木製品折敷 桟縦幅16知n横1l:24.6cm厚:O.3cm i事〈柾口に梢lぎI担り/i形に且u:附を而1& 上・左辺の側綜に小孔を穿つ " " 

5ι374 本製品 [!W折敷 長25.7cl11残幅4.9cmJ'/.:O.I5cm 1，ltll(!Iに.I.ll，IHUを残す 文学わI，lieイミ191 " " 

57-37~ 木製品禁容 伐1~:32.&111 脳 1.2cm 桜を縦割りにし粗削りで惨状に凪1-[ 先場側やや制〈円11る " " 

57-376 折敷加 [，11111 残縦幅2.5cm検事rJ:5.4cmJ手Icm 折敷を)J物で切l斬附)L<IJI [ '1'央に小.fLあり " " 

57-37 JII途不時l木製品 1.11縦幅5.7cm備前'J:13.5c111 Jil:3cm カマポコ状にi事鮫を加[ f端'1'央にV字型の切込み '1'央かられ側に小孔3ヶj肩r.J!つ " " 

57-37~ 川途不IIJI本製品 残縦幅2.2cm横幅8.Ocml手I.Ocm カマポコ型中央に長方形の孔を旋〈削る 下両中央に内部削り/J¥し 杷f.xはzi網みか " " 

57-37S m途不IIJJ-*製品 残長:15.lc111J平:0.35c111 本 11の強いi草板を加l工上端は両側から切込み入れ先泊尖らせる平面形の九又は人形f~か " " 

57-お{本製品人形代 長14.&m幅4.6cmJlf.:0.65c111 本11の強い板材をIAI[ 上部J~"I 子 F部は制が侠くなるように NII る 先消尖らす " " 

57-381 金剛 I~刷版芯 長22.7cm妓偏3.7cmPt:O.3c111 先消中央部o絡の小孔先鴻近く L7-の1kり 側縁}j形の1kり純編IH " " 

57-382 金剛小川阪芯 ~:22.7cm 残幅:4.7cm 1字:0.4cl11 先t組 中央部o紡の小イL先!".IJ近く じドの1kり 側総JJ形の扶り 級編痕 " " 

59-1 かわらけ a:(7.5)cm b:(5.I)cl11 ι1.2cm ロヲロ 外Ij3:糸切旺l 黄信色 微妙 'ltkt b込t 灯明1I11 首lHI 池3裏込'1'

59-2 かわらけ a:(7.8)cl11 b:(5.I)cl11 c:1.2cm ロクロ外IJ3:糸切1良燈色 微妙 ~ l革赤色粒良 t " " 

59-3 かわらけ a:(8.l)cm b:(5.3)cl11 c:1.3cl11 ロジロ 外ほ糸切痕位色 微砂'1!:1せ 五!t:冊目入品 " " 

59-4 かわらけ a:7.9crn b:6.3c111 c:1.7cl11 ロクロ外1i3:糸切泌慣色微妙 ・ ~ Iせみ色粒白針-上N粒やや粗 1: " " 

5fト5かわらけ a:(8.I)cl11 b:(6.5)cm c:I.&111 ロヲロ外Ii.l:糸切g!黄信色微砂雲母赤色粒白針 ・上丹粒やや粗上Hl9IUll " " 

5~ト6 かわらけ a:8.3cm b:6.OcI11 C: I.&rn ロクロ外底糸切痕位色微砂 3母ぷ色約白針 ー小石粒粧11: " " 

59-7 かわらけ a:(8.I)crn b:(6.l)crn c:l.&rn ロヲロ外底糸切痕貨白色微砂雲母 (1針 ・上fr粒やや組上 " " 

59-8 かわらけ a:8.2cl11 b:6.5c111 c:1.7cm ロクロ 外IK糸切痕燈色 微妙雲母み色粒白針 ・小行粒担11: " " 

59-9 かわらけ a:8.2cm b:5.9crn c: 1.9crn ロクロ 外底糸切線 1別!'qtAl色 微砂 ・1m. (1針 l二m立やや担lt.灯191Ull " " 

59-10 かわらけ a:8.5crn b:6.4cm c: 1.9cl11 ロクロ外li.l:糸切lH 燈色微妙 3母赤色粒白針上丹粒やや相J1ニ " " 

59-11 かわらけ a: (9.8)cl11 b: (7.0)cl11 ι1.&111 ロクロ外IJ~糸切痕抱色 微妙 '11 1母 ( 1針 1u上 " " 

59-12 かわらけ a: 12.Ocm b:8.4cl11 c:3.3c111 ロヲロ外IJ3:糸切痕 19H1itAl色 微砂 '!1I!t.JJ，色粒ややllil:灯191Ull " " 

59-13 かわらIt a:(l2.3)cm b:(9.5)crn c:3.2cl11 ロタロ外股糸切痕隆色微砂'2母赤色粒 (1針 ・上J'f殺やや粕 1: を，
" 

5fト14かわらけ a:12.7c01 b:7.&rn c・3.2cl11 ロヲロ外!広糸切拠隠色微妙 目'1mφ 赤色f'I'. il針 l:J'f粒やや相H_ " " 

59-15 かわらけ a: 12. 7crn b:8.4crn c:3.Oc01 ロヲロ外舷糸切復位色微妙 ~Iせ赤色粒 h針上rr粒やや精U: " " 

59-16 かわらけ a: 12.5cm b:8.9crn c:3.2cm ロクロ外IJ:I:糸切1良信也微妙 ・ '.2 1:せ ・ 亦色粒 íl ~r' ur粒やや相11: " " 

59-17 かわらけ a: 12.&111 b:8.lcl11 c:3.2crn ロヲロ外股糸切IH ;.H;l色微妙'!tf，}亦色，~ . (1針・上f'r粒粗上灯191011 " " 

59-18 かわらけ a:(8.0)c01 b:(6.3)cl11 c:2.Ocrn H~ね外底111頒痕燈色 微妙'2 1号赤色粒 小{j粒*'-11: " " 

59-19 かわらけ a:8.5cl11 b:7.4cm c:2.Ocm f.J'.!ね 外113:桁liIilii 位色 微妙':21吐，If;色粒 ・il針 艮 l " " 

59-20 かわらけ a:8.5crn b:7.3crn c:1.9cl11 ロクロ外!広糸切終値色微妙 ・'21せぷ色粒 tl針 l:1'r粒やや祖11: " " 

59-21 かわらけ a:8.6crn b:7.4cm C: 1.9cm F位ね外l底指頭痕燈色微砂 . ~母赤色粒内針良 t " " 

59-22 かわらけ a:(8.4)cm b:(7.4)cm c:1.9crn J?Nね外!底糸切痕微妙 '~m ， 亦色粒 ( 1針. l:丹料やや粗 t " " 

59-32 かわらけ a: (8. 7)crn b: (7.9crn c:2.Ocm J?Wね外I~糸切痕 191策tÆl色微砂う~m 赤色粒白針 ー 上丹粒ややm上 " " 

59-24 かわらけ a:(8.4)crn b:(7.4)cl11 c:1.9cl11 H'~ね外~糸切IH 黄白色微砂 'fl l世・ぷ色粒 ・ íl針やや朝11: やや相 1 .1: " " 

59-25 かわらけ a:8.&111 b:7.9crn c:2.Ocrn }1'.:ね 外IJ~糸1;1)痕隠色微妙・ '11 If} .み色粒 .(1針 lミ上灯1911111 " " 

5(ト26かわらけ a:8.6cm b:7.5crn c:2.Ocm Hlね外J広糸切lii 災位色 微妙'~母 - 赤色粒 íl針 t丹粒やや担l上 " " 

59-27 かわらけ a:12.&m b:ll.1cl11 c:3.2cm f.J'i:ね 外!広糸切lil 燈色 微妙宮町.，n'色粒 .(1金l'f込t " " 

59-28 ( Iかわらけ a:(J 1.5)crn b:(J0.2)cl11 H'J[ね外底糸切IH 灰(1色微妙・ '1m良t " " 
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表31 出土遺物観察表 (29)

図書号 純軍i 法111 (a. L1 ffb.lj~fk r.;お) l定形 特徴(文様.，曲薬.Ilfil:・業地 ・焼成など) 備考 on併その他)

59-29 瓦減給11:腕 a:(lO.O)cm I I~I師 3 本の繍1立の条線の11ft文Jillii!耳灰色民~U色微妙 目 ( 1色粒良上 第3iIIii曲3夜込小

59-30 141磁 折線IIIl 11縁-f本部)'， 総灰色半透明 i1-I外1mぞ'(>}i/l、施覇Ii 灰白色相良堅級 " " 

5~ト31 漸};洗 a:(28.8)cm b:(23.2)cm c:(6.9)cl11 )!I緑色下透UJI 内外lIiii再〈ハケ喰り柚(1濁灰色微妙 h色柄l砂 w色粒和五!t: " " 

59-32 iti必総 ~ 体部小)¥・ l付而問石、問文 外loi灰柚灰色江l色微砂 's母・白色粒五Lt '. " 

59-33 ~l瓦OL.1L) 厚 1.5-1.9cm l円l師離れ砂 縦{立ナデ凹1師.fIifIIH 灰);(¥0. II0.粒良上良好やや硬質 " " 

59-34 !.().i(、ILJ{) j亨。2.0-2.2cm 11I1!(lj Ilj 1 1泌糸切り11! {'uflj縦位ナデ純杉文1111日浪灰色砂粒 a上良好 " " 

5~ト35 !，(五l('ILJ:O l手1.5-I.&m 111匝i布IJ痕糸切りm t'\而償位ナデ終杉文IIPrtlî1 黒灰色砂粒 m也~良上良好 " " 

59-36 ifHi製鍋 胴~底部)¥・ |付氏部に}Al工痕あり " " 

59-37 自ili 9員長8.9cm耐，¥:3.5cm1'1: 1.4cm lI}tlli拘色上l偏に)J物浪あり 側I(Uにノミj)(I:Uの加1l:1i{あり " " 

59-38 波探 1111 a:(9.8)cm b:(7.6)cm c:l.&m 内外IfIi!1¥i輩塗イE " " 

59-39 1輩出t腕 a:(l4.0)cm b:(8.0)cl11 c:4.lcl11 )，\\波地に米漆で~~Iiうさ文を術 〈 " " 

59-40 木製品 li 後:17.5c111}'t:0.6-0.65c111 l枚板を1'1形に担J[ 筋状のN1EIii '1'央に木事I " " 

59-41 川途不Iljl木製品 筏:7.5cm}平O.45cm t:哨部欠m 下消部コ字噌の切込左上附川形の小孔 1i下本書Iあり 周縁側面曲lil担 " ，. 

59-42 木製品 1111物 f1o: 18.&111 /'，J::0.4cl11 IJ~板 !周縁をtliil&君主形 /jJこl凋総指i小イLを穿つ liの可能性もあり " " 

59-43 木製品 1111物 後:14.OcI11 }'t:0.7cm li~板 111形に凪u::面1&の1句を「箪にjl'fす l断tliih形外縁11:.め釘彼 " " 

ω44 木製品衿 長21.&111幅7ふTIm時:0.5c111 鋭利な刃物で断l街多戸l形にJAII: 両端尖るように艶形 '. " 

60-45 木製品 7時 長25.&mlll，1; 鋭利なメj物で断l而多角形にJAIr. 1，Id端尖るように終形 " " 

60-46 木製品衿 長。28.lcm以上船O.9cm1'1:0.65cm 鋭利なJJ物で~而 ~jlI J杉に訓IT 両端尖るように監形 " ，. 

ぬ47木製2111 来符 長26.Ocm制。1.3c111j'/:O.&111 x辺経〈 而取胴部八角形先繍緩やかに制〈円11る " " 

件 48木製品 ~ 長31.3cm幅 l.6cmli1:0.7cm 先品品 ' 1flI~状に問11 る )'，. Jjやや先制にn.に削る 断l百六jll形 ，. 
" 

ω49 木製品箆か 全長:16.4cm帳1.2cmJ平O.&m j11絡を先消尖らせる 下端は先鴻に向けてi弾<}AIL " " 

6O-SO 木製品箆 長17.2cm恥，¥:1.6cm j'l:O.6cm 先端緩やかな箆状に111凶 i量消鋭〈限状に短〈円11る 胴部断IIU/、111形 " " 

60-51 木製品 JJ形 長36.2cm 上端，!L棒状頭部のように太〈頂都は九l味を{jfびる 下端はi神11の)J形に制く削る " " 

協 52本製品 1l¥，lt折fl 残長 13.3cmIlWol:2.4cm )'/.:O.I5cm 折敷小)¥- 両l耐 lこ .1品 川が~?られる 下!jに 「例法Jと説める文'f.あり " " 

60-53 本製品 l品川折敷 長25.&m残制3.7cmj":O.I5cm )¥i(!iに文'ドとも戯1，Iijともつかない4h1t HPIい・管棚えの，，[能性もあり " " 

60-54 木製品待旅 長15.OcmI~制 6.2cm i~部I事: I.Ocm 外JJ~I而九ノミのような1:μで倒押 しした.~文あり " " 

60-55 本製品 JJ(-の鮪 残長7.5cm幅2.&111)'，"1耐!手O.5cm )Jを納めるtllりがJ腐食しi陣l、 " " 

60-56 木製品本怜 長7.5cmlf:1.2-I.6cm 川J杉にぽilfllを11111')1.1'，す JlI筒状に滑らかでr¥事な削町 一Ifll仰i羽 " " 

6ι57 木製品倒 残幅1O.4cm残高:3.Ocm棟!手O.9cm 議い!日程~~童市 1珂端 .rilの'1'-先端欠m ~官な rilの硫き働 " " 

61-1 かわらけ a:8.5cm b:7.lcm c:l.&m ロクロ外ほ糸切線 IIJI自?lU色微妙・ '111せ赤色杓白針小Ii'~' t-_丹粒粗上 第3ifii 池2

61-2 かわらけ a:(8.6)cm b:(6.4)cm c:l.9cm ロクロ 外底糸切痕 Ilj]古~1Il色微砂・ -::1flt ・亦色粒 . (1針やや如上 " " 

61.3 かわらけ a: 12.1c111 b:8.4cl11 c:3.2cl11 ロクロ外!志糸切復員白色微砂'!il<J. ，Ji<色粒・(1針・十J.t粒やや朝U: " " 

614 かわらけ a:(l2.3)cm b:(8.5)cl11 c:3.Ocm ロクロ外lほ糸切浪 Iljtl'~ 1Il色微妙う宮町 - 赤色粒 . (1針小li粒やや柄11ニ " " 

61.5 かわらけ a: 12.4cm b:8.6cm c:3.2cm ロクロ 外底糸切痕 Iljl9~尚色微砂 '1m. 亦色粒 tl~t や守朝 1 .1: " " 

61-6 かわらけ a:(l3.0)cl11 b:(9.2)cl11 c:2.9cl11 ロクロ外底糸切痕liI色微妙宮町赤色*'1. II針小ィi杓やや朝11: " " 

61.7 かわらけ a:(8.3)cm b:(6.4)cl11 ιI.&m [.Nね外}j~指頒痕1I}IvHlJ色微妙 ~:m . ，h、色粒 tl~t ー 小ィ i粒・仁川粒判11: " " 

61・8 かわらけ a:(9.0)cm b:(6.6)cm c:l.6cm ロクロ 外底糸切痕 隠色微妙'.2f華・赤色粒 'I1針 ・小IifII やや粗 t " " 

6ト9 かわらけ a:(l2.9)cl11 b:(lI.O)cm c:3.4cl11 子代ね外!だIliuiil.良 JI}t(q lll色微砂 ':m . ，か色~ . (1針 良 | " " 

61.10 Uim系山茶碗 a:(14.4)cm b:(6.6)cm c:5.2cm 以色外hl:糸切痕籾*11!{ 111M尚台内政部f世H 灰色砂*，)合むが制段上 lW " " 

61-11 I-.f~p 出日 現 IIWfll小J¥" 民信色内il:rl'位~口lii1l繍位ナデ外l雨中1，'(ヘラナデ砂粒雲母#色怜 (I~t 小iîf~ lHf " 
， 

61-12 リUU..lL.l{) 筒部i王:18.4cm 1r，!:1.3-I.8cm 1'¥曲I縦位指匝1・ヘラナデII!I面illdl1H以!日色砂t.l・!品色粒 .(1色，~やや組上良li~や硬質 " " 

61.13 リ1五[(.).L.l{) !亨:1.2-I.5cm 1'11耐縦1立の丁寧なナテ・|川1而布11.糸切IU・縦1立ナデ附灰色砂粒 (1色粒n上良好硬貨 " " 

6ト14リlJWLJ{) 筒間11量:14.2c01 1'f.:1.1-I.3cm I"II(U縦III・斜位ナデ 11111両市IIIH 縦(l!ナデ n(f灰色砂粒白色粒良J:良好硬質 " " 

61.15 !，(J{(、内[) !平2.2cl11 11I1I(lilljL! .模1'tI良川IW縦liL縦111111き浜町IIiI色砂粒やや明1t:良好剛!'i'f .. .. 
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表32 出土遺物観察表 (30)

閃番号 組類 法Jit(a.1 11王b .lj~l王C.総点) 成形 ・特徴(文線 糊薬!治 1:.オ~J也 ・ 焼成など) 備考 Oj'H持その他)

61・16女瓦(平瓦) 厚1.7-2.7cm 凹両市nφ糸切(J!凸l面倒UIIIlきfl{ 縦位ナデ燈色砂粒 ・白色粒良J:良好硬質 >il3而池2

61・17k瓦(平瓦) Ir，l: 1.9-2.4cm 凹lfiíliï ll' 糸切痕縦斜位ナテ.ハ而縄日m 縦~'II立ナデ灰色砂粒 m色粒良上良好硬質 " " 

61・18k瓦(平瓦) 1't:2.7c01 1"11両市11痕 1111而純日IH 灰色砂粒 ・煤色粒 II色役やや制上良好やや硬質 " " 

61-19 k瓦(、F瓦) J手。2.0-2.5c01 凹l両市flli{1'111面全l較1(-111111泌氏，，(¥色砂粒 !且色粒 h色粒やや相l上良好やや硬貨 " " 

61・20k瓦('P:1{) 'r，l:1.65cl11 !日!而{fj 日終 {Il ~自殺杉文IIII Fl I.良灰 /，(\色砂粒 . n\色粒 tI色粒やや利 |ニ!Hfやや硬貨 " " 

6ト21kli(、I1.J[) 1'l:2.2cl11 1"11(IÍ~irl IJ! I''Hf1I綬杉文11]1日泌氏以色砂粒!，u色村 11色粒やや利 j-.良好やや硬質 " " 

61・22k瓦(平瓦) 1r，l:1.7-2.3c01 間而市n糸切Ii{樹立ナデハi副総t~文1111 日痕 横l立ナデ灰色砂粒やや飢上良好やや硬質 " " 

61-23 k瓦('1ιlU !予2.lcm 1"1而{fj1J痕凸面倒立ヘラナデ ~;II立np 日痕 灰色砂粒 ' ，\1\色段 。 I1色粒やや粗 t.fW 硬質 " " 

61-24 k瓦('f瓦) 1'1: 1.3-1.9cl11 1" 11耐布 11 糸切fll l"ll (ijt~杉文II I1 L1 IH 燈色砂粒照色粒向色続小行粒良 1: 良好硬貨 " " 

62-25 木製品菜箸 長35.3c01幅I.Ic01l'l:O.7-I.Oc01 刃物による加工断l而多角形 " " 

62・26木製品符 校長 18.6cm幅O.5c01I平0.5c 鋭利な刃物で断iilI多角形にW工 " " 

62-27 木製品 ~ l是20.4c01幅0.7c011甲:O.5cm 鋭利なJ.J物でi紙面多角形に加工 両端尖るように略形 " 伽

62-28 木製品 7時 長20.2cm幅0.5c011'!:0.5cl11 鋭利なJ.J物で断面多角形に加[ 両端尖るように略j彩 " " 

62-29 木製品宮 1~:22.Ocm 帆:0.7cm l事:O.6cm 鋭利な刃物て'断Ihi多角形にWT. 両端尖るように幣形 " " 

62.30 金剛'，1服板芯 長23.2cm幅:IO.lcm1草:0.3cm 先t出中央よりにそれぞれ lヶ所小孔 側総Jj形のrkり 縦編IH " " 

62.31 金闘11早版板芯 校長8.6c019x帳3.6c01厚O.3c01 先端近くじFのrkり " " 

62.32 木製品 )J形代 残及。13.4cl11帽。2.75c111I平:O.lcl11 片側をやや鋭〈加工 " " 

62.33 ITI途不191木製品 残長27.Oc01残編2.6c01J事:0.&01 断l百台形 " " 

63-1 かわらけ a:(7のco1b: (5.4)c01 c: l.5cm ロクロ 外l広糸切旺! -M隠色微砂・ 'lm 亦色*~ • 11針小石粒やや粗上 第3a而 t

63-2 かわらけ a:(7.8)cm b:(4ηcl11c:l.&m ロクロ 外政糸切痕 191声HU色微砂 ・'21苦ー亦色粒 '11量| 小イ7粒やや粗上 " 

63-3 かわらけ a:7.4cm b:5.4cm c:1.65cm ロクロ外!必糸切riìl在色微妙 ・ ~ ，号 。 夜、色粒 11針 w粒粗 t和}質 " 

63-4 かわらけ a:7.4cm b:5.4cm c: 1.6c111 ロクロ外氏糸切浪 :mi1色微妙 ''J1&t亦色粒内針軒lt " 

63-5 かわらけ a: (8.0)cm b: (5.2)cm c: 1.5cm ロクロ外IJ'\:糸切痕 IlJH~尚色微妙 r}t母 - 赤色枝白針小石粒やや粗上 " 

63-6 かわらけ a:(8.0)cm b:(5.5)cm c:1.4cm ロクロ外政糸切痕 J1Jli官民j色微妙雲母良 t " 

63.7 かわらけ a:(7めcmb:(5.9)cm c:1.7cm ロクロ 外M糸切証I 貨燈色微妙 'l11!Þ 赤色l~ . tI針 I:m~ 相11: " 

63-8 かわらけ a:7.&m b:5.6cm c:1.55cm ロヲロ外底糸切i良 J\'i.燈色微砂~母赤色粒 . (1針 - 上丹粒担l 上粉質 " 

63-9 かわらけ a:(8.0)cm b:(6.0)cm c:l.5cm ロヲロ外!必糸切痕 l別J¥'i.判色微砂 ']ifせ亦色粒内幸|刷 lニ " 

63-10 かわらけ a:(8.l)印1b:(5.5)cm c:l.&m ロクロ 外!氏糸切mli1色微砂 ・3母・赤色粒 ILI$I" LI'f粒やや相l上 " 

63-11 かわらけ a:(8.6)cm b:(6.2)cm c目1.9cm ロクロ外If~糸切炭 l引 i~椛j色微妙雲母赤色粒内針小石粒やや粗上 " 

63-12 かわらけ a:8.4cm b:5.5cm c:l.6co1 ロクロ外股糸切痕白色微妙雲母赤色枝 '11$1 良t " 

63-13 かわらけ a白(l2.4)cmb:(7.4)叩1c:3.6cm ロクロ 外l底糸切瓜燈色微砂 3母・赤色粒 .l' I $~ .小石粒ややfil上 " 

63・14かわらけ a:(12.6)c01 b:(8.2)cm c:3.0cm ロクロ外IJ~糸切痕 tfi燈色微砂雲母亦色粒内幸| 小行粒やや制上 " 

63-15 か4コらIt a:(l3.4)cm b:(7.6)cm c:3.5cm ロクロ外IJ~糸切証! I宣色微砂・~母 ・ ，!J，色粒・ ( 1 $1 小イ l粒やや担l l: " 

63-16 hかわらけ b:3.4cm ロクロ外低糸切線灰I1色微砂・雲母良上 " 

63-17 -I'i磁腕 a:(13.2)cm m遡弁文灰緑色不透明 l早い施糊 IYf主{イL~む灰色精良昭級 " 純泉~系 1- 5 矧

63.18 I'f磁腕 II*J¥-f本音l'小I¥' 飢えB弁X.191 ，'i'灰色下透明 j早い純利lやや現lいは入制i込堅級 " 純泉'窯系

63.19 ff磁碗 1 )縁部小片 鋪iili弁文 H青i立尚色半透明朝11かい.t't入灰色相良堅級 " 能泉?i{系 1.5n-t 

63-20 ).f滋碗 l!!Jel:S fili:3.5cm miili弁文!示緑色半透明 /:Sfii'H，t除きやや!平l、施糊灰色相良1宅総 " 総泉窯系 0-2官i

63-21 Jf磁椀 Ilfi-f本部小It 鈎;lli力、文 lポ緑色半透明 !早い施粕灰色納良堅級 " 他泉:~系

63-22 行総碗 1 1*，*:11'小)十 制1(;文lIih¥'i.ilJ色半透明 細Hかいは入灰色料品目1級 " 純泉~系 1 .2 釘i

63-23 lT舷折緑山l a:(l6.2)cm 鋪雄弁文 191/天緑色半透IIJJ つゃあり !刷、胞糊灰11色相良堅級 " 自E長i:恕系

63-24 Jf磁折縁1111 a:(20.8)cm Vi耐釧IE文外商抗;線 l円灰緑色半透明つゃあり!相、施粕灰白色相良堅級 " 飽泉窯系

63-25 147磁折*jlIll 服部小I¥' U}iり付);1.[.(¥文 l長緑色'1'透明 J弔l、施執h灰色相良昭級 " 飽泉~系

63-26 l'f磁折線1111 仙台間i小片 以緑色、ド透11)1 高fî1'l: f ， 1 除 き j早l 、施執h 灰色料五!~級 " 能泉窯系
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表33 出土遺物観察表 (31) 

関ι番号 ~l\ m 法hl (a.1 11量b .l~1量c お，:':; ) 1庇形特徴 ()(f華料I:JI!.I抗上京地焼成など) 備与(温情その他)

63-27 _，Ij'磁折腰IIIl 高台後5.5cm JI青灰総色不透明向fi1'tj，1除き!平い施利1#1日気泡fTむ灰色相良幣級 m3alfLi 他泉:駕系

63-28 /i磁 IE脱 胸部小)， JI古j火緑色不透明仰い施事h二次t完成受け全体に主{泡合む J五円色 料l込堅級 " 飽泉窯系

63-29 J;磁骨骨i 体部小)， J民緑色半透明 厚い胞糊灰II色相良堅級 " 

63-30 h磁 11)[1111 11縁-f本部小)十 灰h色、ド透明 11特部制約細かいn入 # lfiÎ気泡合む灰h包 MU~級 " 

6，ト31白磁 1 1 )CIIII II ~~-f本河川、)'jー 緑1*灰白色不透明 11特務11IlI治灰白色料良昭級 " 

63-32 1'1磁 1I)CIIII r Ih¥-休日s小I'j J天1'1色ィ、透明 11縁部タール卜I'{IJ，疋1'1色料良昭級 HI~IIIn として似)I!か " 

63-33 白磁 r I)[IIn 1I縁-j宇部小I'j l氏1' 1 色半透明 1I昏部自~1始灰h色村良昭級 " 

63-34 ( 1総合r-.!，t 1-1*量~体調i小)'， 淡灰緑色半透明紺|かい口入あり 徴主[孔合む白色料良幣級 " 

63-35 t'Ì't 1 磁 'I~脱 小)'，- 淡水!?色半透明 ;次娩此受けぷi飼主l1<!!合む !兵II色 *'1f込官級 " 

63-36 ，'III磁 4語版 a:(3.6}cll1 以緑色不透明 細かい1'1:人あり 二次t完成を受け糊濁る精良!宝級 " 

63-37 ~IÎI磁 *il 小1¥ 4tJf色半透明 .<欠t完成受け#1面サ・ラつく h色 納良堅m " 

63-38 ."itl磁合H小瓶 !..~台後 (4.2}c ll1 淡水 17色不透明内IfIï - ，::~i今位f.t1â肝j 事h i踊る ÎI色 料良堅級 " 

63.39 総有11 総 u*.t湖I-IJ主出l小l十 筋彫の条線緑色~尚色1I *.t部玉縁状 I~H立何色~担色砂粒小イ i粒やや粗土 lW 硬貨 " 

件40級制l総 JJi:部)'，- 筋彫の条紙l 緑色~同色 1判Ji~ l(û施利 19U立制色~符色砂粒小G粒やや:rtll:良好硬質 " 

協41総覇h総 底部~'， 筋彫の条線緑色~鈍色l内底 外而F位施F由明貨制色~随色砂粒小.(j.f.I'やや粗上良好硬質 " 

臼42 ìlJ車h~ (本部小1'( 内 1(li ~^ ìlJ色外 I (lÎ褐色 4次焼jまを受け変色持制灰色微砂 ' W色純精良l警級 " 

63-43 ilJ利l労 1本部小川 1 ^l l fIiJ火ìlJ色外 I (!Ï 批j色ー次焼成を受け変色 b~尚灰色 微妙 . ~U色粒粉炭略鰍 " 

臼44純利l費 体部小1¥匂 1̂lI(ul兵員j色 外1(11尚色一次焼成を受け変色 !¥HfJ灰色微妙 .J且色粒相良竪級 " 

日45瀬" IJま銅IIJIlI 底部片 j主総灰色 44>:の条紙l1:5 fi 1刈ヘラによる卸11あり灰II@微妙 i込1:良好似'l'l " 

臼-46北部i系山茶碗 1-IWljl小片 以ILI色 微妙高"五!1: 良好硬質 " 

臼47常m f'I.鉢I官 1'1縁部1'( !兵1'1色砂粒・小fi粒少161 " 

時48常柄引鉢 Itr f，ljfi1長(I0.4)cll1 灰色砂位小行杓少な l勾服部I'f.ft " 

ω-49 7官消 f'I.外u 11縁部片 以(I@ 砂粒・小行粒少.Ilt " 

63-50 常滑無貿í'G'~ 11縁部小川 灰色砂l¥[ 内色殺少.111n将部内001に折れる " 

63-51 常消費 胸部片 Jlffl~ ìlJ色砂粒小行粒 l走行粒少な " 

63-52 1古m ~理 b:(I7.4}cl11 輸約十虫法赤税j色i 離れ砂外部ヘラ削り 砂粒・小行l¥[.長石粒少拭 " 

63ト53五l総輸11:.腕 11綜部小g l托!，(¥色|内l耐ー外1(li1:.1>1椀位時文内外而州立ナデ版部街頭IHI~色微妙制良上良好 。 怖~系

63ト54瓦日:~腕 a:(I2.0}cl11 i1t!:¥¥色~灰1'1色によるfi?状3色内外而横位ナデ以江i色~以(1色微妙段上良H " ，'i'll血イ<，りl

6:'ト55 t出t質火鉢 a:(34.0)cm b:(24.2)cl11 C: 1O.1cl11 正~ffll糸切痕 1m立筒色 |勾而ハケナデ外曲H1J副編砂粒 ~母 内幸I'.m色粒粗土良好 " 

63-56 1:器質火鉢 a:(39.8)cl11 員燈色|内i日'"過の孔あり外而3条のハケLI 指vlHil砂粒 3母 赤色f~ 白針粗上良好 " 

64.57 .!，().{(、I'.J-L) !亨2.65cm 11/11両雄れ砂街11痕 1"1I(II細かい縄日UJlき痕灰色砂粒 'BIlt良上良好硬質 " 

64戸58女主[(、l'，J，L) l平2.5cll1 1I/IIIII(fill 模1'tIH1''IIlukJrrlllllJき痕灰(1色砂杓 1'1色粒やや相11ニ l~H 硬質 " 

64.59 !，(J{(、|ι.l{) l'I-:3.OcIl1 11/1曲Hljll 娘mu1'¥lllitJl!日IIJIきIJl灰色砂粒'!1i色粒雲母粗 tややLtI、硬貨 " 

64-ω k瓦(干.l{) l平2.Ocm 11/11(!i (fill 模ft痕 川而斜陥子JljIき口線灰色砂粒良上良好硬質 " 

64-61 k瓦(、1".1:0 l半。1.&01 11I1I11i布11・糸切Ii!l"IIJu級杉文IIJlrJlH . hWf立ナデ灰色砂粒 (1色和良|良好硬貨 " 

64-62 k瓦(、j1-，J，L) 1'7.:2.0cll1 I"hfli布11・糸切れ 1"lIlu制IIIIJlき浪縦位ナデ灰色砂粒笠iせ!，(¥色純比 1:良好硬質 " 

創.63女瓦(、1"瓦) !平2.&111 11111耐布11 糸切指日'JIlil1"，1同級杉文IIjlll供 1:1<.色砂粒 '1m良上良好硬質 " 

64-64 滑れ製脱 残及。12.lcm'~tI~:9.Ocm Ji/.:2.&m イ1鍋民間iをJJJ[ 1:llli海賊:111からなる1l:JiI現の彫込み " 

似る5石製品刷 残N:3.OcI11残幅5.9cml早1.&111 |ι而隊問i除き筋彫り 全体的にIY多し長JjfiJ/， " 

臼-66石製品 liJl 9員長4.2cl11伐事μ J打、，(\色粘板岩小/I~長}jf泥海部品i失 J:llu周縁に(1線附に泌日'i1文の線彫り " 

64ぃ67前イi製 i品イi F員長7.1cl11残制4.4cl11厚:1.2cm 汗fィ1鍋服部をJ川L 1I日lu1刃物による削り披形後、 l京証1 1:1lfI任1.3cIl1の/]1孔あり "・

64.68 石製品 砥イイ IxJk:6.7cl11残幅4.6cm厚1.3-I.6cm 淡bHAl色 ノミ状工具による切り離し痕 '1'低 " 

64-69 銅j.¥i !駅前元'" 北京~~ ~)J銚"F. 1068"1こ " 

64-70 剣i.¥i 開i[;辿'"I~f銭初WI'62 1 "ド " 
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表34 出土遺物観察表 (32)

凶番;J ~fi m 法活 (a，1If'f.b，m'f.c器fl臼) IR形 特徴(文様・紬薬'Ilfil.，巣地 ， ~完成立ど) 備身 (irlj持その他)

64-71 銅i~ 必 uî通"i~ 北米銭 ~mniF 1056iY. ¥1'13 al(u 

64-72 銅$x !開百I{1['j(~tAm 初鋭年1068{I'. " 

64-73 銅~~ 政制l )]i ï( 北京i~ ~mn年 IIII年 " 

64-74 剣~~ わl説ィ、191 " 

65-1 かわらけ a:(7.1}cm b:(4.8)cl11 C: l.6cm ロクロ外IJ'!:糸切IH !qli!色微妙良 k ¥1'13 bi1iiJ: 

6与2 かわらIt a: (7.4}cm b: (5.0}cl11 c:2.5c111 ロクロ外，j~糸切彼氏位色微砂'，21手. Ilfrl' f込上 " 

6与3 かわらけ a:(7.5)cl11 b:(5.8)cl11ιl.3cm ロクロ外ほ糸切炭 IIJI武ilJ色微砂安時 II針 良上 " 

65-4 かわらけ a: (7.6}cm b: (5.0)cl11 C: l.6cm ロクロ外底糸切痕黄信色微砂・ ';1fIi.t.(1針良 l: " 

6，ト5 かわらけ a:7.&m b:6.3cl11 c:1.7cl11 ロクロ外liI;糸切Ii{ ，1m 色微砂'，2B}.亦色料 (1針 I:J'H/I良 1: " 

6ら6 かわらけ a:(7.8}cl11 b:5.2cl11 c:I.&111 ロクロ外低糸切旺1t在位色微砂':EIl}. (1針良上 " 

65-7 かわらけ a:7.9cl11 b:5.3cl11 C: 1. 7cm ロクロ外，)~糸切If{ ，Iiffi色微砂'，21吐.(1歩l'1込上 " 

6与8 かわらけ a:(8.0)cl11 b:(6.6)cl11 c:l.6cm ロクロ外b'S糸切IH 筑位色微砂 ':~m n上 " 

65-9 かわらけ a:(8.0}cl11 b:(5.4)cl11 c:1.7cl11 ロクロ 外Ii);糸切lil ，I~燈色微砂 ':E I号 lH " 

65-10 かわらけ a:8.2cl11 b:5.9c111 C: 1.3cl11 ロタロ 外股糸切炭&Ii!色微砂'，21場(Ifr十良 t " 

65-11 かわらけ a:8.2cm b:6.8c111 c:1.7cl11 ロクロ外!広糸I;!)lH 1別TH-U色微妙・'21普段 l二 " 

6，ト12 かわらけ a:(8.ηCI11 b:(6.3)cm c:l.&m ロクロ外li3:糸切痕 l別賞尚色微妙・ 3白:}，赤色'~ ' (I$t. 上 f'H11やや制 i二 " 

6ら13 かわらけ a:(l1.6)cl11 b:(7.0)cm c:2.5c111 ロタロ外Ij~糸切IU 19)!.H¥l色微妙・ '111せ良 1:. " 

65-14 かわらけ a:(l1.9)cl11 b:(4.4)cl11 c:3.1cl11 ロクロ外l必糸口')1良 19h1t尚色微砂 ・'!iB.t赤色粒五a " 

6，ト15 かわらけ a: 12.Ocm b:7.6cm C・3.1cm ロタロ 外低糸切It! I畳色r，<'(砂 ・3台:}'(I$tf込k " 

6，ト16 かわらけ a:(l2.2)cm b:(8.4}cm c:2.9cm ロタロ外II~糸切m !.~償色微妙'，2~} Jミ1: " 

65-17 かわらけ a: 12.3cm b:8.6cm c:3.4cm ロクロ外II~糸切れ白色微妙・ '2母 ・ 亦色粒 (1$1" t.rt約やや相1t " 

6与18 かわらけ a: (12.6)cl11 b:(8.6)cl11 c:3.3cl11 ロタロ外li~糸切浪 19 1賛同色微妙 ・ 3時五! l: " 

65-19 かわらけ a:(13.0)cm b:(6.6)cm c:3.2cm ロクロ外!広糸切Ij~ Ii!色微妙赤色松J.U " 

65-20 かわらけ a:(13.2}cm b:(6，0)cl11 c:3.4cm ロクロ外底糸切波町hlt匝j色微妙 目'11IlJ:.み色村良 1: " 

65-21 かわらけ a:(13.3)cm b:(lO.O)cm c:3.lcm ロクロ外Ij~糸切炭 19i1lt制色微砂 ・ '，2Ii} . ，Ji'色，~ . (1針やや制1: " 

6与22 かわらけ a:(8.8)cm b:(8.3)cl11 c:2.Ocm F花『ね外ほ指日'iilf{191&ilJ色微砂 ・'!ll吐・亦色粒 (1針 lJ't粉やや柄I1 " 

65-23 かわらけ a:(8.8)cl11 b:(8.0)c111 c:1.7cl11 f-Nね外Ij~抗日'íilil &倍色微砂 .'1!fl} 亦色料 .(1針J.H. " 

65-24 かわらけ a:(8.8)cm b:(7.2)cl11 c:1.9cm f-Nね外li!lliv!ilil\'自信色微砂 ・ ']Î Iせ亦色，~ ， (1$1・I:i't杓やや'I1l1: " 

65-25 かわらけ a:(lI.7}cm b:(lO.l)cm c:3.5cm 下位ね外l底街頭痕 IIJhlt尚色微砂 '~m. 赤色粒 h針良 1: " 

65-26 JI磁腕 a:(lI.O)cm 3白iill台、文 H荷!兵緑色1主透191klllかいl't人あり府民"i¥級 " 龍~窯糸

65-27 J;磁碗 Ilb¥-1宇部!十 鋪雄弁文 H官以緑色半透明 灰色料良堕級 " 他，lRJii系

65-28 Jf磁腕 1 It量-I-i>:部1¥ 1liiill弁文 H百貨灰緑色l透 明 灰 色 料iミ1宅級 " 他J1!~系

65-29 Jf隊腕 Ilh¥-I-i>::'Jl小片 鋪必ずF文 j実，It~色不透明細かいJ't人 二次焼I.x.のね変色相良町級 " fil!見~~系

6ι30 Jt磁碗 Ilh¥-1宇部1¥ S両辿力、文 11背反緑色、1\透明 や平相Il 、 J:t入あり fl'lf込 13~級 " 他泉'窯系

65-31 ，If磁碗 11械-1-i>::il5I'， 鋪組合、文 191灰緑色半透明以色和五!，，~級 " 飽品4:旬系

65-32 Jf磁碗 11綜ー1-i>::il11'1 iI辿弁文淡灰緑色不透明内外I(iil手l、純制以色料i込用級 " 飽)Íl百~系

65-33 ff総腕 11綜-1宇部1'， 外l師鈎必弁文 l勾Ihi創{E文i定以緑色半透明以(1色刷良竪級 " 飽泉Jii系

65-34 !?磁腕 IIW~I-休部小1\' $Ii;ill弁文 J火緑色不透明 二次t完成受け糊(li局以色刷l込町級 " 飽見~Jií系

65-35 JT磁腕 荷台if:(4.2)cm 鋪A主力、文 191灰緑色不透明向台nf.t -I，~í守内館1Jtì 相 lい白人灰色気イLあり納良竪紛 " 飽品t;匂系

6与36 1.7磁碗 1~1i fil1:: (3.2)叩 1 鋪益力、文オリープ灰色半透明粗い民人 I，]jfj¥'tf.t除き厚いIie紬灰色主[イLあり制良堅級 " 飽泉:気系

6，ト37 lsf峰崎 fゐfi:ilH 本:'Jl/1、1¥・ 鋪雄弁文 i主~Ji緑色下透明ややmいJ't人/.1itî 1'tf.t除きやや1'tl 、施徹 ~(I色納品略級 " 自t品4'駕系

65-38 ，'f磁碗 尚tl:ilH 本部小川。 鋪;ill弁文 191~記緑色半透l抑制いJ't人必台位H除き l'tl 、胞紬以内色気イL，あり相良町級 " 自E泉Jii系

65-39 ，'(餓折h¥llIl II ~j :ìl1小1'， ' 灰緑色不透明 l亨い施明h1:火色 料段段級 " 飽品r忽系

65-40 t'1fi量 tlrWIIl 11縁部小1¥ ;!I!弁文 i事!ポ緑色、ド透明やや明lいは入 l仰、施勅，r.u:!'宅級 " 飽Si:忽系
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表35 出土遺物観察表 (33)

凶番号 級官l 法111(a.1 I1fb .liS: l王c. ~/.'S) I&:.形 ・特徴(文様車h，終 IlFil二 京地焼成など) 備年(疋u持その他)

65-41 1.7磁存知iか l二l縁部i小川ー IL'if，Jあるが不I'IJ 淡灰緑色半透明 l早い施車h灰II色 料良昭鰍 2fl3 b 1面上 飽見fW系

6与42千l磁 U)[1II1 1-1縁部-1.本部小片 灰II色半透明 11将部lnllfi 白色精良堅級 " 

65-43 II磁 11)[1l1l "縁部小片 淡!ポ(1色半透明 ごく緩い施事sn将部iAI船主[泡合む淡灰(1色相良l墾級 " 

6与44II磁 11)[llll "縁部小)γ i事灰h色1土透明 ごくì\~t 、施勅 1 1 干す問I~Iltì 淡灰(1色 相良昭鰍 " 

65-45 II磁 11)[1111 底i王:(5.2)cl11 淡灰h色半透明 ごく i尊い施紬 h色精良Il~級 " 

65-46 II磁 11)[1111 m量:(5.8)cl11 i実灰緑色半透明以II色相良昭級 " 

65-47 II磁 1Ij[llll 11まi呈(6.4)cm 総l床灰~I@不透明やや粗い口入!底部紬騒き f& り!火 tl色相良堅級 " 

65-48 II磁小伝 IJ5:I't(3.3)cl11 やや水色がかった1守色不透明 体行ß下位~底部~~I治 II@ 利良堅鰍 " 

6ら49内磁小'GI~ IJ5:1'J¥:(3.3)cl11 やや本色がかった白色不透明 休日H位~底部館!治 II色相良堅級 " 

65-50 ;O;II磁仁1)[小III n縁部11卜1;" 珠文櫛術文A<古色半透明 υ将部1Itl治白色精良堅級 " 

6ら51MI磁小1111 l¥lJliSfl1f:2.4cl11 II~IIIÎ鋪花文水_，0;. (豆半透明日台部~日台内1Itl的 Il色相良階級 " 

65-52 河内磁イヰ fl.i 小1， If.文かHlfの文淡水!?色半透明 l勾l而2訂正iJ火II色料良墜級 " 

65-53 i'1I1磁{tf;f，i 小1;" WJtt給/E状淡妖緑色内外l前施利l灰白色和五!I電線 " 

65-54 1
01tl磁{t(-;f，i 小!十 i実灰緑色半透明内l(ij~制約灰 ÎI色料j込!竪級 " 

6~ト55 101II磁合「身 a:(6.0)cl11 幅のJ剤、;!Ii弁文淡水'，'i'色半透明灰白色料良堅級 " 

65-56 iiÎI磁 A<ì ~ itrl向11lIf:0.9cm 淡水ff色半透明 灰白色料i退院級花口部上I仮に刃物の削り痕あり " 

6~ト57 制覇h'./l: 体制i小10， 茶ft)色内外面胞粕内面横1立ナデ MI1色砂胞やや担i上良好やや軟質 " 

65-58 t日制 ~')"_ 体部i小1， 緑l味灰制色外面IIi匝粕内商級位ナデ H官灰色砂粒車両良上良好硬質 " 

6~ト59 尚利I :sl~ 休部小1;- H自，Ji，灰ffl色外IflIli'i!利1II~両隣1立ナデ赤!火位j色砂粒相良 |二 良好硬貨 " 

6らω瀬1i l:k利l腕 a:(16.8)cl11 民緑色ハケ喰り 調11かいJ'1:人内外刷機!立ナデ!火II色微妙*"1段上良好硬質 "・

65-61 瀬戸卸IlIl a:(14.4)cl11 灰白色 内外i街の灰覇h梢|議 灰向色微砂和良 t 良好硬質 " 

6ら62瀬l' 折tt深111 11縁部小川 !兵緑色ハケ櫓り細かいJ't人あり灰II色微砂利良上良好硬貨 " 

65-63 111茶腕 日台li:5.4cl11 糸切保内外面検i立ナデ 内J広而ナデ 降灰灰FI@微砂利良 t良好硬貨 " 

6~ト64 1it消l'f鉢 11Ji 1-1縁部小川一 l明尚灰色 内外而州立ナデ・指頭1良 191尚灰色 砂粒 φ 小1i粒多祇 " 

65-65 常滑 N鉢1m ，，*t部小1;- fl月ft)灰色 内外llii1i首位ナデ 191灰尚色砂粒・ '21革・小イi粒多li'l " 

6ら66常滑位鉢 1~買 b:(12.6)cl11 l拘J火尚色内面・高台部繍位ナデ外i師ヘラ削り fl}j尚灰色砂粒 目 !I~色粒多fJ " 

65-67 灯191h 'kfl91芯Il1i:O.&m 内かわらけ'l't (1色 微妙 " 

65-68 1:向，Ii出 b:(4.6)cm ロクロ i奇怪色外曲i椀位ナデ微妙 12母・赤色位f.!上品H " 

6~ト69 !J:瓦(千瓦) 1'1-:3.0-3.3cl11 I U!l(Ü ;(li トI IH ヘラナデ，11，面~JnnDrl き痕 mナデ尚灰色砂粒 ・ :.t f!t 良土良好硬質 " 

6~ト70 !;(.};L(、l'J{) I'7-:2.0-2.3cm 1"11而術11痕様l立ヘラナデ ，""而縦l立mナデ灰色紗粒 ・小イl粒明11:HH [i!l!'l't " 

65-71 k瓦(、l'瓦) I'1-:1.1cm 川 If!i市 111良縦1立ナデ ，""fû級杉文1I1I ~l li{ ナデ調態尚灰色砂粒制上良好硬質 " 

65-72 t輩i帯椀 Iç~fî 'r王:7.2cm !且漆喰布粗l、ハケ1告り 「ハj 宇形正~fj 6~1勾!草め " 

67.1 かわらけ a:8.2cm b:6.2cm C: 1.55cm ロクロ 外!広糸切IH t者燈色微砂'BI普赤色粒 ・向針 .Utlii 明11: 第 lトレンチ 1:.I!il

67.2 かわらけ a:(8.6)c01 b:(7.0)cl1l c:l.IcI1l ロクロ外!底糸切li{ fl}Jt責褐色 微砂雲母良土砂質 " 

67.3 かわらけ a:(9.6)c01 b:(7.0)cm c:l.&m ロクロ 外政糸切IH 1 9 1 ，'ot杭j色微妙・ ~母 ・ 亦色*~ • rltl' f.! 1 " 

67-4 かわらけ a:(9.0)c01 b:(7.0)口nc:2.2cm ロクロ外!応糸切痕亦尚色微砂小石粒良上砂'l't良H " 

67.5 かわらけ a: (9.6)cm b: (8.l)cl1l C: 1.95cm ロクロ外'J~糸切1M 位色微砂 . ~ I母 ・ 亦色粒 . II針上丹粒 粗l二 " 

67-6 かわらけ a:(I2.0)c01 b:(8.0)cm c:2.95c01 ロクロ外!広糸切線位色微妙・'1illt. ，Ji;、色粒 (1針 J:J't判明11: " 

67・7 かわらけ a:(I2.8)c01 b:(9.0)c01 c:3.4c01 ロクロ外!広糸切証l ~t1位色微砂 ~l:証 IL I ~I 良 1: " 

67.8 かわらけ a:(I2.6)c01 b:(9.0)cll1 c:2.7cll1 ロヲロ外!ぽ糸切lil 白色微砂 '.:1 1せ亦色粒Î1~I' I:rt粒粗 l二 " 

67.9 かわらけ a: 13.&m b:9.9cl11 c:3.3c01 ロクロ外!底糸切IU t在位色微砂雪!号・ ，Ji，色粒 ・II針。仁川粒柄a. " 

67-10 かわらけ a:(8.4)cm b:(7.0)c01 c:l.&m 子担ね外l底指vIH良191m筒色微砂・ 雲母・赤色粒.~I針・tJ1粒 粗 i二 " 

67-11 かわらけ a:(8.8)cl11 b:(6ηc01c:I.&m H'，!ね外'J~街頭i良白色微砂 金母赤色粒1' 1針 i込 t " 

67-12 かわらけ a:(9.0) b:(8.0)c01 c:(1.6)cm f-I'lね外!氏指日W.良 191黄世j色微砂 ~Ilt赤色純良 J " 
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表36 出土遺物観察表 (34)

凶・番号 ~fl J:!! t土101(a.lliib.mtc.日付与) 成形 .rs徴 (文総刷業!抗上 -ポI血.~完成な ど) 備"s(;a構 その他)

67.13 Jf磁椀 小1'， 削IEx 11，白紙!バ色透明 内外1('Ii尊い施勅 l火色 相良堅級 第lトレンチ上階

67.14 i'j.磁腕 b:(4めcm 釧 I~文 !村l広I師銘スヲン7 灰緑色透明 }'1.i、施利11.ポ色利良I'ff級 " 他泉~系

67・15'ii¥ifI ぅ理 b:(15.0)cm 槍術技法制色離れ砂 内l自l降灰外l師ヘラ削り・指蹴痕小II粒，長行粒・砂粒少r.l " 

67・16í!!必 '"~ ~車 {宇都l'r 以色内耐1，;1心問状の叩き口 外l師、F行状1111き11微砂 ・小石段上 j;!H " 

67.17 !.o[(、|リo l平1.5-2.1cm 1 11]1両市目浪ナデ調書E ヘラ削り ，"， fflÏ縄 1111 ]1 き瓜 版制色砂，~ .内色敵組上良好硬貨 " 

1 67・18k瓦(、l'Jil !平2.0-2.lcm IIIII('I節目IHナデ位形凸l耐終杉文目IIIIIH灰1Il色紗位 ';:mru上良好硬貨 " 

67.19 kJi('I' Ji) 厚1.2-1.55cm 凹I面市U痕縦1立ナデ凸面続杉文lI[1nmナデ調態灰』奇術色砂粒 !日色fHI上良lf硬貨 " 

67.20 女J{(、I'.J{) j早1.8-2.lcm III ]lM 市 11 悦mfl ，"， n両側日 11]1 き痕 縦横ナデ 陪色砂，~.!，¥l色杓 h色粒相I::JHf艇質 " 

67.21 kJ{(、I'.Ji) !事2.9-3.&m 11111偏布日終 1"1的1級杉文1IJ111IU尚以色砂粒 H¥色粒 ・小石粒 相l上良好隊!'i'( " 

67・22木製品 椀 b:θ.9)cm 見l淡塗布荷台削りmし !平下の木地 " 

67・23i事総IIIlIAII:I，，'， i'li:8.4cm 1JJ1I;r~h\ を úii耳目加工 ~孔 '1' に本のつまみも峨なものあり 必か " 

67.24 fII途不191本製品 M:3.2cm幅:3.7cm~.Ilí.13.9c111 全体に丸味を持たせる嫌に加工 '部破m " 

67.25 木製品舟形代 ~.Il M:1 3. 3c111 幅 :3.3cm，:'h: l.6cm 船I臣節分欠失，qn首~船尾にかけ)L昧をつける上uiiノミ状工uで長Jj形に例り此を施す " 

67.26 本製品 /!.!.'I本Jl Tl::24.lcm幅4.3cmI'1-:0.4cm i事似1，' h耐文字ら しき ものあり " 

67.27 !TI途不191木製品 長:19.Ocm幅:1.4cm )，/-: l.lCI11 l断IflI多角形 全体に1JJ工浪あり " 

6品lかわらけ a:9.4c01 b:6.4c01 c:2.1 cm ロクロ 外ほ糸切痕 l別賞位j色 微砂 3母i' 1 ~十 五! 1: fl11トレンチr1l?
6ι2 かわらけ a:(13.0)cl11 b:(8.4)cm c:(3ηCI11 ロタロ 外!底糸切痕黄信色微妙 '21世.i' 1 ~1" tl't粒五!I: " 

6品3かわらけ a:(12.4)cl11 b:(8.0)cl11 c:(3.8)cl11 ロ クロ外!底糸切痕 191於尚色 微砂 宮町 t l ~~' I:I't粒 良上 " 

体4 かわらけ a:{9.4)c01 b:(8.0)cm c:{1.8)cm T'Nね外)j~指vii1H IllI il~ M，)色微砂・ ':t f昔 '( I ~~ U 1ニ " 

6品5かわらけ a:(13.4)cl11 b:(12.2)c01 c:(3.1)c01 HJね外1s:l1i頑IR 19h'qM，)色微砂 ・3母亦色粒 .(1針良上 " 

6ι6 i陪xi tJ外 1I縁部小It 愉積技法灰!A¥色つゃあり横{立ナデハケII1H灰色砂粒 白色枯 れ針やや担1t硬質 " 

6品7 !d{(、|ι.l{) 時2.0-2.3cm 1II]lIlIO，日1且凸面倒口11]1き浪灰色ー灰尚色砂位・'!1母 白色粒 小{j粒良I:UH般質 " 

6ι8 kJ.[(干li) l早1.7-1.9c01 Il_Ih両市11浪内面1綬杉文1I]11llil~正反白色砂粒 '11母 ÎI色粒小口粒やや担1上 lW 硬質 " 

6品9 女J{(、1"Ju /'l:1.7-2.OcI11 I lI]lfii糸 !;I)-/Jí[I!良，"， [f，Î縄 nllJlき痕時以色ー反骨j色砂，~.':S母 ÎI色粒 小石粒相l 上 JW 硬質 " 

69-1 かわらけ a: (8.2)cl11 b: (5.6)cl11 C目(2.05)cm ロクロ 外股糸切痕 THa色微砂 .::m 'II針小/i粒ややl-ilJニ 第2トレンチ上層

69-2 かわらIt a:{8.2)c01 b:(6.0)c01 c:(2.0)c01 ロタロ 外i啄糸切浪 t9J焚尚色 微砂 '1m，赤色粒 ・t1針やや*lLt " 

69-3 かわらけ a:{8.5)c01 b:(7.8)cl11 c:{2.0)cl11 ロ?ロ外!氏糸切百日 灰燈色微妙 '1(，1せ (IO十亦色粒やや割l上灯l引IIU " 

69-4 かわらけ a:(9.0)cl11 b:(6.8)cl11 c:(1.7)c01 ロ?ロ 外II~糸切J良質隆色微妙 雲母・ tl Ø十 ・ 小石段やや担J t " 

69-5 かわらけ a:9.Ocm b:8.6c111 C: (2.0)cm Hl.ね外底抗日liilH1別賞尚色微砂・ 雲母・赤色粒 白針 -小tI粒相Jt " 

69-6 かわらけ a:(9.0)cm b:(7.8)cl11 c:(1.8)cl11 Hl.ね外fi~指頭Ii!燈色微砂 ・ '1m. ，;" 色粒 . í l ~十段上 " 

6!ト7かわらけ a: 13.Oc01 b: 11.6cm c:3.3c01 Hlね外底指頭I!{ 1明i者向色微砂 ・ '::l fせ白針上r~粒やや粗 1 : " 

69-8 i~l xi ~理 II/ml小)'，. 繍f'L4条の筋彫紙1灰緑色不透明執ItIlr街梢l雌灰色砂粒 .!X¥色粒少iit " 

6~ト9 iti心旅 費 !宇部小川 内IOI以色半円形の弱l市]1き日外l耐I:AIXI色平行糸線lH灰色微砂小1.if.V.やや粗上lHf硬Tt " 

69-10 リIJi(J.L.l{) 筒fflli'li:16.Oc01 J平:1.7c01 '''11師縦1立11111.EJH1川而布11 糸切般き nfjl灰色砂粒・ :u色粒u上ややIti、軟'i'( " 

69-11 %瓦(J.L.l{) 筒部if.::12.Ocm 1早:1.7-2.1cl11 1 11 1州 市 11 痕 ，"iI (IÎ l1J1 llli{ 機位ナデみIII色砂牧 田 ( 1 色粒 ・ 小ィ1粒 削 1'. 良 1 '. 向~ 'i'( " 

6~ト 1 2 k.li(干上[) lo!-:1.5-1.7cm 1111耐i拘ILf布IJI良川両縄日11]1童保縦位ナデ赤尚色微砂白色粒小G粒粗l:fW硬質 " 

69-13 !J;J{(干瓦) lo!-: 1.9-2.1cm IlIlf師布日 ヘラ状削り痕凸面街頭浪丁寧立ナデ以色砂粒m色粒 (1色粒良uw軟質 " 

6~ト 1 4 !J;.li(、I'JO Jll:2.5cm ~I]I師 Ili11 1.良11111面倒1111]1童保灰色砂1'"・!日色，，， ・tIo.t(i・小fitliやや朝II-.JHf軟tt " 

69-15 k.1I.(、l'瓦) ~l- :2 .0-2.3cm l凹 l面糸 I;IJ 布口俊ハ両絞杉文Iql 日 1良 反!H色砂位 :，\\色f~ 白色粒小Gfï やや制 上 良好軟質 " 

69-16 女Ji(、I[J{) l早:1.9-2.Ocm 1IIIIfII制|痕縦IILナデ凸l面級杉文11]111彼ナデ訓幣灰色砂段 見!色粒u上良好軟質 " 

69-17 !J;J{(、ド.1I.) !事{2.5-2.6)cm 川l面倒lI1.良 川両線杉文11]1日 1員 以色砂，~ '1i I:t . !AI色純 白色，~ 小[j~やや組上 段 11 軟質 " 

6Sト18m途不1111木製品 長:13.&m幅1.9cmI'/:O.4c01 i¥li板材両端尖らせる上告U2ヶ所九l昧を持つ伊i人込み下部は綴いカーブを持つ " 

69-19 111途不IIII.+;製品 1~ : 1 5.OcI1l幅 :3.5c01 I'/:0.7c01 1'.都欠失 FfflH世保あり '1' 央ややドにit9mmの~孔 片側側総に組1[1良が川られる " 

69-20 木製品需 M:22.2c01 ti:O.6c01 1'/.:0.35c01 鋭利な).J物で断1m多角形にJAIr: 両鴻尖り5<11床 " 
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表37 出土遺物観察表 (35)

M番号 組 f買 法改 (a.1J1 fb .lJ~ík 7，;t."~ ) 1北形特徴(立:憾・紬薬 !め 1:'"'1血.~完成な ど) 備存 (遺精 ・その他)

69-21 木製hli 符 長19.5c111恥，i:O.6c111呼0.5c111 鋭利な).J物で断而多1(1形にIJI1: 1，Iii端尖り気味 耳¥2トレ ンチI:lI'l

70-1 かわらけ b:(9.2)cl11 ロクロ 外'J~糸切lH X'有限色 微妙 '，2 1せ・ ÎI ~r 良 t 砂11 耳¥2トレンチ ド附

70-2 かわらけ b:(5.0)c01 ロクロ外'J~糸切痕武信色 微砂']1 1せ ÎI ~I 良上 砂í'l " 

70-3 かわらけ b:(5.0)c01 ロク ロ 外底糸切lH \~抱色 微妙']1 1号 (1針良上 " 

7ι4 かわらけ a:9.2cm b:7.Oc01 C: l.6co1 HJね外!底指頭痕 J9H竜tll色微砂 ・']1母良上 " 

7ι5 かわらけ a:(9.6)c01 b:(8.6)cl11 c:l.9co1 H'1.ね 外底街頭mIIJI災tll色 微妙 ・3時五i上 " 

70-6 かわらIt a:(12.6)cm b:(8.6)c01 c:3.2c01 H'i!ね 外股指頭lH i，~位色 微妙 '1m . ( I ~r 良 上 " 

70-7 かわらけ a:(I3.2)cm b:(11.8)cl11 c:2.4cm r-l1lね 外底指頭It! t電信色 微砂 ']11苦 良t " 

70-8 かわらけ b:(4.0)cl11 f-Nね 外 'J~ l1í~!iI良黄信色 微砂 '1.1 1味 良 1: I内服部に努孔あり " 

70-9 リHWL.I{) Ji;!:1.6-2.2cm ，"，面純111111き浪横1立ヘラナデ!川曲i布1I1t{縦i立ナデ筒灰色砂粒 rl色抑制 l“良H硬質 " 

7ι10 リI.kOL.l{) 筒部i王14.5c111 l"IUII純杉文111111痕川1自illiLllilJ9HlJ以色砂悦 ÎI @JHÁ\色粒小イ i*~ やや相II . JHf 硬貨 " 

7Cト11 リl瓦OtJ{) /i/.:1.2-1.3CI11 1"11同級杉文1111日痕山IfiIイ'Iill瓜ぷ純j色砂粒 3母赤色粒 良t良好 JiiJ!i'l " 

7ι12 'JIKOtl{j 筒fflii.王:19.2c01 {II前i相llll日11き浪 償hiナデ 11111師向ill縦糸切浪灰色 砂粒小石粒やや判l上段H傾質 " 

70-13 i，r.瓦(千瓦) /if:2.0-2.4c01 11111両市IIIH l"II(lIi笥111111:き痕 灰fU色砂栓!日色位事lt:良好硬貨 " 

71-1 かわらけ a:8.4cl11 b:7.7cl11 c:1.4cl11 ロクロ外低糸切f!{ I~ h~tll色微砂 ・ ':2 ~t 赤色，~ . (1針小イi粒 m杓 制上 第3トレンチ

71・2かわらけ a:(8.1)c01 b:(7.1)cm c:1.6cm ロヲロ 外ぽ糸切IH f在色 微妙 '~m 赤色杓 ' Î!針小 l i粒やや現a. " 

71-3 かわらけ a:8.7cm b:7.lcl11 c:2.OcI11 T'l1lね 外!必折v!ili!~'l燈色 微妙 ・ '2 1珪 ・ み色粉 II針。ー小イi*')'r.n粒 nt1-_ " 

71-4 かわらけ a:(9.t)c01 b:(7めCI11ιl.5cm H1.ね 外l底抗日員痕 J91i.HU色 微妙 ']1時相良上 " 

71-5 かわらけ a:(I4.0)cl11 b:(8.2)cl11 c:(3.0)cl11 f-Nね外l底抗凶IH 1111拭tll色微妙 ':21号1'1針小(1粒やや制 上 " 

71-6 !l:J{(干上L) /'1:2.2c01 1111両市11段付I!'{1"lIúiヘラ ナデ成形占;灰色砂粒立l色位 ( 1 色。粒 赤色，~ t!上ややけい " 

71-7 !I:瓦(平J'L) /'7-:2.lc01 11111面市口痕 ，11，而ヘラ削りナデ成形灰1M色砂独立!色粧 tl色粒亦色粒 (I針相11-.軟i'l " 

71-8 女li(、I[}U l平:1.4c01 11I1I11I町111.良IJlI而級杉文1111LIIi~ *(1色砂H 烈色粒 . (1色，~ ・ 赤色，，1. 良 1-. 良H 軟tl " 

71-9 女Ji(‘I'.JU /Y-:I.&o1 1 11 1面布 111良 ~'I I面縄 1 11111 き IH 黄信色砂粒 ・ JA\色粒 . II@t立L!上 ややItl、やや軟'i't " 

71-10 川途1'1111木製品 長 19.5c01幅 1.4cm/'t:O.&m 阪材を縦割りにしド側を劇11くなるように加ι " 

72-1 かわらけ a:(9.0)cl11 b:(7.0)cm c:l.6co1 ロヲロ 外'J~糸切IJ~ 白色微妙 。'1.11世田亦色粒.Iljrやや割11: ;(¥1トレンチJ.k-J

72-2 かわらけ a:(9.0)cl11 b:(6.2)cl11 c:l.6c111 ロクロ 外収糸I;lJit{ 位色 微砂雲母赤色粒 II針 良 上 " 

72-3 かわらけ a:(9.0)c01 b:(7.6)cl11 c:l.&o1 ロクロ外'f~糸切 IH m色 微砂 ・'，21せ・み色粒(1針良1: " 

72-4 かわらけ a:(I2.8)cm b:(I1.6)c01 c:3.lcm 下l'lね 外!広JliIiWH 燈色微妙 '21.せ赤色粒 .rUIやや担H " 

72-5 かわらけ a:(I2.8)c01 b:(I1.4)c01 c:3.4cl11 HJね外ほ指頭IH 侵色徴砂 ・'，21lt赤色粒 白針 やや棚上 " 

72-6 ( 1舷 E縁碗 b:6.Ocm 以(1色透明 Ilil師範利l つや 口人あり 灰色料段目E級 " 

72・7縄文 1:(，'; 小1，':4.0X7.Ocm 二重沈線|崎に平行 樹立の沈線 版制色~赤側色徹砂 '，2 1華白色l~ :.(1色，~ 小 {i粒やや制上 " 

72-8 リlJWtJi) "7-: 1.8-2.2c01筒部任 15.Oc01 ハIIIIr箪なナデ凹l岡市IH良亦制色砂粒 '.:m .( I ~r 良 上 (粘刊強い) JHf側TI " 

72.9 リlJWt}L) ，il-:1.2-1.4cm筒ffliif:13.Oc01 ，'.!JI師、1'1i条線瓜 IIIIúlI 向î lJ lf{灰色砂粒 ・ 'l~ 1暗 l込 t 良好軟TI " 

72.10 !l:Ji(、ド}L) "1-:2.0-2.3cm 1111曲1術11綴1'tIJ1，"，UI峨i立ナデ!五(1 色砂約!叫色粒白色位 小七~ キや粕 I: IHf硬質 " 

72・11 i，oL(、|えJu 'V:2.&m 11111耐布11悦1'tIJ1，"，mi純111111きIH版(1色砂杓!日色粉 (1色粒小行l.il'('ゃ担11:1Hi制it1 " 

72-12 !t.k(、内[) l'I-:2.2-2..6c01 11I1I(，i市11悦1't1ii，"，I(lIf.地111111き痕砂粒ぷ色粒(1針小Li粒やや相lト良好軟Tt " 

72-13 k瓦(干瓦) i乎l.5c01 IIIIï函術 fl 1.良川l師 、F行状1111 :き文 ~jÇ ffi色砂牧 ÎI色粒J:!I-. 良好 軟'l't. " 

73-1 かわらけ b:(8.0)c01 ロウロ 外!広糸切IH l'qffi色 m砂 'sBt. ÎI ~I 良J: 第tトレンチ1;>>1

一73-2 かわらけ a: 13.6c01 b: 12.2c01 C・3.4c01 H~ね 外!広指VA1.良 l別;占拠色 微砂 ~J: 母 ( J ~ 政 l " 

73.3 リlJ{(.lL瓦) !平2.2-2.7c01 ，111 1師側 I] UII き瓜 n~Iな ナデ 凹 IllÏイlíll l1l以内色 砂粒 h針小口村山 i 軟'ñ " 

73-4 I，r.J{(、l'瓦) Ji!:1.4-1.5c01 11I11(lIlfill倶 ，"II(，i'J・1!'Iなナデ以色 砂利 .(1針 小 石 杓 良 1:lHf 軟i'l " 

73-5 !l:1L(、l'1L) ，i，[:1.7-2.ICIl1 IlIlffliイ'ljJ]・撚什痕{'，uiifJ1l1l1l11吉痕以色ー此抱色砂粒白色粒 小イi粒明l上良好硬'L'I " 

73-6 1，r.1L(、|ι1L) ''7-:2.8-3.4c01 IlIlItri市111M'，山1総杉文1I1I111!-!以制色砂1.)・1'1針小行粒 I:JHI)やや朝1l:1Hf軟tl " 

73-7 木製品 腕 b:(9.0)cm 相 11 材 服部 I:IEでil'lれている m~大 " 
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表38 出土遺物観察表 (36)

附番号 傾 m 法fi'1{a.l I1fb .li~ lfc滋必) 成形 回特徴(文織 田紬薬・船上 回京地 ・焼1iX.など) 備.15'(遺構その他)

73-8 木製品 ~~ 長30.3cl11似:0.&1111亨0.9cl11 鋭利な刀物で断面多角形にw[ ))"消尖り主(1味 ~I トレンチト府

73-9 金剛I，Y4!1#i芯 長23.1cI11I事0.25c111 先端中央部鼻緒の小孔先端近く L:+の扶り 側紋}JJ彩のtkり tJsj漏IH " 

73-10 川途不191木製品 径 1.4cI11'1'央イL1i:O.&m IW輩i者布 11:の J~なる 1'1筒状のものを去し込む 端l耐，111状にfl:1ーげる 1i消欠失 " 

73-11 木製品 _H 長22.7cm編:1.5c111 Iff.:O.lcm 短IHt形の縛板m815をuii状に切り/1¥す 上l而!品占彼らしきもの残るが文'ド不IIJI隊 " 

73-12 木製品 _~予 ~.x長 9 .Ocm 幅1.9cI11 1'?:O.Jcm 短IAt形のi¥lt板片I師に!，!.W文'ドが表されるが判Zi不191 口無阿弥、陀口 " 

74-1 かわらけ a:{8.9)cm b:{7.8)cl11 c:{2.2)cl11 F位ね外底J百頒浪紅色微妙~母(1針精良 1: ~5 トレンチ上層

74.2 かわらけ a:{9.4)cl11 b:{7.8)cm c:1.9cl11 H'11ね外l必指底iI1l ltt償色微妙 '21せ (1針五u: " 

74.3 かわらけ a:{9.4)cl11 b:{8.0)cl11 c:{2.0)crn H'iね外底指頭線 II}I応褐色微妙 '1l時 II針良上 " 

74-4 かわらけ a:{9.8)cl11 b:{8.5)crn c:{2. J)CI11 H'iね外!広J百頭IH 191&ru色微砂 ・'2/lT，み色牧やや制 1: " 

74-5 かわらけ a:(l0.2)cl11 b:{8.5)cl11 c:{2.l)cl11 J-12ね 外l広指日血痕 191t理 ru色微砂 ~IlÞ やや現l上 .. ・

74-6 !?磁折紙!日l JI~ ffiI小/'，・ [.(¥文 Jポ緑色半透lり11'11、施明hつや cr入あり II色徴主[孔あり制良階級 " flR泉:気系

74-7 ，'11'1磁 '，U.i 1f:(7.2)cm厳刻印.4cm器jl:1.3cm 雄弁文 1911 " 

74-8 9lJi(..tL.bL) 筒ffl5i王14.Ocrn I早2.3cm t"，ii両側、Iナデ 11111話術fll良灰II色砂粒1:11色粒良七良好硬質 " 

74-9 !.c.bL{平J{) JI!:2.5cm IIIJt削術 II IJ~ 1"，耐純IllIjll!! 折口'Jt痕灰烈色微妙.( 10.粒良上 fHH臣賞 " 

74-10 5dL{‘|ι瓦) 印:2.Jcm IlIlUli市111.良川面約 fllllきUI良貨ru也微妙粒 .(1色粒良上やや硬質 " 

74-11 k瓦(、F瓦) 1平ー2.3cm l川面i市11・模ft彼 {II出l憐l立ナデ灰色砂粒 m色.f~ . 1'1色粒良 t良好硬貨 " 

74-12 かわらけ a:(I2.4)cm b:{9めCI11c:4.Ocm ロヲロ外!底糸切拠隠色微砂雲母納良 1: 砂質 ~5 トレンチ下防

74-13 かわらけ a:(I0.0)cm b:{8.2)cm c:1.9cm 子JTi!ね外)j'~指vJí1i{ lt~位色微砂 '.ûIîÞ. 11針'("や粗上 " 

74.14 Lり{{、v瓦) J'?:2.2cl11 1 11 11師布日 限什痕，t1，，(，Wlllllljl き浪!日灰色~殴色砂粒烈色粒内色杓 iミ UW~臣賞 " 

74.15 木製品 7時 主t24.5crn申Ioi:O.&m1'?:O.5cm 鋭利な刀物で断而tj11形にWL: /'，.~自尖り宝( 1味 " 

74.16 木製品折敬 長20.7cl11編:18.6cmI事2-4cl11 i尊く柾日に岩jぎ取ったものをfj形に加工隅をI面1IIUXI工 " 

74.}7 ヘラ状木製品 長25.9cm申r.l:1.7cmI宇治nrn 先端滞納lく平たい 反対側は 611iiの面耳目加工 s形 剣形 刀j杉の"1能性あり " 

74.18 m途不1111本製品 長15.6cm幅五OcI11厚0.4-0.5cm 板材をJjJ杉に加工附をloillXL.11j)JI..[する 折敷的な!品縁を {iL.li5:阪の"1能性もある " 

74-19 本製品遊戯.u b~:{5.0)cm ややいびつだが丁寧に凪II 腐食 自主制大 味体の.{';flか " 

77.} t師器ififH理 b:4.6cm lttm色内外蘭Ijqf立ナデ -:ljI組|簸微砂・ 3母.(10.f.((赤色料 lミt 良好 中II!以，ii(il'.I憎l

77-2 認i必日~ ~理 体部小1'， 191灰色内I(，iナテ.横位ヘラ削り外Ilti平行条線1111き微砂 .( Ijl 烈色粒 (1色粒良好 " 

77.3 リ;瓦(~Ll-l) 筒部f1::20.2cl11 ，t1，ilti縄1111[1宮線開[耐命IIIH以何色砂松雲母1'1色粒尚色粒小iifiiU t:1W軟質 " 

77-4 リ1瓦UL1{) 筒部11::13.OcI11 ，"，[(，i r¥l'lなナデ 1IIIIIii市1I1i{脱f，!.ナデ灰色砂粒 ・'21せ・!，U色粒段 上良好似!i'l " 

77・5リ1瓦(九瓦) 筒部lf:13.6cm I手:1.6-1.9cm 内面綬杉文叩日1!!償位ナデ凹而{jj日Ij{灰褐色砂粒・-:t母 白色殺ややmt良好硬質 " 

7下6 ?lJWL1{) 筒部lf:15.Ocm I'/.: 1.6-1.&111 ，""耐級杉文11111l1jl州立ナデ11I1I(，i布11糸I;!Jm灰以色砂粒雲母良仁良好艇'i'( " 

77.7 k瓦(、ド}[) l平:2.8-3.4crn 1111両市U糸切復内面縄UUJIきIj{191反褐色砂粒 ':uftt白色粒赤色位やや制 I:1W 軟'c! " 

77.8 女1{(、l'瓦) I'?: 1.6-2.4cm III)J面布IJlH，11，面縄IIIIJIき痕 191皮肉色砂枝 '1m'I1色粒小1i粒良 |ややIt，、軟質 " 

78-9 k瓦(、ド1{) I亨1.8-3.Ocm 間I耐和 11 悦ftlîl ハ曲i縄 IIIIJI き痕以尚色砂位i!母 m色粒 (1色f~ 小! if~ 良 uw 硬貨 " 

78-10 女主[(‘ji-1{) 1'7-:2.6-3.Ocm 1IIIIui布11撚ftlil，"，'(IIkJ11L1I1j1きIjl舵位j色砂粒 'jffHI色粒小行粒やや組上 lHf硬質 " 

78-11 k瓦(、lι瓦) flf.:2.7-3.Oc01 11I)J(ii.fllU・隙竹浪1"1仙II*曜日1Ij/き ・抑圧浪灰色砂粒 雲母 (1色世小lifIlU 1.: lHI-硬質 " 

78-12 !.c./{(、ド瓦) 1'l-:2.2-2.6cm 1'~iflÎ有íUñ! 縦位ナデt"Jl踊縄 IJ Ilj/き砂粒 'ßI苦 (1 色粒!且色f~ 小 lif(l良 t 良好硬質 " 

78-13 女瓦(千瓦) !事1.9-2.1c01 IUluii.{fi1J際骨痕 (11)仙IIr.H立ナデ灰色~灰燈色砂粒 3母赤色粒良上良好硬質 " 

79-14 !.c.bL(、V.1U ~!:2. 1 -2.5cm IUlr(，i (fjll糸切痕 川[師縦 験斜1立ナデ灰白色砂粒 tJ't粒小行抑制|ニ良好硬質 " 

7~ト 1 5 k瓦(、l'瓦) l写1.8-2.&m I lI l ifIÍ (líll 校i't浪t" ti百l縦l立ナデ Iljl ~正証j色砂粉・ 3母やや制上 lW 剛!î'l " 

7~ト 1 6 女J{(干瓦) 1'7-:2.5-3.4cl11 凹而布WIUi面絞杉文1111111良灰色砂粒雲母江l色粒 (1色村小有利良 1:良好軟質 " 

79-17 !.cl{(、ドJL) l't:2.3-2.5cm 11I11(，ilr.11糸切痕 ，'Wti級杉文11)111痕灰色砂悦雲母!，(¥色栓小ii*l) h! 1:良好硬貨 .. 

79-18 k瓦(、ドムL) j早:1.6-I.&m I lI lúii 1iï1l悦m.fìハ I(IÎ横 i立ナテ.餓杉文UrIIJ!良尿処色砂位 i!母 :~U色粒良 t 1Hf 硬質 .. 

8ιl !.cl{(、1'-10 1'f.:2.8-3.OcI11 I lI li商品 I J)H 縦位ヘラナデ/"'(，Î純 11線以色砂粒 ]UHl色r~ 小石粒やや官1 1:良好硬質 中Ilt以前i自h'll2

80-2 !.cl{(千瓦) I写2.2-2.6cm !四 l而{IílllH 凸JIjj縄 1111)1き仰灰白色砂，~.'~母 ' (1 色粒‘赤色fy_ "J、 !i*~ 五!t良好軟質 " 
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表39 出土遺物観察表 (37)

同白番号 純矧 法lil(a.1 I!王b.ll~ 1長c 祷応) 成形特徴 (.lC1革 ・ 紬~.I胎上・素地焼成など) 備考 (iflj持 その他)

80-3 k瓦(、ドj正) ff1:1.2-1.5c1l1 I lIlIfIi布 11 抑正浪凸耐l約刊引き IH 則灰色砂位 ・ 3母白色fÍl ・ !AI色 f~ 良 t 良好硬貨 中If!以'Iilifl榊2

80-4 .!di(、ド.f() 1'1: 1.9-2.OcIl1 11111師-Iti日娘ttlil，"1[面斜位ナデ以色~灰位色砂粒向色粒小石粒やや制上良好硬貨 " 

8ι5 !，(.J.l(、ド瓦) !手 1.8-2.Ocm l川而イ'611校1'tIH，"，Ifii r\~なナデ以色砂粒 'J1 母I' I@粒!，l\色粒良上良好硬質 " 

80-6 !，(JL(平瓦) J手2.6-2.9cm 11111面糸I;Ij.if，DI.良川l副総杉文IIIIUIH灰色砂fnm'II色粒小h粒やや朝日.良好軟質 " 

80-7 女瓦(干瓦) l手:1.8-1.9cm 問而糸切布日{良 川i前線杉文1I11r11良灰色微砂・3母.(1色純・小干IfU込上良好硬貨 " 

8トl ?l瓦(九瓦) 筒I'.IIl!:21.4cm /'f:2.3-2.7cm ，""師純 11"11 き瓜 1"11両市Ll IH ナデ訓幣砂，'~".2 f号赤色粒小行粒五! 1:良Mやや軟質 'l'lft以前iflJ.ll3

81.2 リl.f.L(JL瓦) 筒吊l1f:22.4cm ~l- :2.4 -3.Ocm ，"1[偏消l偏へラ削り IIIIL而1IilH良ナデ;沼幣灰色砂粒雲母小u粒段上良好硬貨 " 

81.3 リllWl瓦) 筒部lf:19.2cm 1平:2.0-2.4cm ，"，，1，1ナテ.凋'!I'f9'J.llfnヘラ問'1りIlq而nm指IIJilH瓜灰色砂粒 小石粒五U:.良好映'lt " 

81-4 リ1JWL.J，[) 筒部1張。19.Ocm /'/:2.5c01 ，"l[ulナテ'，l¥，笹川山lイlirllH縦i立ナデ11育灰色砂R'J1fft臼針。小石粒l込t良好般質 " 

81-5 ?lJ{()L]{) 筒印後 17.Ocm I'!:2.0-2.7cm ''''1而ナテ淵盤端111]ヘラN'IりIlJllulイlill泌灰色砂粒(Ijl・小イi粒良上良好やや軟質 .， 

81.6 リlJWL瓦) 問調11五16.4cm 厚2.0-2.6cm ，"，，11]ナテ川被端l師ヘラ削り|川i1iiMIIH以灰色砂粒 II針小行粒段上良好 p!l!tt 勿

8ト7 リ;瓦()L.l{) 術部1t:13.Ocm i'/:l.&m ''''''，iナデ調穀端161ヘラ削り l"lü耐布Il IH 江l灰色砂粒 雲母小イ'-î f~ 良 1:. 良好骸!'lt " 

81-8 '!l瓦(JL瓦) 筒I'.IIlf:15.Ocm li!:2.0-2.1cm I'"tl両横位ナデIlq面糸切イlinl.良茶柾j色紗粒 雲母内針小イI粒良t良好硬質 " 

8ト9 ヲIJWL瓦) 筒部lf:15.Oc01 )亨:2.1c01 {'，i耐ナテ'，l¥，!監自由i繭ヘラ円1Iりl"IIfil市日1良!，¥I反色砂粒雲母小イif由良上良H硬質 " 

8ト10 ?1.f(()L瓦) 筒部If:12.9cm /r，!:1.7c01 ，"I[(ijナデ凋'I¥'i消1MヘラNIIりIIJIII，耐1;日彼 氏色微妙小石粧良1:良好硬質 .. 

82・11 女J{(、ドJ{) /'!:3.1cm [!IIII'IイHI隙什IH，""lil純111引き痕以(1色砂粒.']1母 !XI色粒 1'1色村良I-.!Hf硬質 " 

82・12女J{(、ド瓦) /'1:2.2c01 問11I!1Ii日糸切校竹11.1，""rlitll!ll 1111 き似!火色砂粒'J1 llt 小イ i粒!~ 1: !~H 艇Tt " 

82-13 !，(.1L(、l'J，[) 1'!:2.4cm |川l両市日模1't瓜[11，曲I縄日日11きIi!灰色砂粒雲母 !，U色粒 h色粒小イ1粒良 t良好硬貨 " 

82.14 !'(J，i.(、ド瓦) /'/.:2.&01 IIJI仙l市11綬1'tlil，lI，而縄rlIII1き痕灰色砂粒 雲母!I¥色粒.(1色粉 小II粉lH良好硬質 .， 

82.15 k){(、ド瓦) /fl:2.lcll1 l"llfiiltill悦ftlil，"，I(IWtlll "11 き IH 亦灰色砂粒 ~ flj: . (1色純 良上や苧 11 いやや軟'i'I " 

82・16 k瓦(平瓦) /g::I.5c01 IlqiliiMI痕凸而縄日""き痕ナデ成形反II色砂粒雲母黒色栓 II色NU上良好硬質 " 

82.17 kJ.L(、li..f() /'/.: 1.7 -2.2c01 1%I，iltill 限付痕 ''''llti約 {-"I I き IH/:氏尚色紗，~ '1ff吐白針 J，(¥色靴担1t良好軟'tt " 

83-18 !，(J{(、ドJ{) /'1:2.1-2.&m 1"11面市LI限付 糸切旺1，"，曲l縦{立ナデ灰位j色砂粒3母 II色料小(ifIJ1'1.11: UH硬質 " 

83-19 !dL(、l'瓦) 呼1.7-2.1cm 1 1I1I(li布日痕，"，，11Î1i首位ナ デ 1~I~Ji fIJ色ー灰fIJ色砂f~ .~母 (1色粒 良 1 : 良好縦'tt .. 

83-20 火瓦(、F瓦) /';1: 1.5-I.9c01 1"11耐術 111良，""Iti縦横j，'[ナ デ !内側色砂*~.!A¥色fHI色粒 n1-.良好傾'tl " 

83-21 k瓦(、F瓦) 1'1-:1.5-1.&01 I' UII， i布 11 1.良川而縦償，，'[ナ デ 灰悦j色砂舵 宮崎小石粒 良 1: 良好両~質 " 

83-22 !，(Ji(、1'-.bL) 1'/:1.7-2.1c01 IIJII面市日終，"l[liitJl!日 IIII~ 痕 灰民j色砂粒 !日色*，)・1"1色粒小 !Î粒 明11 良 ~I 硬質 " 

83ト23 !，(li(、1".1{) 1'/:2.9cm l"llm削 1111 凸 Iliifl~位ナデ 灰( 1色砂粒1' 1 色位 制良J: JW~硬貨 " 

83-24 !，(瓦(、ド瓦) 1'1:2.5-3.3cm 川IIII布11痕凸l而繍位ナデ灰尚色砂粒 '_flkt立i色粒 内色弛 小石粒担l上良好軟'tl " 

83-25 k瓦(、I'-lu 1'/:2.5c01 川[I，i布11痕，"1[111級杉文11111111{以fIJ色砂*HI色純良1:良好臥1ft " 

84--26 女Ji(、l'瓦} 1'1:2.5c01 1"luullilJ糸切Ii!凸l師絞杉文"Prll.良灰(1 色砂粒 h色将利良 ~. !W 硬Tt " 

品-1--27 女瓦(、l'瓦) lif:l.9c01 l"II(!I1Iirl糸切In'"'11'1綬杉文"P11 IH赤拘色砂約内色約相良 1:良好硬質 " 

84--28 1;:此(千J{) l'/:2.1c01 I"IIIII Ir.LI糸切炭凸l副総杉文"11日終以色砂純'1"1色ぬ"，n1-.良好岐'tl " 

84--29 !，(J{(、Ji-.f[) I'I:2.2c01 1"11師布11糸りj痕，""oi*世杉;i(UP11泌灰色砂粒イ11色粒， 1'=1色粒利五!1: JHf似'i'I " 

8<ト30 !，(J-L(、|ι瓦) I'l:2.6c01 11I1I1ii糸flJlil{Wii総杉文"1'11浪以!.(¥色微妙 (1色粒利良 t五w 殿!w " 

84-31 I;:J{(、ドムo 1'1:2.4m I"IIIII布rI。糸切Ii{''' ' 1 ('1級杉文III'" I!~ 赤fIJ色砂*H I@粒料iミl: !~H 刷ït " 

85-1 別瓦OL瓦) t首都i壬16.6cm I'7-:2.0-2.2cl11 ，n'llIIli官h'i.ナデ1"1i1ii(lí111.良鈍l 、白色砂粒 ・2母 ー 小行粒 相 1: 良好匝~'lt 中Il!以前治情4

85-2 リ1瓦UL瓦) r.1!:'.ll1世15.2cm I'/:2.2-2.5c111 ，""f，j償1，1.ナデ1"11而布11痕版制色ー鈍い隠色砂位 :lt色粒 小Ii.~ 柄 ll: wr 硬貨 .. 

85-3 リi九(Jt瓦) 筒節lf:15.6cm 1手:1.0-2.3cm ，"11M筋状の綴様 1"1(Ifi.(h IIIH ~)( fIJ色砂位'1'1色粒良上五!H硬貨 .. 

85-4 I;:.f((千瓦) lif:2.0-3.1cm I!!iL面市日痕 {II而網口1111き痕 灰褐色砂粉・'2母 見l色fil.小{I料相1:良好軟rt .. 

85-5 !，(.I-L(、Ii.瓦) !平1.9-2.7cl11 11111師(IiLlIU ，目的WWIIII き保以何色砂粒!，(\色料 fU 上良好両~'tt .. 

85-6 !，(瓦(千瓦) 1'/:2.0-2.3cl11 1"1I1ii布日泌 {'"踊純IIIIPき彼 lリl灰fIJ色砂利 '!leHU色粒小イ1粒相11-.良好臥!質 .. 

85-7 !，(J{(、l'瓦) J平:2.5-2.&01 1 11 111，1 イHllil {'"I， i絡杉文IIPrllH 灰fIJ色砂約 ÎI @粒小石粒 相 1 1 '. lHf 向~'tl .， 

8与8 k瓦(、ド.I{) !リ 1.9-2.Ocm 川"II布日11-1，"，j([i~j立ナデ灰fIJ色砂杓!，(\色粒 良上良好硬貨 .， 
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表40 出土遺物観察表 (38)

附i 需号 附質i i-lJ，( (arl1fb .JL~l壬C.出 /'.":j ) I北j彩特徴 (文様車"柴 Jlfi1:京地・焼成など) 備考(i!'l梢その他)

8~9 5cfL(、|ι.1{) }'1:2.0-2.1cm 11I1!(Mtill娘，"，1耐縦位ナデ!氏側色~白色砂粒五!J:.LWti9!11 'l'ltt以前ì!'l~r. " 

8~10 k瓦(、ドJi) j平1.9cm 11111刷HI!良ど，1師椀i立ヘラナデ灰絢色紗粒良 t.良好硬貨 " 

8~ 11 f;:瓦(、1'，九) }'1: 1.8-2.0cm 11I1!(rr布lilU，"!Iliikllll-IIlPきIU灰同色砂粒'.21世(1色粒覗しl限質 " 

8~ 12 f;:瓦(、山[) 厚2.4-2.5cm 11I11(ijイ'tiL11，良川副総杉文11[1IIIH t~ 1Iポ制色砂粒 !，(\色粒小石粒明I上 l~H 軟質 " 

8~13 女瓦(、ÎJt:) !手2.4-2.5cm 川I(ij布日糸切泌凸而級杉文1III111J1，示制色砂粒:~~~色粒 h色粒粗上 lW [i曲賞 " 

8~14 f，('J{(千五L) η'.:2.0-2.4cm |川 I (ÍI布 IJ 糸切線，"，ii耐級杉文111111 終 Iり I.&HU色紗*~・'.!î RHU色粒 h色粒担1 t軟't1 " 

8~15 女王[(、F瓦) l享2.7-2.&m 11I1!(Ifイfilil11，"，ft副総杉文11[111浪灰尚色砂杓'.21せ白色粒担1.1:良好硬貨 " 

8~1 6 k瓦('11.瓦) j平:2.6-2.8cm 1111山ij.(liFIIU，"，師i級杉文11[1LI IU 灰f\J色砂粒 !~U色粒小行粒制It 良好硬質 " 

8ιl リ1瓦(}.LJ{) 筒ffll1王 14.0cm J'/.:3.Ocm ， "II f1 i級杉文111111 痕 111州市 11 糸切IH 灰色 砂f~ '2母tLt色粒内針やや棚上良HIi!l!質 'l'ltt以前滞 i

8ι2 リJ瓦(九五) N:2.0cm ，"，I(IljltlLlIIIIき鋭凹I師布目痕灰t"t色砂粒'.!iIiHU色粒白色粒粗 tややIJいやや軟質 " 

8ι3 引1.1[(jω[) 問自~I径 1 9.0cl1I }'l:2.3cm ''''lf'I級杉文11[1LI浪IlJlilli.ffi11IFi };正rt色砂粒当時瓜色粒.(t色粒やや1111:良好軟11 " 

8ι4 女J{(、ji.J{) }'l:2.5cm 川lfiiイli111良，':'，IfujltlllU[I き侠椴色紗粒 ~U色粒 tLt 色粧割[1:. 良好般質 " 

8ι5 f，("J，((、|ι.1{) }lji.:2.1cm 11111師イ'IiI~ IJi ，"II(I1 jltlU 1111き瓜灰tLt色砂粒安lせ!.l¥色粒 (t色粒粗土良H似't't " 

8ι6 f，(".1{{、"'.k) J'!:2.lcm IlIl!fliltiU痕，"II(IJ純111111き痕灰色砂粒会lせ!.u色粒(t色粒やや紅1t良HJii.l!TI " 

86-7 f，("./{(、lι.1{) Jlji.:2.3cm 1IIIIfiiIti11痕凸ffu斜精子1111きliiJポ色砂粒']kIlHI.¥色粒 (t 0.杓やや粗仁良好砲~質 " 

8ι8 f，("J{(、|ιJ{) Jlji.:2.0cm 11I11(!iイ'1illlfU'，ffii級杉文1111IIIJ~ J火 ;~U色砂利雲lせ烈色粒 tLt 色粒 粗士五!H軟'l'[ " 

8ι9 k.k(、"../{) l'l:2.3cm 1III!(Ij (ti 1'1糸切IH，"lI fii級杉文J1l1 llli! t1(色砂，~ 'jUHU色ね円色粒 rt針やや制上良好硬貨 " 

8ι10 f;.".k(、|ιJL) }'1:3.0cm III I!耐布bII.良山 Ifli級杉文UIIJJIJ~ 以白色砂粒';1t/fH県色粒 1'-1 色粒良 |二五Hf [I~史 1'( " 

8ι11 f;:Ji.(、ド.J，L) 昨4.1cm JllJ而布 111.良，"lI fii級杉文1I11111ü 以 tL t 色紗粒創世~l\色粒 t"t 色粒明l上やや IIt 、申k'L，( " 

8ι12 k瓦(、J'-J，[) Ji7:2.7cm 11I11(ii布日仮，"，1師絞杉文111111泌尿rt色砂粒 ')1:1吐!;¥¥色粒(t 色純良 LJ~H 軟TI " 

8ι13 k瓦(干瓦) j平2.0cm IIII!(II布FIIHI'..'II (Í1llllFl 叩 き IJ~ 1天然色砂粒']11せ見色粒 rt色粒良|二良好 " 

8ι14 』υ((、j".J{) j早:1.9cm 1"1!(，1I[iI11良，"11師r可:なナデ白色砂粒 'lHせ比!色粒t't色粒小イi粒やや粗t1注射砲fi't " 

8ι15 k瓦(、11..J，L) }'1-:2.Ocm IlIl!fiitti口IH，"，而横1立ナデ灰tLt色砂粒 (t色粒小(，粒良仁良flJ'piJ!質 " 
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図版 1

企 a. 1区部 1I回全J;k(iJ[jか ら)

企 b. 1 l豆第 1[ui全民(北から)

.A. c. L >>l;~ 1 -4 Cltから 〉

‘d. U'Jf.~ Ij (北京:か ら)
(r'Jj }l世 I~' (i益は第 2 r(lI磁器出 りに属する)
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企 a. 11五第 2LUiイE;;.k(州から)

図版 2

企 b. 11孟第 21師全長(北から)

企 d. III丘第 21ru全対(点から)

企 e.第 2面上li.益出削り (1有から)
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図版 3

企 a. n l孟第 2商挫物 1-3れ穴ダIJ (凶から)

企 b.住物 lーロー 1 (阿か ら) 企 C. 辿物 3ーロー 1. 2ーロー 1(阿から)

企 d.佳物 2-ロ-3(!f!ーから) ... e. 建物3ー イ-3・2ー イ-3(点から)

企 f.建物2ーハ-3(11yから) 企 g. 住物3ーロ-2(南から)
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図版 4

企 a. 1 1丘小~ 2 1而|ニ峨6'ljl;rl't望21'1'，1:状況 (，1じか ら) 企 b.7古川型Iij ftlSへラガキ
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